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第1章 Introduction

1.1 Introduction
TPAは、Ansibleを使用して EDBの推奨事項に従って Postgresクラスターを展開するオーケストレーショ
ンツールです。

TPAは、Postgresの展開とサポートに関する長年の苦労して得た経験に基づいて、EDBが追従するベスト
プラクティスを具体化しています。これらの推奨事項は、運用環境と同様に簡単なテストベッドのセット
アップに適用されます。

1.1.1 TPAでは何ができますか?

TPAは、トポロジから構成の最小の詳細まで Postgresクラスターを記述するために使用できる宣言的構成
メカニズムを中心に構築されています。

tpaexec configureを実行して、いくつかの高レベルの選択たとえば、インストールする Postgresのバー
ジョンなどに基づいて、初期クラスター構成を生成することから始めます。デフォルト構成はそのまま使用
できますが、ニーズに合わせて編集できます。生成される構成は単なるテキストファイル config.ymlです。

この構成を使用して、TPAは次のことを行うことができます。

1. サーバー AWS EC2インスタンスまたは Dockerコンテナなど、クラスターをホストするために必要
なその他のリソースをプロビジョニングしますまたは、接続の詳細を指定するだけで既存のサーバー
または VMに展開できます。

2. オペレーティングシステムを構成しますカーネル設定の調整、ユーザーと SSHキーの作成、パッケー
ジのインストール、systemdサービスの定義、ログローテーションの設定など。

3. Postgresおよび関連コンポーネントたとえば、 PGD、Barman、pgbouncer、repmgr、およびさまざま
な Postgres拡張機能などをインストールおよび構成します。

4. 展開後にクラスターで自動テストを実行します。

5. 構成に将来の変更を展開します Postgres設定の変更、パッケージのインストールとアップグレード、
新しいサーバーの追加など。

1.1.2 どのように使用すればよいですか？
TPAを使用するには、TPAをインストールし、tpaexec setupコマンドを実行する必要があります。ご使
用のプラットフォームの TPA installationに従ってください。

TPAは 4つの異なるステージで動作して、Postgresクラスターを起動します。

• クラスターの生成クラスター構成
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• クラスターをホストするデプロイメントのプロビジョニングサーバー VM、コンテナ

• プロビジョニングされたインスタンスへの A First Cluster Deployment ソフトウェア

• テストデプロイされたクラスター

# 1. Configuration: decide what kind of cluster you want

tpaexec configure clustername --architecture M1 --platform aws \

--postgresql 14 \

--failover-manager repmgr

# 2. Provisioning: create the servers needed to host the cluster

tpaexec provision clustername

# 3. Deployment: install and configure the necessary software

tpaexec deploy clustername

# 4. Testing: make sure everything is working as expected

tpaexec test clustername

TPAは、ラップトップ、EC2インスタンス、またはネットワーク経由でクラスターのサーバーに到達でき
るマシンから実行できます。

これは TPA capabilities and supported softwareです。

構成

クラスター構成

コマンドは、選択したオプションに基づいて、クラスターを記述する単純な YAML構成ファイルを生成し
ます。この構成はすぐに使用できますが、ニーズに合わせて変更できます。構成ファイルの編集は、クラ
スター構成の作成前と作成後の両方での通常の方法です。

この段階で、クラスターのアーキテクチャとプラットフォームを選択する必要があります。アーキテク
チャは、特定の目的に Postgres をセットアップするためのサーバーとソフトウェアの推奨レイアウトで
す。例には、「M1」プライマリおよびストリーミングレプリカを備えた Postgresおよび「PGD-Always-ON」
Always On構成の EDB Postgres分散 5が含まれます。プラットフォームは、AWS、Docker、ベアメタル
サーバーなどのアーキテクチャを展開するサーバーをホストする手段です。

プロビジョニング

tpaexec provision

コマンドは、クラスターに必要なインスタンスとその他のリソースを作成します。プロセスの詳細は、ク
ラスターの構成中に選択したアーキテクチャM1などとプラットフォーム AWSなどによって異なります。

4 第 1章 Introduction
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たとえば、必要な特権で AWSアクセスが与えられると、TPAは EC2インスタンス、VPC、サブネット、
ルーティングテーブル、インターネットゲートウェイ、セキュリティグループ、EBSボリューム、Elastic
IPなどをプロビジョニングします。

「ベア」プラットフォームを選択し、接続の詳細を提供することにより、既存のサーバーを「プロビジョニ
ング」することもできます。これらはベアメタルサーバーであるか、クラウドプラットフォームで別途プ
ロビジョニングされたサーバーであるかにかかわらず、TPAによって作成されたかのように使用できます。

単一のプラットフォームに制限されません。必要に応じて、クラスターをいくつかの AWSインスタンスマ
ルチプルのリージョンと一部のオンプレミスサーバー、または他のデータセンターのサーバーに分散でき
ます。

プロビジョニングステージの最後に、基本的なオペレーティングシステムがインストールされた必要な数
のインスタンスができます。TPAは、SSH経由でルートに sudoを使用してアクセスできます。

導入

tpaexec deploy

コマンドは、プロビジョニングされたサーバーに Postgresおよびその他のソフトウェアをインストールお
よび構成します TPAによって作成された場合とされていない場合があります。ただし、SSHと sudoアク
セスが利用できる限り誰が作成したかは関係ありません。これには、レプリケーション、バックアップな
どの設定が含まれます。

展開段階の最後に、Postgresが起動して実行されます。

テスト

tpaexec test コマンドは、展開されたクラスターに対してさまざまなアーキテクチャとプラットフォーム固
有のテストを実行して、予想通りに動作していることを確認します。

テスト段階の最後には、完全に機能するクラスターが完成します。

インクリメンタルな変更

TPAは、プロビジョニング、展開、およびテストがべき等であるように注意深く設計されています。それ
らを実行し、config.ymlを変更し、プロセスを再度実行して変更を展開できます。構成またはインスタン
スで何も変更されない場合、プロセス全体を再実行しても何も変更されません。

クラスター管理

クラスターが起動して実行されると、TPAは、構成変更、スイッチオーバー、ゼロダウンタイムのマイナー
バージョンのアップグレードなどの便利なクラスター管理機能を提供します。これらの機能により、手動
で変更を行うよりもクラスターの管理が簡単かつ安全になります。

1.1. Introduction 5
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Ansibleを介して拡張可能

TPAは Instance configurationをサポートしているため、config.ymlを編集し、プロビジョニング/展開/テス
トを再実行するだけで、多くのことができます。TPAが既にサポートしているものを超える必要がある場
合は、次のように書くことができます

• TPA custom commands、クラスターで実行するプレイブックの作成を簡単にします。クラスターディ
レクトリに commands/xyz.yml を作成し、 tpaexec xyz /path/to/cluster を使用して呼び出す
だけです。自動化する必要がある管理タスクまたはプロセスに最適です。

• TPA custom tests 、環境とアプリケーションに固有の詳細な検証でビルトインテストを強化します。
tpaexec testを使用してすべてのテストを均一で反復可能な方法で実行すると、危機に対処すると
きも、日常的なクラスター管理中にも、重要な要素を見逃すことがありません。

• TPA hooks、展開のさまざまな段階で呼び出されます。たとえば、hooks/pre-deploy.ymlのタスク
は、メイン展開の前に実行されます。post-deployを含む他にも多くのフックがあります。これに
より、Ansibleの全機能を自由に利用できます。

1.1.3 Postgresです
TPAは、多くの機能が構成された複雑なクラスターを作成できますが、結果は単なる Postgresです。イン
ストールは、生活を簡素化するように設計されたいくつかの規則に従いますが、あなたとデータベースの
間には、隠された魔法も何も存在しません。他の Postgresインストールで実行できることはすべて TPAク
ラスターで実行できます。

1.1.4 TPAでのバージョニング
TPAは、以前にメジャーバージョンが年から派生する日付ベースのバージョン管理スキームを使用してい
ました。バージョン 23から TPAはセマンティックバージョニングに移行し、最初は 2部の major-minor

パターンを使用して、バージョン 23.34.1で完全な 3部セマンティックバージョニングを採用しました。こ
のスキームでは、メジャーバージョンは、以下の下位互換性の原則に準拠するために必要な場合にのみイ
ンクリメントされます。

下位互換性

TPAの重要な開発原則は、下位互換性を維持することであるため、ユーザーが TPAの最新バージョン以外
のものが必要になる理由はありません。下位互換性を次のように定義します。

• TPA X.aで作成された config.ymlは、TPA X.bで有効です。ここで、 b>=a

• その config.ymlから作成されたクラスターは、TPA X.bで保守および再展開が可能です。

したがって、新しいメジャーバージョンは、下位互換性の中断を意味します。そのため、私たちはメジャー
バージョンのリリースを回避することを目指しており、例外的な状況でのみそうします。

6 第 1章 Introduction
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1.1.5 はじめに
システムの TPA installationに従って、次にクラスター構成に従います。

1.2 Trusted Postgres Architect release notes
Trusted Postgres Architectドキュメントでは、Trused Postgres Architect 23の最新バージョンについて説明し
ています。

Trusted Postgres Architect version Release Date

Trusted Postgres Architect 23.42.0 release notes 25 Feb 2026
Trusted Postgres Architect 23.41.0 release notes 26 Nov 2025
Trusted Postgres Architect 23.40.1 release notes 28 Oct 2025
Configuring lvm-direct for production 02 Oct 2025
Trusted Postgres Architect 23.39.0 release notes 22 Aug 2025
Trusted Postgres Architect 23.38.1 release notes 25 Jun 2025
Trusted Postgres Architect 23.38.0 release notes 09 Jun 2025
Trusted Postgres Architect 23.37.0 release notes 24 Mar 2025
Trusted Postgres Architect 23.36.0 release notes 19 Feb 2025
Trusted Postgres Architect 23.35.0 release notes 25 Nov 2024
Trusted Postgres Architect 23.34.1 release notes 09 Sep 2024
Trusted Postgres Architect 23.34 release notes 22 Aug 2024
Trusted Postgres Architect 23.33 release notes 24 Jun 2024
Trusted Postgres Architect 23.32 release notes 15 May 2024
Trusted Postgres Architect 23.31 release notes 19 Mar 2024
Trusted Postgres Architect 23.30 release notes 19 Mar 2024
Trusted Postgres Architect 23.29 release notes 15 Feb 2024
Trusted Postgres Architect 23.28 release notes 23 Jan 2024
Trusted Postgres Architect 23.27 release notes 19 Dec 2023
Trusted Postgres Architect 23.26 release notes 30 Nov 2023
Trusted Postgres Architect 23.25 release notes 14 Nov 2023
Trusted Postgres Architect 23.24 release notes 17 Oct 2023
Trusted Postgres Architect 23.23 release notes 21 Sep 2023
Trusted Postgres Architect 23.22 release notes 06 Sep 2023
Trusted Postgres Architect 23.21 release notes 05 Sep 2023
Trusted Postgres Architect 23.20 release notes 01 Aug 2023
Trusted Postgres Architect 23.19 release notes 12 Jul 2023
Trusted Postgres Architect 23.18 release notes 23 May 2023
Trusted Postgres Architect 23.17 release notes 10 May 2023
Trusted Postgres Architect 23.16 release notes 21 Mar 2023
Trusted Postgres Architect 23.15 release notes 15 Mar 2023
Trusted Postgres Architect 23.14 release notes 23 Feb 2023
Trusted Postgres Architect 23.13 release notes 22 Feb 2023
Trusted Postgres Architect 23.12 release notes 21 Feb 2023

次のページに続く

1.2. Trusted Postgres Architect release notes 7
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表 1 –前のページからの続き
Trusted Postgres Architect version Release Date

Trusted Postgres Architect 23.1 to 23.11 release notes 21 Jun 2023 to 31 Jan
2023

1.2.1 Trusted Postgres Architect 23.42.0 release notes

リリース日 2026年 2月 25日

Trusted Postgres Architect 23.42.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

ハイライト

• RHEL 10の実験的サポート EDBパッケージが利用可能になるまで、オープンソースクラスターのみ

• Postgresログ設定の制御の向上

• より幅広いユーザー環境に対応するための新しい privilege_escalation_commandオプション

機能強化

Description Addresses

ログの宛先とログディレクトリの処理を改善および文書化しました。デフォルト
では、TPAは `syslog`にログを記録するように Postgresを構成します。 `rsyslog`の
ログの場所は、 `postgres_log_file`で設定できます。ユーザーが `syslog`以外の宛
先を選択した場合、TPAは Postgresロギングコレクターが `postgres_log_file`に
ログを記録するように構成します。以前は、この動作はユーザーが `stderr`を選
択した場合にのみ実装されていました。 `jsonlog`や `csvlog`など、syslog以外の
設定でも動作するようになりました。この変更により、ディレクトリ権限の設
定に使用できる新しいクラスター変数 `postgres_log_directory_mode`が追加され
ます。また、すべてのロギング関連のクラスター変数に関する新しいドキュメ
ントを追加します。 Logrotateは、ログが収集される方法に関係なく、ログファ
イルをターゲットとするように構成されます。

50711

RHEL 10での TPAの実行をサポート。TPAコントローラは、RHEL 10または同
等の OS Rocky Linux、AlmaLinux、または Oracle Linux 10を実行しているシス
テムになりました。これらのシステムでは、システム Pythonパッケージ Python
3.12を使用できます。

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
Description Addresses

RHEL 10ノードへの展開の実験的なサポート。TPAは、RHEL 10または RHEL
10 ベースのディストリビューション Rocky Linux、AlmaLinux、または Oracle
Linuxを実行しているノードに展開できるようになりました。 dockerまたは aws
プラットフォームを使用している場合、適切な dockerイメージまたは ec2 AMI
が選択されます。この機能は実験的と考えられています。展開は RHEL 10のさ
まざまなパッケージの可用性に依存しているため、パッケージが上流リポジト
リにアップロードされるまで、すべてのアーキテクチャまたはソフトウェアオ
プションが動作するとは限りません。
代替の特権エスカレーションコマンド用の `privilege_escalation_command`構
成変数を追加しました。このリリースでは、新しい cluster_vars 変数 `privi-
lege_escalation_command`が導入され、ユーザーは管理対象アプリケーションが
実行時にクラスター操作に使用する特権エスカレーションコマンドを構成でき
ます。デフォルト値は `sudo`で、これは、TPAが sudoパッケージが存在しない
場合は自動的にインストールし、さまざまなコンポーネント Postgresユーザー、
EFMユーザー、フェールオーバーマネージャーの sudoersファイルを構成する現
在の動作を維持します。ユーザーは `privilege_escalation_command`を設定する
ことにより、代替の特権エスカレーションコマンドを指定できるようになりまし
た。代替の特権エスカレーションコマンド `sudo`以外の場合、TPAは次のことを
行います。 sudoパッケージのインストールをスキップする Postgresユーザーの
sudoers構成をスキップする EFMユーザーの sudoers構成をスキップするすべて
のフェールオーバーマネージャー操作 repmgr、HARP、EFMに configuredコマ
ンドを使用する）この機能は、次のような環境に役立ちます。代替の特権エスカ
レーションコマンドを使用する sudo構成の手動管理が必要特権エスカレーショ
ンコマンドに関する厳密なポリシーがある重要代替の特権エスカレーションコ
マンドを使用する場合、ユーザーは以下を確認する必要があります。選択したコ
マンドがプリインストールされ、構成されているすべてのターゲットシステム
このコマンドにより、postgresユーザーはサービス管理のための systemctlコマン
ドを実行できますこのコマンドにより、EFMユーザーは `efm_db_functions`を
実行できます EFMを使用する場合 Ansibleの makeメカニズムが適切に構成さ
れている `ansible_become_method`経由コンポーネント固有の変更 Postgresユー
ザー sudoers 代替コマンドを使用して、TPA は sudoers の構成をスキップしま
す e postgresシステムユーザー。ユーザーはサービス管理コマンドの特権エス
カレーションを構成する必要があります。 EFM sudoers代替コマンドを使用す
る場合、TPA は EFM ユーザーの sudoers の構成をスキップします。ユーザー
は特権エスカレーションを構成して、EFMユーザーが postgresユーザーとして
`efm_db_functions`を実行できるようにする必要があります。フェールオーバー
マネージャー repmgrと EFMは、ハードコーディング sudoの代わりに、サービ
ス管理コマンドに設定済みの特権エスカレーションコマンドを使用するようにな
りました。 Barman SELinux Barman SELinux構成タスクは、構成された特権エ
スカレーションコマンドを尊重して、明示的な sudoコマンドの代わりにAnsible
の becomeメカニズムを使用するようになりました。詳細な使用例と構成ガイド
ラインについては、 ansible-and-sudo.mdおよび configure-cluster.mdのドキュメ
ントを参照してください。

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
Description Addresses

download-packages`コマンドに「refresh repository metadata」オプションが追加
されました。新しいオプションが `tpaexec download-packages`コマンド--refresh-
repository`、動作するにはDockerとそれに対応するDockerイメージが必要です。
この変更を行う前は、クラスターと OSに応じて、ローカルリポジトリを手動で
再作成するために必要なコマンドをユーザーに依存していました。この修正で
は、パッケージが配置され、構成ファイルで上記パッケージの新しいバージョ
ンが選択されると、 `tpaexec upgrade`を使用してリポジトリをアップグレードす
る自動方法を提供します。また、さまざまなエアギャップ条件を考慮して実行
する必要がある手順をカバーするドキュメント、およびエアギャップシナリオ
の DNFリポジトリに関連して発見されたマイナー修正も含まれています。

52313

の変更

Description Addresses

複数の EFMバージョンの同時インストールを防止します。TPAは、複数の EFM
バージョンのインストールを防止し、サービススタートアップの競合を解決し
ます。バージョンチェックは `upgrade_in_progress`状態を正しく検出するように
なり、`tpaexec upgrade --components=efm`は既存のバージョンを置き換えること
ができ、通常の展開操作中に誤ってマルチバージョンのインストールをブロッ
クし続けます。

48997

TPAは、PGD 6クラスターでサポートされていない Postgres 13を拒否するよう
になりました。 Postgres 13と PGD 6を組み合わせた構成を明示的に拒否するよ
うに `tpaexec configure`を更新しました。 Postgres 13は PGD 6でサポートされ
ていないため、このチェックは、ユーザーが後で失敗する互換性のないセット
アップを続行することを防ぎます。導入フェーズ。
デフォルト“enterprise”PGD-Sアーキテクチャのリポジトリ。 PGD-Sアーキテ
クチャを使用するように構成されたクラスターは、デフォルトで“enterprise”に
なります。 "postgres_distributed"ではないリポジトリリポジトリ。したがって、
デフォルトのリポジトリが必要なサブスクリプションレベルと一致するように
なりました。
ローカルのみの展開の必須 EDBトークンチェックを削除しました。 `--use-local-
repo-only`オプションが有効になっている場合でも、`tpaexec deploy`が誤って
EDB_SUBSCRIPTION_TOKENを必要とする問題を解決しました。必要なパッ
ケージがすべてローカルに利用できる場合、TPAはローカルリポジトリから展
開するときにこの検証をバイパスするようになりました。最初にパッケージを
ダウンロードし、ローカルリポジトリにデータを入力するには、引き続きトー
クンが必要であることに注意してください。

次のページに続く

10 第 1章 Introduction



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

表 3 –前のページからの続き
Description Addresses

未使用のモニタリングサーバーロールを削除しました。モニタリングサーバー
ロールは、以前にクラスターの集中監視サーバーをセットアップするために使用
されていましたが、この機能は使用またはサポートされません。この変更によ
り、コードベースからモニタリングサーバーロールへのすべての参照が削除さ
れます。roles/initでのグループ作成からモニタリングサーバーロールの削除モ
ニタリング_server変数を設定するタスクの削除テストフィクスチャからモニタ
リングサーバーの削除このクリーンアップでは、デッドコードを削除し、TPA
展開でサポートされているロールに関する混乱を防ぎます。
RH8用の個別の要件ファイル.TPAは、RH8で実行されているかどうかに応じ
て、Pythonパッケージのインストール時に個別の要件ファイルを使用するよう
になりました。さらに、クラスター内のインスタンスが RH8を実行している場
合、使用中の ansibleバージョンが 2.16以降であることを展開時にチェックしま
す。これにより、TPAは他のディストリビューションで ansible-coreの最新バー
ジョンを使用しながら、RH8への展開を引き続きサポートできます。
パッチへの文書化された依存関係を削除しました。TPAはパッチユーティリティ
を必要としないため、インストール手順からそれに関する記載を削除し、それ
を呼び出した到達不能コードを削除しました。

バグ修正

Description Addresses

mTLS を使用するクラスターのアップグレードの失敗を修正しました。mTLS
が有効になっているクラスターで `tpaexec upgrade`が失敗する問題を解決しま
した。以前は、アップグレードフェーズ中に必要な TLS変数が欠落していたた
め、「certificate require」というメッセージが発生していました。 etcdのエラー
と Patroniの未定義変数エラー。この修正により、アップグレード中にすべての
mTLS構成が正しく伝播され、安全な接続が維持されます。
Barmanの依存関係として'file'を削除しました。 Barmanはパッケージの依存関
係として「file」を必要とするため、パッケージマネージャーによってインストー
ルされます。別の依存関係として追跡する必要はありません。
PGD-X構成で `bdr_node_groups`が重複する問題を修正しました。 PGD-Xクラ
スターの `tpaexec configure`中に接続マネージャーポートオプションを指定する
と、`config.yml`に `bdr_node_groups`エントリが重複してしまう問題を解決しま
した。構成ロジックはこれらのオプションを正しく処理し、クリーンで有効な
クラスター定義を保証します。

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Description Addresses

PGDG リポジトリを正しく処理するように `tpaexec configure`コマンド
の `--edb-repositories`を修正しました。このバージョンの TPA よりも
前では、tpaexec configure`で--edb-repositories`オプションを使用すると、
`(apt,yum,suse)_repository_list`変数を定義するコードが誤ってスキップされてい
ました。これにより、EDBと PGDGリポジトリの両方が定義された誤った構成
が生成され、パッケージ解決の競合が発生しました。あらゆる状況で正しい構
成が生成されるように、修正が導入されました。
TPAは、`max_replication_slots`計算でパラレル適用を考慮するようになりまし
た。 PGD 5パラレル適用をサポートするように `max_replication_slots`の式を更
新しました。 Parallel applyではライタごとに追加のレプリケーションオリジン
が必要であるため、TPAは `bdr.writers_per_subscription`設定を自動計算に組み
込み、PGD 5クラスターでのスロットの枯渇を防ぎます。重要この変更は、TPA
が更新された計算結果を適用するため、PGDバージョン 5以降を使用する場合、
次回の展開で postgresクラスターが再起動します。ダウンタイムを回避するに
は、 `cluster_vars`の `max_replication_slots`および `max_wal_senders`の現在値を
確認および定義します。

51548, 57005

TPAは、ansible_userが rootでない場合のテストの実行をサポートするようにな
りました。 tpaexec tasks SSL証明書を読み取ることができるように、ルートまた
は正しいユーザーとして実行する必要があるデータベースクエリーを実行しま
す。これらのテストは、以前はユーザーを指定せずに実行されたため、ユーザー
が rootでない場合に失敗しました。これらは `become_user`で実行されるように
なりました。属性を作成し、ノードタイプに応じて postgres または pgd_proxy
ユーザーとして実行します。

96876

TPAでは、`--hostnames-from`を使用して Dockerインスタンスの IPアドレスを
設定できるようになりました。TPAの以前のバージョンは、ホスト名ファイル
で指定された場合でも、`ip_address`を自動的に生成しました。この修正は、TPA
が構成時に IPアドレスがまだ指定されていない場合にのみ生成することを意味
します。 TPAは、提供された IPアドレスを含むクラスターネットワークを自動
的に選択しないことに注意してください。そのため、 `--network`オプションを
使用して、一致する CIDRを指定する必要があります。
アップグレードおよびテストフェーズ中の未定義の Patroni SSLファクトに関す
る問題を修正しました。展開中に設定された SSL関連のファクトは、プレイブッ
クの実行にわたって持続されず、SSLが有効になっている Patroniクラスターに
対して `upgrade`または `test`を実行すると、̀ 'patroni_ssl_ca_file' is undefined`など
のエラーが発生しました。これらのファクトは、アップグレードプレイブック
とテストタスクの関連ポイントに含まれる専用の `patroni/facts`ロールによって
設定され、どのフェーズが実行されているかに関係なく、常に利用できるよう
になります。

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Description Addresses

DCS解析エラーを防ぐためにPatroni `ignore_slots`データ構造を修正しました。以
前は、`ignore_slots`パラメーターは、必要なリスト形式の代わりに辞書として生成
されました。これにより、DCS解析中にAttributeErrorが発生し、̀ignore_slots`構
成が有効になることを妨げるだけでなく、後続の動的および静的構成の更新の
適用もブロックされました。この変更により、`ignore_slots`が辞書のリストとし
て正しくフォーマットされ、解析エラーが解決され、すべての構成変更が正常
に適用されます。
TPAは、インスタンスのロールリストに空のエントリが含まれていないことを
検証するようになりました。`config.yml`でインスタンスのロールリストを手動
で編集するときに空のエントリを追加するか、ダッシュを削除するのを忘れる
と、デプロイメントが失敗するというバグを修正します。インスタンスロール
リストの空のエントリは無効であるため、展開プロセスの早い段階でキャッチ
する必要があります。これにより、展開中にできるだけ早く各ノードのロール
リストの内容を検証するタスクが追加されます。

46041

tpaexec configure`の PGD-Xの欠落していた--enable-camo`オプションを追加しま
した。 tpaexec configure`内の PGD-Xアーキテクチャの--enable-camo`フラグを
導入しました。この更新では、自動互換性チェックや展開の成功に必要な構成
調整を含む、クラスターの Commit At Most OnceCAMOが有効になります。
欠落している etcd ロールをキャッチするための検証を追加しました。
`harp_consensus_protocol: etcd`を使用して HARPを使用して BDR 4クラスター
を展開する場合、etcdロールが定義されたインスタンスがない場合、展開は遅れ
て失敗し、欠落している etcdエンドポイントに関する不明瞭なエラーが発生し
ました。このような問題のデバッグは費用がかかりますが、この検証は問題を
早期にキャッチし、何がうまくいかなかったのかについてユーザーにいくつか
の手がかりを提供するようになりました。

46041

TPAは現在、`PEMサーバーの資格情報の記録 `をバイパスするようになりまし
た。共有 PEM展開中のタスク。以前は、共有 PEMサーバーを展開するときに、
タスク「PEMサーバーの資格情報を記録する」'postgres_password'属性が必要な
ため失敗します。この属性は、 'postgres'ロールを持つノードが共有 PEMノード
とともに展開される場合にのみ定義されます。これにより、'postgres'ロールが存
在しない共有 PEMを使用して独立した Barmanノードを展開するなど、特定の
シナリオで障害が発生し、属性欠落エラーが発生しました。 'postgres_password'
は代わりに後続のステップで'EDB_PEM_CREDENTIALS_FILE'から派生するた
め、共有 PEMが使用されている場合、修正はこのタスクをスキップします。
BDRクラスターの `barman_role`特権付与を修正しました。 BDRクラスターで
は、Barmanが必要な特権が、Barmanが実際に接続する `postgres`データベース
ではなく BDRデータベースに誤って付与されました。これにより、「バックアッ
プ機能へのアクセスがありません。FAILED」が発生しました。 TPA 23.40にアッ
プグレードした後のエラー。この修正を展開した後、付与は `postgres`データベー
スに正しく適用されます。影響を受ける既存のクラスターは、`tpaexec deploy`を
再実行することにより修正できます。

54698

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Description Addresses

`bdr_package_version`のみが設定されている場合に、pgd-proxyおよび pgdcliパッ
ケージバージョンが `bdr_package_version`と一致するようにダウンローダーを修
正しました。エアギャップ環境で'bdr_package_version'を選択すると、BDRの選択
したバージョンがダウンロードされますが、PGD CLIおよびPGDプロキシのバー
ジョンはダウンロードされません。パッケージの不一致があるため、'tpaexecdeploy'
のエラー。これは、非エアギャップ環境の場合ではなく、'bdr_package_version'
の特定のバージョンを選択すると、PGD CLIおよび PGDプロキシの対応する
バージョンも選択されます。この修正により、'tpaexec download-packages'を実
行するときに、最初に'pgd_proxy_package_version'または'pgdcli_package_version'
が定義されているかどうかを確認し、定義されていない場合は、BDRパッケー
ジが不一致であるため、'bdr_package_version'変数を再利用して指定された同じ
バージョンをダウンロードします運用環境で重大な問題を引き起こす可能性が
あります。
tpaexec configure`のPGD-Xポートフラグを標準化しました。`tpaexec configure`を
更新して、PGD-Xの有効なオプションとして--proxy-listen-port`および `--proxy-
read-only-port`を削除しました。ドキュメントが調整されて、これらの削除を反
映し、サポートされている `--read-write-port`および `--read-only-port`フラグのカ
バレッジを追加して、CLIとマニュアル間の調整を保証します。

57408

TPA は、スロットのデフォルト計算で PEM サーバーインスタンスを無視す
るようになりました。PEM サーバーバックエンド専用のインスタンスを無視
するように `num_postgres_instances`のロジックを変更しました。この変数は
`max_replication_slots`のデフォルト値を決定するため、PEMノードを除外する
ことで過剰割り当てを防止します。重要 TPAは更新された計算結果を適用する
ため、`config.yml`で `max_replication_slots`が明示的に定義されていない場合、
PEMサーバーを使用したクラスターへの展開は、次回の展開時に再起動がトリ
ガーされます。ダウンタイムを回避するには、`cluster_vars`の現在の値を確認お
よび定義します。
外部変数ファイルで tpaexec apply を実行したときに発生したクラッ
シュを修正しました。外部変数ファイル `tpaexec deploy --extra-vars
&quot;@./vars.yml&quot;`などで tpaexecdeploy を実行したときに発生した
クラッシュを修正しました。以前は、deployコマンドによってトリガーされる
内部プロビジョニングステップがこれらの追加変数を継承せず、実行が失敗し
ていました。この修正により、展開が開始される前に、指定されたすべての変
数が tpaexecプロビジョニングに正しく渡されるようになります。

56864

コミットスコープが選択されたときに PGD-Xの展開が失敗する問題を修正しま
した。デフォルトで PGD-Xは、一連の不変のコミットスコープを作成します。
この変更により、TPAは、構成ファイル CAMOなどで以前に定義されていない
コミットスコープを追加するときに、PGD-Xのこれらのコミットスコープを削
除しようとします。

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Description Addresses

Patroniクラスターでの RHEL 8の展開の失敗を修正しました。Python 3.6以降
の互換性のために `patroni_compare_config.py`スクリプトを更新することにより、
RHEL 8での展開の失敗を解決しました。この修正により、スクリプトのコアロ
ジックを維持しながら、Patroni構成の検証が最新の Python環境で正しく実行さ
れることが保証されます。
Patroniのアップグレード中に etcd_protocolの KeyErrorを修正しました。これ
は、最初の etcdノードが pyformat_hostvarsを使用してすべての etcdノードのエ
ンドポイントをビルドしようとしたときの競合状態です。各ホストの hostvarsで
etcd_protocolを探しました。ただし、現在のホストのみがインストール中にこ
のファクトを設定していましたアップグレード。これにより、他のホストにア
クセスするときに KeyErrorが発生しました。
'etcd_authentication_mode' の'basic' 認証に関する問題を修正しました。
'etcd_authentication_mode' で'basic' 認証を選択すると、呼び出しを担当す
る etcd の'patroni' ロールに権限を付与するタスクで展開の実行が失敗します。
etcdクラスターに。これは、ファクト変数がタスクのスコープで適切に定義さ
れていないため、タスクの条件が失敗し、したがって権限が付与されないため
でした。修正には、ファクト変数が正しく設定されてアクセスできることを確
認し、'basic'認証が選択されたときに権限付与タスクが意図したとおりに実行
できるようにすることが含まれます。
RHELベースのシステムでの PGDアップグレード中のパッケージの競合を修正
しました。RHELベースのオペレーティングシステムで PGD 5から PGD 6に
アップグレードするときに発生した依存関係解決 depsolveの問題を解決しまし
た。アップグレードプロセスは条件付きで `allowerasing`オプションを利用する
ようになりました。これにより、アップグレードの前の予行チェック中に競合
する PGD 5パッケージの必要な置換が許可され、PGD 6への正常な移行が保証
されます。
バージョン固定を使用する際の Barman 展開の失敗を修正しました。`bar-
man_package_version`を介して Barman バージョンを固定するときに発生した
Debian / Ubuntuシステムでの依存関係の競合を解決しました。 TPAは、`barman-
cli`とその `python3-barman`依存関係の両方を同じバージョンに正しく固定する
ようになり、パッケージマネージャーがバージョン要件の不一致を理由にイン
ストールを拒否するのを防ぎます。

1.2.2 Trusted Postgres Architect 23.41.0 release notes

リリース日 2025年 11月 26日

!!!警告 既知の問題 deploy に TPA 23.35以降を使用して、以前のバージョンの TPAで作成された PGD/
BDRクラスターを使用すると、barmanユーザーのスーパーユーザー権限が取り消されます。これは、この
ユーザーが postgresデータベースに接続しようとすると失敗することを意味します。これにより、Barman
checkコマンドは障害を報告します。この問題の回避策は、展開後フックを使用してこれらの権限を復元
することです。

Trusted Postgres Architect 23.41.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
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れます。

ハイライト

• Postgresと PGDだけでなく、すべてのクラスターコンポーネントの更新を実行します

• デフォルトの Patroni構成の強化、セキュリティ対策を微調整するための多くの新しいオプション

• PGD 6 PGD-Xおよび PGD-Sのマイナーバージョンアップグレードのサポート

• Postgres 18のサポート

機能強化

Description Addresses

新しい `tpaexec configure`クラスターのセキュア etcdおよび Patroniのデフォル
ト。 `tpaexec configure`を使用して新しいクラスター構成を作成する場合、生成さ
れた `config.yml`ファイルは、デフォルトで `etcd`と `Patroni`の両方の SSL/TLS
暗号化と相互 TLSmTLS認証を自動的に有効にします。これにより、新しい展
開がすぐに使える安全な通信ベースラインで開始されます。次の変数は、新し
い構成のデフォルトで設定されるようになりました。
コンポーネントM1および PGD/ BDRクラスターのアップグレードをサポート。
すべてのクラスターソフトウェアコンポーネントフェールオーバーマネージャー、
PEM、Barmanなどを、config.yml`でコンポーネントパッケージバージョンを指定
することにより特定のバージョンに更新できるようになりました。または利用可
能な最新のものが提供されていない場合。アップグレードのコンポーネントのリ
ストは、コンマ区切りリストとして--components`フラグに渡すことができます。
このフラグが渡されない場合、 `postgres`は更新されます。 `--components=all`を
指定すると、該当するすべてのソフトウェアコンポーネントが更新されます。
PGD5.9+から PGD6へのアップグレードの自動化が向上しました。 PGD v5.9か
ら v6の移行の場合、PGDプロキシの代わりに接続マネージャーが要件です。この
移行を促進するために、新しいコマンド switch2cm`が導入されました。新しいコマ
ンドでは、 `tpaexec reconfigure &lt;cluster&gt; --enable-connection-manager`を実
行してクラスターの `config.yml`を準備する必要があります。 :ref:`PGD-Always-
ONから PGD-Xへのアップグレード<PGD-Always-ONから PGD-Xへのアップ
グレード>

次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Description Addresses

`etcd`クラスターとの通信が、SSL/TLSを使用して保護できるようになりまし
た。新しい構成パラメーター `etcd_ssl_enabled`が導入され、すべての `etcd`通信
の TLS暗号化が有効になりました。これにより、クラスターの分散コントロー
ルプレーンのセキュリティが大幅に強化されます。 etcd_ssl_enabled`が `true`に
設定されている場合 • 展開プロセスは、各 `etcd`ノードに必要な TLS証明書を
自動的に生成します。これらの証明書には、堅牢な検証のためのDNSと IPサブ
ジェクト代替名 SANの両方が含まれるようになりました。 • ピアツーピア接
続とクライアントサーバーの両方の `etcd`接続は、HTTPSを使用するように構
成されています。 • `etcdctl`を使用した内部ヘルスチェックなどのダウンスト
リームコンポーネントは、 HTTPSで安全に `etcd`に接続するように自動的に構
成されます。既存の展開との下位互換性を維持するために、この機能はデフォ
ルトで無効になっています `etcd_ssl_enabled: false
Patroni REST APIの相互 TLSmTLS認証。相互 TLSのサポートが追加され、
Patroni REST APIのより安全な証明書ベースの認証方法を提供します。新しい
構成変数 `patroni_authentication_mode`が利用できるようになりました。これを
`mtls`に設定して、この機能を有効にできます。有効にすると `patroni_ssl_enabled:
true`が必要、展開自動化は次のことを行います。 •クライアント証明書を要求お
よび検証するように Patroni REST APIサーバーを構成します。 • `patronictl`お
よび HAProxyヘルスチェックを含むクライアントを、安全に接続するために必
要なクライアント証明書とキーを使用して自動的に構成します。デフォルトの
認証モードは `basic`ユーザー名とパスワードのままで、既存の展開との下位互
換性を保証します。
`allowlist`へのアクセスによるPatroni REST APIのセキュリティの向上。 Patroni
REST APIのセキュリティは、安全でない APIエンドポイント `POST`、PUT、
PATCH、̀DELETE`を受け入れるための `allowlist`を構成することにより強化され
ました。この対策により、無許可のノードがデータベースノードの再起動やクラ
スター構成の変更などの管理アクションを実行できなくなります。 `allowlist`に
は、Ansibleインベントリーに基づいて Patroniクラスターメンバーのホスト名
が動的に入力され、許可されたノードのみがこれらの機密 APIエンドポイント
への要求を実行できます。
TPAは、PGD-Xのマイナーバージョンのアップグレードをサポートするように
なりました。 `tpaexec upgrade`コマンドは、PGD-Xアーキテクチャを実行して
いるクラスターで postgresおよび PGDのマイナーバージョンのアップグレード
を実行できるようになりました。アップグレードプロセスは、クラスターの状
態を確認し、ノードを一度に 1つずつアップグレードします。このシナリオで
は、 `update_hosts`変数をサポートし、ドキュメントに記載されているベストプ
ラクティスの推奨事項に従って使用する場合、クラスターのサブセットをアッ
プグレードします。

次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Description Addresses

TPAは、PGD-Sのマイナーバージョンのアップグレードをサポートするように
なりました。 `tpaexec upgrade`コマンドは、PGD-Sアーキテクチャを実行してい
るクラスターで postgresおよび PGDのマイナーバージョンのアップグレードを
実行できるようになりました。アップグレードプロセスは、クラスターの状態
を確認し、ノードを一度に 1つずつアップグレードします。このシナリオでは、
`update_hosts`変数をサポートし、ドキュメントに記載されているベストプラク
ティスの推奨事項に従って使用する場合、クラスターのサブセットをアップグ
レードします。
etcd基本認証とロールベースのアクセス制御を有効にします。このリリースで
は、クライアント認証を使用して etcd分散キーバリューストアを保護する新しい
機能を導入します。基本認証を有効にし、きめ細かい最小の権限で Patroniの専
用ユーザーを構成できるようになりました。機能を制御するために、新しい構成
変数 `etcd_authentication_mode`が追加されました。 basic`に設定すると、展開自
動化は次のことを行います。 •管理者 `root`ユーザーを設定します。 •新しい
`patroni_etcd_user`構成オプションで指定された Patroniの専用 etcdユーザーを
作成し、クラスターのキープレフィックス/tpa/cluster_name`などに制限した読み
取り書き込み権限を付与します。 •これらの資格情報を自動的に使用して、 etcd
に安全に接続および認証するように Patroniを構成します。下位互換性を維持す
るため、この機能はデフォルトで無効になっています etcd_authentication_mode:
none。
`etcd`の相互 TLSmTLS 認証。 相互 TLS のサポートが追加され
て、すべての `etcd`通信が保護されました。新しい `mtls`オプショ
ンが `etcd_authentication_mode`変数で使用できるようになりました。
etcd_authentication_mode`が `mtls `etcd_ssl_enabled: true`が必要に設定され
ている場合、展開自動化は次の証明書ベースの認証を強制します。 • すべての
`etcd`ノード間のピアツーピア通信。 • Patroniのようなクライアントからのク
ライアントサーバー通信。 TPAは、必要な証明書とキーを使用して `etcd`サー
バーと Patroniクライアントの両方を自動的に構成し、完全に安全で検証された
接続を保証します。
PEMでサーバーとエージェントを表示する方法を制御するための新しいインス
タンスレベル変数を導入しました。 pem-agent`ロールで使用する 4つの新しいイ
ンスタンス変数を導入しました。 `pem-server`ロールと既存の変数 `pem-server-
group。全体的に、これらの変数は、PEMでサーバーとエージェントがどのグ
ループとクラスターに割り当てられているかを決定します。完全な説明につい
ては、ドキュメントを参照してください。
OpenSSLで生成された証明書の有効期間のサポートを追加しました。以前は、
TPAで使用される一部の SSL証明書OpenVPN、PEM、および TPA自分自身に、
有効期限までの日数を指定する方法が付属していませんでした。この変更によ
り、 openssl_certificate_validity`デフォルト 3650日という変数が追加され、SSL
証明書の有効期限が切れるまでの日数を決定するために使用できます。 TPAに
新しい有効期限の新しい証明書を強制的にリロードするには、適切なオプション
を `tpaexec deploy -e pem_web_server_renew_tls_certificates=true&quot;`または-e
tpa_tls_renew_tls_certificates=true&quot;)`に渡す必要があります。
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の変更

Description Addresses

デフォルトの EFMパスワードの暗号化を scram-sha-256に変更しました。 TPA
は、フェールオーバーマネージャーとしてEFMで構成されたすべての新しいクラ
スターでデフォルトの `efm_user_password_encryption: scram-sha-256`になりま
した。この変更は、 --enable-efm`または--failover-manager efm`とともに `tpaexec
configure`を実行する場合に適用されます。これは、PostgreSQL 18でのMD5パ
スワード暗号化の非推奨に対処し、すべての PostgreSQLバージョンのセキュリ
ティを向上させます。既存のクラスターは影響を受けません。ユーザーは、必
要に応じて `config.yml`で `efm_user_password_encryption: md5`を明示的に設定
することにより、このデフォルトをオーバーライドできます。ただし、MD5サ
ポートは将来のリリースで TPAから削除されます。
`tpaexec configure`コマンドは、`efm_version`を `config.yml`に追加するように
なりました。 `tpaexec configure`を実行し、フェールオーバーマネージャーと
して EFM を選択するときに導入される場合、`efm_version`の明示的な追加の
サポート。これは、`tpaexec configure my-cluster-dir -a M1 --enable-efm --efm-
version 5.2 (u2026)`のように `tpaexec`を呼び出したときに見られます。さらに、
`efm_version`選択をカバーするドキュメントが追加されました。
TPA は、PGD プロキシバージョン検出のために `journalctl`の代わりに `pgd-
proxy`を実行するようになりました。 `journalctl`が予想されるバージョンを返
さないエッジケースがいくつかあります。したがって、TPA は代わりに `pgd-
proxy`を直接実行してバージョン情報を取得するようになりました。

46753, 46426

事前展開フックをリポジトリーロールの外部に移動しました。以前のバージョ
ンでは、このフックはリポジトリーロールの一部でした。 TPAが展開からこの
ロールを除外する可能性を導入したとき、このフックが意図せずにスキップさ
れる可能性がある状況が発生しました。この状況を回避するために、フックを
ロールの外部に移動して、常に実行されるようにしました。

52412

EFM 5.2以降の `auto.basebackup`プロパティを追加しました。 EFM 5.2以降、
新しい自動リビルド機能に追加される新しいプロパティ `auto.basebackup`があり
ます。ユーザーは既存の pg_rewind機能 pg_basebackupを使用するか、両方を使
用するようにEFMに指示できます。 pg_rewindが失敗した場合に pg_basebackup
が実行されます。
AWSリージョンの内部辞書を更新しました。この変更により、AWSリージョ
ンの内部辞書が更新され、サポートされているリージョンと対応するAZのカバ
レッジが拡大されます。
TPAドキュメントの `postgres_port`を文書化しました。 TPAドキュメントにパ
ラメーター `postgres_port`の詳細を追加しました。 `postgres_port`は、Postgresの
リスニングポートのカスタマイズを許可する変数です。この変数により、情報
に依存するクラスターのすべてのコンポーネントで設定値の一貫した使用が保
証されます。

次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Description Addresses

PEM HTTPDサーバーで無効な TRACKおよび TRACEメソッド。 PEM 10.3
には、HTTPD構成の修正が含まれており、TRACK / TRACE要求を書き換える
指示子を&lt;VirtualHost&gt;に移動します。 `pem_server_ssl_port`変数で定義さ
れたポート上のデフォルトの仮想ホストのセクション。この変更は、バージョ
ンに関係なく、PEMのすべての新しい展開に同じ修正を適用します。

54529

`efm-post-config`フックを追加しました。新しい `efm-post-config`フックが導入
され、efm構成が行われた後に新しいタスクを実行できるようになりました。そ
の使用方法を説明する新しいドキュメントも'TPA Hooks'セクションで開発され
ました。
PG18での pgauditおよび postgisプラグインのサポートを追加しました。これ
らのプラグインの PG18サポートを追加します。これらのバージョンは、サポー
トされている Postgresバージョンにも依存します。バージョン 11および 12は、
広くサポートされなくなったため、プラグインリストから削除しました。
ネットワークが利用できるようになった後、PGDプロキシを開始します。この
サービスは、開始する前にネットワークサービスをアップして実行している必
要があります。これを保証するために、`Wants`および `After`指示子が PGDプ
ロキシサービスユニットに追加されました。

54251, 52731

RHELの PEMサーバー v10+に `libpq5`をインストールします。 PEM 10.1は、
RHEL 9サーバーでの `kerberos`認証に関連する `psycopg`エラーを修正する依存
関係として `libpq5`を追加しました。 `libpq5`が確実にインストールされるよう
に、PEMサーバーバージョンが 10以上の場合、TPAは RHELサーバーに明示
的にインストールするようになりました。
必要に応じて `libcurl-full`をインストールします。 `libcurl-minimal`は特定の
RHEL風のイメージがインストールされ、`edb-pem-agent`のパッケージ依存関
係は満たしますが、必要な APIの完全なセットつまり SMTPを提供しません。
インストールされている場合、削除しますそれを作成し、 `libcurl-full`メタパッ
ケージをインストールして、PEMエージェントに完全な `libcurl`機能が存在す
ることを確認します。 `edb-pem`パッケージは `edb-pem-agent`パッケージに依存
しているため、依存関係解決の競合を回避するには、PEMサーバーから `libcurl-
minimal`パッケージも削除する必要があります。これは、 `allowerase`パラメー
ターを使用してパッケージをインストールすることにより実行されます。

バグ修正
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Description Addresses

Patroni REST API SSL/TLS接続が正しく構成され、安全になりました。以前
は、Patroni REST API `patroni_ssl_enabled: true`の SSLを有効にすると、自己署
名証明書を使用していました。これにより、`patronictl`のようなクライアントで
`CERTIFICATE_VERIFY_FAILED`エラーが発生し、安全な構成で機能を使用で
きなくなりました。これは、適切な証明書生成プロセスを実装することにより
修正されました。 Patroni REST APIサーバーは、TPAクラスター用に TPAに
よって作成された認証局 CAによって署名されたサーバー証明書で構成されま
した。さらに、 `patroni.yml`構成の `ctl`セクションが修正され、サーバー検証に
CAを使用し、認証mTLS用に独自のクライアント証明書とキーを提示するよう
に `patronictl`が適切に構成されています。その結果、Patroni REST APIの SSL
を有効にすることにより、すべてのクライアントに完全に安全で検証可能な通
信チャネルを提供するようになりました。
Barmanの同時更新中の競合条件を修正しました ``.pgpass` file. Previously, when
multiple backed-up nodes attempted to update the Barman node's .pgpass file concur-
rently, a race condition could occur, resulting in partial or incomplete entries. TPA
now serializes this process, ensuring that the Barman node's `.pgpass`ファイルは、損
失を防ぐためにシークエンシャルに更新されます。

52460

すべてのディストリビューションに適用される'common' キーをサポートする
ように `unwanted_packages`を修正します。以前は、 `common`キーを使用して
`unwanted_packages`を設定する場合はサポートされていませんでした。これは、
`config.yml`に設定できる他のパッケージ辞書の動作とは異なります。この修正
では、 `common`キーのサポートが導入され、このキーの下にリストされている
パッケージが、クラスター内で使用中のディストリビューションに存在する場
合、削除されます。
pgdcliのタスク選択を修正しました。暗黙的に除外するタスクセレクターが使
用された場合でも、`pgdcli`ロールが `bdr`ノードで実行されるバグを修正しまし
た。
Dockerコンテナのプロビジョニング中の致命的なエラーを修正しました。ユー
ザー定義のネットワークを使用して Dockerの最新バージョンでコンテナを作成
する場合、 `provision`は場合によってクラッシュし、 'dict object' has no property
'IPAddress'エラーが発生しました。これは、コンテナの IPアドレスを検出する
古い方法が原因でした。ロジックが更新されて、最新の Dockerネットワーク構
造と互換性があり、コンテナの作成がより堅牢になりました。
SLESへの `etcd`パッケージのインストールを修正しました。 `etcd`を必要とす
る SLESベースのディストリビューション Patroniを使用するディストリビュー
ションなどへの展開は、標準リポジトリで `etcd`パッケージが見つからないため、
以前は失敗していました。これは、 PGDG `extras`リポジトリを有効にすること
により解決されました。これは、必要なパッケージを提供し、インストールを
成功させます。
PGDクラスターでのテスト後に `tpaexec test`がデータを削除しない問題を修正
しました。クラスターを展開し、そのクラスターで `tpaexec test`を実行した後、
`bdr.replication_set_table`に追加のエントリーを作成します。これは後で削除さ
れません。修正により、テストは `tpatest`と呼ばれる一時的なスキーマで実行さ
れます。これは、テストが完了すると削除されます。

53224

次のページに続く
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表 7 –前のページからの続き
Description Addresses

アップグレード 3.7から 5を実行するときにプロキシノードで PGD CLIが見
つからない問題を修正しました。通常の展開、または' BDR-Always-ON'セット
アップから'PGD-Always-ON'へのアップグレードを実行する場合、プロキシノー
ド以前に'harp-proxy'ロールで展開されたものは、アップグレードを実行するた
めに必要な'pgd-proxy'ロールでインストールしようとしても、PGD CLIには同
梱されません。この修正により、PGD CLIはプロキシノードと'bdr'ロールを持
つノード、および'pgdcli'ロールのみを備えたノードにインストールされます。

1.2.3 Trusted Postgres Architect 23.40.1 release notes

リリース日 2025年 10月 28日

これはバグ修正リリースです。 Trusted Postgres Architect 23.40.01で解決された問題には次のものが含まれ
ます。

バグ修正

Description Addresses

PGD `alter_node_option`タスクが物理レプリカに対して実行される問題を修正
しました。物理レプリカである BDRノードを含む `PGD-AlwaysON`クラスター
では、BDRノードが次のことを想定しているため、`alter_node_option`タスク中
にアップグレードプロセスが失敗します。 RAFTは有効ですが、物理レプリカ
BDRノードは有効になっていません。 TPAは、 `replica`ロールを持つノードで
このタスクをスキップし、アップグレードを正常に完了できるようになりまし
た。

51997

pg_catalogの pgbouncer_auth_functionの展開後チェックを削除することによ
り、展開後の不要な出力を修正しました。 TPAは最近、pgbouncerの使用中に
ユーザーの認証に使用される pgbouncer_auth_functionを再配置しました。これ
は、ベストプラクティスに従い、pg_catalogファンクションがデータベースの
ダンプの一部でないアップグレード中にの問題を回避するために行われました。
TPAは、pg_catalogで定義された authファンクションにまだ依存しているユー
ザーが問題を特定し、システムから機能を削除する前にそれを修正できること
を確認するのに役立つように、展開後チェックを導入しました。このチェック
は移行メカニズムとして使用され、現在削除されています。これにより、その
チェックによって生成された不要な出力に関する問題が解決されます。

100065

`backup_name`を使用する場合の `.pgpass`ファイルの構成の誤りを修正しまし
た。 以前は、`backup_name`変数を使用する場合、TPA は Barman サーバーの
`pgpass`でこの名前を誤って使用していました。これは修正され、ドキュメント
が更新されました。

次のページに続く

22 第 1章 Introduction



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

表 8 –前のページからの続き
Description Addresses

TPAは、ビーコンエージェントがクラスターに含まれる場合に EDBリポジトリ
が使用されるようになりました。 TPAはビーコンエージェントを展開して、シ
ステムの状態をモニタできます。ただし、有効な EDBリポジトリへのアクセス
が必要です。この変更により、ビーコンエージェントが展開されるときに標準
リポジトリが有効になります。
Barmanが log_fileパラメーターを正しく構成できなかった問題を修正しました。
barmanノードをセットアップするときに、変数'barman_log_file'はログファイ
ルを配置するための代替ディレクトリをセットアップしていませんでした。代
わりに、デフォルトの場所 `/var/log/barman/barman.log`を使用しました。 voxnyx
https://github.com/voxnyxによって報告されたバグと修正。

1.2.4 Trusted Postgres Architect 23.40.0 release notes

リリース日 2025年 10月 2日

Trusted Postgres Architect 23.40.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

機能強化

Description Addresses

EDB Postgres分散 PGD v5クラスターを v6にアップグレードするためのサポー
トを追加しました。
PGD-Sクラスターの構成の拡張サポート。
`pgd-proxy-config`フックが導入されました。 49911
EFM 5.1以降に 3つの `release.vip.*`プロパティを追加しました。
TPAでは、証明書に RSAキーサイズを設定できるようになりました。
TPAが Postgresサーバー TLS証明書とキーを生成する方法と、これをオーバー
ライドする方法を文書化しました。

52049

の変更

Description Addresses

TPAは、フェールオーバーマネージャーとして repmgrを使用した EPASクラス
ターをサポートするようになりました。
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バグ修正

Description Addresses

PGD 6クラスターでバックアップが構成されていない問題を修正しました。
PGD-Always-ONでの `update_host`変数のサポートを修正しました。 52558, 45181
HAProxyヘルスチェックは、SSL対応の Patroniクラスターで HTTPSを正しく
使用するようになりました。
edbpge Postgresで使用した場合の `pgaudit`拡張機能の問題を修正しました。
グローバルプロキシルーティングが PGD 5.9で正しく設定されなかった問題を
修正しました。
TPAは、PEMエージェント Barmanノードで `postgres/pgpass`タスクを正しくス
キップするようになりました

1.2.5 Trusted Postgres Architect 23.39.0 release notes

リリース日 2025年 8月 22日

Trusted Postgres Architect 23.39.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

ハイライト

• s390xアーキテクチャのサポート

• edb_stat_monitor拡張機能のサポート

• auto.rewind、jdbc.properties、jdbc.loglevel、および check.vip.timeoutの EFMプロパ
ティのサポート

機能強化

Description Addresses

Ubuntu 24.04での PEMのサポートを追加しました。このディストリビューショ
ンには、展開エラーを発生させた特定のパッケージが定義されていませんでし
た。さらに、これにより、mod_wsgiまたは edbの mod_wsgiモジュールが適用
される場所でデフォルトで有効になります。
認識される拡張機能に `edb_stat_monitor`を追加しました。ユーザーが `post-
gres_extensions`または `postgres_databases`の下で名前付けられた拡張機能のリ
ストのエントリーとして `edb_stat_monitor`を指定すると、TPA は正しいパッ
ケージのインストール、拡張機能の作成、および `shared_preload_libraries`に含
めることを処理します。

次のページに続く
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表 12 –前のページからの続き
Description Addresses

s390x別名 IBM ZおよびLinuxONEのサポートを追加します。 TPAが s390x CPU
アーキテクチャをサポートするようになりました。サポートされている s390x
オペレーティングシステムは、RHEL 8、9、および SLES 15です。TPAはこれ
らのシステムで実行でき、クラスター展開のターゲットホストとして使用でき
ます。 s390xバイナリはすべての PyPIパッケージで利用できるわけではないた
め、セットアップ中に PyPIからのインストールに依存するのではなく、EDBか
ら `tpaexec-deps`パッケージをインストールすることを強くお勧めします。同様
に、s390xの PGDG RPMリポジトリがないため、TPAの EDB Reposにアクセ
スして、パッケージから Postgresおよびその他のクラスターコンポーネントを
インストールする必要があります。
EFM 5.1以降に `auto.rewind`プロパティを追加しました。 EFM 5.1以降、障害
が発生したプライマリ DBサーバーを再構築する新機能の一部である新しいプ
ロパティ `auto.rewind`があります。
EFM `jdbc.properties`プロパティのサポートを追加します。これにより、EFM 5.0
以降での `jdbc.properties`プロパティのサポートが追加されます。
EFM 5.1以降に `jdbc.loglevel`プロパティを追加します。 EFM 5.1から、JDBC
ドライバーからログに記録される情報を増やすために使用される新しいプロパ
ティ `jdbc.loglevel`があります。このプロパティは、接続に問題がある場合に詳
細情報を取得するために使用できます。データベース接続に sslを使用する場合。
EFM 5.1以降に `check.vip.timeout property`を追加します。 EFM 5.1以降、スタン
バイを昇格する前にVIPを使用する場合に到達可能かどうかを EFMがチェック
し続ける時間を制御するために使用される新しいプロパティ `check.vip.timeout`が
あります。

の変更

Description Addresses

Ubuntu 20.04Focalは、古いディストリビューションになりました。Ubuntu 20.04
はアップストリームのサポートが終了し、TPAでも完全にサポートされなくな
りました。
古い EDB / 2qリポジトリのサポートを削除しました。古い 2qリポジトリと EDB
Repos 1.0が利用できなくなったため、TPAはそれらを使用しようとせず、それ
らに関連する構成をチェックしません。これらのリポジトリで以前に利用でき
たすべてのパッケージは、EDB Repos 2.0リポジトリで利用できるようになりま
した。
TPAは、SLESで EDBリポジトリを使用する場合、PGDGリポジトリを抑制す
るようになりました。 SLESシステムで `tpaexec configure`を実行する場合、他
のオペレーティングシステムの動作と一致する EDBリポジトリまたは PGDGリ
ポジトリの両方ではなく、いずれかを使用します。これにより、両方の場所で
利用可能な barmanなどのパッケージが、他のパッケージと同じリポジトリから
一貫してソースされることが保証されます。

次のページに続く
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表 13 –前のページからの続き
Description Addresses

TPAは、デフォルトの PGDプロキシバージョンとして `bdr_package_version`を
使用するようになりました。 `pgd_proxy_package_version`および `pgd-
cli_package_version`は、config.yml で明示的に定義されている場合があり
ます。明示的に定義されていない場合、`bdr_package_version`の値がデフォルト
で設定されている場合。それらが何も設定されていない場合、パッケージの最
新の利用可能なバージョンがインストールされます。これらのパッケージバー
ジョンを別の値に設定することはサポートされておらず、テストにのみ役立ち
ます。

49150

`vacuum_cost_delay`のデフォルトを 2ミリ秒に削減します。最近の Postgresバー
ジョンでは、`vacuum_cost_delay`の推奨デフォルトが 2ミリ秒に削減されまし
た。 TPAはこれに一致するようになりました。
ノードのプロモーションロジックと EFMの `efm-not-promotable`ロールを文書化
しました。 `efm.md`ドキュメントに新しいセクションを追加し、フェールオーバー
中にノードがプロモーションの対象かどうかを TPAが判断する方法を説明しま
す。この更新では、監視ノード、カスケードスタンバイ、̀efm-not-promotable`ロー
ルで明示的にマークされたノードのロールを含むプロモート性のルールを明確
にします。この機能強化は、ユーザーがフェールオーバー動作を理解および制
御するのに役立ち、EFM管理クラスターでの意図しないプロモーションのリス
クを削減します。
テンプレート変数の `include_vars`動作を文書化します。 `include_vars`モジュー
ルは式をすぐに解析して評価するため、ネストされた変数は `config.yml`からロー
ドされた時点では存在せず、したがって、テンプレート式で評価されるときに
未定義です。これは例を使用して文書化されたため、ユーザーがわかりやすく
なります。

45722

Rocky Linux組織の Dockerイメージを使用します。 TPAは、Docker Hubの「公
式」イメージではなく、Rocky Linux組織の dockerイメージを使用するようにな
りました。これらはより頻繁に更新されるため、新しいパッケージで依存関係
の問題が発生する可能性が低くなります。
PGD 6アーキテクチャのアーキテクチャ情報を更新しました。 PGD6アーキテ
クチャに正しいメタデータがあるため、 `tpaexec info architectures`の出力に予想
通りに表示されます。

バグ修正

Description Addresses

replication`ユーザーがプライマリノードの.pgpass`から欠落している問題を修正
しました。 replication_user`エントリーは、 `failover_manager`として `efm`また
は `patroni`のいずれかによって管理される `replica`および `primary`ノードの両
方の.pgpass`ファイルに必要です。以前は、`replica`ノードの.pgassファイルにの
み追加されていたため、スイッチオーバー後にプライマリノードへの接続問題
が発生しました。

48224

次のページに続く
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表 14 –前のページからの続き
Description Addresses

TPAが PGD6クラスターの加入者専用グループのルーティングを有効にしよう
とする問題を修正しました。以前は、TPAは、PGD6展開中に誤って加入者専
用グループのルーティングを有効にしようとしていました。このプロパティは、
PGD6のサブスクライバ専用グループの定義のコア部分を形成するため、編集で
きません。

49673

PEM 10.1.1で PEM展開が失敗する問題を修正しました。 TPAタスク `Register
PEM backend database server for monitoring and configuration`は、 pem.setup SQL
ファンクションを明示的に呼び出します。これは PEMのパブリックAPIの一部
とはみなされず、シグネチャが 10.1.0と 10.1.1の間で変更されたため、TPAの
このファンクションへの呼び出しが失敗します。この修正では、インストール
されている PEMサーバーバージョンに応じてファンクションコールを調整する
ことにより問題を解決します。この変更に対応するために、インストールされ
た PEMバージョンに関するファクトを収集する新しい `pem/server/facts` Ansible
ロールを導入しました。これは、TPAが Postgres Expertが存在しない PEM 10
で `postgresexpert.sql`を実行しようとしないことも意味します。
複数のフェイルオーバーマネージャーを使用する場合に `harp_dcs_user`が作成
されない問題を修正しました

49150

`bdr_node_groups`をオーバーライドできない問題を修正しました。 `tpaexec
configure`の--overrides-from 引数で提供されたファイルが `cluster_vars`で
`bdr_node_groups`を設定する場合、このコンテンツは自動的に作成されるノー
ドグループに追加されます。

50550

TPA が PGD6 ノードの DSN で `pgdproxy`ユーザーを使用する問題を修正し
ました。 PGD バージョン 6 には、PGD プロキシに代わるビルトイン接続
マネージャーがあるため、 pgdproxy Postgres ユーザーは DSN で使用しない
でください。 Connection Manager への接続文字列を定義するために、新しい
変数 `bdr_connection_manager_route_dsn`が導入されました。ユーザーは `con-
fig.yml`で `bdr_connection_manager_dsn_attributes`を追加定義して、DSNで追加
の接続パラメーターを指定できます。
複数の Barmanサーバーを使用する Patroniクラスターの `ignore_slots`の問題を
修正しました。 Patroniクラスターの場合、TPAは、クラスター内のBarmanノー
ドに対応する ignore_slots設定を動的に生成するようになりました。この変更に
より、Patroniは、各 Barmanノード用に作成された物理スロットを削除しませ
ん。これは、複数のバックアップサーバーがある Patroniクラスターにとって特
に重要です。例、共有 Barmanノードを含む。

50748

次のページに続く

1.2. Trusted Postgres Architect release notes 27



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

表 14 –前のページからの続き
Description Addresses

TPA Docker イメージの使いやすさを修正し、信頼性を向上させました。 TPA
の Python 3.12最小要件を満たし、最新の依存関係との互換性を保証するために
ベースイメージを Debian Trixieにアップグレードしました。 - --use-community-
ansible`フラグはサポートされなくなったため、削除しました。 - `openssh-client`パ
ッケージを含めて、`ssh-keygen`の欠落による `tpaexec`の障害を防ぎ、すぐに使
える機能を強化しました。 - ビルドタイムバージョニングの導入 `ARG`変数を
追加して、ビルド中にホストから `git describe`の出力を渡し、バージョン追跡を
向上させるために/opt/EDB/TPA/VERSION`として保存します。 -最新のセット
アップ手順とベストプラクティスを反映するように `docker/README.md`およ
び `docs/src/INSTALL-docker.md`を修正しました。
Barman が `switch-wal`を実行できない問題を修正しました。 Postgres 15+の場
合、 Barmanユーザーが `pg_checkpoint`ロールで作成されるようになりました。
これにより、Barmanはスーパーユーザーでなくても CHECKPOINTを実行でき
ます。`barman switch-wal --force`は失敗しません。

1.2.6 Trusted Postgres Architect 23.38.1 release notes

リリース日 2025年 6月 25日

Trusted Postgres Architect 23.38.1は、次の問題を解決するバグ修正リリースです。

バグ修正

Description Addresses

ベアプラットフォームを使用する PGD6の configureコマンドの問題を修正しま
した。 PGD6の新しくリリースされたアーキテクチャ PGD-Sおよび PGD-Xで
の tpaexecconfigureコマンドのバグを修正しました。`--platform bare`を使用して
クラスターを生成しようとすると、不明なプラットフォームエラーが発生しま
す。この修正により、configureコマンドはベアプラットフォームの PGD6構成
ファイルを正常に生成します。

49673

次のページに続く
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表 15 –前のページからの続き
Description Addresses

pgpass_usersが.pgpassファイルに正しく追加されない問題を修正しました。以
前は、 generate_password: true`で指定され、 `pgpass_users`リストに含まれる
`postgres_users`リスト内のユーザーは、初期展開で `~postgres/.pgpass`ファイル
に追加されません。これは、 pgpass タスクが実行されたときにユーザーのパ
スワードがまだ存在せず、したがって、ユーザーがスキップされたためです。
これは、すべての Postgresユーザーが作成された後、pgpassタスクを再度呼び
出すことにより修正されます。 `repmgr`および `replication`ユーザーは、以前は
`default_pgpass_users`リストに含まれていました。これらは `pgpass_users`に追
加され、使用中のレプリケーションマネージャーの必要に応じて.pgpassファイル
に追加されます。 `postgres_user デフォルトでは `postgres`または `enterprisedb`
は、`default_pgpass_users`リストの一部です。これが `postgres_user`を含まない
`config.yml`の `pgpass_users`リストによってオーバーライドされる場合、PEM
対応クラスターは、暗号化された `postgres_user`パスワードを必要とするため、
エージェントの登録に失敗します。これは、PEMエージェントタスクの一部と
して `postgres_user`を `~postgres/.pgpass`ファイルに追加することにより修正さ
れます。
無効な cluster_vars辞書により、展開の失敗または予期しない構成が発生する問
題を修正しました。以前は、無効な辞書が `config.yml`の `cluster_vars`辞書とし
て設定されている場合他の `cluster_vars`変数を参照する `cluster_vars`変数など、
TPAは空の辞書のデフォルト値にフォールバックすることによりAnsibleエラー
を飲み込んでいた。これにより、すべての `cluster_vars`変数が未定義になるため、
それぞれが TPAデフォルト値に設定されました。結果のクラスターは、ユーザー
が `config.yml`ファイルで指定したものとは完全に異なります。これは、構成ファ
イルのロード時に `cluster_vars`ディクショナリが定義され空でないことをアサー
トすることにより修正されます。また、最終的な救済として、 `cluster_vars`変
数がデフォルトで空の辞書に設定されなくなりました。これにより、Ansibleは
`group_vars`の作成時にエラーをスローして終了できます。

1.2.7 Trusted Postgres Architect 23.38.0 release notes

リリース日 2025年 6月 9日

Trusted Postgres Architect 23.38.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

ハイライト

• Expandedと Essentialアーキテクチャの両方での EDB Postgres分散バージョン 6の展開のサポート

• CVE-2025-2291の緩和を含む PgBouncer実装の改善

• PEM 10.1のサポート
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機能強化

Description Addresses

PGD6アーキテクチャのサポート。 TPAは、 PGD6に基づいて PGD-Xおよび
PGD-Sアーキテクチャを使用してクラスターを構成および展開できるようにな
りました PGD-Sアーキテクチャは PGD Essentialを実装し、PGD-Xアーキテク
チャは PGD Expandedを実装します。これらのアーキテクチャには、合理的な
デフォルト構成があり、さまざまな構成オプションを受け入れて動作をカスタ
マイズします。 PGD 6展開には pgd-proxyが含まれません。代わりに、PGDの
ビルトイン接続マネージャーが構成されます。新しいアーキテクチャのテスト
サポートが追加されます。
クラスター内に両方が存在する場合、 Barmanを監視するように PEMを構成し
ます。クラスターが PEMを有効にして `--enable-pem`オプションを使用して構
成され、Barmanノードを含む場合、次のアクションが自動的に実行されるよう
になりました。 - `enable_pg_backup_api`は `config.yml`で `true`に設定されます
- `pem-agent`ロールは Barmanノードに割り当てられます - Barmanエンドポイン
トローカル PEMエージェントに登録されています。これらの変更により、セッ
トアップが簡素化され、PEMと Barman間のシームレスな統合が保証されます。
AWSでの Rocky Linux 9のサポートを追加しました。 TPAは、 `aws`プラット
フォームで Rocky Linux 9.5を使用したクラスターの構成をサポートするように
なりました。バージョンが指定されない場合、これは AWSの Rocky Linuxのデ
フォルトバージョンになりました。
SLES 15で pg_backup_apiのサポートを追加しました。 PEMモニタリングが有
効で、Barmanノードがクラスター内に存在する場合、TPAは pg_backup_apiが
SUSE Linux Enterprise Server 15 SLES 15で構成されます。

の変更

Description Addresses

PEM 10.1以降では、`PEM_DB_PORT`を文字列として扱います。 PEM 10.1で
は、Web アプリケーションからバックエンドサーバーまでのマルチホスト接
続文字列のサポートを追加します。この変更をサポートするために、PEM の
`config_setup.py`ファイルの `PEM_DB_PORT`パラメーターが整数ではなく文字
列になりました。 TPAは HA PEM構成の展開をまだサポートしていませんが、
PEMバージョンが 10.1以上の場合、TPAはこのパラメーターを文字列として正
しく設定するようになりました。
`repo`がタスクから除外される場合、TPAはリポジトリチェックをスキップする
ようになりました。 `repo`タグは除外できますが、以前は `sys/repositories`ロー
ルの下のタスクのみをスキップしていました。また、どのリポジトリを使用す
るかをチェックする初期化タスクをスキップし、それらにアクセスするための
資格情報が提供されていることを確認します。

次のページに続く

30 第 1章 Introduction



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

表 17 –前のページからの続き
Description Addresses

`postgres_package_version`の動作を改善しました。 `postgres_package_version`設
定により、TPAは EDB Postgres Advanced Serverまたは EDB Postgres Extended
Serverをインストールしている Debianまたは Ubuntuシステムに、さまざまな
postgres関連コンポーネントの選択したバージョンをインストールします。これ
により、新しいパッケージバージョンがリポジトリで表示される場合の依存関
係解決の問題を回避します。
新 し い タ ス ク セ レ ク タ ー `create_postgres_system_user`お よ び `cre-
ate_pgd_proxy_system_user`を 追 加 し ま し た 。 postgres_user お よ び
pgd_proxy_user オペレーティングシステムユーザーをスキップできる新し
いタスクセレクターを追加しました。これにより、クラスターは、NIS な
どの集中ユーザー管理によって作成されたリモートユーザーを使用でき
ます。これは config.yml で設定できます。cluster_vars: excluded_tasks: -
create_postgres_system_user - create_pgd_proxy_system_user

48601,44388

TPAは、スイッチオーバー中に PgBouncerをM1 repmgrクラスターの新しいプ
ライマリにリダイレクトします。 TPAは、 `repmgr_redirect_pgbouncer`が true
に設定されている repmgr + PgBouncerクラスターで `switchover`コマンドを使用
した後、PgBouncerインスタンスが新しいプライマリノードにリダイレクトされ
るようになりました。 `tpaexec switchover`コマンドは、PgBouncerインスタンス
が新しいプライマリノードに接続するようになりました。最初のスイッチオー
バーが実行されて最初のプライマリノードに戻った後、新しい `revert_redirect`変
数を追加変数として設定することもできます。
カスタムリポジトリ定義で `key_id`/`gpgkey`をオプショナルにしました。
`key_id`および `gpgkey`パラメーター apt および yum カスタムリポジトリー定
義の場合、基になるモジュールでは必要ありません。インストール前にこれを
提供するのが簡単ではないユースケースがあります。この変更により、TPAは、
カスタムリポジトリ定義でそれらを提供することを必須にしません。
PGD CLI 5.7.0+の `tpaexec test`の `verify-settings`チェックを修正しました。 PGD
CLIコマンド `pgd verify-settings`の出力は、PGD 5.7.0で変更されました。 PGD
CLIの 5.7.0より上のバージョンを使用する場合、TPAは出力を正しく解析する
ようになりました。 verify-settingsは、将来の PGDリリースで他のコマンドと
ともに非推奨になることに注意してください。これらのコマンドは、非推奨が
発生するまで、新しいコマンドを呼び出すラッパーになります。
`barman_role`に権限を付与するためのロジックが改善されました。 TPAは `post-
gresql_privs`モジュールを使用して `barman_role`に付与を適用するように、必要
な場合にのみ変更が適用されます。さらに、PGDクラスターでは、TPAは 2番
目の展開で `bdr_database`を使用するため、DDLは PGDによってクラスター全
体でレプリケートされます。
config.ymlの `cluster_vars`変数テンプレートを文書化しました。 `config.yml`で
不適切にテンプレート化された場合に定義されていないインベントリ変数に関
連する予期しない動作による混乱を避けるために、`cluster_vars`で定義された変
数の正しいテンプレート手順を作業例で説明するドキュメントを追加しました。

48797

次のページに続く
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表 17 –前のページからの続き
Description Addresses

TPA は、configure 中に無効な CIDR が `--network`フラグに渡された場合、Ar-
chitectureError を送出するようになりました。デフォルトでは、Python 標準ラ
イブラリ ipaddress`パッケージは、CIDRの'厳密な'解釈を強制します。これに
より、使用される IPは範囲のネットワークアドレスである必要があります。以
前は、ホストビットを含む--network`フラグに渡される IP は、ValueError が発
生したためスタックトレースをダンプしていました。その例外がキャッチされ、
ArchitectureErrorが発生して、 `--network`パラメーターに関する明確なメッセー
ジをユーザーに表示します。
EFM application.nameプロパティのデフォルト値を追加しました。ノードにEFM
`application.name`プロパティが設定されていない場合、TPAはデフォルトとして
Postgres `cluster_name`プロパティを使用します。 EFMは、スイッチオーバーを
実行するとき、または新しいスタンバイデータベースを構築するときにこの値
を使用します。
TPAは、SUSEで EDBリポジトリセットアップスクリプトを使用するようにな
りました。以前は、TPAは繰り返しの展開で機能しないため、SUSEで EDBリポ
ジトリセットアップスクリプトを使用しませんでした。スクリプトがインストー
ルしようとしているリポジトリが既に存在し、一意の名前が必要なため、Zypper
は発生します。リポジトリが既にインストールされている場合、リポジトリの
セットアップスクリプトタスクがスキップされるようになったため、この問題
は発生しません。

バグ修正
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Description Addresses

TPAは、専用のデータベースに `pgbouncer_get_auth()`ファンクションを作成しま
す。 `pgbouncer_get_auth()`ファンクションは `pg_catalog`スキーマで作成され、
`pgbouncer_auth_user`に実行許可されています。このファンクションはすべての
データベースで作成されましたが、これは PgBouncerには必要ありませんでし
た。このファンクションが `pg_catalog`スキーマで作成された場合、̀pg_dump`に
よって作成されたダンプに含まれないため、̀pgd node upgrade`プロセス中に障害
が発生する場合があります。後のタスクは、このファンクションで `GRANT`を
実行しようとしますが、ファンクションは最初にダンプされていないため復元
されないため、失敗します。現在、このファンクションは単一のデータベースで
のみ作成され、̀ config.yml`の `pgbouncer_auth_database`変数の下で名前付けられ
ます。これが含まれない場合はデフォルトの `pgbouncer_auth_database`になりま
す。 `pgbouncer`ロールを持つ少なくとも 1つのインスタンスがクラスターに含
まれる場合にのみ作成されます。将来の TPAリリースはそのスキーマからファ
ンクションを削除する可能性があるため、データベースが `pg_catalog`スキーマ
でこのファンクションを定義している場合、展開およびアップグレード中に警告
も発行されます。 PgBouncer `auth_query`が使用する `pgbouncer_get_auth()`ファ
ンクション自分自身が更新されて、CVE-2025-2291に対処しました。この脆弱
性により、有効期限が切れたパスワードを使用した認証が可能になりましたが、
a_queryメカニズムは、ユーザーパスワードの PostgreSQLで設定された `VALID
UNTIL`属性を考慮していませんでした。

42911, 45068

`--check`オプションを使用すると、一部のタスクが誤ってスキップされる問題を
修正しました。 HARPのない PGDクラスターでは、 `Read current configuration
file if exists`タスクをチェックモードで実行して、次の HARPチェックタスクを
正しくスキップするために利用できる情報があることを確認する必要がありま
す。ただし、デフォルトでは、Ansibleはチェックモード中に `shell`モジュール
を使用してタスクをスキップします。これは、このタスクが実行されず、後続
のタスクで擬似障害が発生することを意味します。このタスクを実行する必要
があることを Ansibleに通知します。
`cluster_vars['patroni_conf_settings']['bootstrap']['dcs']`を介して `ignore_slots`に追
加された設定が最終的な構成にマージされないバグを修正しました。
レプリカロールを持つBDRノードのRAFTチェックがアップグレード中にスキッ
プされない問題を修正しました。 `subscriber-only`ノードの物理レプリケーション
は、フェールオーバーマネージャーとして `repmgr`をインストールし、̀subscriber-
only`ノードを `primary`として指定し、別の BDRデータノードを `backup`とし
てリストすることにより、`PGD`クラスターで実現できます。このバックアッ
プノードには、`replica`ロールが付与されます。 TPA は BDR データノードで
RAFTが有効になっていることを想定しているため、この構成では PGDアップ
グレードプロセスが失敗しますが、物理レプリカ BDRデータノード `replica`と
`bdr`ロールの両方はデザインによってそうではありません。修正として、アッ
プグレードプロセスの特定の BDR固有のタスクは、`replica`ロールを持つノー
ドをスキップし、アップグレードを成功させます。

46186
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1.2.8 Trusted Postgres Architect 23.37.0 release notes

リリース日 2025年 3月 24日

Trusted Postgres Architect 23.37.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

ハイライト

• upgradeコマンドは、Patroniおよび EFMクラスターでの Postgresのマイナーバージョンのアップグ
レードをサポートするようになりました

• repmgrクラスターのアップグレードも改善されました

機能強化

Description Addresses

M1 + Patroni クラスターのマイナーバージョンの Postgres のアップグレード。
TPAは、フェールオーバーマネージャーとしてパトロニを使用するM1クラス
ターで Postgresを最新のマイナーバージョンにアップグレードできるようになり
ました。アップグレードプロセスは、クラスター内のBarmanサーバーでBarman
を停止し、クラスター内のレプリカをアップグレードします。次に、一時的なプ
ライマリとして 1つのレプリカに切り替え、元のプライマリで Postgresをアッ
プグレードし、元のプライマリに戻します。 Patroniのクラスターの処理は、プ
ロセス中に一時停止され、その後再開されます。次に、 Barmanが再起動され、
クラスターヘルスチェックが実行されます。

102662

M1 + repmgrクラスターのマイナーバージョンの Postgresアップグレードを改善
しました。Witnessノードは、以前はアップグレードから省略されましたが、レ
プリカとともにアップグレードされるようになりました。 Postgresサービスの
再起動の信頼性が向上し、ノードでのパッケージのアップグレードが完了した
直後に常に実行されます。
M1 + EFMクラスターのマイナーバージョンの Postgresのアップグレード。 TPA
は、フェールオーバーマネージャーとして EFM を使用する M1 クラスターで
Postgresを最新のマイナーバージョンにアップグレードできるようになりまし
た。アップグレードプロセスは、クラスター内の Barmanサーバーで Barmanを
停止し、クラスター内のレプリカをアップグレードします。次に、一時的なプ
ライマリとして 1つのレプリカに切り替え、元のプライマリで Postgresをアッ
プグレードし、元のプライマリに戻します。 EFMエージェントは、さまざまな
サーバーで適切なタイミングで起動および停止されます。次に、Barmanが再起
動され、クラスターヘルスチェックが実行されます。

103595

出力内の変更されたタスクから未変更のタスクを分離します。 TPAのデフォル
トの出力プラグインでは、「ok」を返すが変更のないタスクが、変更を報告した
タスクから分離され、黄色で強調表示されます。
Dockerインスタンスのプロビジョニング解除の速度が向上しました。 Dockerイ
ンスタンスのプロビジョニングを解除する場合、TPAはコンテナを停止する代
わりに killし、すべてのインスタンスに並列して実行します。

次のページに続く
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表 19 –前のページからの続き
Description Addresses

EFM 5.x の `check.num.sync.period`プロパティを追加しました。 EFM 5.0 以
降、プライマリエージェントがプライマリデータベースで num_sync を変更
する必要があるかどうかをチェックする頻度を定義する新しいプロパティ
`check.num.sync.period`があります。 `config.yml`で指定できるようになりまし
た。

の変更

Description Addresses

TPAは、構成が変更されない場合でも、EFM構成ファイルが削除される場合、
コピーするようになりました。 efm.nodes`または `efm.properties`構成ファイル
がトップレベルの EFMディレクトリに存在しない場合、構成変更がなくても、
`efm upgrade-conf`コマンドは/raw`ディレクトリからそれらをコピーします。こ
れにより、 `upgrade-conf`コマンドを実行してファイルをコピーする前に構成の
変更が必要だった以前の動作が修正されます。
TPAは、EDBリポジトリ設定のURIにアクセスできることを確認します。 EDB
リポジトリは、EDB Repos 2.0ドキュメントに従って、setupスクリプトを使用し
てセットアップされます。cURL出力を bashにパイピングして実行します。た
だし、ユーザーが存在しない `EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN`またはリポジト
リを cURLに渡すと、bashは空の入力を実行するため、終了コードは静かに飲
み込まれ、0に置き換えられます。このバージョンでは、セットアップスクリプ
トのダウンロードを続行する前に、要求がリポジトリの GPGキーエンドポイン
トにディスパッチされ、`404`応答が返されないようにします。さらに、リポジ
トリが既に設定されている場合、EDBリポジトリのセットアップに関連するタ
スクがスキップされるようになりました。
BDR-Always-ONが BDRバージョン 5で構成されている場合、TPAは Architec-
tureErrorを発生するようになりました。 -a BDR-Always-ON`で--bdr-version 5`が
渡された場合、 `tpaexec configure`中にアーキテクチャエラーが発生し、 BDR
バージョン 5を `PGD-Always-ON`で使用する必要があることをユーザーに警告
します。

バグ修正

Description Addresses

デプロイ中の `shared_preload_libraries`計算を修正しました。構成を変更しない
2番目の展開シナリオでも、`shared_preload_libraries`の不要で制御されない書き
換えをトリガーし、その後 Postgresサービスの再起動が必要になるリストの順
序付けの Ansibleの処理の制限を修正しました。

次のページに続く
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表 21 –前のページからの続き
Description Addresses

Patroniの構成時に不要なレプリケーションスロットが作成される問題を修正し
ました。 Patroniクラスターをセットアップするときに、etcd専用ノードごとに
レプリケーションスロットが作成されました。未使用のスロットによりWALが
蓄積されるため、これにより問題が発生しました。スロットはDBサーバー用に
のみ作成されるようになりました。
patronictl switchover`コマンドの使用法を修正しました。 TPA は、 `patronictl
switchover`コマンドを使用する場合、非推奨の--master`パラメーターの代わり
に `--leader`を正しく使用するようになりました。
PEM を含む BDR-Always-ON クラスターのインスタンスのカウントに関する
問題を修正しました。特定の状況で、TPA が PEM サーバーを使用した BDR-
Always-ONクラスターのインスタンス数を誤って計算し、「tpaexec configuration」
が「StopIteration」で失敗するバグを修正しました。
PEMサーバーが EFMクラスターのクラスタープライマリとして誤って選択さ
れる問題を修正しました。クラスターが pemサーバーで作成された場合、その
バックエンドは EFMによって監視されないため、クラスター全体の Postgresプ
ライマリを検出するときにそのノードを含めないでください。この動作は、TPA
によって正しく実装されるようになりました。

45279

.pgpassファイルの重複行を修正しました。 'tpaexecdeploy'を再実行すると、同
じユーザーの.pgpassに余分な行が追加されるバグを修正しました。

1.2.9 Trusted Postgres Architect 23.36.0 release notes

リリース日 2025年 2月 19日

Trusted Postgres Architect 23.36.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

ハイライト

• Ubuntu 24.04および SLES 15 SP6のサポート

• すべてのクラスターコンポーネントのバージョン指定子

• EDB Failover ManagerEFM 5のサポートの向上

機能強化
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Description Addresses

すべてのクラスターコンポーネントのパッケージバージョン指定子のサポー
トを追加しました。次のソフトウェアパッケージは、 tpaexec configure`コマ
ンドへの--xxx-package-version`オプションを受け入れるようになりました。こ
れは、生成された `config.yml` - barman - pgbouncer - beacon-agent - etcd - pa-
troni - pem-server - pem-agent - pg_backup_api - pgd_proxy - pgdcli - repmgr に
`xxx_package_version`を設定します。
Ubuntu Noble 24.04のサポートを追加しました。 TPAは Ubuntu 24.04で実行さ
れ、この OSをターゲットホストとしてサポートします。 Ubuntu 24.04の EDB
パッケージは、2025年 3月末に一般提供されます。その前に、EDBパッケージ
を必要とする展開は失敗する可能性があります。
EFM 5の「auto resume」プロパティのサポートを追加しました。 EFM 5.0以降、
`auto.resume.period`プロパティは 2つのプロパティに分割されています。1つは
起動ケース用、もう 1つは db障害ケース用です。この変更により、使用されて
いる `efm_version`に基づいて、正しいプロパティが追加されます。
EFM 5 'backup.wal'プロパティのサポートを追加しました。 EFM 5.0から、新し
いプロパティ backup.walが追加されました。この変更により、EFMのバージョ
ンが 5以上の場合、新しいプロパティが追加されます。
SLES 15 SP6のサポートを追加しました。構成時に SLESが要求されると、TPA
は SLES 15 SP6をインストールします。 Dockerおよび EC2イメージは SP6に
なり、systemd-sysvcompatパッケージは SLESにインストールされるため、ロー
カルブート時スクリプトは引き続き機能します。

の変更

Description Addresses

RHEL同様のシステムで PGDGの最新の Barmanを使用します。 TPAは、壊れ
たパッケージの回避策として、RHEL同様のシステムに PGDGからインストー
ルする場合、以前はデフォルトの Barman 3.9を使用していました。より新しい
barmanパッケージは OKであるため、yumに最新のパッケージをインストール
させます。
RedHat および Debian のセットアップスクリプトを介して EDB リポジトリを
セットアップします。この変更により、TPAノードでの EDBリポジトリのセッ
トアップが簡素化され、dnf、yum、および `apt`パッケージマネージャーの単一
のタスクになります。これにより、EDBリポジトリをターゲットホストに追加
する際の予期しない HTTPエラーの発生が減少します。
efm_conf_settings`のドキュメントを修正しました。以前、ドキュメントには*「TPA
で認識されるかどうかにかかわらず、efm_conf_settingsを使用してパラメーターを
設定できます。必要に応じて、efm.propertiesに表示されるとおりに値を正確に引
用する必要があります。ただし、`efm.properties.j2`テンプレートは次の値を使用
します `efm_conf_settings`から Ansible辞書として変換するため、エントリは `key:
value`フォームで記述する必要があります。 `yaml cluster_vars: efm_conf_settings:
notification.level: WARNING ping.server.ip: <well known address in the network>

次のページに続く

1.2. Trusted Postgres Architect release notes 37



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

表 23 –前のページからの続き
Description Addresses

Pythonの依存関係をバージョン 3.12にバンプします。 TPAでは Python 3.12が
必要になりました。 EDB Repos 2.0 から TPA をインストールすると、適切な
Pythonインタープリターが自動的にインストールされます。
PGDのアップグレード中にプロトコルバージョンの更新を待ちます。 PGD3か
ら PGD5へのアップグレード中に、プロトコルバージョンの更新に時間がかか
る場合があります。 PGD 5特定の構成変更は、プロトコルバージョンが変更さ
れる前に試行されると失敗します。このような障害を回避するために待機を追
加しました。
新しいノードが既存の EFM クラスターに追加されるときに、 <cluster-
name>.nodes`を更新します。 TPAの以前のバージョンでは、新しい EFMノー
ドが `config.yml`に追加されると、クラスター内の既存の EFM ノードの `Al-
lowed node host list`にリストされませんでした。 `efm upgrade-conf`を実行し、
/raw/<clustername>.properties`および `/raw/<clustername>.nodes`から変更を伝播
するタスクは、これらのファイルのいずれかが変更されたときに実行されるよ
うになりました。これにより、新しい EFMノードが `<clustername>.nodes`ファ
イルに書き込まれ、`efm cluster-status`が `Allowed node host list`に含めます。
postgresユーザーの `.bashrc`ファイルに `PGPORT`を含めます。 PGPORT`環境
変数は、postgresユーザーの.bashrc`ファイルの一部としてエクスポートされま
す。選択した `postgres_flavour`、または構成ファイルで指定されている場合は
`postgres_port`が使用するポート値がデフォルトになります。

バグ修正

Description Addresses

データベースが構成どおりではなくデフォルトのパラメーターで作成される問
題を修正しました。 TPAの以前のバージョンでは、それを必要としない拡張機
能別名「モジュール」の `CREATE EXTENSION`ステートメントを抑制するため
に、postgres_databases`ハッシュ全体が変更されました。これは、データベース
`name`と `extensions`のリストのみを含む新しいハッシュが作成され、データベー
スの他のすべての構成設定を無視するためバグが発生しました `owner、template、
`encoding`など。これにより、データベースは構成どおりではなくデフォルトの
パラメーターで作成されることになりました。これを修正するには、拡張機能
のリストからモジュールが削除され、結果のリストが CREATE EXTENSIONを
実行するタスクに渡されます。

44539

Patroni クラスターでの `shared_preload_libraries`の問題を修正しました。
shared_preloadライブラリのエントリが Patroniによって正しく処理されるよう
になりました。これにより、̀ config.yml`を介して pglogical拡張機能を Patroniク
ラスターに追加すると失敗するバグが修正されます。

次のページに続く
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表 24 –前のページからの続き
Description Addresses

拡張機能用の追加のリポジトリセットアップコマンドがないディストリビュー
ションの展開が失敗するバグを修正しました。 TPAの以前のバージョンでは、
`postgis`が `postgres_databases`のデータベースの `extra_postgres_extensions`また
は `extensions`リストに追加されると、`repository_setup_commands`のリストが
空であったため、Debian、SLES、および Ubuntuでの展開は失敗していました。
RHELのみが run`crb enable`への追加コマンドを持っています。この空のリストは
`command`モジュールに渡され、̀no command given`で失敗し、展開が失敗しまし
た。ディストリビューションに実行する追加コマンドがない場合、`Automatically
run additional repository setup commands for recognized extensions`タスクがスキッ
プされるようになりました。
`repmgr_use_slot`が 0に設定されている場合でも、TPAがレプリケーションス
ロットを作成しようとした問題を修正しました

41776

`pgd_proxy_dsn_attributes`および `pgd_cli_dsn_attributes`のデフォルトとして
`bdr_client_dsn_attributes`を設定します。 pgd-proxy および pgd-cli は Go で書
かれ、Goドライバーを使用するため、libpqがサポートするパラメーターキー
ワードの完全なセットをサポートしていません。クラスターが pgd-proxyおよ
び/または pgd-cli をインストールし、Go ドライバーがサポートしていないパ
ラメーターで `bdr_client_dsn_attributes`を構成している場合、2つの新しい構成
変数 `pgd_proxy_dsn_attributes`および `pgd_cli_dsn_attributes`を含める必要があ
ります。 Goドライバーがサポートしています。逆に、 pgd-proxyおよび pgd-
cliがインストールされ、`bdr_client_dsn_attributes`が Go非互換のパラメーター
を含まない場合、これらのツールの接続文字列は `bdr_client_dsn_attributes`の
属性で構成されます。これにより、ユーザーが `bdr_client_dsn_attributes`のパラ
メーターが使用されることを想定していても、 `pgd_proxy_dsn_attributes`およ
び `pgd_cli_dsn_attributes`が定義されていない場合に空の文字列がデフォルトで
あった予期せぬ動作が修正されました。

44819

etcdのホームディレクトリの標準形式を使用します。 etcdユーザーを作成する
ときに、TPAは後続のスラッシュなしでホームディレクトリを参照するように
なりました、 'useradd'のような他のツールの使用法と一致します。
cluster_ssh_port`設定がBarmanによって尊重されない問題を修正しました。 Bar-
man 構成は、`config.yml`の `cluster_ssh_port`を介して設定されたカスタム ssh
ポートを使用できるようになりました。設定されていない場合はデフォルトの
22 です。 `-p / --port`フラグは、それぞれ `barman.d.conf`および `barman-wal-
restore/`barman-wal-archive'コマンドの `ssh`コマンドに含まれるようになりまし
た。

1.2.10 Trusted Postgres Architect 23.35.0 release notes

リリース日 2024年 11月 25日

Trusted Postgres Architect 23.35.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。
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ハイライト

• STIG / CISコンプライアンスのためのオプション。

• PGD軽量アーキテクチャのサポート

• Postgisは認識される拡張機能になりました。

• Docker configureは、静的 IPアドレスを使用して名前付けネットワークを作成します。

• ARMアーキテクチャ用の RedHat Enterprise Linux 9のサポート。

• PostgreSQL、 EDB Postgres Extended、および EDB Postgres Advanced Server 17のサポート。

機能強化

Description Addresses

STIG / CISコンプライアンスをサポートします。 TPAは、STIGおよび CISセ
キュリティ標準の多くの要件に準拠するように構成されたクラスターを作成す
るコマンドラインオプションをサポートするようになりました。これらのオプ
ションにより、TPAは、関連する標準で定義されているように postgresql.conf設
定を設定し、必要な拡張機能をインストールし、ファイルシステムの権限やユー
ザー接続制限などのシステム動作の他の側面を構成し、FIPS暗号標準などの他
の要件をチェックします。 TPAは直接課すことはできません。このように生成
されたクラスターは、標準に適合することは TPAによって認定されていません
が、適合するクラスターを作成する基礎作業の多くが自動化されています。
PGD Lightweightアーキテクチャのサポートを追加します。 TPAは、物理レプリ
ケーションからの移行を容易にするように設計された 2つの場所の 3つのノー
ドプライマリに 2 ノード、ディザスターリカバリーに 1 つで構成される PGD
Lightweightアーキテクチャを生成できるようになりました。ユーザーは `tpaexec
configure lw -a Lightweight --postgresql 15`を実行できるようになりました。
`configure`に Docker でユーザー定義のネットワークを作成してもらいます。
Dockerが選択されたプラットフォームである場合、configureコマンドは、名前
付けネットワークと静的 IPアドレスを config.ymlに自動的に追加します。ネッ
トワーク名はクラスター名と同じであり、アドレス範囲は--networkオプション
の既存のセマンティクスに従いますが、場所ごとに 1つではなくクラスター全体
で 1つのサブネットのみが使用されることを除きます。ユーザーがサブネットプ
レフィックスを指定しない場合、TPAはプレフィックスを選択しようとします。
その結果、クラスター全体に適合する十分な大きさのサブネットが得られます。
config.ymlで名前付けネットワークが指定されている限り、キー `ip_address`を
使用して Dockerインスタンスの静的 IPを指定できるようになりました。

次のページに続く
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表 25 –前のページからの続き
Description Addresses

新しいクラスターのバックアップノードとして既存の Barmanノードを使用する
ための実験的なサポートを追加しました。既存の Barmanノードを新しいクラス
ターのバックアップノードとして使用する場合、ユーザーはプラットフォーム
を `bare`に設定し、ベアインスタンスに通常どおり提供されるその他の情報を使
用して、 Barmanインスタンスの varsに `barman_shared: true`を設定できます。
Barmanユーザーは既に以前の展開からプロセスを実行しているため、この変更
により、TPAは usermodの問題が原因で失敗するいくつかの構成手順をスキッ
プできます。共有 Barmanインスタンスはベアインスタンスとして扱われるた
め、ターゲット PostgreSQLインスタンスへの Barmanユーザーのアクセスを含
む必要なアクセスが既に設定されている必要があります。 Barmanユーザーの
キーを元のクラスターから新しいクラスターにコピーすることは、これを実現
するために使用できます。詳細については、TPAドキュメントの Barmanセク
ションを参照してください。
`postgis`を認識される拡張機能のリストに追加します。 PostGISパッケージは、
ユーザーが `postgres_extensions`または `postgres_databases`の下で名前付けた拡
張機能のリストのエントリとして `postgis`を指定すると、自動的に追加されま
す。また、RHEL互換ディストリビューションの CRB Code Ready Builderリポ
ジトリを有効にして、PostGIS依存関係をインストールできるようにします。
PEMエージェントが EFMノードに登録されているときに EFMプローブを有効
にします。 --efm-install-path`および--efm-cluster-name`フラグは、PEMサーバー
がEFMノードに登録されるときに設定されます。 Streaming Replication、Failover
Manager Node Status、および `Failover Manager Cluster Info`プローブは、PEMエー
ジェントが EFMノードに登録されているときに有効になります。
ARMアーキテクチャ向けの RedHat Enterprise Linux 9をサポートします。パッ
ケージは RHEL 9 ARM64をターゲットとして公開され、TPAはこのアーキテク
チャと OSを使用した展開をサポートしています。また、サポートされる AWS
イメージのリストを更新して、Amazonが提供する RedHat 9 ARM64 AMIを含
めます。 ARM64 EC2 インスタンスのデフォルトの `instance_type`が `a1`から
`t4g`に更新されました。これは、バースト可能な汎用ワークロードで使用可能
な現行世代のプロセッサです。
PostgreSQL、EDB Postgres Extended、および EDB Postgres Advanced Server 17を
サポート。 PostgreSQL、EDB Postgres Extended、および EDB Postgres Advanced
Serverバージョン 17を使用するようにクラスターを構成できます。Barmanは、
postgresサーバーパッケージをインストールして使用するときに `pg_receivewal`バ
イナリを取得する必要がなくなりました。 EDB Postgres Advanced Server 17ま
たは EDB Postgres Extended 17。バイナリがこれらのバージョンのクライアント
パッケージに追加されているため。 TPAは、クラスターが failover_managerと
して `repmgr`で構成されている場合、Postgres 17で使用できないため、アーキテ
クチャエラーを発生します。サポートされているバージョンを反映するように
ドキュメントを更新しました。

次のページに続く
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表 25 –前のページからの続き
Description Addresses

efm Postgresの `password_encryption`アルゴリズムをユーザー設定可能にします。
構成可能な `efm_user_password_encryption`変数を公開します。これは、ユーザー
要件に応じて `'md5'または'scram-sha-256'のいずれかに設定する必要がありま
す。これは、 `pg_hba.conf`の `efm Postgresユーザーの `auth-method`と、その暗
号化されたパスワードを生成するために使用されるアルゴリズムを制御します。
stig`に構成された `compliance`で展開されたクラスターでは、FIPS対応オペレー
ティングシステムでは `md5`の使用が許可されていないため、 `pg_hba.conf`の
'efm' Postgresユーザーの `auth-method は `scram-sha-256`に設定されます。
ホスト名とともに複数のアドレスを指定できるようにします。 tpaexec config-
ure`に--hostnames-from`オプションを使用する場合、各行に 2つの IPアドレス
を含めることができるようになりました。これらは、生成された config.ymlに
public_ipおよび private_ipとして含まれます。

の変更

Description Addresses

postgres.service.j2テンプレートの非推奨の `PermissionStartOnly`を削除します。
`PermissionsStartOnly`は非推奨であり、̀ExecStartPost=+/bin/bash...`構文を介して
実現されます
barman Postgresユーザーはスーパーユーザーではなくなりました。特定の必要
な特権が Postgresロール `barman_role`に付与され、これが `barman` Postgresユー
ザーに付与されます。これにより、スーパーユーザーとして `barman`ユーザー
を作成する必要がなくなります。このロールは、`postgres/createuser`を使用して
`granted_roles`リストに追加することにより、他の Postgresユーザーに付与する
こともできます。 `barman_role`は、Barmanタスクの一部として作成されます。
Barmanを使用しない場合、このロールは作成されません。したがって、このロー
ルに特権を付与するタスクは、`barman_role`ユーザー名が作成される Postgres
ユーザーのリストにある場合にのみ実行されます。 'barman'ユーザーは、ロール
属性として明示的に指定された `NOSUPERUSER`を持つようになりました。ク
ラスターが以前の TPAバージョンスーパーユーザーとして作成されたバーマン
ユーザーで展開された場合、このバージョンで展開すると `barman`ユーザーか
ら `superuser`ロール属性を削除します。
HARPで etcdを使用する場合、新しいオプション `harp_local_etcd_only`を追加
します。 HARP で etcd を使用する場合に使用可能な新しいオプションの var
`harp_local_etcd_only`を追加します。このオプションは、 HARPマネージャー
にローカル etcdノードに接続するように指示します。この推奨事項は、コンセ
ンサスプロトコルとして `bdr`が使用されるときに同じことを行うことにより学
習されたベストプラクティスに従います。複数のエンドポイントを追加するデ
フォルトモードでは、場合によってパフォーマンスの問題が発生する可能性が
あります。このオプションは、ユーザーにさらなる制御を与えるために追加さ
れます。

次のページに続く
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表 26 –前のページからの続き
Description Addresses

postgres-monitorスクリプトを改善します。 postgres-monitorスクリプトを改善
して回復可能なエラーをより適切に管理し、ネットワークエラーの再試行を追
加して、postgresサービスが完全に開始するための十分な時間を許可できなかっ
た場合に障害を返さないようにします。
`efm`ロールを持つノードのみをクラスター `efm.nodes`ファイルに追加します。
以前は、̀pemserver`および `barman`ノードは、EFM機能に関連しない場合、EFM
の `Allowed node host list`に追加されました。ロールのリストに `efm`があるノー
ドのみを含めるように `efm.node`構成を書き込むタスクをリファクタリングしま
した。

バグ修正

Description Addresses

pgd-proxy構成検証の tpaexecテストを修正します。現在の pgd-proxy構成が予
想される構成と一致することを確認するテストが、バージョン<5.5.0では失敗す
るバグを修正しました。この修正により、TPAはバージョン 5.5.0で追加された
構成キーを照会しようとしません。
EFM互換性のために追加された `primary_slot_name`が `bdr_init_physical`と干渉
する場合を修正します。 `primary_slot_name`は、プライマリノードで構成されて、
古いプライマリが EFMスイッチオーバー中にレプリケーションに物理スロット
を使用するようにします。ただし、'bdr_init_physical'はノードの初期化にそれを
使用しようとしますが、スロットが PGDインストールに存在しないため、無期限
にハングします。 `failover_manager`が EFMの場合、この `primary_slot_name`は
条件付きで明示的に設定されるようになり、不必要な設定を回避します。
正しい `bash-completion`パッケージバージョンをダウンロードします。 `con-
fig.yml`で `pgdcli_package_version`が指定されている場合、 `packages_for`フィ
ルタは誤って `pgdcli_package_version`をパッケージ名に追加するため、 `bash-
completion`パッケージの名前は誤って命名されます。これにより、存在しない
パッケージをダウンロードしようとします。 `bash-completion`パッケージのバー
ジョンは `pgdcli_package_version`から独立しているため、 `packages_for`フィル
ターの後のリストに追加されます。
場合によっては、タスクが成功した後でもエラーメッセージが繰り返される問
題を修正します。 TPAは、各タスクの後にエラーメッセージスタックをクリア
して、メッセージが誤って繰り返されないように保証
Patroniクラスターへのレプリカの追加を妨げた問題を修正します。 Patroniクラ
スターの新しいレプリカがレプリケーションスロットに関連するエラーで失敗
する問題を修正しました。

次のページに続く
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表 27 –前のページからの続き
Description Addresses

M1アーキテクチャの場合、barmanノードに `pem-agent`ロールを最大 1回追加
します。 --enable-pem`および--enable-pg-backup-api`が `tpaexec configure`に渡さ
れる場合、 `witness`でもある場合、`pem-agent`は `barman`ノードに 2回追加さ
れます。両方の `if`ステートメントを統合して、条件を 1回のみ評価することに
より修正しました。
`pem_python_executable`を `pkg`ロールの外部に設定します。ユーザーが `pkg`セ
レクターを除外すると、 `pem_python_executable`ファクトが設定されていない
ために後の PEM関連タスクが失敗するバグを修正しました。

1.2.11 Trusted Postgres Architect 23.34.1 release notes

リリース日 2024年 9月 9日

Trusted Postgres Architect 23.34.1は、次の問題を解決するバグ修正リリースです。

Type Description

Bug Fix `efm-witness`ロールを持つノードのスイッチオーバーが失敗した後に deployを
実行する問題を修正しました。 EFMノードの `upstream-primary`は、Postgres
から収集されたファクトを使用して決定されます。これは、以前は Postgres
がないため、`efm-witness`ロールを持つノードでは失敗していました。上流
プライマリを決定するタスクは、`primary`または `replica`ロールを持つノー
ドでのみ実行されます。

1.2.12 Trusted Postgres Architect 23.34 release notes

リリース日 2024年 8月 22日

Trusted Postgres Architect 23.34の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement TPAには、efmがインストールされ、構成ディレクトリとユーザーが作成さ
れた後、efmが構成される前に実行される `efm-pre-config`フックが追加され
ました。カスタム efmヘルパースクリプトのインストールに使用できます。

Enhancement TPAには、タスクごとに 1行の情報を表示する独自の出力プラグインがあり、
1行でも情報のないタスクを省略します。線は、TPAの制御フローを可視で
きるようにインデントされており、成功、スキップ、および無視されたホス
トの色分けされた数が含まれています。より完全な出力は、ご使用の環境で
TPA_USE_DEFAULT_OUTPUT=true に設定するか、コマンドラインに-v ス
イッチを追加することにより、オンにできます。

次のページに続く
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表 29 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement TPA では、PEM エージェントを登録するときに、`cluster_vars`の `pema-
gent_registration_opts`の下にリストすることにより追加オプションを指定で
きるようになりました。

Enhancement cluster_varsまたは pem-serverインスタンス vars `pem_server_ssl_certificate`お
よび `pem_server_ssl_key`の下の `config.yml`に PEMサーバーで使用する証明
書とキーペアの名前を含めることにより、PEMサーバーで使用する独自の
Webサーバー証明書を提供できるようになりました。 TPAは、クラスター
ディレクトリの `ssl/pemserver`ディレクトリから PEMサーバーにそれらをコ
ピーし、それに応じて Apache/httpdを構成します。

Enhancement TPAは、新しいクラスター展開で EFM `upgrade-conf`コマンドを実行して、
`<cluster_name>.properties`ファイルと `<cluster_name>.nodes`ファイルの両方
に追加されるコメントとインラインドキュメントを活用するようになりまし
た。

Enhancement TPAは、 bind.address`値の IPアドレスの代わりにホスト名解決を使用して
EFMクラスターをセットアップできるようになりました。これは、configure
コマンドの--efm-bind-by-hostname`オプションまたは config.ymlの cluster_vars
セクションの `efm_bind_by_hostname: true/false`で呼び出すことができます。

Enhancement TPAは、EFM 4.9で追加された EFMプロパティ `enable.stop.cluster: boolean,
default true`、priority.standbys: default ''、detach.on.agent.failure: boolean, de-
fault false、`pid.dir: default ''`の設定をサポートするようになりました。

Enhancement TPA は、 pgBouncer から Postgres への接続に `cert`認証を使用するように
pgBouncer を構成できるようになりました。これは、 cluster_vars で `pg-
bouncer_use_cert_authentication`を trueに設定することにより有効にします。
有効にすると、pgBouncerに接続するユーザーの認証方法も `md5`から `scram-
sha-256`に変更されます。

Change TPAは、AWSでの RAID作成をサポートしなくなりました。
Change upstream_primaryを解決するための EFM依存関係を削除しました。以前は、

スイッチオーバー後の展開で、現在のプライマリの EFMが照会されていまし
た。 EFMが実行されていない場合、これは失敗します。 Postgresを介して
収集された cluster_factsは、スイッチオーバー後の現在のプライマリを決定
するために使用され、EFMへの依存関係を削除します。

Change EFMクラスターでは、スイッチオーバー後に `upstream_primary`が正しく更
新されるようになりました。その結果、レプリカに正しい `auto.reconfigure`設
定が設定されます。スタンバイが新しいプライマリに従うようになりました。

Bug Fix Patroni APIにアクセスするときに TPAがプロキシ設定を誤って適用する問
題を修正しました。 Ansibleのデフォルトでは、プロキシが定義されている
場合、それを使用します。これは、プロキシも Patroni APIへの呼び出しをイ
ンターセプトおよび中断するため、インターネットからパッケージをダウン
ロードするためにプロキシを必要とするエアギャップ環境のかなり一般的な
場合では機能しません。

Bug Fix TPAがすべてのインスタンスで `pemserver`インスタンスにのみ適切な PEM
エージェントパラメータを設定する問題を修正しました。

次のページに続く
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表 29 –前のページからの続き
Type Description

Bug Fix クラスターノードのターゲットとして SLESオペレーティングシステムを使
用する場合、pgd-proxyおよび pgdcliのデフォルトパッケージ名に欠落して
いたエントリを追加しました。

Bug Fix TPAが既存のノードで postgresをリロード/再起動して構成変更を再読み取り
することに失敗し、したがって、新しいノードがクラスターに接続できない
という問題を修正します。

Bug Fix レプリカからバックアップを取得する場合、WALファイルの待機がタイムア
ウトになることにより、初期バックアップの取得時にバーマンが失敗する場
合がある問題を修正しました。これは、WALセグメントのスイッチを強制す
る前に、バーマンがベースバックアップを完了するのを待機することにより
修正されます。

Bug Fix 上流_プライマリ postgresにデフォルト以外の postgresポートを使用する場合
でも、̀ repmgr witness register`コマンドが正しい postgres_port値で使用されて
いることを確認します。

Bug Fix PGDクラスター内のサブスクライバー専用ノードとそのレプリカのインスタ
ンスレベルで設定されている場合、 `repmgr`への failover_managerオーバー
ライドが正しく機能しない問題を修正しました。

Bug Fix 誤った cgroup 検出の 2 つのケースを修正しました。MacOSX では、
`/proc/mounts`を読み取ろうとしなくなりました。 `/sys/fs/cgroup`が `ro`であ
るが、その下にマウントが `rw`であるシステムでは、TPAがこれを正しく検
出するようになりました。

Bug Fix pgd-proxyに新しく追加された `read_listen_port`オプションの pgd-proxyノー
ドで実際の構成セットを検証できることを確認します。

Bug Fix PEM 9.7.0での展開を妨げる問題を修正しました。 PEM 9.7.0はパッケージ
レベルで Apacheに依存しないため、Webサーバーとして Apacheを使用する
には、パッケージを明示的にインストールします。

1.2.13 Trusted Postgres Architect 23.33 release notes

リリース日 2024年 6月 24日

Trusted Postgres Architect 23.33の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement TPAは、ARM64 CPUアーキテクチャで Debian 12 Bookwormをサポートす
るようになりました。

次のページに続く
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表 30 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement PGDバージョン 5.5では、プロキシノードを読み取りエンドポイントとして
構成でき、読み取り専用クエリをシャドウノードに転送します。 TPA は、
`config.yml`の `default_pgd_proxy_options`および `pgd_proxy_options`の下の
`read_listen_port`パラメーターを設定することにより、この構成オプション
をサポートします。このパラメーターは、 PGDバージョンが 5.5以上の場
合、デフォルトで含まれます。 `--proxy-listen-port`および `proxy-read-listen-
port`引数を `tpaexec configure`コマンドに渡すことにより、ポート番号を指定
することもできます。

Enhancement TPA は、ロール'beacon-agent' を割り当てるか、configure`とともに--enable-
beacon-agent`オプションを使用することにより、Postgresノードでのビーコン
エージェントの展開と構成をサポートするようになりました。

Enhancement Patroni展開での `postgres_wal_dir`のサポートを追加しました。 TPA構成で
カスタム `postgres_wal_dir`が指定されている場合、TPAはそのオプションを
Patroni構成ファイルの対応する設定に中継します。このようにして、Patroni
が TPAから独自にスタンバイを再構築する必要がある場合、スタンバイはカ
スタムWALディレクトリで適切にセットアップされます。

Enhancement Patroni クラスターに PgBouncer ノードを追加すると、TPA は
`on_role_change`コールバックで Patroni を構成するようになりました。
そのコールバックは、フェールオーバーおよびスイッチオーバーイベントに
応答して、PgBouncerノードのプライマリ接続情報を更新します。

Enhancement EDB は、PGDG から `patroni`パッケージをリビルドする代わりに、独自の
`edb-patroni`パッケージを生成するようになりました。 TPAでは、ユーザー
が `patroni`パッケージと `edb-patroni`パッケージを選択できるようになりまし
た。選択は、新しい TPA設定 `patroni_package_flavour`を介して行われます。

Change PGDGリポジトリの壊れた Barman 3.10パッケージをワークアラウンドため
に、RHELファミリーシステムで PGDGリポジトリを使用している場合、TPA
は Barmanのバージョン 3.9をインストールするようになりました。この動
作は、 config.ymlで barman_package_versionを明示的に設定することにより
オーバーライドできます。

Change Patroni がフェールオーバーマネージャーの場合、`haproxy_bind_address`は
`0.0.0.0`に設定されます。これは、Postgresノードと HAプロキシノード間の
通信を妨げる `127.0.0.1`の一般的なデフォルトに関する問題を解決します。
ユーザーはこの値を、クラスターネットワーキングに適したより制限的なも
のに変更する必要があります。

Change タスクセレクターが、展開の最終段階で一貫して適用されるようになりまし
た。テストのタスクセレクターの一貫性が向上し、ドキュメントのタスクセ
レクターの例が正しくなりました。すべての展開時フックに、対応するタス
クセレクターがあります。

Change `barman_package_version`が設定されている場合、TPAは barman-cliパッケー
ジおよびBarman自分自身を検索するときにそれを参照するようになりました。
これにより、`barman_package_version`が使用されたときにダウンローダーを
使用するクラスターで障害が発生した不一致が解決されます。

次のページに続く
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表 30 –前のページからの続き
Type Description

Bug Fix BDRデータベース内の機能に必要な権限が、監視ノードの HARP DCSユー
ザーに付与されていない問題を修正しました。

Bug Fix 「読み取り専用ファイルシステム」で Dockerプロビジョニングが失敗する
問題を修正しました。最近の OSイメージを実行している dockerコンテナで
cgroup1を実行しているホストシステムでは、`tpaexec provision`はコンテナ
のプロビジョニングに失敗し、「mkdir /sys/fs/cgroup/tpa.scope: read-only file
system」のようなエラーメッセージを表示する場合がありました。 TPAはこ
のケースを検出して回避します。

Bug Fix TPAは、プロビジョニング前にユーザーが `tpaexec cmd`または `tpaexec ping`を
実行した場合、明確なエラーメッセージを提供するようになりました。

1.2.14 Trusted Postgres Architect 23.32 release notes

リリース日 2024年 5月 15日

Trusted Postgres Architect 23.32の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement M1 アーキテクチャは、tpaexec configure`への追加引数--location-names`、--
primary-location、--data-nodes-per-location、--witness-only-location、および `-
-single-node-location`をサポートするようになりました。これらの引数を組み
合わせることで、 `config.yml`を編集することなく、ほとんどの一般的なレイ
アウトを指定できます。

Enhancement TPAは、展開中に chronyをインストールし、Amazon Time Syncサービスを
ポイントする AWSを除き、すべてでデフォルト構成を維持します。

Enhancement TPAは、IBM PowerPPC64leで RHEL 8および 9をサポートするようになり
ました。

Enhancement tpaexec relink`に--force`オプションを追加しました。デフォルトでは、再リン
クはターゲットファイルが既に存在する場合を変更しません。 `--force`では、
再リンクは既存のすべてのターゲットファイルを削除し、それらを再作成し
ます。

Enhancement TPAが Debian 12 x86をサポートするようになりました。
Enhancement `pg_failover_slots`が認識される拡張機能になりました
Enhancement sql_profiler、edb_wait_states、および `query_advisor`拡張機能が `pem-

agent`ノードに自動的に含まれるようになりました。 pem-agentノードのデ
フォルトの拡張機能のリストは、 `config.yml`に `pemagent_extensions`のリス
トを含めることによりオーバーライドできます。このリストが空の場合、拡
張機能は自動的に含まれません。

次のページに続く
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表 31 –前のページからの続き
Type Description

Change TPAは、RHEL 7を除くすべてのシステムの cgroups 2を実行しているホスト
にDockerクラスターをプロビジョニングできるようになりました。新しいシ
ステム RHEL 9または Ubuntu 22.04では、TPAは cgroups 2スコープを使用
してホストとコンテナ間の分離を追加します。

Change AWS AMIバージョンを最新バージョンに更新しました。
Bug Fix AWS で Debian 10 への展開がメッセージ `The repository 'http://cdn-aws.deb.

debian.org/debian buster-backports Release' does not have a Release file`で失敗
する問題を修正しました。 debian 10 Buster のバックポートリポジトリは、
deb.debian.orgで利用できなくなりましたが、標準の AWS AMIはまだそれを
参照しているため、apt操作を試行する前に/etc/apt/sources.listをそれに応じ
て変更します。

Bug Fix `assign_public_ip:no`が設定されている場合、AWSでの展開が失敗する問題を
修正しました。

Bug Fix barmanと postgresのカスタムユーザーを使用しようとしたときに混合エラー
を発生させ、展開の失敗を引き起こしたさまざまなロールの問題を修正しま
した。

Bug Fix キー `ip_address`を使用して IPアドレスを定義した場合、最初の展開以降の
展開が `Unrecognised host=... in primary_conninfo`のようなエラーで失敗する
場合がある問題を修正しました。

Bug Fix `tpaexec upgrade`がエラーを発生させ、̀tpaexec relink`の役に立たない使用メッ
セージを表示する方法でリリンクスクリプトを呼び出すことができるエラー
を修正しました。

Bug Fix Postgresをリロードするタスクがスキップされ、restore_commandオーバーラ
イドが `postgresql.auto.conf`から削除されない問題を修正しました

Bug Fix ソースから BDRをコンパイルしようとする前に、TPAがソースディレクト
リに変更しなかった問題を修正しました。

Bug Fix 指定されたクラスターに必要でない場合でも、TPAが有効な 2ndQuadrantトー
クンを必要とする問題を修正しました。

Documentation tower/AAPのドキュメントを更新して、AAP実行環境の作成に関する手順を
含めます。

1.2.15 Trusted Postgres Architect 23.31 release notes

リリース日 2024年 3月 19日

Trusted Postgres Architect 23.31の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Bug Fix 構文エラーのために展開が失敗する可能性がある重大なバグを修正しました。
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1.2.16 Trusted Postgres Architect 23.30 release notes

リリース日 2024年 3月 19日

Trusted Postgres Architect 23.30の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

New Feature TPAは、Ansible Automation Platform 2.4+コントローラバージョン 4+で使用
されるカスタムの'ExecutionEnvironment'イメージを提供するようになりまし
た。このイメージには、AAPを介して展開を実行するために必要なすべてが
含まれています。このイメージは、ansible-builderと python-alpineの軽量ベー
スイメージを使用してビルドされます。

Enhancement TPAは、拡張機能のサブセットのパッケージ名と共有プリロードライブラリエン
トリを自動的に追加するようになりました。これらの特定の拡張機能の場合、
`postgres_databases`のデータベースエントリの `extra_postgres_extensions`リス
トまたは `extensions`リストでは拡張機能名前のみが必要です。

Enhancement EDB Advanced Storage Packパッケージと共有プリロードライブラリエントリ
は、ユーザーが拡張機能として指定し、`postgres_version`が 15以上の場合、
`bluefin`に自動的に追加されます。

Enhancement インスタンスに新しい'provision_only'オプションを追加しました。インスタ
ンスの config.ymlに `provision_only: true`がある場合、通常どおりプロビジョ
ニングされますが、 `tpaexec deploy`によって認識されるインベントリには追
加されません。

Change TPAの以前のバージョンでは、ソースノードのデータベース構造を監視ノー
ドに同期していました。これは必要ではなく、同期されたスキーマは使用ま
たは更新されません。これが発生するのを防ぐため、TPAは、監視ノードの
`bdr.join_node_group()`を呼び出すときに「synchronize_struction」を「none」に
明示的に設定するようになりました。

Change Ansible タグではなくカスタムセレクターを使用して、タスクの選択的な
実行がサポートされるようになりました。特定のセレクター `tpaexec de-
ploy . --included_tasks=barman`に一致するタスクのみを実行するには。特
定のセレクターに一致するタスクをスキップするには tpaexec deploy . --
excluded_tasks=sshタスクセレクターは、 config.ymlで `excluded_tasks`また
は `included_tasks`変数を指定して使用できます。

Change Ansible 2.9は、コミュニティディストリビューションも 2ndQuadrantフォー
クもサポートされなくなりました。 tpaexec deploy`に--skip-tags`オプション
を使用しているユーザーは、新しい `--excluded_tasks`オプションに移動する
必要があります。
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1.2.17 Trusted Postgres Architect 23.29 release notes

リリース日 2024年 2月 15日

Trusted Postgres Architect 23.29の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement クラスターボルトのパスワードをシステムキーリングに保存するためのサポー
トを追加しました。これは、`keyring_backend`が `system`新しいクラスターの
デフォルトに設定されている場合、Pythonキーリングモジュールを活用して、
サポートされているシステムキーリングにボールトパスワードを保存します。
この変更は、既存のクラスター、または config.ymlで `keyring_backend`から
`legacy`を設定するクラスターには影響しません。

Enhancement tpaexec setup`の--ansible-version`引数は、有効な ansibleバージョンとして `8`ま
たは `9`、および既存の `2q`または `community`、どちらも ansible 2.9を暗黙
的に受け入れます。デフォルトは `8`になりました。 ansible 9のサポートは
実験的であり、Python 3.10以降が必要です。

Bug Fix config.ymlで既に定義された edb_repositoriesが、再構成中に保持されない問
題を修正しました。エアギャップ環境での bdr4から pgd5へのアップグレー
ドシナリオを修正します。

Bug Fix TPAの `postgres-monitor`は、「データベースシステムはまだ接続を受け入れ
ていません」というメッセージを回復可能なエラーとして認識するようにな
りました。

Bug Fix TPAは、アップグレード時にレプリカの `postgres/config/final`ロールを正しく
スキップするようになりました。

Bug Fix Debianおよび Ubuntuシステムでパッケージダウンローダーを使用する場合、
パッケージ名のワイルドカードが尊重されない問題を修正しました。

Bug Fix ダウンローダーは、Debianおよび Ubuntuシステムでパッケージを取得する
前に apt-get updateを実行するようになりました。

Bug Fix PGDクラスターで CAMOが有効になっている場合、TPAはトランザクショ
ンストリーミングを無効にするようになりました。

Bug Fix TPAは、selinuxが有効になっている Barmanサーバーを正しく構成するよう
になりました。

1.2.18 Trusted Postgres Architect 23.28 release notes

リリース日 2024年 1月 23日

Trusted Postgres Architect 23.28の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

1.2. Trusted Postgres Architect release notes 51



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

Type Description

Enhancement 新しいオプション `postgres_log_file`を追加しました。このオプションは、Post-
gresログファイルを設定します、stderrまたは syslogを介してロギングする
かどうか。デフォルトは'/var/log/postgres/postgres.log'であり、以前にハード
コードされた値です。

Enhancement 新しいフック `barman-pre-config`を追加しました。このフックは、Barmanが
インストールされ、そのユーザーがセットアップされた後、構成される前に
呼び出されます。これは、証明書ファイルまたは barmanユーザーの存在を
必要とするその他のタスクのインストールに使用できますが、 Barmanが開
始される前に行う必要があります。

Enhancement `config.yml`の AWSインスタンスのキー `elastic_ip`は、このインスタンスに
割り当てるために、既に割り当てられた Elastic IPアドレスに設定できます。

Change Patroniクラスターでは、TPAは、プライマリのみを設定して Patroniにレプ
リカをセットアップさせるのではなく、クラスターの制御を Patroniに引き渡
す前にレプリカをセットアップするようになりました。

Change 新しいクラスターの場合、TPA は `bdr_superuser`ロールに属する
`harp_manager_user`デフォルトでは `harpmanager`の設定で指定された
ユーザーを作成し、`postgres`スーパーユーザーの代わりにこのユーザー
として動作するように HARP Manager を設定します。これは、ユーザが
`config.yml`で `harp_manager_user`を明示的に設定することによりこの動
作をオーバーライドしない限り、TPA が HARP Manager ユーザーとして
`postgres`を使用し続ける既存のクラスターに影響しません。

Bug Fix TPAが誤って EFMクラスターに repmgrをインストールしようとする問題を
修正しました。

Bug Fix デプロイが成功したにもかかわらず、2qリポジトリに関する警告が表示され
ると、TPAがゼロ以外の終了コードを返す問題を修正しました。

Bug Fix TPAは、Debianファミリーシステムでオフライン使用のためのパッケージを
ダウンロードするときにワイルドカードを正しく解釈するようになりました。

Bug Fix PGDGリポジトリからインストールするときに、TPAが repmgrの誤ったパッ
ケージ名を使用しようとする問題を修正しました。

Bug Fix selinuxとカスタム barmanホームディレクトリを使用する場合の barman接続
障害を修正しました。

Bug Fix TPA は、ディレクトリ名と異なる場合、 `show-password`および `store-
password`コマンドで正しいクラスター名を使用するようになりました

Bug Fix 使用できない 2ndQuadrantリポジトリキーが必要な場合、TPAはきれいにエ
ラーアウトするようになりました。

Bug Fix --cluster-prefixed-hostnamesオプションが使用される場合、TPAはホスト名を
正しくサニタイズするようになりました。

Bug Fix TPAは、ローカルリポジトリを使用してクラスターをアップグレードすると
きに、パッケージがリモートホストに正しくコピーされるようになりました。
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1.2.19 Trusted Postgres Architect 23.27 release notes

リリース日 2023年 12月 19日

Trusted Postgres Architect 23.27の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement TPAは、Dockerで Oracle Linux 7、8、および 9をサポートするようになりま
した。

Change TPAは Python 3.9-3.11を必要とし、適切なインタープリターを提供するよう
に `edb-python-39`パッケージに依存しています。

Change TPA は、デフォルトで 2ndQuadrant リポジトリを構成せず、代わりに EDB
Repos 2.0から適切なリポジトリを選択します。

Change TPAは、新しい `--replace-2q-repositories`引数を `tpaexec reconfigure`に提供す
るようになりました。これは、既存の config.ymlから 2qリポジトリを削除
し、クラスターの postgresフレーバーと BDRバージョンに適切な EDBリポ
ジトリを追加します。

Change TPAは、より多くのオブジェクトにファイルシステムのアクセス許可を明示
的に設定するようになりました。

Change config.ymlで新しい変数 `disable_repository_checks`を trueに設定して、PGD-
Always-ONアーキテクチャを展開するときに EDBリポジトリの通常のチェッ
クをバイパスできます。

Change TPA は、スイッチオーバーの場合に使用されるプライマリノードでも pri-
mary_slot_nameを生成して、スイッチされたプライマリが新しいプライマリ
に物理スロットを持つようにします。

Change TPAは、メジャー PGDアップグレードの準備をするために tpaexec reconfigure
コマンドを実行するときに、古い BDRバージョンの既存の構成オプションを
使用して、 CAMO対応パートナーの commit_scopeが生成されるようになり
ました。また、より良いデフォルトも選択します。

Bug fix postgres変数が検証ルールによりパトローニによって拒否される問題を修正
しました。

Bug fix ユーザーが `sslmode=verify-full`で単一の `barman_client_dsn_attributes`を設定
できない問題を修正しました。

Bug Fix TPAは、メモリ不足エラーを回避するために、より低いデフォルトの `main-
tenance_work_mem`を割り当てます。

1.2.20 Trusted Postgres Architect 23.26 release notes

リリース日 2023年 11月 30日

Trusted Postgres Architect 23.26の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。
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Type Description

Enhancement TPAは、Dockerプラットフォームで Oracle Linux 9をサポートするようにな
りました。

Enhancement `--cluster-prefixed-hostnames`オプションを `tpaexec configure`に追加しました。
これにより、複数のDockerクラスターをホストするマシンでのホスト名の衝
突を簡単に回避できます。

Change Mac OS Xで Dockerビルドを有効にするパッケージを追加しました。
Change クラスター内に複数の PEMサーバーが存在する場合、PEMサーバーで実行

されているエージェントはローカルサーバーに登録します。
Change CAMOを使用した PGD 5クラスターの場合。 TPAは、デフォルトでタイム

アウトを 60秒に設定し、 require_write_leadを trueに設定します。
Bug Fix PGD 3クラスターを PGD 5にアップグレードするときに CAMO構成が正し

くセットアップされない問題を修正しました。アップグレードが CAMOク
ラスターで完全にサポートされるようになりました。

Bug Fix HARP ノードをフェンシングまたはアンフェンシングするときに、
`bdr_node_name`ではなく `hostname`が使用される問題を修正しました。

Bug Fix デプロイを抑制するオプションで `deploy`が呼び出されたときに、̀provision`が
自動的に実行される問題を修正しました。

1.2.21 Trusted Postgres Architect 23.25 release notes

リリース日 2023年 11月 14日

Trusted Postgres Architect 23.25の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement TPAは、PGD 3.7から PGD 5.3以上への自動アップグレードをサポートする
ようになりました。 CAMOを使用したクラスターのアップグレードはまだサ
ポートされていないことに注意してください。

Enhancement TPAが EDB Advanced Server 16および EDB Extended Server 16をサポートす
るようになりました。

Change PGD 4から PGD 5へのアップグレードで導入されたアップグレードプロセス
のさまざまな改善が、 BDR-Always-ONアップグレードにバックポートされ
ました。

Change TPAは、SLESへの PEMのインストールをサポートするようになりました。
Change TPAは、一部のファイルシステムオブジェクトを作成するときにアクセス許

可を明示的に設定するようになりました。これは、将来のリリースではすべ
てのファイルシステムオブジェクトに拡張される予定です。

Change TPAは v1の pgd-cli構成ファイルにシンボリックリンクを追加するため、̀ -f`ス
イッチを介してパスを指定せずに実行できるようになりました。

Change TPAは `alter_node_kind` PGDファンクションを呼び出して、 BDRバージョ
ン 4.3以降を使用する BDR -Always-ONクラスターのノード種類が正しく設
定されていることを確認します。

次のページに続く
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表 38 –前のページからの続き
Type Description

Change 今後のデフォルトのクラスター構成は、SLES 15が要求されたときに SLES
15 SP5を選択するようになりました以前の SP4。

Bug Fix tpaexec-depsユーザーの `tpaexec setup`コマンド中にチェックサムエラーが発
生する問題を修正しました。

Bug Fix pemworker が呼び出されたときに `pem_server_group`が正しく適用されず、
サーバーが PEMで予想通りにグループ化されなかった問題を修正しました。

Bug Fix `sar`が Barmanインスタンス以外のインスタンスで実行されるようにスケジ
ュールされていない sys / sysstatロールの問題を修正しました。

1.2.22 Trusted Postgres Architect 23.24 release notes

リリース日 2023年 10月 17日

2ndQuadrant Ansibleフォークの使用のサポートは、2024年 4月に TPAから削除され、GitHubリポジトリ
はアーカイブされます。

Community Ansibleに切り替える必要があります。これがデフォルトになりました。大部分のユーザーに
とって、この変更は透過的です。

2ndQuadrant Ansibleで--skip-tagsを使用している場合、これは TPAおよびコミュニティ Ansibleではサ
ポートされていないことに注意してください。2ndQuadrant Ansibleが削除される前に、Community Ansible
と互換性のある--skip-tagsの代替を提供する予定です。

Type Description

Change tpaexec setup`は、2ndQuadrant AnsibleではなくコミュニティAnsibleを使用す
ることがデフォルトになりました。オプション--use-2q-ansible`は、2ndQuad-
rant ansible の使用を強制するために使用できます。これは現在非推奨で
あり、将来のリリースで削除されます。 --skip-tags`を使用している場合、
:ref:`Configuring lvm-direct for production <TPA installation> を参照してくだ
さい。

Change config.ymlの `edb_repositories`からリポジトリが削除されている場合、̀tpaexec
deploy`はノードから削除するようになりました。

Change TPAは、harp-proxyと harp-managerが同じノードで実行されている場合を検
出し、 harp-proxyに別の構成ファイルを使用します。

Change `upgrade`コマンドは、ターゲットインスタンスのローカルリポジトリを更新
するようになりました。

Bug Fix TPAが pg_basebackup呼び出しの `postgres_wal_dir`を尊重しない問題を修正
しました

Bug Fix TPAは、PGDクラスター内のサブスクライバー専用ノードのフェールオー
バーマネージャーとして repmgrを受け入れ、このようなノードの物理レプリ
ケーションを許可します。

Bug Fix TPAによる Ubuntu 22.04 Dockerイメージのビルドを妨げたタイプミスを修
正しました。

次のページに続く
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表 39 –前のページからの続き
Type Description

Bug Fix TPAは、構成時に BDR-Always-ONアーキテクチャ、EDB Postgres Extended
フレーバー、および PEMのサポートされていない組み合わせを拒否するよう
になりました。

1.2.23 Trusted Postgres Architect 23.23 release notes

リリース日 2023年 9月 21日

Trusted Postgres Architect 23.23の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement TPAは PostgreSQL 16をサポートするようになりました。 PostgreSQL 16パッ
ケージは、サポートされているすべてのリポジトリでまだ利用できないこと
に注意してください。したがって、これに該当するまで、すべての構成が機
能するわけではありません。

Change Postgres 16以降が選択されている場合、TPAはデフォルトで 2ndQuadrantリ
ポジトリを追加しません。この場合、TPAは `tpa_2q_repositories: []`を明示
的に設定します。

Change EFMは、利用可能なプラットフォームでデフォルトで JDK 11を使用するよ
うに構成されました。

Change EDBリポジトリが使用されていない場合、TPAは PGDGからパッケージを
除外しません。以前は Barmanと psycopg2が除外されていました。

Change SLESへのインストールをサポートするために etcdおよび Patroniのパッケー
ジ名を追加しました。

Bug Fix PEMサーバーの Apache HTTPDサービスがブート時に開始されない問題を
修正しました。

Bug Fix 不正な権限で pg_backup_apiテストが実行され、失敗する問題を修正しまし
た。

Bug Fix pg_backup_apiの Apache HTTPDサービスがブート時に開始されない問題を
修正しました。

Bug Fix `bdr.standby_slot_names`および `bdr.standby_slots_min_confirmed`チェックが
bdr3クラスターで誤ったスキーマを使用した問題を修正しました。

Bug Fix 拡張機能の構成キーが間違った形式でパトローニに渡され、「警告予期しな
いパラメーターの削除」が発生する問題を修正しました。

Bug Fix `docker_images`の中間ベースイメージオプションを使用した場合、結果のイ
メージ名が正しくない問題を修正しました。
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1.2.24 Trusted Postgres Architect 23.22 release notes

リリース日 2023年 9月 6日

Trusted Postgres Architect 23.22の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Change TPAはオープンソースプロジェクトになりました。 GitHubから GPLv3ライ
センスに基づいてソースのクローンを作成できます。

1.2.25 Trusted Postgres Architect 23.21 release notes

リリース日 2023年 9月 5日

Trusted Postgres Architect 23.21の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Change デフォルトの M1構成は、EDBソフトウェアが選択されている場合は EDB
Repos 2.0を使用し、それ以外の場合は PGDGが使用されます。これは、新
しいクラスターにのみ影響します。

Change M1アーキテクチャで `tpaexec configure`を実行する場合、フェールオーバー
マネージャーを明示的に選択する必要があります。

Bug fix TPAが誤って上流インスタンスではなくレプリカに'subscriber-only'を設定す
ることを必要とした、PGDサブスクライバ専用ノードの作成に関する問題を
修正しました。

Bug fix TPAは、 'bare'プラットフォームオプションを使用している場合でも、コン
テナに展開するときに適用できないタスクをスキップするようになりました。
以前は、これらは'docker'が選択された場合にのみスキップされました。

Bug fix `/etc/edb`の権限に関する問題を修正しました。展開された PGD5クラスター
のデータノードに pgd-proxyロールを追加すると、pgd-proxy-config.ymlを開
く権限がないため pgd-proxyの起動に失敗します。

Bug fix 厳密な umaskが設定されている場合、`/var/log/postgres`が不適切な権限 0600
になる可能性がある問題を修正しました

Bug fix PEMに正しく登録された Barmanインスタンスで `tpaexec deploy`を繰り返す
と、PEMエージェントの Barman構成が失われる問題を修正しました。

1.2.26 Trusted Postgres Architect 23.20 release notes

リリース日 2023年 8月 1日

Trusted Postgres Architect 23.20の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。
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Type Description

New feature TPAは、新しいコマンド `tpaexec reconfigure`を実行して変更された config.yml
を生成し、 `tpaexec upgrade`を実行してアップグレードを実行することによ
り、 PGD 4から PGD 5へのアップグレードをサポートするようになりまし
た。

Enhancement TPAインストールでチェックサムを実行し、パッケージで配布されたものと
一致することを確認する新しいサブコマンド `tpaexec info validate`を追加しま
した。

Change `update-postgres`コマンドは、より一般的な `upgrade`コマンドに置き換えられ
ました。

Change RHEL 8 または 9 に Failover Manager の OpenJDK をインストールするとき
に、TPA は `tzdata-java`を明示的に追加するようになりました。これは this
OpenJDK bugの回避策です。

Change TPAは、AWSで利用可能な最新の Debian AMIこのリリースの時点で最新を
使用するようになりました。

Change config.ymlが変更された場合、TPAは `tpaexec deploy`または `tpaexec upgrade`の
一部として `tpaexec provision`を自動的に実行するようになりました。

Bug fix pgd-proxyノードで pgd-cliを実行しているときに TPAが存在しないユーザー
を使用しようとするバグを修正しました。

Bug fix `tpaexec relink`による変更が Gitリポジトリに正しくコミットされないバグを
修正しました。

1.2.27 Trusted Postgres Architect 23.19 release notes

リリース日 2023年 7月 12日

Trusted Postgres Architect 23.19の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

New feature TPAでは、サブスクライバ専用 PGDノードの物理レプリカを作成できるよ
うになりました。

New feature TPAは、HTTP(S) HARPおよび PGDプロキシ正常性プローブの構成をサポー
トするようになりました。

New feature TPAでは、M1アーキテクチャを使用したフェールオーバーマネージャーと
して Patroniを選択できるようになりました。このサポートは実験的なもので
あり、運用環境での使用はまだ推奨されていません。

Enhancement TPAでは、常に最新バージョンを使用するのではなく、edb-pgd-proxyおよび
edb-bdr-ユーティリティの特定のバージョンを設定できるようになりました。

Change Debianに似たシステムでは、パッケージ選択コードは、該当する場合、特定
のパッケージに-dbgsymではなく-dbgを使用するようになりました。

次のページに続く
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表 44 –前のページからの続き
Type Description

Change レプリケーションスロットを構成するときに、TPAは有効な文字のみが pri-
mary_slot_nameで使用されるようになりました。以前は、TPAはデフォルト
として inventory_hostnameを使用していましたが、これにはハイフンを含め
ることができます。これらはアンダースコアに置き換えられます。

Change デフォルトのフェールオーバーマネージャーのバージョンは 4.7になりまし
た。

Bug fix TPA 23.18で PGD 3.7から 4へのアップグレードが失敗する問題を修正しま
した。

Bug fix PEM展開時に TPAが TLS証明書のコモンネームにアンダースコアを含める
問題を修正しました。これは無効であり、一部のプラットフォームでは障害
が発生します。

Bug fix 誤った etcdサービス名がDebian系プラットフォームで使用され、TPAが etcd
を起動できない問題を修正しました。

Bug fix TPAが RHEL 8に etcdパッケージをインストールできない問題を修正しまし
た。

Bug fix configuration中にメッセージ `Failed to commit files to git: b''`が表示される問
題を修正しました。

Bug fix `generate_password: false`のときに TPAが Postgresユーザーパスワードを誤っ
て生成および上書きする問題を修正しました。

Bug fix AWSでのボリュームマップの作成がリージョンを考慮していないため、eu-
west-1以外のリージョンを使用すると障害が発生する問題を修正しました。

1.2.28 Trusted Postgres Architect 23.18 release notes

リリース日 2023年 5月 23日

Trusted Postgres Architect 23.18の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement TPAは、初期レプリカの作成に repmgrの代わりに pg_basebackupを使用する
ようになりました。

Enhancement TPAは、エアギャップ展開のためのローカルリポジトリの作成を除きて、SLES
15をサポートするようになりました。

Enhancement TPAは、PGD5のマイナーバージョンのアップグレードをサポートするよう
になりました。

Enhancement TPAは、 `tpaexec test`が実行されるときに改善されたテストを実行するよう
になりました。

Bug fix TPAがサポートされていないディストリビューションで古い 2ndQuadrantリ
ポジトリを使用しようとした問題を修正しました。

Bug fix TPAが pg_receivewalが必要な Barmanインスタンスに pg_receivewalをイン
ストールしない問題を修正しました。

次のページに続く
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表 45 –前のページからの続き
Type Description

Bug fix TPAがプロビジョニング中に AWSホストでデバイスをブロックするシンボ
リックリンクの作成に断続的に失敗し、展開が失敗する問題を修正しました。

1.2.29 Trusted Postgres Architect 23.17 release notes

リリース日 2023年 5月 10日

Trusted Postgres Architect 23.17の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Enhancement 新しい `--pgd-proxy-routing`パラメーターを configureコマンドに追加しまし
た。これは、̀global`または `local`に設定できます。ローカルルーティングは、
すべての PGD-プロキシを独自の場所内の書き込みリーダーにルートさせま
す。グローバルルーティングは、すべてのプロキシを単一の書き込みリーダー
にルートさせます。この書き込みリーダーは、すべての場所で使用可能なす
べてのデータノードの間で選択されます。

Change configureコマンドから `--active-locations`パラメーターを削除しました。
Enhancement TPAが Ubuntu 22.04をサポートするようになりました
Change RHEL 7および 8で使用される AWS AMIを更新しました。
Bug fix TPAが既存の Postgresユーザーからグループを誤って削除する問題を修正し

ました。
Bug fix gitコミットが失敗したときに TPAが役に立たないエラーメッセージを出力

する問題を修正しました。
Bug fix グループ名が誤ってサニタイズされ、大文字が小文字ではなくアンダースコ

アに変換される問題を修正しました。
Bug fix CAMO構成後に必要なときに Postgresが再起動されない問題を修正しました。
Bug fix etcdの変更に関する問題を修正し、べき等になったことを確認し、後続の展

開での etcdの不必要な再起動を回避します。

1.2.30 Trusted Postgres Architect 23.16 release notes

リリース日 2023年 3月 21日

Trusted Postgres Architect 23.16の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Change デフォルトの PGD-Always-ONクラスターは、2つのデータノードと 1つの
監視ノードを含む関連サブグループを持つ 1つの場所になりました。

次のページに続く
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表 47 –前のページからの続き
Type Description

Change TPAは、デフォルトですべてのデータノードに pgd-proxyを展開するように
なりました。

Enhancement 別のプロキシインスタンスを作成する新しいオプション `--add-proxy-nodes-
per-location N`を追加しました

Enhancement `--data_nodes_per_location`が偶数の場合、TPAは監視ノードを自動的に追加
し、2つの場所のみのクラスターを指定した場合に警告を出力するようにな
りました

Change ロケーションを追加するのではなく、既に名前付けられた `--location-names`で
のロケーションを監視専用として指定するため、パラメーター --add-witness-
only-locationの名前が `--witness-only-location`に変更されました。

Change `tpaexec configure`時に Postgresのフレーバーとバージョンを明示的に指定す
る必要があります

Enhancement Postgresフレーバーとバージョンの新しい CLI略語を追加しましたたとえば
--postgresql 14`または--edbpge 15`

Enhancement さまざまなサポートされている EDBソフトウェアリポジトリの処理とドキュ
メントの向上

Change TPAには、PGD-Always-ONクラスターのデフォルトで PGDGリポジトリが
含まれません

Bug fix EDB Failover Managerがデフォルトで EPASのフェールオーバーマネージャー
として選択されない問題を修正しました

Bug fix pglogicalがM1アーキテクチャに不必要にインストールされる問題を修正し
ました

1.2.31 Trusted Postgres Architect 23.15 release notes

リリース日 2023年 3月 15日

Trusted Postgres Architect 23.15の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Minor change 依存関係マッピングの変更。

1.2.32 Trusted Postgres Architect 23.14 release notes

リリース日 2023年 2月 23日

Trusted Postgres Architect 23.14の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。
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Type Description

Bug fix PGD 3および 4構成のパッケージリストが正しく入力されなかったエラーを
修正します。 TPA-365

Change HARPの config.yamlで複数行のBDR DCS構成を使用する TPA-360、RT90034

1.2.33 Trusted Postgres Architect 23.13 release notes

リリース日 2023年 2月 22日

Trusted Postgres Architect 23.13の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Bug fix PGD-Always-ONおよび `--epas`を使用して古い EDBリポジトリを有効にし
ないでください。

Bug fix PGD-Always-ONおよび `--postgres-version 15`のエラーを修正します。
NA

1.2.34 Trusted Postgres Architect 23.12 release notes

リリース日 2023年 2月 21日

Trusted Postgres Architect 23.12の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含ま
れます。

Type Description

Feature コミットスコープに基づいた Commit At Most OnceCAMO構成サポートを含
む、 EDB Postgres Distributed 5の完全なサポートを導入します。

Feature EDB Postgres拡張リポジトリとパッケージのサポートを導入します。
Enhancement マルチリージョン AWSクラスターの構成の暫定サポート。マルチリージョ

ンクラスターでは、VPCと VPCの手動セットアップが必要です。
Enhancement `--active-locations`のプロキシルーティングおよびそのためサブグループRAFT

を自動的に有効にします。 configureオプションを削除して、サブグループ
RAFTをグローバルに有効にします。

Bug fix EDB_SUBSCRIPTION_TOKENがログに記録されていないことを確認します。
Bug fix ユーザーが tpa_2q_repositoriesへの products/default/releaseリポジトリの追加

を抑制できるようにします。
Bug fix 可能な場合は、ノードが bdr_child_groupをサブスクライブしていることを確

認します。複数のサブグループを持つクラスターでは、TPAはインスタンス
がトップグループとサブグループの両方のレプリケーションセットにサブス
クライブされることを想定していないため、ノードのサブスクライブされた
レプリケーションセットから後者を誤って削除します。

次のページに続く
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表 51 –前のページからの続き
Type Description

Bug fix Postgresが起動しない場合は、有用なエラーで確実に失敗します。 Ansibleの
バグのため、Postgresが一部のインスタンスで起動しないが、他のインスタ
ンスで起動した場合、展開は失敗しません構成の違いなど。展開を続行する
と、後で障害が発生したホストの cluster_factsにアクセスしようとすると、エ
ラーが発生しました。

Bug fix BDR 4.3以降の witnessで `bdr.alter_node_replication_sets()`を呼び出さないで
ください。これは、監視ノードがカスタムレプリケーションセット構成で処
理されない BDRバージョンの新しい制限に調整されます。

Bug fix ハードコードされた「barman」参照を置き換えて、barman_{user,group}設定
を使用して barmanユーザーとホームディレクトリをカスタマイズできるよ
うにします。

Bug fix 必要に応じて、postgres_databases[*].extensionsの下で記載されている拡張機
能の shared_preload_librariesエントリを追加します。

Bug fix `pgaudit`が shared_preload_librariesの `bdr`の前に表示されないことを確認し
ます既知のクラッシュを回避するため。

Bug fix pgd-cli構成ファイルの構文エラー DSN引用符を修正します。
Bug fix pgd-proxy構成のエンドポイントを並べ替えて、ファイルの書き換えを回避し

ます。これには、次の展開で pgd-プロキシの再起動が必要になる可能性があ
りますが、その後の展開での不必要な将来の書き換え/再起動が回避されます。

Bug fix RHシステムにローカルリポジトリから rsyncをインストール中のエラーを修
正します。

Bug fix Debianシステムでの PEM 9の Apache WSGIモジュール構成のエラーを修正
します。

Bug fix bdr拡張子が意図的に作成された場合、未使用であっても削除しないでくださ
い。
NA

1.2.35 Trusted Postgres Architect 23.1 to 23.11 release notes

TPA 23.11

リリース日 2023-01-31

重要な変更

• TPA-180 PGD-Always-ON アーキテクチャ今年後半にリリースの実験的なサポートを導入します。
PGD-Always-ONアーキテクチャは、次の BDRバージョン 5を使用します。初期サポートは内部目
的に追加され、今後のリリースで改善されます。

マイナー変更

• TPA-349 依存関係バージョンのバンプ暗号化バージョン 38.0.4から 39.0.0のバンプ jqバージョン
1.3.0から 1.4.0のバンプ
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• TPA-345ドキュメント内の TPAexec参照を TPAに変更します。製品を参照するときは、’TPAexec’
の代わりに’TPA’を使用するようにドキュメントを更新します。

TPA 23.10

リリース日 2023-01-04

マイナー変更

• TPA-161 harp_manager_restart_on_failure設定デフォルト falseを導入して、harp-manager sys-
temdサービスの障害時のプロセスの再起動を有効にします

バグ修正

• TPA-281 AWSクラスターのプロビジョニングを解除するときに FMSセキュリティグループを削除
する削除されていない依存関係が原因でクラスターの VPCのプロビジョニング解除の失敗を修正し
ます。

• TPA-305 Towerの事前生成されたシークレットに enterprisedb_passwordを追加します

• TPA-306 PEM_PYTHON_EXECUTABLEが存在する場合は、/usr/bin/python3に優先します PEM 9.0
での展開中の Pythonモジュールのインポートエラーを修正します。

• TPA-219 BDRインスタンスで pem-agentにデフォルトで bdr_databaseを監視させます

TPA 23.9

リリース日 2022-12-12

バグ修正

• TPA-301 Towerクラスターの cluster_dirの自動検出を修正 Towerプロジェクトディレクトリに基づい
て cluster_dirを設定する場合、デプロイ先のインスタンスではなく、コントローラ上のディレクトリ
の存在を正しく確認するようになりました。

• TPA-283 Ansible Towerに必要な psutilへの依存関係を追加します。

• TPA-278 rsyslog構成から「umask 0」指示子を削除します。これにより、以前は rsyslogd.pidなどの
誰でも読み取り可能なファイルが作成されます。

• TPA-291 Postgresサーバーパッケージをインストールして Barmanインスタンスで pg_receivewalを
取得するときは、postgres_package_version設定を尊重します。

TPA 23.8

リリース日 2022-11-30
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重要な変更

• TPA-18サポート Ansible Tower 3.8このリリースでは、Ansible Tower 3.8を介して bareクラスターつ
まり既存のサーバーでの deploy.ymlのみの実行をサポートしています。Towerサーバーに TPAexec
をインストールし、tpaexec setupを実行して、Towerテンプレートで使用できる仮想環境を作成
して TPAexecプレイブックを実行します。--use-ansible-towerおよび--tower-git-repository

構成オプションを使用して、Tower互換のクラスター構成を生成します。詳細については、Ansible
Towerを参照してください。

マイナー変更

• TPA-238クラスターディレクトリを gitリポジトリとして初期化する TPAexecを実行するシステムで
gitが利用可能な場合、 tpaexec configureはデフォルトでクラスターディレクトリ内の gitリポジ
トリを初期化します。gitが利用できない場合、以前と同様に続行されます。リポジトリの作成を回
避するにはたとえば、既存のリポジトリ内にクラスタディレクトリを保存する場合、--no-gitオプ
ションを使用します。

TPA 23.7

リリース日 2022-11-09

重要な変更

• TPA-234 Ansible 2.9のコミュニティリリースをサポートTPAexecは、Ansible 2.9の 2ndQuadrant/ansible
フォークを必要としました。このリリースでは、代わりにAnsibleのコミュニティリリースを tpaexec

setup --use-community-ansibleで使用することを選択できます。今のところ、デフォルトは引き続
き 2ndQuadrant/ansibleを使用することです。これは将来のリリースで変更される予定です。2ndQuad-
rant / ansibleのサポートがドロップされ、Ansibleが新しいデフォルトになります。

マイナー変更

• TPA-209 Postgres 15 のリリースに続いて、有効な tpaexec configure オプションとし
て--postgres-version 15を受け入れます

• TPA-226 --hostnames-fromファイルの IPアドレスの受け入れ以前は、tpaexec configureに渡さ
れるファイルには、行ごとに 1つのホスト名が含まれることが想定されていました。各ホスト名の後
にオプションの IPアドレスを含めることもできるようになりました。存在する場合、このアドレスは
config.ymlの対応するインスタンスの ip_addressとして設定されます。独自の--hostnames-from

ファイルを指定すると、ホスト名がデフォルトでランダム化されなくなります。

• TPA-231新しい bdr-pre-group-joinフックを追加しますこのフックは、各ノードが BDRノードグルー
プに参加する前に実行されます。TPAexecが提供するデフォルトのレプリケーションセット構成を変
更するために使用される場合があります。

• TPA-130 Community.postgresqlの postgresql_userモジュールを使用します SCRAMパスワードを使用
するときにタスクステータスを正しく報告するには、Community.postgresqlコレクションの更新され
たモジュールが必要です。デフォルトモジュールは常に changedを報告します。

• TPA-250さまざまな Python依存関係の最新バージョンへのアップグレード
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バグ修正

• TPA-220 .bashrcの LD_LIBRARY_PATHが「:」で始まらないことを確認します

• TPA-82 BDRの削除を回避する -internal ${group_name}_extレプリケーションセット

• TPA-247 AWS での「‘str object’には属性’node_dsn’」エラーを修正します。コードは
hostvars[hostname] を中間変数に割り当てず、後で通常の dict と同様に動作することを想
定しています時々のみ動作します。これにより、PEMが有効になっている AWSクラスターで報告
された 23.6の回帰が修正されますが、コードベース全体の他の同様のエラーも修正されます。

• TPA-232インベントリーで生成されたシークレットへのシンボリックリンクを作成する際の競合状
態を排除し、「Error while linking: [Errno 17] File attempts」エラーを発生させました

• TPA-252すべての BDRノードを監視専用レプリケーションセットに公開する復元コードこのコード
ブロックは、TPA-193に対して行われたリファクタリング作業の一部として、v23.6リリースで誤っ
て削除されました。

TPA 23.6

リリース日 2022-09-28

重要な変更

• TPA-21 AWS展開には、メンテナンスされていない boto2の代わりに boto3 AWSクライアントライブ
ラリを使用します。これにより、SSOログインやその他の便利な機能が有効になります。

• TPA-202 harp-configフックを追加します。この展開時フックは、HARPがインストールおよび構成
された後、HARPがインストールされているすべてのノードで開始される前に実行されます。

バグ修正

• TPA-181 RHEL 7でデフォルトの Pythonバージョンを 2に設定します。以前は、tpaexecは RHEL 7
と Python 3のサポートされていない組み合わせで config.ymlを生成できました。

• TPA-210既存のセキュリティグループを使用して aws展開を修正します。このような展開は、プロ
ビジョニング時に失敗していましたが、予想通りに動作するようになりました。

• TPA-189プロビジョニング解除時に group_varsディレクトリを削除します。これにより、ダングリ
ングのシンボリックリンクが原因で後続のプロビジョニングが失敗する原因となった問題が修正さ
れます。

• TPA-175共有メモリセグメントをそのままにするように systemdを正しく構成します。これはソース
ビルドにのみ影響します。

• TPA-160 haproxyおよび PEMのバージョン設定を許可します。これは、特定のバージョンが指定さ
れた場合でもパッケージの最新バージョンがインストールされるバグを修正します。

• TPA-172正しいホストセットに EFMをインストールします。EFMは、PEMサーバーなどの他の理由
で postgresがインストールされているサーバーではなく、クラスターのメンバーである postgresサー
バーにのみインストールする必要があります。
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• TPA-113 PEMエージェント登録をシリアル化します。これにより、複数のホストが pemworker –register-
agentを同時に実行しようとした場合の競合状態が回避されます。

TPA 23.5

リリース日 2022-08-23

重要な変更

• TPA-81 Ubuntu 22.04 Jammyの tpaexecおよび tpaexec-depsパッケージを公開する

• TPA-26単一ノードでの harp-proxyおよび harp-managerのインストールをサポートします。harp-proxy
と harp-managerサービスの両方をクラスター内の同じターゲットノードで実行できるようになりま
した。

TPA 23.4

リリース日 2022-08-03

バグ修正

• TPA-152は、AWSホストでの Debianインスタンスの最初のブート中のロケール検出に関する問題を
修正します。ホストは最初のブートを完了できず、SSHキーネゴシエーションの問題と、展開中に
見つからないディスクのエラーとして現れます。この問題は 23.3で導入され、TPA-38に関連してい
ます

TPA 23.3

リリース日 2022-08-03

重要な変更

• TPA-118 harp-manager 構成の 2 つの新しいオプションを公開しました。最初の設定は dcs re-
quest_timeoutと同様に HARP harp_db_request_timeoutを設定しますが、データベース接続用で
あり、2番目の harp_ssl_password_commandは、SSL対応データベース接続の sslキーの復号化に
使用される sslパスワードの難読化を解除するために使用されるコマンドを指定します

マイナー変更

• TPA-117 tpaexec config.ymlの package_version オプションでのワイルドカードの使用に関するド
キュメントの更新を追加します。これにより、deploy操作中に予期しないパッケージのアップグレー
ドが発生する可能性があるという警告が導入されます。詳細については、tpaexec-configure.mdの
ドキュメントを参照してください

• TPA-38 Debianのすべてのバージョン、およびRHEL 8以降のロケールファイルを追加します。Barman
などの一部の EDBソフトウェアでは、ユーザーロケールを en_US.UTF-8に設定する必要がありま
す。一部のユーザーは、ロケール、文字セット、または言語をローカル地域に変更したい場合があり
ます。この変更により、libcが提供するOSファイルが、ユーザーデータスクリプトを使用したファー
ストブート中に AWSインスタンスにインストールされます。デフォルトロケールは en_US.UTF-8

です。詳細については、 platform_aws.mdドキュメントを参照してください
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• TPA-23クラスターサービス Barman、HARP、repmgr、PgBouncer、および EFMの syslogのログ構
成を追加します。指定されたログサーバーは、これらのサービスの/var/log/hostsディレクトリで
受信したログファイルを保存します

• TPA-109 BDRの特定のバージョンに基づいて、ロックタイムアウト構文の選択を中心とした pgbench
ロールのコードのマイナーリファクタリング

バグ修正

• TPA-147ソースインストール方法を使用するクラスターでは、Debianおよび Rocky Linuxの一部の
欠落パッケージが観察されました。Debianは、krb5および lz4のライブラリヘッダーを受信します。
RedHat派生 OSでは、「Development Tools」パッケージグループの必須パッケージと libcurlヘッダー
が追加されました

• TPA-146 Postgres 9.6をインストールするクラスターのパッケージ選択方法の小さな修正

• TPA-138 local-repoconfigureオプションを有効にする「ベア」プラットフォームを使用するクラスター
での警告メッセージに対処します。OSはベアプラットフォームの TPAexecによって管理されないた
め、local-repo構造を作成するようにユーザーに通知する必要があります。これにより、以前は未処
理のエラーが発生し、構成の進行状況が停止しました

• TPA-135“docker”プラットフォームおよび Rocky Linuxイメージで--use-local-repo-onlyを使
用する場合、ノード上の既存の yumリポジトリ構成の初期削除は、コマンド findおよび xargsが
欠落しているため失敗します。この変更により、findutilsパッケージがソースリポジトリに存在
する場合、最初にインストールされます

• TPA-111 --enable-pemオプションが指定されている場合、PEMサーバーにエージェントを登録す
るために使用されるコマンドの冗長な追加引数を削除します。以前は、最初の引数現在削除された引
数が 2番目の引数によってオーバーライドされるため、問題は発生しませんでした。

• TPA-108 Postgresがソースからインストールされている場合、ポストマスターシンボリックリンクの
SELinuxファイルコンテキストを復元します。以前は、systemdデーモンが Postgresデータ binディ
レクトリに保存されているシンボリックリンクを読み取ることができないため、ソースから postgres
をインストールしている SELinux対応 OSを使用しているクラスターは、Postgresの再起動に失敗し
ていました。これは、AWSで最近採用された Rocky Linuxイメージを使用したテストで発見されま
した。デフォルトで SELinuxが有効になり、強制モードになっています

TPA 23.2

リリース日 2022-07-13

重要な変更

• Barman および PEM で使用する Postgres Backup API のサポートを追加します。
--enable-pg-backup-apiオプションを介してアクセスできます。

• SSL証明書は、Postgres Backup APIプロキシサービスのサーバー証明書など、サービスごとに作成で
きるようになりました。証明書は/etc/tpa/&lt;service>/&lt;hostname>.certに配置されます。
これらの証明書は、クラスター用に生成された CA証明書で署名することもできます。

• BDRの Etcdの配置 - Always-ONアーキテクチャ’harp_consensus_protocol: etcd’を使用する場合、
次の各インスタンスのロールに’etcd’を明示的に追加します。
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• BDRプライマリ’bdr’ロール

• BDR論理スタンバイ’ bdr’ +’readonly’roles)

• Bronzeレイアウトの場合のみ BDR Witness‘bdr’ +’witness’ロール)

• Goldレイアウトのみ Barman’barman’ロールクレジット: Gianni Ciolli gianni.ciolli@enterprisedb
.com

マイナー変更

• 製品ブランドの変更を反映するように、configure引数--2qを--pgextendedに置き換えます。既存
の構成は、予想される動作を保持します。

• Debianの古い安定版に付属している dockerのバージョン 18を使用する場合のDockerプラットフォー
ムの互換性チェックのエラーレポートを改善しました。

• 不足しているコマンドを CLIヘルプドキュメントに追加します。

• configureコマンドのエラーレポートが改善されました。

• ソースから BDR 5 をビルドするための初期サポートを追加します。クレジット: Florin Irion
florin.irion@enterprisedb.com

• Postgresの古いバージョンから EDB製品への移行の継続的な互換性を確保するための変更。

バグ修正

• download-packagesコマンドを使用してローカルリポジトリにデータを入力するときに、etcdのパッ
ケージが欠落することを意味する問題を修正しました。

• efmフェールオーバーマネージャーの使用とそのパッケージの依存関係の選択に影響を与える問題を
修正しました

TPA 23.1

リリース日 2022-06-21

このリリースでは、アップグレード後に tpaexec setupを実行する必要があります、それ以外の場合はエ
ラーで失敗します。

パッケージのインストール動作の変更

以前のバージョンでは、正確なバージョンが明示的に指定されていない限り、tpaexec deployを実行す
ると、インストールされたパッケージをアップグレードする可能性がありました postgres_package_version
設定など。ただし、これは決して安全、サポート、または推奨されるアップグレード方法ではありません。
特に、展開中のパッケージのアップグレード後に、サービスが安全かつ正しく再起動されていない可能性
があります。

このリリース以降、tpaexec deployは、インストールされたパッケージをアップグレードすることはあ
りません。最初の展開は、必要なパッケージをすべてインストールします特定のバージョンが設定されて
いる場合、または利用可能な最新のパッケージをインストールします。後続の実行では、パッケージがイ

1.2. Trusted Postgres Architect release notes 69

mailto:gianni.ciolli@enterprisedb
mailto:florin.irion@enterprisedb.com


Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

ンストールされたことを確認し、それ以上は何も行いません。これは、予測可能で安全な新しいデフォル
ト動作です。

コンポーネントを更新する必要がある場合は、tpaexec update-postgresを使用します。このリリース
では、コマンドは Postgresおよび BDRまたは pglogicalなどの Postgres関連パッケージ、および HARP、
pgbouncer、etcdなどの特定の他のコンポーネントを更新できます特定のクラスターに該当する場合。将来
のリリースでは、より多くのコンポーネントのアップグレードを安全にサポートする予定です。

重要な変更

• HARPブートストラップ構成が変更された場合にのみ「harpctl apply」を実行します警告これにより、
tpaexec deploy を実行したときに既存のクラスターで単一の harpサービスがリスタートします。
これは、リストが一貫した順序になるように config.ymlが変更され、意図しない変更が回避されるた
めです将来の展開

• tpaexec download-packagesコマンドを追加して、クラスターに必要なすべてのパッケージを local-
repoディレクトリにダウンロードして、エアギャップ/切断された環境のクラスターインスタンスにコ
ピーできるようにします。詳細については、air-gapped.mdおよび local-repo.mdを参照してください。

• 新しい BDR の--harp-consensus-protocol &lt;etcd|bdr> 構成オプションが必要です-Always-
ONクラスターコンセンサスプロトコルの選択がデータセンター/場所間のネットワークレイテンシー
によっては、フェイルオーバーパフォーマンスに悪影響を与える可能性があるため、TPAexecはここで
デフォルト値を提供しなくなり、ユーザーの状態が向上します特定のクラスターに最適なプロトコル
を選択します。これは、新しく生成されたクラスターの構成に影響しますが、harp_consensus_protocol
を明示的に設定せずに以前のデフォルトの etcdを使用する既存のクラスターには影響しません。

マイナー変更

• 古いバージョンが利用できないディストリビューションに EFM用の openjdk-8の代わりに openjdk-11
をインストールする

• harp_log_level 設定たとえば cluster_vars の下を受け入れて、デフォルトの harp-manager および
harp-proxyログレベル infoをオーバーライドします

• 復元力を向上させるために、個々のエンドポイント DSNのリストの代わりに単一のマルチホスト
BDR DCSエンドポイント DSNを使用するように harp-proxyを構成します

• harp-managerの BDR DCSのローカルUnixソケットDSNから余分な接続属性たとえば ssl*を省略し
ます

バグ修正

• harp-managerと harp-proxyの構成が変更された場合に、harp-managerと harp-proxyが再起動されて
いることを確認します

• 読み取り専用の harp_dcs_userに必要な追加の新しい権限を付与することにより、harpプロキシエ
ラーを修正します

• CAMO が有効になっているときに BDR4 トランザクションストリーミングを無効にする
bdr.enable_camoが設定されている場合、bdr.default_streaming_modeを無効にする必要があります。
これは、BDR4の CAMOで保護されたトランザクションと互換性がありません。これにより、CAMO
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対応 BDR4クラスターいずれにせよストリーミングが有効になった状態では動作しませんでした。
サーバーが再起動します。

1.3 TPA installation
TPAを使用するには、パッケージまたはソースからインストールし、tpaexec setupコマンドを実行する
必要があります。このドキュメントでは、TPAパッケージをインストールする方法について説明します。
EDBサブスクリプションプランを契約しており、EDBリポジトリにアクセスできる場合、これらの手順に
従う必要があります。ソースから TPAをインストールするには、Installing TPA from sourceを参照してく
ださい。

サポートされているプラットフォームについては、Distribution support を参照してください。

ò 注釈

システムの日付と時刻が正しいことを完全に確認してください。そうしないと、さまざまな機能が失敗
します。ネットワーク時間、例 sudo ntpdate pool.ntp.orgを使用することをお勧めします

1.3.1 クイックスタート
まず、 subscribe to an EDB repository。

TPAのインストール

sudo <your-package-manager> install tpaexec

追加の依存関係をインストールする

sudo /opt/EDB/TPA/bin/tpaexec setup

インストールの検証一般のユーザーとして実行

/opt/EDB/TPA/bin/tpaexec selftest

各ステップのより詳細な説明を以下に示します。

1.3.2 TPAをインストールする場所
サポートされているプラットフォームを使用している限り、TPAはワークステーションからインストール
して実行できます。これは、学習、ローカルテスト、またはデモンストレーションの目的に適しています。
TPAは Dockerのインストールをサポート

独自のワークステーションで完全な展開を実行したい場合。
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運用環境で使用する場合、専用の永続的な仮想マシンで TPAを実行することをお勧めします。これによ
り、クラスターディレクトリが保持され、将来のクラスター管理または更新にチームが利用できるためで
す。また、TPAのコピーを 1つだけ更新する必要があり、単一の TPAホストからターゲットインスタンス
へのネットワークアクセスを提供するだけであることも意味します。

1.3.3 TPAパッケージのインストール
TPAをインストールするには、最初に subscribe to an EDB repositoryを行う必要があります。TPAは、す
べての EDBリポジトリで使用できます。

次のとおりに TPAをインストールします。

Debianまたは Ubuntuにインストールする

sudo apt-get install tpaexec

RHEL、Rocky、AlmaLinux、または Oracle Linuxにインストールする

sudo dnf install tpaexec

SLES

sudo zypper install tpaexec

これにより、TPAが/opt/EDB/TPAにインストールされます。また、他の必要なパッケージ Python 3.12以
降がインストールされていることも確認します。

ここで sudoについて言及しているのは、どのコマンドが root権限を必要とするかを示すためです。他の
手段を使用して、rootとしてコマンドを実行できます。

1.3.4 TPA Python環境のセットアップ
次に、 tpaexec setupを実行して、分離された Python環境を作成し、必要なすべてのモジュールの正し
いバージョンをインストールします。

ò 注釈

20.04より前の Ubuntuバージョンでは、 sudo -H tpaexec setupを使用して、tpaexec configure中の後続
の権限エラーを回避してください

sudo /opt/EDB/TPA/bin/tpaexec setup

tpaexec setupは、適切なバージョンの requirements.txtファイルを自動的に使用して、システムに適切な
モジュールをインストールします。
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これは/opt/EDB/TPAに書き込むため、rootとして実行する必要がありますが、プロセスは、インストー
ルしているシステム全体の Pythonモジュール Ansibleを含むには影響しません。

通常 tpaexecコマンドを実行するユーザーの PATHに/opt/EDB/TPA/binを追加します。たとえば、これ
を.bashrcまたは同等のシェル構成ファイルに追加できます。

export PATH=$PATH:/opt/EDB/TPA/bin

1.3.5 インターネットまたはネットワークアクセスエアギャップなしでTPAをインストー
ルする

このセクションでは、EDBリポジトリ、Pythonパッケージインデックス、またはその両方にアクセスでき
ないサーバーに TPAをインストールする方法について説明します。このような環境で TPAを使用する方
法については、Managing clusters in a disconnected or air-gapped environment を参照してください。

TPAパッケージのダウンロード

TPAをインストールする必要があるサーバーから EDBリポジトリに直接アクセスできない場合、インター
ネットに接続されたマシンからパッケージをダウンロードして転送できます。これを行うには、いくつか
の方法があります。

インターネットに接続されたマシンがターゲットと同じオペレーティングシステムを使用している場合、
yumdownloader RHELライクまたは apt download Debianライクを使用してパッケージをダウンロード
することをお勧めします。

または、 EDB Reposにアクセスし、[ Download EDB software Packages from your Browser ]という見出し
の下で [ Enterprise ]、[ Standard ]または [ Community 360 ]のいずれかを選択することにより、ブラウザー
から任意のプラットフォームのパッケージをダウンロードできます。TPAをインストールするには、次の
パッケージが必要です。

• tpaexec

• tpaexec-deps

• edb-python312

ダウンロードしたパッケージをターゲットサーバーに転送したら、プラットフォームに適切なツールを使
用してインストールする必要があります。

Pythonパッケージインデックスへのアクセスを使用しないインストール

tpaexec setup を実行すると、通常は Pythonパッケージインデックスから Pythonパッケージをダウン
ロードします。環境が別のインデックスを提供しない限り、デフォルトは公式の PyPIです。使用可能な
パッケージインデックスがない場合は、インストールした tpaexecと同じ方法で tpaexec-depsパッケー
ジをインストールする必要があります。 tpaexec-depsパッケージ tpaexecと同じリポジトリから入手でき
ますは、ダウンロードされるすべてをバンドルしているため、ネットワークアクセスなしでインストール
できます。tpaexec setupを実行する前にパッケージをインストールするだけで、バンドルされたコピー
が自動的に使用されます。
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1.3.6 TPAインストールの検証
上記の手順がすべて完了したら、次のコマンドを実行してローカルインストールを確認します。

tpaexec selftest

そのコマンドがエラーなしで完了した場合、TPAインストールは使用できる状態です。

1.3.7 TPAのアップグレード
TPAの新しいリリースにアップグレードするには、次のことを行う必要があります。

1. 最新の tpaexecパッケージをインストールする

2. 最新の tpaexec-depsパッケージ必要な場合、上記を参照してください。

3. tpaexec setupを再度実行します

上記のように TPAパッケージリポジトリをサブスクライブしている場合、apt-get update && apt-get

upgradeまたは yum updateを実行すると、これらのパッケージの利用可能な最新バージョンをインストー
ルする必要があります。それ以外の場合は、利用可能な任意の手段でパッケージをインストールできます。

tpaexecの新しいバージョンがインストールされるときは、tpaexec setupを再度実行することをお勧め
します。一部の新しいリリースはこれを厳密に必要としない場合がありますが、他のリリースはそれなし
では動作しません。

1.3.8 Ansibleバージョン
TPAは、デフォルトで ansible-core 2.16を使用します。

1.4 Open source TPA

1.4.1 Trusted Postgres ArchitectTPAとは何ですか?

TPAは、EnterpriseDB (EDB)によって開発されたオーケストレーションツールで、Ansibleを使用して EDB
の推奨事項に従って Postgresクラスターを展開します。

TPAは、Postgresの展開とサポートに関する長年の苦労して得た経験に基づいて、EDBが追従するベスト
プラクティスを具体化しています。これらの推奨事項は、運用環境と同様に簡単なテストベッドのセット
アップに適用されます。

1.4.2 次のステップ
• Installing TPA from source

• A First Cluster Deployment

• TPA's full documentation online
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1.4.3 TPAオープンソースのよくある質問
EDBの顧客でない場合、これを使用できますか?

はい、TPAは、GPLv3ライセンスの下のオープンソースプロジェクトです。オープンソースソフトウェア、
EDB独自の製品、またはその組み合わせで構成されるクラスターの展開をサポートします。

問題を報告できますか?

はい、EDBをご利用の場合は、サポートにご連絡ください。それ以外の場合は、GitHub Issueを開きます。

貢献できますか?

もちろん、ご意見をお待ちしておりますが、コーディングを開始する前にイシューをオープンしてくださ
い。私たちは TPAができること/すべきことをかなり選択しているため、新機能よりもバグ修正が受け入れ
られる可能性が高いです。

1.5 Known issues
このページには、TPAの現在のバージョンに影響を与える既知の問題をリストしています。既知の場合、
各問題の回避策が提供されます。

1.5.1 Barmanユーザーは deployを実行した後、データベースに接続できません TPA-
1218

詳細

TPA 23.35以降を使用して、以前のバージョンの TPAで作成された PGD/ BDRクラスターに展開すると、
barmanユーザーのスーパーユーザー権限が取り消されます。したがって、このユーザーが postgresデー
タベースに接続しようとすると、失敗します。これにより、Barman checkコマンドは障害を報告します。

回避策

デプロイ後フックを使用して、スーパーユーザーに barmanを付与します。

1.5.2 複数のロケーションを持つ EFMクラスターにロケーション間のHBAルールがあ
りません TPA-1247

詳細

複数の場所で EFMクラスターを展開し、1つのノードで efm cluster-status コマンドを実行すると、
FATAL: password authentication failed for user "efm"が、ノードと同じ場所にないすべてのノー
ドの Promote Statusセクションに表示されることがわかります。コマンドが実行されました。

これは、TPAが、EFMユーザーがある場所のノードから別の場所のノードに接続するために必要な HBA
ルールを追加できないために発生します。
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回避策

postgres_hba_settingsクラスター変数を使用して、efmユーザーおよび replicationユーザーが任意
のノードから他のノードに接続できるように、ノードごとに 1つの HBAルールを指定します。例

postgres_hba_settings:

- hostssl all efm 192.168.57.12/32 md5

- hostssl all efm 192.168.57.13/32 md5

- hostssl all efm 192.168.58.11/32 md5

- hostssl all efm 192.168.58.12/32 md5

- hostssl all efm 192.168.58.13/32 md5

- hostssl replication replication 192.168.57.12/32 md5

- hostssl replication replication 192.168.57.13/32 md5

- hostssl replication replication 192.168.58.11/32 md5

- hostssl replication replication 192.168.58.12/32 md5

- hostssl replication replication 192.168.58.13/32 md5

1.5.3 現在以外の pem_server_package_versionが指定されている場合、Debianのよ
うなインスタンスでのデプロイが失敗する TPA-1178

詳細

TPAは、 edb-pemメタパッケージをインストールすることにより PEMサーバーをインストールします。
Debianに似たシステムでは、このパッケージでバージョン指定子を使用すると、パッケージマネージャーが解決
できないインストールの組み合わせを試行し、次のエラーが発生する場合があります。Some packages could

not be installed. This may mean that you have, requested an impossible situation...

回避策

PEMの最新バージョンの使用を検討します。ただし、特定のバージョンが必要な場合は、パッケージマネー
ジャーがそれらを正しく解決できるように、必要な PEMパッケージの正確なバージョンを指定できます。

通常のように PEMサーバーとエージェントのバージョンを指定します次に、PEMパッケージのフルセッ
トをインスタンス変数の下に packagesとして含めます。

cluster_vars:

...

pem_server_package_version: 10.2.0-1.bookworm

pem_agent_package_version: 10.2.0-1.bookworm

...

instances:

...

- Name: pemserver

...

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

vars:

packages:

Debian:

- edb-pem=10.2.0-1.bookworm

- edb-pem-agent=10.2.0-1.bookworm

- edb-pem-server=10.2.0-1.bookworm

- edb-pem-cli=10.2.0-1.bookworm

PEM 9が必要な場合は、docsパッケージも含める必要があります。

cluster_vars:

...

pem_server_package_version: 9.8.0-1.bookworm

pem_agent_package_version: 9.8.0-1.bookworm

...

instances:

...

- Name: pemserver

...

vars:

packages:

Debian:

- edb-pem=9.8.0-1.bookworm

- edb-pem-agent=9.8.0-1.bookworm

- edb-pem-server=9.8.0-1.bookworm

- edb-pem-cli=9.8.0-1.bookworm

- edb-pem-docs=9.8.0-1.bookworm

1.5.4 TPA 23.34以前で展開されたPGDクラスターにはprimary_slot_name設定があ
り、bdr_init_physicalが動作しない TPA-1229

詳細

TPA 23.35は、EFMで使用するレプリケーションスロット名が PGDクラスターで primary_slot_nameと
して誤って設定される問題を解決しました。 TPA 23.35以降で展開されたクラスターには、この問題は発
生しません。ただし、以前のバージョンで展開された既存のクラスターは、新しい TPAバージョンで展開
が実行された後でも、誤った primary_slot_name設定を保持します。

この不正な primary_slot_nameの影響は、bdr_init_physicalを使用してクラスターに新しいノードを追加
またはノードをリビルドしようとすると、Waiting for PostgreSQL to accept connections...でハ
ングし、ログに致命的エラー replication slot ... does not existが表示されることです。
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回避策

ファイル/opt/postgres/data/conf.d/8901-primary_slot_name.confを削除し、Postgresをリロード
することにより、クラスター内の各 Postgresノードからこの誤った設定を手動で削除できます。TPA 23.35
以降を使用している限り、復元されることはありません。

1.6 Installing TPA from source
このドキュメントでは、ソースコードリポジトリのコピーから TPAを使用する方法について説明します。

ò 注釈

EDB顧客がソフトウェアの EDBサポートを受けるには、 TPA installation必要があります。

ソースから TPAを実行するには、パッケージが処理するすべての依存関係たとえば Python 3.12+をインス
トールするか、ソースと Running TPA in a Docker container をダウンロードする必要があります。(どちら
の方法も Linuxおよび macOSでは正常に動作します。)

1.6.1 クイックスタート
最初に、さまざまな依存関係 Python 3、Python venv、git、および openvpnをインストールする必要があり
ます。EDBリポジトリからインストールすると、これらは TPAパッケージとともに自動的にインストー
ルされます。

TPAをインストールする前に、必要なパッケージをインストールする必要があります。

• Debian/Ubuntu sudo apt-get install python3 python3-pip python3-venv git openvpn

• Redhat、Rocky ま た は AlmaLinuxRHEL7) sudo yum install python3 python3-pip

epel-release git openvpn

• Redhat、Rocky ま た は AlmaLinuxRHEL8) sudo yum install python36 python3-pip

epel-release git openvpn

1.6.2 クローンとセットアップ
前提条件がインストールされると、リポジトリのクローンを作成できます。

git clone https://github.com/enterprisedb/tpa.git ~/tpa

これにより、ホームディレクトリに tpaディレクトリが作成されます。

sshを使用してチェックアウトする場合は、次を使用します。

git clone ssh://git@github.com/EnterpriseDB/tpa.git ~/tpa

新しく作成したクローン内にある binディレクトリを、次のパスに追加します。
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export PATH=$PATH:$HOME/tpa/bin

この行を.bashrcファイルまたは使用するシェルの他のプロファイルファイルに追加します。

次を実行して、作業用の tpa環境を作成できるようになりました。

tpaexec setup

これにより、TPAが将来的に使用する Python仮想環境が作成されます。必要なパッケージはすべてこの環
境にインストールされます。これが正しく構成されたことをテストするには、次を実行します。

tpaexec selftest

これで、tpaexecがインストールされました。

1.6.3 依存関係
Python 3.12+

TPAには、ほとんどの最新のディストリビューションで利用可能な Python 3.12以降が必要です。お持ちで
ない場合は、pyenvを使用して、システムパッケージに影響を与えることなく、希望のバージョンの Python
をインストールできます。

# First, install pyenv and activate it in ~/.bashrc

# See https://github.com/pyenv/pyenv#installation

# (e.g., `brew install pyenv` on MacOS X)

pyenv install 3.12.0

Downloading Python-3.12.0.tar.xz...

- > https://www.python.org/ftp/python/3.12.0/Python-3.12.0.tar.xz

Installing Python-3.12.0...

Installed Python-3.12.0 to /home/ams/.pyenv/versions/3.12.0

pyenv local 3.12.0

pyenv version

3. 12.0 (set by /home/ams/pyenv/.python-version)

pyenv which python3

/home/ams/.pyenv/versions/3.12.0/bin/python3

1.6. Installing TPA from source 79

https://github.com/pyenv/pyenv


Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

python3 --version

3. 12.0

pyenvをまだ使用していない場合は、 pyenv documentationの説明に従って、pyenvを.bashrcの PATHに追
加し、eval "$(pyenv init -)"を呼び出してください。

仮想環境オプション

デフォルトでは、tpaexec setupはビルトイン Python 3 -m venvを使用して$TPA_DIR/tpa-venvの下に
venvを作成し、 tpaexecが呼び出されるたびに自動的にアクティブにします。

tpaexec setup --venv /other/locationを実行して、新しい venvの別の場所を指定できます。

デフォルトの venv の場所を使用することを強くお勧めします。別の場所を使用する場合は、環境変数
TPA_VENVをその場所に設定する必要があります。たとえば、次の行を.bashrcまたは他のシェル起動ス
クリプトに追加します。

export TPA_VENV="/other/location"
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2.1 A First Cluster Deployment
この短いチュートリアルでは、単純な M1デプロイメントをローカル Dockerインストールに展開する手
順を説明します。最後までに、4つのコンテナ、1つのプライマリデータベース、2つのレプリカ、および
バックアップノードが構成され、探索できる準備が整います。

この例では、Ubuntuシステムで TPAを実行しますが、ほとんどの Linuxシステムで考慮事項は同様です。

2.1.1 TPAのインストール
あなたが EDB顧客の場合、EDBのリポジトリから TPAパッケージを直接インストールする TPA installation
に従ってください。

TPAのオープンソースユーザーであれば、Github.comからダウンロードできる Installing TPA from source
があります。

これらのガイドに従って、ここに戻ります。

2.1.2 Dockerのインストール
前述のように、展開例を Dockerに展開します。まだ Dockerをインストールしていない限り、それをセッ
トアップする必要があります。

Debianまたは Ubuntuでは、次のコマンドを実行して Dockerをインストールします。

sudo apt update

sudo apt install docker.io

他の Linuxディストリビューションについては、Docker Engine Install pageを参照してください。

次を使用してユーザーを dockerグループに追加します。

sudo usermod -aG docker <yourusername>

newgrp docker

. 警告

ユーザーに Dockerデーモンと対話できる機能を付与すると、Dockerホストでの rootを簡単に取得でき
ます。信頼できるユーザーのみが Dockerデーモンにアクセスできる必要があります。

https://docs.docker.com/engine/install/
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2.1.3 TPAを使用した構成の作成
このプロセスの次のステップは、構成を作成することです。 TPAは、configureコマンドを介して作業の
ほとんどを実行します。あなたがしなければならないのは、コマンドラインフラグとオプションを指定し
て、展開するものを大まかに選択することです。tpaexec configureコマンドは次のとおりです。

tpaexec configure demo --architecture M1 --platform docker --postgresql 15 --enable-

↪→repmgr --no-git

これにより、 M1を含む demoという構成が作成されます。したがって、プライマリ、レプリカ、バック
アップノードがあります。

--platform dockerは、この構成をローカルの Dockerインスタンスで作成する必要があることを TPAに
指示します。すべてのコンテナと OS要件をプロビジョニングします。他のプラットフォームには、アマ
ゾンウェブサービスと同じことを行う awscliを使用してボリューム属性を変更すると bare(-metal servers)
が含まれます。オペレーティングシステムのプロビジョニングをスキップし、既に構成された Linuxホス
トへのソフトウェアのインストールに直接進みます。

--postgresql 15では、Community Postgresバージョン 15を使用するように TPAに指示します。ソフト
ウェアの選択に関していくつかのオプションがありますが、これはオープンソースユーザーにとって最も
簡単なデフォルトです。

--enable-repmgrを追加すると、TPAに Replication Managerを使用してレプリケーションとフェイルオー
バーをハンドリングするように展開を構成するように指示します。

最後に、--no-gitは、gitを介して構成をリビジョン制御できる TPAの機能をオフにします。

このコマンドを実行すると、どうやらコマンドラインでは何も起こりません。ただし、demoというディレ
クトリが作成され、新しい展開のブループリントである config.ymlファイルを含むいくつかのファイル
が含まれています。

デプロイメントのプロビジョニング

これで、新しい展開を実行するコンテナまたは仮想マシンを作成する準備が整いました。これは、provision
コマンドで実現できます。実行します

tpaexec provision demo

構成の展開の準備に必要なさまざまな操作を介した TPAの動作が表示されます。

Deploying

プロビジョニングが完了したら、展開に進むことができます。これにより、必要に応じて、オペレーティ
ングシステムとシステムパッケージがインストールされます。次に、要求された Postgresアーキテクチャ
をインストールし、必要な構成をすべて実行します。

tpaexec deploy demo

構成を展開するために必要なさまざまな操作を介した TPAの動作が表示されます。
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テスト

新しいデータベースで pgbenchを実行する tpaexec testコマンドを使用して、新しく展開された構成をす
ばやくテストできます。

tpaexec test demo

接続しています

psqlプロンプトを表示するには、最も簡単なルートは、dockerまたは SSHを使用して、コンテナまたは構
成に応じて VMまたはホストのいずれかにログインすることです。走る

tpaexec ping demo

展開内のすべての接続可能なホストに pingを実行すると、次のような出力が得られます。

unfair | SUCCESS => {

"changed": false,

"ping": "pong"

}

uptake | SUCCESS => {

"changed": false,

"ping": "pong"

}

quondam | SUCCESS => {

"changed": false,

"ping": "pong"

}

uptight | SUCCESS => {

"changed": false,

"ping": "pong"

}

SUCCESSで応答したノードの 1つを選択します。この例では、 uptakeを使用します。

dockerのみを使用する予定がある場合は、docker exec -it uptake /bin/bashコマンドを使用して、適
切なホスト名に置き換えます。

すべての種類の TPA展開で機能する別のオプションは、SSHを使用することです。これを行うには、最初
に現在のディレクトリを作成した構成ディレクトリに変更します。

たとえば、構成の名前付けは demoなので、そのディレクトリに移動します。そこで、ssh -F ssh_config

ourhostnameを実行して接続します。

cd demo

ssh -F ssh_config uptake

Last login: Wed Sep 6 10:08:01 2023 from 172.17.0.1

[root@uptake ~]#
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どちらの場合も、コンテナに rootユーザーとしてログインします。

sudo -iu postgresを使用して、ユーザーをpostgresユーザーに変更できるようになりました。 postgres

として、 psqlを実行できます。 TPAはそのユーザーを.pgpassファイルで既に構成しているため、パス
ワードを提示する必要はありません。

sudo -iu postgres

psql

[root@uptake ~]# sudo -iu postgres

postgres@uptake:~ $ psql

psql (15.4)

Type "help" for help.

postgres=#

そして、データベースに接続しています。

SSHを使用せずにホストシステムからコンテナに接続できます。 ssh_configファイルから接続するホス
トの IPアドレスを取得します。

grep "^ *Host" demo/ssh_config

Host *

Host uptight

HostName 172.17.0.9

Host unfair

HostName 172.17.0.4

Host quondam

HostName 172.17.0.10

Host uptake

HostName 172.17.0.11

Uptakeに接続するので、IPアドレスは 172.17.0.11です。

また、 postgres ユーザーのパスワードも取得する必要があります。tpaexec show-password demo

postgresを実行して、システムから保存されたパスワードを取得します。

tpaexec show-password demo postgres

a9LmI1X^uMOpPoEnLuRdL%L$oRQak3om

Postgresqlクライアントがインストールされていると仮定すると、次のことを実行できます。

psql --host 172.17.0.11 -U postgres

Password for user postgres:
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前に取得したパスワードを入力します。

psql (14.9 (Ubuntu 14.9-0ubuntu0.22.04.1), server 15.4)

WARNING: psql major version 14, server major version 15.

Some psql features might not work.

SSL connection (protocol: TLSv1.3, cipher: TLS_AES_256_GCM_SHA384, bits: 256,␣

↪→compression: off)

Type "help" for help.

postgres=#

これで、Dockerホストから、TPA展開された Dockerコンテナのいずれかで実行されている Postgresに接
続されました。

2.2 Cluster configuration
tpaexec configureコマンドは、プロビジョニング/展開/テストサイクルの後続のステージで必要なYAML
クラスター構成ファイルを生成します。

2.2.1 クイックスタート

tpaexec configure ~/clusters/speedy --architecture M1 \

--postgresql 14 \

--failover-manager repmgr

このコマンドは、~/clusters/speedyという名前のディレクトリを作成し、M1という名前のアーキテク
チャのレイアウトに従う config.ymlという名前の構成ファイルを生成します。シングルプライマリ、N
レプリカ。新しいディレクトリに gitリポジトリを作成し、生成された config.ymlを含む初期コミットを
作成します。

また、コマンドは、構成を変更するためのさまざまなオプション選択したアーキテクチャまたはプラット
フォームに固有の一部を受け入れますが、デフォルトは賢明で、すぐに使用できるように設計されています。
生成された config.ymlを読み、ニーズに合わせて構成を微調整することをお勧めします。(これが Instance
configurationの概要です。)

config.ymlを完全に手動で書くことも可能ですが、生成されたファイルを編集するほうが簡単です。

2.2.2 構成オプション
最初の引数は、クラスターディレクトリ、たとえば、speedyまたは~/clusters/speedyである必要があ
ります。クラスターの名前は、どちらの場合も speedyになります。すべてのクラスターを共通のディレク
トリたとえば、上記の例では~/clustersに保持することをお勧めします。

アーキテクチャ、たとえば M1 、 BDR-Always-ON 、または PGD-X を選択するには、次の引数
が--architecture <name>である必要があります。アーキテクチャの完全なリストについては、tpaexec
info architecturesを実行してください。

次に、インストールする Postgresのフレーバーとバージョンを指定する必要があります。
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上記の引数は常に必須です。上記の例のように、ここで説明するオプションの残りの部分は安全に省略で
きます。デフォルトでは使用可能な結果が得られます。

共通オプションのリストについては、 tpaexec help configure-optionsを実行します。

アーキテクチャ固有のオプション

選択したアーキテクチャにより、他のどのオプションが受け入れられるかが決まります。通常、各アーキ
テクチャは、いくつかの一意のオプションと以下で説明する汎用オプションを受け入れます。

たとえば、M1では --location-names l1 l2を使用して、2つの名前付けの場所にノードを含むクラス
ターを作成できます。アーキテクチャが受け入れるオプションのリストについては、アーキテクチャのド
キュメントを参照してください。または、場合によっては必要となります。

プラットフォームオプション

次に、 --platform <name>を使用してプラットフォーム、たとえば awscliを使用してボリューム属性を
変更するまたは bare(-metal servers)を選択できます。

アーキテクチャは特定のプラットフォームをサポートする場合と、サポートしない場合があります。そう
しない場合、クラスターの構成に失敗します。

プラットフォームの選択は、特定のオプションの解釈に影響を与えます。たとえば、awsを選択した場合、
--region <region>および--instance-type <type>への引数は有効な AWS region nameである必要が
あります

と EC2 instance type

それぞれ。詳細については、プラットフォームのドキュメントを参照してください。

プラットフォームを明示的に選択しない場合、現在デフォルトは awsです。

注 TPAは、さまざまなプラットフォーム上のインスタンスを使用したクラスターの作成を完全にサポート
していますが、tpaexec configureは現在このような構成を生成できません。config.ymlを編集して、複
数のプラットフォームを指定する必要があります。

所有者

--owner <name>を指定して、クラスターを何らかのプラットフォーム固有の手段 AWSタグなどで関連付
けるには、クラスターに責任を負う人の名前を関連付けます。これは、クラウドプラットフォームにとっ
て特に重要です。デフォルトでは、所有者は tpaexec provisionを実行しているユーザーのログイン名
に設定されます。

あなたのイニシャル、または「名、姓」、またはあなたを一意に識別するその他のものを使用できます。

リージョン

--region <region>を指定してリージョンを選択します。

このオプションは、クラウドプラットフォームの場合にのみ意味があります。AWSのデフォルトは eu-west-1
です。
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注 TPAは、マルチプルのリージョンにまたがるクラスターの作成を完全にサポートしていますが、tpaexec
configureは現在このような構成を生成できません。config.ymlを編集して、複数のリージョンを指定す
る必要があります。

ネットワーク構成

ò 注釈

これらのオプションは、TPAが既存のサーバーのネットワーク構成を変更しない「ベア」プラットフォー
ムでは意味がありません。

--network 192.168.0.0/16を指定して、別のネットワークからサブネットを割り当てます。AWSクラ
スターでは、これは VPC CIDRに対応します。詳細については、awscliを使用してボリューム属性を変更
するドキュメントを参照してください。

--subnet-prefix 26を指定して、別のサイズのサブネット、この場合は/28ではなく/26のサブネットを
割り当てます。

ò 注釈

"docker"プラットフォームが選択されている場合、TPAはアーキテクチャに関係なく、常にクラスター
全体を単一のサブネットに配置します。このサブネットは、ここで説明するロジックに従って生成され
ますが、 subnet-prefix が指定されない場合、TPAは `config.yaml`のインスタンス数に対応するのに十
分な大きさのサブネットサイズを自動的に選択します。

--exclude-subnets-from <directory>を指定して、既存のクラスター config.ymlファイルで既に使用
されているサブネットを除外します。この引数は、ディレクトリごとに複数回指定できます。

インスタンスタイプ

--instance-type <type>を指定してインスタンスタイプを選択します。

このオプションは、クラウドプラットフォームの場合にのみ意味があります。AWSのデフォルトは t3.micro
です。

ディスク領域

--root-volume-size 64を指定して、ルートボリュームのサイズをGB単位で設定します。プラットフォー
ムによっては、ルートボリュームに必要な最小サイズが存在する場合があります。

--postgres-volume-size <size>および--barman-volume-size <size>オプションは、PostgresとBar-
manの個別のボリュームをサポートするアーキテクチャとプラットフォームで、Postgresおよび Barmanボ
リュームのサイズを設定するために使用できます。

これらのオプションは、TPAがボリュームサイズを制御できない「ベア」プラットフォームでは意味があ
りません。
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ホスト名

デフォルトでは、tpaexec configureは、数十の名前の事前承認リストから必要な数のホスト名をランダ
ムに選択します。ほとんどのクラスターではこれで十分です。

--hostnames-from <filename>を指定して、1行に 1つの名前を含むファイルからホスト名を選択しま
す。ファイルには、クラスター内のインスタンスと同じ数以上の有効なホスト名が含まれている必要があ
ります。各行には、名前の後にオプションの IPアドレスを含めることができます。存在する場合、このア
ドレスは config.ymlの対応するインスタンスの ip_addressとして設定されます。2つの IPアドレスが
存在する場合、1つ目は public_ipとして設定され、2つ目は private_ipとして設定されます。

ò 注釈

ホスト名ファイルを介してか `config.yml`で直接 IPアドレスを明示的に指定する場合、それらがクラス
ターネットワークの CIDR範囲内にあることを確認する必要があります。 Dockerおよび AWSプラッ
トフォームの場合、これは、IPアドレスを指定する場合にネットワーク構成必要があることを意味し
ます。

クラスターネットワーク CIDRレンジを指定しない場合、TPAは、指定された IPアドレスを参照せずにラ
ンダムに 1つを選択します。これにより、展開が失敗するか、予想したものとは異なる IPアドレスのクラ
スターが発生します。

--hostnames-sorted-by="--dictionary-order"を使用して、--random-sortデフォルト以外の sort(1)
オプションを選択します。

--hostnames-unsortedを使用して、ホスト名をまったくソートしません。この場合、ホスト名ファイル
で見つかった順序で割り当てられます。これは、ホスト名ファイルが明示的に指定された場合のデフォル
トです。

--cluster-prefixed-hostnamesを使用して、各ホスト名がクラスターの名前で始まるようにします。こ
れは、同じホストで複数の Dockerクラスターを実行している場合、ホスト名の衝突を回避するのに役立ち
ます。

ホスト名には、文字 a～z、数字 0～9、および’-’のみを含めることができます。選択したプラットフォー
ムによっては、FQDNである場合があります。ホスト名は小文字である必要があります。大文字は内部で
小文字に変換され、config.ymlたとえば upstream: hostnameでのこれらのホスト名への参照は小文字
バージョンを使用する必要があります。

2.2.3 ソフトウェアの選択
ディストリビューション

--distribution <name>を指定してディストリビューションを選択します。

選択したプラットフォームにより、どのディストリビューションが利用可能か、およびデフォルトで使用
されるディストリビューションが決まります。

一般に、「Debian」、「RedHat」、「Ubuntu」、および「SLES」を使用して、適切なイメージを選択できる必要
があります。
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オプションで、--os-version <version number>を渡すことにより、ディストリビューションのバージョ
ンを含めることができます。

このオプションは、TPAがどのディストリビューションをインストールするかを制御できない「ベア」プ
ラットフォームでは意味がありません。

EDBリポジトリ

TPAは、サブスクリプションを介してアクセスしている EDBソフトウェアリポジトリを有効にできます。
デフォルトでは、TPAはアーキテクチャが必要とする製品リポジトリをインストールします。

TPAが EDBリポジトリを使用する方法の詳細な説明は、Configuring EDB Repos 2.0 repositoriesおよび各
アーキテクチャのページで利用できます。

--edb-repositories repository …を指定して、各インスタンスにインストールする EDBリポジトリ
の完全なリストを指定します。

このオプションは注意して使用してください。TPAは、組み合わせが適切であることを確認せずに名前付
けリポジトリを構成します。

このオプションを使用するには、TPAを実行する前に export EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxxを行う必
要があります。EDBトークンは、enterprisedb.com/reposから取得できます。

ローカルリポジトリのサポート

--enable-local-repoを使用して、パッケージをターゲットインスタンスにシップするローカルパッケー
ジリポジトリを作成します。

ネットワークアクセスが制限されている環境では、代わりに--use-local-repo-onlyを使用してローカル
リポジトリを作成し、ターゲットインスタンスで他のすべてのパッケージリポジトリを無効にして、パッ
ケージがローカルリポジトリからのみインストールされるようにできます。

Creating and using a local repositoryに関するページに詳細が記載されています。

ソフトウェアバージョン

Postgresのフレーバーとバージョン

TPAは、 PostgreSQL、 EDB Postgres Extended、および EDB Postgres Advanced Serverバージョン 13～18
をサポートしています。

インストールする Postgresのフレーバーまたはディストリビューションとメジャーバージョンの両方を指
定する必要があります。たとえば、

• --postgresql 14は PostgreSQL 14をインストールします

• --edb-postgres-extended 15は EDB Postgres Extended 15をインストールします

• --edb-postgres-advanced 15 --redwoodは、EPAS 15を「Redwood」モードでインストールします

• --edb-postgres-advanced 15 --no-redwoodは、非 Redwoodモードで EPAS 15をインストール
します
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EPASをインストールする場合、--redwoodまたは--no-redwoodモードで動作するかどうか、つまりOracle
互換性機能を有効にするか無効にするかを指定する必要があります。

EDB Postgres Extendedまたは Postgres Advanced Serverのインストールには、有効な Configuring EDB Repos
2.0 repositoriesが必要です。

パッケージバージョン

デフォルトでは、常にすべてのパッケージの最新バージョンをインストールします。これは通常、望まし
い動作ですが、一部のテストシナリオでは、次のオプションのいずれかを使用して特定のパッケージバー
ジョンを選択する必要がある場合があります。

1. --postgres-package-version 10.4-2.pgdg90+1

2. --repmgr-package-version 4.0.5-1.pgdg90+1

3. --barman-package-version 2.4-1.pgdg90+1

4. --pglogical-package-version '2.2.0*'

5. --bdr-package-version '3.0.2*'

6. --pgbouncer-package-version '1.8*'

7. --beacon-agent-package-version 1.56.2-1

8. --etcd-package-version 9.8.0-1.el8

9. --patroni-package-version 4.0.0-1PGDG.rhel8 10. --pem-server-package-version

9.7.0-1.el9 11. --pem-agent-package-version 9.7.0-1.el9 12.
--pg-backup-api-package-version 2.0.0-1.el8 13. --pgd-proxy-package-version 5.

0.0-1 14. --pgdcli-package-version 5.6.1

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

--extra-packages p1 p2 …または--extra-postgres-packages p1 p2 …を指定して、追加パッケー
ジをインストールすることもできます。前者はシステムパッケージとともにインストールするパッケージ
をリストし、後者は postgresパッケージとともに後でインストールするパッケージをリストします。前者の
リストで Postgresに依存するパッケージを記載すると、Postgresがまだインストールされていないため、イ
ンストールは失敗します。引数は変更せずにインストールのためにパッケージマネージャーに渡されます。

--extra-optional-packages p1 p2 …オプションは--extra-packages と同様に動作しますが、名前
付けたパッケージをインストールできない場合、これはエラーではありません。

ワイルドカードの使用に関する既知の問題

config.ymlに永続的に追加する場合、*_package_versionでワイルドカードを使用すると、RHEL 8以
降のノードまたは Rocky Linuxなどの dnfを使用する派生OSで tpaexec deployの実行中に、インストー
ルされたソフトウェアの予期しない更新が発生する可能性があることに注意してください。既にパッケー
ジがインストールされている既存のクラスターで deployが実行されている場合、ansibleは完全なパッケー
ジバージョンと一致しない場合があります。たとえば、bdr_package_versionの値が 3.6*に設定されて

90 第 2章 Creating a Cluster



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

いる場合、ansibleはこれを PGDのインストールされたバージョンと照合できず、パッケージがインストー
ルされていないと仮定し、次のパッケージの利用可能な最新バージョンをインストールしようとします。
構成済みのリポジトリ内の同じ名前、例 3.7.

私たちはこの制限を ansible dnfモジュールのバグとして認識しており、TPAの将来のリリースでこれに対
処したいと考えています。

ソースからのビルドとインストール

--install-from-source postgresを指定すると、Postgresはパッケージからインストールされるのではな
く、gitリポジトリからビルドおよびインストールされます。デフォルトでは、これは適切な REL_nnn_STABLE

ブランチをビルドします。

--install-from-source postgres bdr5を使用してソースから両方のコンポーネントをビルドおよびイ
ンストールするか、--install-from-source bdr5を使用して Postgresのパッケージを使用できますが、
ソースから PGD v5をビルドおよびインストールします。デフォルトでは、これは PGDの mainブランチ
をビルドします。

別のブランチをビルドするには、対応する引数に:branchnameを追加します。例、--install-from-source
2ndqpostgres:dev/xxx、または pglogical:bug/nnnn。

代わりにソースインストールに置き換えることを選択したパッケージに依存するパッケージをインストー
ルできない場合があります。たとえば、PGD v3パッケージは pglogical v3パッケージに依存しているため、
ソースリポジトリから pglogicalをインストールし、パッケージから PGDをインストールすることはでき
ません。同様に、ソースから Postgresをインストールし、パッケージから pglogicalをインストールするこ
とはできません。

2.2.4 オーバーライド
オプションで--overrides-from a.yml …を指定して、生成された config.ymlにマージする設定を含む 1
つ以上の YAMLファイルをロードできます。

ここで指定されたファイルは、最初に Jinja2テンプレートとして展開され、結果は YAMLデータ構造とし
てロードされ、config.ymlアーキテクチャとプラットフォームのデフォルトとコマンドラインからの引数
で構成される引数に再帰的にマージされます。このプロセスは、指定された追加オーバーライドファイル
ごとに繰り返されます。これは、1つのファイルで定義された設定が後続のファイルに可視されることを
意味します。

たとえば、オーバーライドファイルには次のものが含まれる場合があります。

cluster_tags:

some_tag: "{{ lookup(env, SOME_ENV_VAR) }}"

cluster_vars:

synchronous_commit: remote_write

postgres_conf_settings:

effective_cache_size: 4GB

これらの設定は、config.ymlにある cluster_tagsおよび cluster_varsを強化します。設定は再帰的にマー
ジされるため、cluster_tagsには、デフォルトのOwnerタグと some_tagの両方が含まれることになりま
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す。同様に、effective_cache_size設定はその変数をオーバーライドし、他の postgres_conf_settings

存在する場合は影響を受けません。つまり、config.ymlで特定のサブキーを設定またはオーバーライドす
ることはできますが、cluster_tagsまたはその他のハッシュを完全に空にしたり置き換えたりすること
はできません。

マージはハッシュ構造にのみ適用されるため、このメカニズムを使用して config.yml内の instancesのリ
ストを変更することはできません。環境によくある設定で cluster_varsおよび instance_defaultsを
強化するのが最も役立ちます。

とはいえ、このメカニズムはいかなる制限も強制するものではないため、十分な注意を払ってください。
オーバーライドを含む場合とない場合の 2つの構成を生成し、2つの config.ymlファイルを比較して、す
べてのオーバーライドの効果を理解することをお勧めします。

2.2.5 Ansible Tower

--use-ansible-towerおよび--tower-git-repositoryオプションを使用して、Ansible Towerでの展開
に適応したクラスターを作成します。詳細は、TPA and Ansible Tower/Ansible Automation Platformを参照し
てください。

2.2.6 PGAIエージェント
--enable-beacon-agentおよび--beacon-agent-project-idオプションを使用して、PGAIエージェン
ト beacon-agentとしてパッケージ化されます。これにより、 EDB Postgres AIコンソールでクラスター
を表示できます。詳細は、Configuring the PGAI agent を参照してください。

2.2.7 Gitリポジトリ
デフォルトでは、クラスターにちなんで名前付けられた初期ブランチで gitリポジトリが作成され、コミッ
トメッセージで使用した configureオプションを使用して単一のコミットが作成されます。$PATHに gitが
ない場合、tpaexecはエラーを発生させませんが、リポジトリは作成されません。gitリポジトリの作成を
抑制するには、 --no-gitオプションを使用します。 Ansible Towerクラスターでは、gitリポジトリが必
要で、tpaexec provisionによってまだ存在しない場合は後で作成されることに注意してください。

2.2.8 ボールトパスワードのキーリングバックエンド
TPAは、クラスター固有の ansible vaultパスワードを生成します。このパスワードは、クラスター用に生
成された他の機密変数、postgresユーザーパスワード、barmanユーザーパスワードなどを暗号化するため
に使用されます。

キーリングバックエンド systemは、gnome-keyringや secret-toolを含む Pythonキーリングモジュールで
サポートされているバックエンドのリストから、システムで最適なキーリングバックエンドを活用します。

デフォルトでは、新しいクラスターの system キーリングを使用してボールトパスワードを保存します。
provisionの前、config.ymlファイルの keyring_backend: systemを削除すると、以前のデフォルト
に戻してボールトのパスワードをプレーンテキストファイルに保存します。

keyring_backend: systemを使用すると、ボールトパスワードの一意のストレージ名を保存するために
使用される config.ymlに vault_nameエントリーも生成されます。TPAはデフォルトで UUIDを生成しま
すが、命名スキーム要件はありません。
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注同じ cluster_nameを使用する複数のクラスターで keyring_backend: systemと同じベースの con-
fig.ymlファイルを使用する場合、構成ファイルを別の場所にコピーすることにより、値ペア vault_name

、cluster_nameがクラスターコピーごとに一意であることを確認します。

注 keyring_backend: systemを使用し、既にプロビジョニングされたクラスターフォルダーを別の tpa
ホストに移動する場合、新しいマシンのシステムキーリングに関連するボールトパスワードをエクスポー
トしていることを確認してください。vaultパスワードは tpaexec show-vault <cluster_dir>を介して
表示できます。

2.2.9 セキュリティ基準へのコンプライアンス
--compliance stigまたは--compliance cisオプションを使用して、STIGまたは CIS標準に準拠する
のに適した構成でクラスターを生成します。詳細は、セキュリティ基準へのコンプライアンスを参照して
ください。これらのオプションは、クラスターが関連する標準を満たすことを保証するものではないこと
に注意してください。これらは、TPAによって制御可能な標準のこれらの側面に準拠するように設計され
た構成を TPAに生成するだけです。

2.2.10 例
次のコマンドを実行するとどうなるか見てみましょう。

tpaexec configure ~/clusters/speedy --architecture M1 \

--distribution Debian \

--os-version 12 \

--platform aws --region us-east-1 --network 10.33.0.0/16 \

--instance-type t2.medium --root-volume-size 32 \

--postgres-volume-size 64 --barman-volume-size 128 \

--postgresql 14 \

--failover-manager repmgr

出力はないため、エラーはありません。クラスターディレクトリが作成され、データが設定されました。

ls -lh ~/clusters/speedy/

total 8.0K

drwxrwxr-x 2 haroon haroon 4.0K Aug 17 02:33 commands

- rw-rw-r-- 1 haroon haroon 1.5K Aug 17 02:33 config.yml

lrwxrwxrwx 1 haroon haroon 53 Aug 17 02:33 deploy.yml -> /home/haroon/tpa/

↪→architectures/M1/deploy.yml

クラスター構成は config.ymlにあり、その近傍は直接対話する必要のないアーキテクチャ固有のサポート
ファイルへのリンクです。構成は次のとおりです。

- --

architecture: M1

cluster_name: speedy

cluster_tags: {}

(次のページに続く)
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keyring_backend: system

vault_name: cfae3da3-ec00-46cd-ab05-e153f1c788db

cluster_rules:

- cidr_ip: 0.0.0.0/0

from_port: 22

proto: tcp

to_port: 22

- cidr_ip: 10.33.120.80/28

from_port: 0

proto: tcp

to_port: 65535

ec2_ami:

Name: debian-11-amd64-20240104-1616

Owner: 136693071363

ec2_instance_reachability: public

ec2_vpc:

us-east-1:

Name: Test

cidr: 10.33.0.0/16

cluster_vars:

edb_repositories: []

failover_manager: repmgr

postgres_flavour: postgresql

postgres_version: 14

preferred_python_version: python3

locations:

- Name: main

az: us-east-1a

region: us-east-1

subnet: 10.33.120.80/28

instance_defaults:

default_volumes:

- device_name: root

encrypted: true

volume_size: 32

volume_type: gp2

- device_name: /dev/sdf
(次のページに続く)
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encrypted: true

vars:

volume_for: postgres_data

volume_size: 64

volume_type: gp2

platform: aws

type: t2.medium

vars:

ansible_user: admin

instances:

- Name: uproar

backup: kinsman

location: main

node: 1

role:

- primary

- Name: unravel

location: main

node: 2

role:

- replica

upstream: uproar

- Name: kinsman

location: main

node: 3

role:

- barman

- log-server

- witness

upstream: uproar

volumes:

- device_name: /dev/sdf

encrypted: true

vars:

volume_for: barman_data

volume_size: 128

volume_type: gp2

次のステップは、 tpaexec provisionを実行することです

または、クラスター構成の構成をカスタマイズする方法または Instance configurationの構成方法の詳細を
参照してください。
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2.3 tpaexec deploy
展開は、クラスターのサーバーに Postgresおよびその他のソフトウェアをインストールおよび構成するプ
ロセスです。これには、レプリケーション、バックアップなどの設定が含まれます。

展開ステージの最後に、Postgresは、 repmgr、Barman、pgbouncerなどの他のコンポーネントとともに実
行されます選択したアーキテクチャに応じて。

2.3.1 前提条件
tpaexec deployを実行する前に、クラスター構成を実行してクラスター構成を生成し、tpaexec provision
でサーバーをプロビジョニングしておく必要があります。

Configuring EDB Repos 2.0 repositories を 使 用 し て い る 場 合 は 、展 開 の 前 に export

EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxx を行う必要があります。これを忘れた場合、エラーメッセージがす
ぐに思い出させます。

2.3.2 クイックスタート

tpaexec deploy ~/clusters/speedy -v

Using /opt/EDB/TPA/ansible/ansible.cfg as config file

PLAY [Basic initialisation and fact discovery] **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** ***

...

PLAY [Set up TPA cluster nodes] **** **** **** **** **** **** **** **** ****

**** **** **** **** **

...

PLAY RECAP **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** **** **** **** ***

zealot : ok=281 changed=116 unreachable=0 failed=0

keeper : ok=284 changed=96 unreachable=0 failed=0

quaver : ok=260 changed=89 unreachable=0 failed=0

quavery : ok=260 changed=88 unreachable=0 failed=0

quirk : ok=262 changed=100 unreachable=0 failed=0

real 7m1.907s

user 3m2.492s

sys 1m5.318s

このコマンドは、大量の出力を生成し、時間がかかる場合があります主に、tpaexecを実行しているホスト
とクラスター内のホスト間の遅延、およびインスタンスがインストールする必要があるパッケージをダウ
ンロードするのにかかる時間によって異なります。。デプロイメント中に少なくとも 1つの-vを使用する
ことをお勧めします。出力は、クラスターディレクトリの ansible.logにも記録されます。
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ホスト、タスク、および変更されたタスクの正確な数は、もちろん異なる場合があります。

applyコマンドは自分自身にオプションを取りません。クラスター名の後に指定したオプションは、変更せ
ずに Ansible -vなどに渡されます。

Ansibleに慣れている人は、時折赤い「failed」タスク出力がスクロールするのを心配するかもしれません。
プロセスがその後すぐに停止しない場合、エラーは重要ではなく、コードは自動的に回復しますのでご安
心ください。

デプロイが完了したら、tpaexec test を実行してインストールを確認できます。

2.3.3 選択的な展開
deploy_hostsをインスタンス名のコンマ区切りリストに設定することにより、展開をホストのサブセッ
トに制限できます。

tpaexec deploy ~/clusters/speedy -v -e deploy_hosts=keeper,quaver

これにより、指定されたインスタンスで展開が実行されますが、最初に他のホストでいくつかのタスクを
実行して、クラスターの状態に関する情報を収集します。

deploy_hosts設定は、TPAがサポートしていない Ansibleの--limitオプションを使用することに代わ
る推奨される代替品です。

2.3.4 deploy.yml

展開プロセスはアーキテクチャ固有です。次に、さまざまな Instance configurationの概要を示します。Ansible
プレイブックに精通している場合は、tpaexecがクラスターのインスタンスにさまざまなロールを適用する
のを理解することができます。

config.ymlとは異なり、deploy.ymlは編集するように設計されておらず、通常はアーキテクチャディレクト
リへのリンクです。独自の Ansibleタスクを実行するようにデプロイメントプロセスを拡張する場合でも、
TPA hooksによってこれを行う必要があります。これにより、特定のアーキテクチャ内の将来の実装の変
更から保護されます。

2.4 tpaexec provision
プロビジョニングは、クラスターに必要なインスタンスとその他のリソースを作成します。

このプロセスの正確な詳細は、クラスターの構成中に選択したアーキテクチャたとえば M1 とプラット
フォームたとえば awscliを使用してボリューム属性を変更するの両方に依存します。

プロビジョニングステージの最後に、基本的なオペレーティングシステムがインストールされた必要な数
のインスタンスができます。TPAは、ssh経由でアクセスできますルートに sudoを使用します。
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2.4.1 前提条件
クラスターをプロビジョニングする前に、クラスター構成を使用してクラスター構成を生成する必要があ
ります

そして、必要に応じて config.ymlを編集して構成を微調整します。

プラットフォーム依存の追加の手順が必要になる場合があります。たとえば、AWS APIアクセスキーペア
を取得して EC2インスタンスをプロビジョニングするか、LXDまたは Dockerをセットアップしてコンテ
ナをプロビジョニングする必要があります。詳細については、プラットフォームのドキュメントを参照し
てください。

2.4.2 クイックスタート

tpaexec provision ~/clusters/speedy

PLAY [Provision cluster] **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** **** **

...

TASK [Set up EC2 instances] **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** **** ***

changed: [localhost] => (item=us-east-1:uproar)

changed: [localhost] => (item=us-east-1:unravel)

changed: [localhost] => (item=us-east-1:kinsman)

...

TASK [Generate ssh_config file for the cluster] **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** ***

changed: [localhost]

PLAY RECAP **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** **** **** ****

localhost : ok=163 changed=35 unreachable=0 failed=0 ␣

↪→skipped=44 rescued=0 ignored=2

real 4m42.726s

user 0m39.101s

sys 0m15.687s

このコマンドは、大量の出力を生成しますさらに詳細な出力が必要な場合は、コマンドに-v 、-vv など
を追加します。出力は、クラスターディレクトリの ansible.logにも記録されます。これは、環境変数
ANSIBLE_LOG_PATHを目的のログファイルのパスと名前に設定することによりオーバーライドできます。

エラーなしで完了した場合は、 tpaexec deployの実行に進んでソフトウェアのインストールと構成を行う
ことができます。

98 第 2章 Creating a Cluster



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

2.4.3 オプション
クラウドインスタンスをプロビジョニングするときは、インスタンスが、それらを担当する人間まで直接
追跡可能であることを確認することが特に重要です。デフォルトでは、TPAは tpaexec provisionを実
行しているユーザーのログイン名が所有するものとして EC2インスタンスにタグ付けします。

名前を変更するには--owner <name>を指定しますたとえば、ユーザー名が postgresや ec2-userのような
汎用的なものである場合。イニシャル、「名、姓」、またはその他を一意に識別するために使用できます。

指定した他のオプションは Ansibleに渡されます。

2.4.4 インスタンスへのアクセス
プロビジョニングが完了すると、インスタンスに SSH接続できるようになります。インスタンスが起動し
て SSHホストキーをインストールできるようにするために少し遅延した後。上記の出力に示されているよ
うに、tpaexecは使用できる ssh_configファイルを生成します。

cd ~/clusters/speedy

cat ssh_config

Host *

Port 22

IdentitiesOnly yes

IdentityFile "id_speedy"

UserKnownHostsFile known_hosts tpa_known_hosts

ServerAliveInterval 60

Host uproar

User admin

HostName 3.88.255.205

Host unravel

User admin

HostName 54.80.99.142

Host kinsman

User admin

HostName 54.165.229.179

ホストにログインするには、コマンド ssh -F ssh_config の後にホスト名を使用します。例 ssh -F

ssh_config uproar

プロビジョニングの直後に tpaexec deployを実行できます。インスタンスが起動するまで、必要なだけ待
機します。インスタンスが起動するのを待ったり、展開を開始する前に ssh接続したりする必要はありま
せん。
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2.4.5 生成されたファイル
プロビジョニングプロセス中に、多数の新しいファイルがクラスターディレクトリに作成されます。

ls ~/clusters/speedy

total 240

- rw-r--r-- 1 ams ams 193098 Aug 4 17:59 ansible.log

drwxr-xr-x 2 ams ams 4096 Aug 4 17:38 commands

- rw-r--r-- 1 ams ams 1442 Aug 4 17:54 config.yml

lrwxrwxrwx 1 ams ams 51 Aug 4 17:38 deploy.yml ->

/opt/EDB/TPA/architectures/M1/deploy.yml

drwxr-xr-x 2 ams ams 4096 Aug 4 17:38 hostkeys

- rw------- 1 ams ams 1675 Aug 4 17:38 id_speedy

- rw------- 1 ams ams 1438 Aug 4 17:38 id_speedy.ppk

- rw-r--r-- 1 ams ams 393 Aug 4 17:38 id_speedy.pub

drwxr-xr-x 4 ams ams 4096 Aug 4 17:50 inventory

- rw-r--r-- 1 ams ams 2928 Aug 4 17:50 tpa_known_hosts

- rw-r--r-- 1 ams ams 410 Aug 4 17:50 ssh_config

- rw-r--r-- 1 ams ams 3395 Aug 4 17:59 vars.json

drwxr-xr-x 2 ams ams 4096 Aug 4 17:38 vault

私たちはすでに ssh configファイルを研究しました。これは、 `id *filesクラスター用に生成された SSH

キーペアと tpa_known_hostsインスタンスにインストールされた hostkeys/`の署名を参照します。

vars.jsonファイルは、--cachedの後続の呼び出しで tpaexec provisionによって使用される場合があ
ります。

inventory/ディレクトリには、静的および動的インベントリーファイルと、config.ymlのグループおよび
ホスト変数定義が含まれています。

cat inventory/00-speedy

[tag_Cluster_speedy]

uproar ansible_host=3.88.255.205 node=1 platform=aws

unravel ansible_host=54.80.99.142 node=2 platform=aws

kinsman ansible_host=54.165.229.179 node=3 platform=aws

cat inventory/group_vars/tag_Cluster_speedy/01-speedy.yml

cluster_name: speedy

cluster_tag: tag_Cluster_speedy

edb_repositories: []

failover_manager: repmgr

keyring_backend: system

postgres_flavour: postgresql

postgres_version: 14

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

preferred_python_version: python3

ssh_key_file: id_speedy

tpa_version: v23.33-24-g4c0909d1

cat inventory/host_vars/kinsman/01-instance_vars.yml

ansible_user: admin

location: main

region: us-east-1

role:

- barman

- log-server

- witness

upstream: uproar

volumes:

- device: /dev/xvda

- device: /dev/sdf

volume_for: barman_data

config.ymlの変数を変更し、プロビジョニングを再実行すると、これらのファイルが更新されます。構成
を変更しない場合、何も起こりません。config.ymlに新しいインスタンスを追加して再実行すると、既存
のインスタンスに影響を与えることなく新しいインスタンスが表示されます。

2.5 tpaexec test
次に、展開されたクラスターに対してアーキテクチャ固有のテストを実行して、インストールを確認しま
す。このステージの最後に、完全に機能するクラスターが完成します。

tpaexec testを実行する前に、 tpaexec configure、tpaexec provision、および tpaexec deploy

を正常に実行している必要があります。

2.5.1 クイックスタート

tpaexec test ~/clusters/speedy -v

出力は、クラスターディレクトリの ansible.logに再びログに記録されます。

このコマンドが成功した場合、クラスターは機能します。

おめでとうございます。
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3.1 PGD-Always-ON

ò 注釈

このアーキテクチャは Postgres Distributed 5専用です。 PGD 4または 3.7が必要な場合は、BDR-Always-
ON を使用してください。

Always-ON構成の EDB Postgres Distributed 5は、テストおよび運用環境での使用に適しています。

このアーキテクチャには、EDBサブスクリプションが必要です。すべてのソフトウェアは Configuring EDB
Repos 2.0 repositoriesからソースされます。

3.1.1 クラスター構成
構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/pgd-ao \

--architecture PGD-Always-ON \

--edb-postgres-extended 15 \

--platform aws --instance-type t3.micro \

--distribution Debian \

--pgd-proxy-routing global \

--location-names dc1 dc2 dc3 \

--witness-only-location dc3 \

--data-nodes-per-location 2

helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture PGD-Always-ON --help

以下の表では、PGD-Always-ONの必須オプションと追加の重要なオプションについて説明しています。オ
プションの詳細については、次のセクションで説明します。
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必須オプション

Options Description

--architecture (-a) `PGD-Always-ON`に設定する必要があります
Postgres flavour and ver-
sion (e.g. --postgresql
15)

有効な Postgresのフレーバーとバージョン。

--pgd-proxy-routing `global`または `local`のいずれかである必要があります。

追加オプション

Options Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.
--location-names 場所名のスペース区切りのリスト。場所の数は、

指定された名前の数と同じです。
TPA will configure a sin-
gle location with three data
nodes.

--witness-only-
location

ロケーション名は、̀location-names`のメンバーで
ある必要があります。

No witness-only location is
added.

--data-nodes-per-
location

各場所のデータノードの数は、少なくとも 2で
ある必要があります。

Defaults to 3.

--add-proxy-nodes-
per-location

各場所のプロキシノードの数。 PGD-proxy will be installed
on each data node.

--enable-camo 各ロケーションに 2つのデータノードを CAMO
パートナーとして設定します。

CAMO will not be enabled.

--bdr-database レプリケーションに使用されるデータベースの
名前。

Defaults to bdrdb.

--enable-pgd-probes `health/is-ready`などのpgd-プロキシのhttp(s) API
エンドポイントを有効にして、プロキシの状態を
プローブできるようにします。

Disabled by default.

--proxy-listen-port プロキシノードがトラフィックを書き込みリー
ダーにルーティングするポート。

Defaults to 6432

--proxy-read-only-port プロキシノードが読み取り専用トラフィックを
シャドウノードにルーティングするポート。

Defaults to 6433

PGD-Always-ON構成の詳細

PGD-Always-ONクラスターは、多くの場所、好ましくは奇数で構成され、それぞれが同じ数のデータノー
ド、やはり好ましくは奇数です。--location-namesを指定しない場合、デフォルトでは、3つのデータ
ノードを持つ単一の場所を使用します。

クラスターの場所名は--location-names dc1 dc2 …として指定されます。ロケーションは、この定義
がユースケースにとって意味のある方法で、レベルの冗長性を提供する独立したデータセンターを表しま
す。たとえば、AWSリージョン、独自のデータセンター、またはサーバーがホストされている場所を識別
するためのその他の指定。
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--data-nodes-per-location N を使用して、各場所のデータノードの数を指定します。最小数は 2で、
デフォルトは 3です。

ロケーションごとに偶数のデータノードを指定すると、TPAは各ロケーションに追加の監視ノードを自動
的に追加します。これにより、コストを削減しながら、信頼できるコンセンサスを確立する機能が維持さ
れます。監視のハードウェア要件は、データノードと比較して最小限です。

2つのロケーションのみからなるクラスターは、いずれかのロケーションに障害が発生した場合、グロー
バルコンセンサスを確立する能力を完全に失います。3番目の監視専用の場所を追加することをお勧めし
ます。これにはデータノードは含まず、監視ノードのみが含まれ、これもコンセンサスを確実に確立する
ために使用されます。--witness-only-location locを使用して、いずれかの場所を監視者として指定
します。

デフォルトでは、すべてのデータノードすべての場所で、接続ルーティングのために PGD-プロキシも実行さ
れます。代わりに別の PGD-プロキシインスタンスを作成するには、--add-proxy-nodes-per-location

3または追加する数のプロキシを使用します。

ユースケースによっては、 --pgd-proxy-routing localまたは globalを指定して、PGD-Proxyが書き
込みリーダーに接続をルーティングする方法を構成する必要があります。ローカルルーティングは、すべ
ての PGD-プロキシを独自の場所内の書き込みリーダーにルートさせますジオシャーディングアプリケー
ションに適しています。グローバルルーティングは、すべてのプロキシを単一の書き込みリーダーにルー
トさせます。この書き込みリーダーは、すべての場所で使用可能なすべてのデータノードの間で選択され
ます。

オプションで--bdr-database dbnameを指定して、BDRが有効になったデータベースの名前を設定でき
ますデフォルト bdrdb。

オプションで--enable-camoを指定して、各リージョンの 2つのデータノードを CAMOパートナーとし
て設定できます。

オプションで--enable-pgd-probes [{http, https}]を指定して、プロキシの状態を簡単にプローブで
きる http APIエンドポイントを有効にすることができます。

クラスター構成で説明されるオプションを指定することもできます。

3.2 PGD Lightweight

ò 注釈

このアーキテクチャは Postgres Distributed 5専用です。 PGD 4または 3.7が必要な場合は、BDR-Always-
ON を使用してください。

軽量構成の EDB Postgres Distributed 5は、テストおよび実稼働での使用に適しています。

このアーキテクチャには、EDBサブスクリプションが必要です。すべてのソフトウェアは Configuring EDB
Repos 2.0 repositoriesからソースされます。
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3.2.1 クラスター構成
構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/pgd-lw \

--architecture Lightweight \

--edb-postgres-extended 15 \

--platform aws --instance-type t3.micro \

--distribution Debian \

--location-names main dr \

helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture Lightweight --help

以下の表では、PGD-Always-ONの必須オプションと追加の重要なオプションについて説明しています。オ
プションの詳細については、次のセクションで説明します。

必須オプション

Options Description

--architecture (-a) `Lightweight`に設定する必要があります
Postgres flavour and ver-
sion (e.g. --postgresql
15)

有効な Postgresのフレーバーとバージョン。

追加オプション

Options Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.
--location-names 場所名のスペース区切りのリスト。場所の数は、

指定された名前の数と同じです。
TPA will configure a sin-
gle location with three data
nodes.

--add-proxy-nodes-
per-location

各場所のプロキシノードの数。 PGD-proxy will be installed
on each data node.

--bdr-database レプリケーションに使用されるデータベースの
名前。

Defaults to bdrdb.

--enable-pgd-probes `health/is-ready`などのpgd-プロキシのhttp(s) API
エンドポイントを有効にして、プロキシの状態を
プローブできるようにします。

Disabled by default.

--proxy-listen-port プロキシノードがトラフィックを書き込みリー
ダーにルーティングするポート。

Defaults to 6432

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Options Description Behaviour if omitted

--proxy-read-only-port プロキシノードが読み取り専用トラフィックを
シャドウノードにルーティングするポート。

Defaults to 6433

軽量構成の詳細

PGD Lightweightクラスターは 2つのロケーションで構成され、2つのノードを含むプライマリアクティブ
ロケーションと、単一のノードを含むディザスターリカバリー drロケーション。

クラスターの場所名は--location-names primary drとして指定されます。ロケーションは、この定義
がユースケースにとって意味のある方法で、レベルの冗長性を提供する独立したデータセンターを表しま
す。たとえば、AWSリージョン、独自のデータセンター、またはサーバーがホストされている場所を識別
するためのその他の指定。

デフォルトでは、すべてのデータノードすべての場所で、接続ルーティングのために PGD-プロキシも実行さ
れます。代わりに別の PGD-プロキシインスタンスを作成するには、--add-proxy-nodes-per-location

3または追加する数のプロキシを使用します。

グローバルルーティングは、すべてのプロキシを単一の書き込みリーダーにルートさせます。この書き込
みリーダーは、すべての場所で使用可能なすべてのデータノードの間で選択されます。

オプションで--bdr-database dbnameを指定して、BDRが有効になったデータベースの名前を設定でき
ますデフォルト bdrdb。

オプションで--enable-pgd-probes [{http, https}]を指定して、プロキシの状態を簡単にプローブで
きる http APIエンドポイントを有効にすることができます。

クラスター構成で説明されるオプションを指定することもできます。

3.3 BDR-Always-ON
Always-ON構成の EDB Postgres分散 3.7または 4。テストおよびプロダクションでの使用に適しています。

このアーキテクチャには、EDBサブスクリプションが必要です。すべてのソフトウェアは Configuring EDB
Repos 2.0 repositoriesからソースされます。

BDR-Always-ONアーキテクチャには、 --layout configureオプションで選択できる 4つのバリアントが
あります。

1. ブロンズ 2× bdr+プライマリ、bdr+witness、barman、2× harp-プロキシ

2. シルバー:ブロンズ、bdr + Witnessが bdr +プライマリに昇格し、バーテンダーが別の場所に移動した

3. goldそれぞれ 2× bdr+プライマリ、2× harp-プロキシ、および barmanを備えた 2つの対称的な場
所。プラス 3番目の場所に bdr + Witness

4. プラチナ:ゴールド、ただし 1つの bdr+読み取り専用ロジカルスタンバイが各メインの場所に追加さ
れます
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EDBの Postgres DistributedAlways Onアーキテクチャ

whitepaperを確認できます。

詳細なレイアウト図については、

このアーキテクチャは、PGDバージョン 3.7および 4で使用することを対象としています。

3.3.1 クラスター構成
構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/bdr \

--architecture BDR-Always-ON \

--platform aws --region eu-west-1 --instance-type t3.micro \

--distribution Debian \

--edb-postgres-advanced 14 --redwood

--layout gold \

--harp-consensus-protocol bdr

helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture BDR-Always-ON --help

以下の表では、BDR-Always-ONの必須オプションと追加の重要なオプションについて説明します。オプ
ションの詳細については、次のセクションで説明します。

必須オプション

Option Description

--architecture (-a) `BDR-Always-ON`に設定する必要があります。
Postgres flavour and ver-
sion (e.g. --postgresql
14)

有効な Postgresのフレーバーとバージョン。

--layout bronze、silver、gold、`platinum`のいずれか。
--harp-consensus-
protocol

bdr、`etcd`のいずれか。

追加オプション

Option Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.

次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Option Description Behaviour if omitted

--enable-camo 各ロケーションに 2つのデータノードを CAMO
パートナーとして設定します。

CAMO will not be enabled.

--bdr-database レプリケーションに使用されるデータベースの
名前。

Defaults to bdrdb.

--enable-harp-probes `health/is-ready`などの harpの http APIエンドポ
イントを有効にして、harpの状態をプローブで
きるようにします。

Disabled by default.

BDR-Always-ON構成の詳細

--layout layoutnameを指定して、サポートされている BDRユースケースバリエーションのいずれかを
設定する必要があります。許可される引数は、ブロンズ、シルバー、ゴールド、およびプラチナです。ブ
ロンズ、ゴールド、およびプラチナレイアウトには、Raftコンセンサスマジョリティの奇数のノードを保
証する PGD監視ノードがあります。Witnessノードはデータレプリケーションに参加しません。

--harp-consensus-protocol protocolnameを指定する必要があります。サポートされているプロトコ
ルは bdrおよび etcdです。詳細は、Configuring HARPを参照してください。

オプションで--bdr-database dbnameを指定して、PGDが有効になっているデータベースの名前を設定
できますデフォルト bdrdb。

オプションで--enable-camoを指定して、各リージョンの PGDプライマリインスタンスのペアを互いの
CAMOパートナーに設定できます。

オプションで--enable-harp-probes [{http, https}]を指定して、harpの状態を簡単にプローブでき
る http APIエンドポイントを有効にすることができます。

BDR-Always-ONアーキテクチャでは、デフォルトでHARP2が有効になっていることに注意してください。

クラスター構成で説明されるオプションを指定することもできます。

3.4 M1
単一のプライマリノードと、バックアップとフェールオーバー管理を含む多数のスタンバイノードへの物
理レプリケーションを備えた Postgresクラスター。

このアーキテクチャは、運用に適していますが、そのシンプルさと独自のコンポーネントなしで構成でき
る機能により、テスト、デモンストレーション、学習にも適しています。

このアーキテクチャでサブスクリプション専用の EDBソフトウェアを選択した場合、EDB Repos 2.0から
ソースされ、 Configuring EDB Repos 2.0 repositoriesが必要です。

3.4. M1 109



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

3.4.1 フェイルオーバー管理
M1アーキテクチャには、常にフェールオーバーマネージャーが含まれます。サポートされているオプショ
ンは repmgr、EDB Failover ManagerEFM、および Patroniです。すべての場合、フェールオーバーマネー
ジャーはデフォルトで構成され、プライマリが使用できなくなった場合にレプリカがプライマリに代わっ
て昇格します。

アプリケーションのフェイルオーバー

M1アーキテクチャは、通常、アプリケーショントラフィックをプライマリに再ルーティングする自動機
能を提供しません。この機能をクラスターに追加するには、いくつかの方法があります。

TPAで

• フェールオーバーマネージャーとして repmgrを選択し、PgBouncerを有効にすると、config.ymlの
cluster_varsの下に repmgr_redirect_pgbouncer: trueハッシュを含めることができます。こ
れにより、repmgrは PgBouncerを自動的に再構成して、フェールオーバー時にトラフィックを新し
いプライマリにルーティングします。

• フェールオーバーマネージャーとして Patroniを選択し、PgBouncerを有効にすると、Patroniはフェー
ルオーバー時にトラフィックを新しいプライマリにルーティングするように PgBouncerを自動的に
再構成します。

• フェールオーバーマネージャーとして EFMを選択した場合、 config.yml の cluster_vars の下
の efm_conf_settingsハッシュを使用できます config.ymlから configure EFM to use a virtual IP
address (VIP)。これは、常にプライマリノードにルーティングされる追加の IPアドレスです。

• クラスターとアプリケーションの間に適切なプロキシまたはロードバランサーを配置し、TPA hooks
を使用して、選択したフェールオーバーマネージャーをフェールオーバー時に新しいプライマリへの
ルートで更新するように構成します。

• マルチホスト接続文字列を使用するなど、アプリケーション自分自身でフェールオーバーを処理し
ます。

バックアップフェイルオーバー

TPAは、いかなる種類の「バックアップフェイルオーバー」も構成しません。バックアップしている Postgres
ノードがダウンしている場合、ノードがオンラインに戻るまでバックアップは単に停止します。バックアッ
プを新しいプライマリに手動で接続するには、config.ymlを編集して backupハッシュを新しいプライマ
リインスタンスに追加し、tpaexec deployを再実行します。

3.4.2 クラスター構成
構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/m1 \

--architecture M1 \

--platform aws --region eu-west-1 --instance-type t3.micro \

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

--distribution Debian \

--postgresql 14 \

--failover-manager repmgr \

--data-nodes-per-location 3

helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture M1 --help

以下の表では、M1の必須オプションと追加の重要なオプションについて説明します。オプションの詳細
については、次のセクションで説明します。

必須オプション

Parameter Description

--architecture (-a) `M1`に設定する必要があります。
Postgres flavour and ver-
sion (e.g. --postgresql
15)

有効な Postgresのフレーバーとバージョン。

One of: <br /> - --
failover-manager {efm,
repmgr, patroni}`<br />-
`--enable-efm`<br /> -
`--enable-repmgr`<br
/>- `--enable-patroni

Configuring EFM 、 Repmgrリダイレクト pgbouncer 、および Patroni cluster
management commandsからフェイルオーバーマネージャーを選択します。

追加オプション

Parameter Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.
--location-names 場所名のスペース区切りのリスト。場所の数は、

指定された名前の数と同じです。
A single location called
"main" is used.

--primary-location プライマリサーバーが置かれる場所。 `location-
names`のメンバーである必要があります。

The first listed location is
used.

--data-nodes-per-
location

1以上の数字。各場所では、1つのノードがクラ
スターのプライマリノードから直接ストリーミ
ングするように構成され、他のノードが存在する
場合はそのノードからストリーミングします。

Defaults to 2.

--witness-only-
location

ロケーション名は、̀location-names`のメンバーで
ある必要があります。この場所には、単一の監視
ノードのみが設定されます。

No witness-only location is
added.

次のページに続く
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表 8 –前のページからの続き
Parameter Description Behaviour if omitted

--single-node-location ロケーション名は、`location-names`のメンバー
である必要があります。この場所には、単一の
データノードのみが設定されます。

No single-node location is
added.

--enable-haproxy 2 つの追加ノードがロードバランサーレイヤー
として追加されます。フェールオーバーマネー
ジャーとして Patroniでのみサポートされていま
す。

HAproxy nodes will not be
added to the cluster.

--enable-pgbouncer PgBouncerは、プライマリの接続をプールするよ
うに Postgresノードで構成されます。

PgBouncer will not be config-
ured in the cluster.

--patroni-dcs patroniの分散構成ストアバックエンドを選択し
ます。現時点では、オプションは `etcd`のみです。
フェールオーバーマネージャーとして Patroniで
のみサポートされています。

Defaults to etcd.

--efm-bind-by-
hostname

efmが IPアドレスの代わりにホスト名を使用し
てクラスター `bind.address`を構成するようにし
ます。

Defaults to use IP addresses

M1構成の詳細

クラスター構成で説明されるオプションを指定することもできます。

3.5 PGD-S

ò 注釈

このアーキテクチャは、Postgres Distributed 6専用です。 PGD 5が必要な場合は、PGD-Always-ON を
使用してください。

このアーキテクチャには、EDBサブスクリプションが必要です。すべてのソフトウェアは Configuring EDB
Repos 2.0 repositoriesから供給されています。

3.5.1 クラスター構成
構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/pgd-s \

--architecture PGD-S

--edb-postgres-extended 15 \

--platform aws --instance-type t3.micro \

--distribution Debian \
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helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture PGD-S --help

以下の表では、PGD-Sの必須オプションと追加の重要なオプションについて説明しています。オプション
の詳細については、次のセクションで説明します。

必須オプション

Options Description

--architecture (-a) `PGD-S`に設定する必要があります
Postgres flavour and ver-
sion (e.g. --postgresql
15)

有効な Postgresのフレーバーとバージョン。 Postgres 14-18をサポートしま
す。

追加オプション

Options Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.
--bdr-database レプリケーションに使用されるデータベースの

名前。
Defaults to bdrdb.

--layout standard`または `near-far Defaults to standard
--add-subscriber-only-
nodes

追加する加入者専用ノードの数最大 10。 Defaults to 0

--read-write-port 接続マネージャーが読み取り/書き込み接続をリッ
スンするポート。

Left empty in config.yml, al-
lowing default of the postgres
port + 1000

--read-only-port 接続マネージャーが読み取り専用接続をリッス
ンするポート。

Left empty in config.yml, al-
lowing default of the read-
write port + 1

--http-port 接続マネージャーが http API接続をリッスンす
るポート。

Left empty in config.yml, al-
lowing default of the read-
write port + 2

--use https Connection Managerの http APIの httpsを有効に
する

https is not enabled

PGD-S構成の詳細

PGD-Sクラスターには 3つのデータノードがあります。 standardレイアウトでは、ノードはすべて同じ
場所にあります。 near-farレイアウトでは、2つのノードがプライマリロケーションにあり、もう 1つ
がセカンダリロケーションにあります。PGDdocumentationを参照してください。

2つのレイアウトの詳細については、
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また、クラスターには、1 つのバーマンノードと最大 10 のサブスクライバー専用ノードが含まれ、
--add-subscriber-only-nodes パラメーターによって制御されます。これらは常にプライマリの場所
にあります。

オプションで--bdr-database dbnameを指定して、BDRが有効になったデータベースの名前を設定でき
ますデフォルト bdrdb。

クラスター構成で説明されるオプションを指定することもできます。

3.6 PGD-X

ò 注釈

このアーキテクチャは、Postgres Distributed 6専用です。 PGD 5が必要な場合は、PGD-Always-ON を
使用してください。

このアーキテクチャには、EDBサブスクリプションが必要です。すべてのソフトウェアは Configuring EDB
Repos 2.0 repositoriesから供給されています。

3.6.1 クラスター構成
構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/pgd-x \

--architecture PGD-X \

--edb-postgres-extended 15 \

--platform aws --instance-type t3.micro \

--distribution Debian \

--pgd-routing global \

--location-names dc1 dc2 dc3 \

--witness-only-location dc3 \

--data-nodes-per-location 2

helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture PGD-X --help

以下の表では、PGD-Xの必須オプションと追加の重要なオプションについて説明しています。オプション
の詳細については、次のセクションで説明します。

必須オプション
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Options Description

--architecture (-a) `PGD-X`に設定する必要があります
Postgres flavour and ver-
sion (e.g. --postgresql
15)

有効な Postgresのフレーバーとバージョン。 Postgres 14-18をサポートしま
す。

--pgd-routing `global`または `local`のいずれかである必要があります。

追加オプション

Options Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.
--location-names 場所名のスペース区切りのリスト。場所の数は、

指定された名前の数と同じです。
TPA will configure a sin-
gle location with three data
nodes.

--witness-only-
location

ロケーション名は、̀location-names`のメンバーで
ある必要があります。

No witness-only location is
added.

--data-nodes-per-
location

各場所のデータノードの数は、少なくとも 2で
ある必要があります。

Defaults to 3.

--enable-camo 各ロケーションに 2つのデータノードを CAMO
パートナーとして設定します。

CAMO will not be enabled.

--bdr-database レプリケーションに使用されるデータベースの
名前。

Defaults to bdrdb.

--enable-pgd-probes `health/is-ready`などのpgd-プロキシのhttp(s) API
エンドポイントを有効にして、プロキシの状態を
プローブできるようにします。

Disabled by default.

--read-write-port 接続マネージャーが読み取り/書き込み接続をリッ
スンするポート。

Left empty in config.yml, al-
lowing default of the postgres
port + 1000

--read-only-port 接続マネージャーが読み取り専用接続をリッス
ンするポート。

Left empty in config.yml, al-
lowing default of the read-
write port + 1

PGD-X構成の詳細

PGD-Xクラスターは、多くの場所、好ましくは奇数で構成され、それぞれが同じ数のデータノード、やは
り好ましくは奇数です。--location-namesを指定しない場合、デフォルトでは、3つのデータノードを
持つ単一の場所を使用します。

クラスターの場所名は--location-names dc1 dc2 …として指定されます。ロケーションは、この定義
がユースケースにとって意味のある方法で、レベルの冗長性を提供する独立したデータセンターを表しま
す。たとえば、AWSリージョン、独自のデータセンター、またはサーバーがホストされている場所を識別
するためのその他の指定。

--data-nodes-per-location N を使用して、各場所のデータノードの数を指定します。最小数は 2で、
デフォルトは 3です。
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ロケーションごとに偶数のデータノードを指定すると、TPAは各ロケーションに追加の監視ノードを自動
的に追加します。これにより、コストを削減しながら、信頼できるコンセンサスを確立する機能が維持さ
れます。監視のハードウェア要件は、データノードと比較して最小限です。

2つのロケーションのみからなるクラスターは、いずれかのロケーションに障害が発生した場合、グロー
バルコンセンサスを確立する能力を完全に失います。3番目の監視専用の場所を追加することをお勧めし
ます。これにはデータノードは含まず、監視ノードのみが含まれ、これもコンセンサスを確実に確立する
ために使用されます。--witness-only-location locを使用して、いずれかの場所を監視者として指定
します。

ユースケースによっては、 --pgd-routing localまたは globalを指定して、Connection Managerが書
き込みリーダーに接続をルーティングする方法を構成する必要があります。ローカルルーティングは、す
べての接続マネージャーを独自の場所内の書き込みリーダーにルートさせますジオシャーディングアプリ
ケーションに適しています。グローバルルーティングは、すべての接続マネージャーを、すべての場所で
使用可能なすべてのデータノードの中から選択される単一の書き込みリーダーにルートします。

オプションで--bdr-database dbnameを指定して、BDRが有効になったデータベースの名前を設定でき
ますデフォルト bdrdb。

オプションで--enable-camoを指定して、各リージョンの 2つのデータノードを CAMOパートナーとし
て設定できます。

オプションで--enable-pgd-probes [{http, https}]を指定して、プロキシの状態を簡単にプローブで
きる http APIエンドポイントを有効にすることができます。

クラスター構成で説明されるオプションを指定することもできます。
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4.1 aws
TPAは、AWS EC2での運用クラスターのプロビジョニングを完全にサポートしています。

4.1.1 APIアクセス設定
AWS APIを使用するには、次のことを行う必要があります。

• Obtain an access keypair

• Add it to your configuration

例

cat > ~/.aws/credentials

[default]

aws_access_key_id = AKIAIOSFODNN7EXAMPLE

aws_secret_access_key = wJalrXUtnFEMI/K7MDENG/bPxRfiCYEXAMPLEKEY

tpaexecがそれを使用して ec2リソースをプロビジョニングできるように、IAMユーザーは少なくとも次の
権限セットを持っている必要があります。

ec2:AssociateRouteTable

ec2:AttachInternetGateway

ec2:AuthorizeSecurityGroupIngress

ec2:CreateInternetGateway

ec2:CreateRoute

ec2:CreateRouteTable

ec2:CreateSecurityGroup

ec2:CreateSubnet

ec2:CreateTags

ec2:CreateVpc

ec2:DeleteKeyPair

ec2:DeleteRouteTable

ec2:DeleteSecurityGroup

ec2:DeleteSubnet

ec2:DeleteVpc

ec2:DescribeImages

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

ec2:DescribeInstanceStatus

ec2:DescribeInstances

ec2:DescribeInternetGateways

ec2:DescribeKeyPairs

ec2:DescribeRouteTables

ec2:DescribeSecurityGroups

ec2:DescribeSubnets

ec2:DescribeTags

ec2:DescribeVolumes

ec2:DescribeVpcAttribute

ec2:DescribeVpcClassicLink

ec2:DescribeVpcClassicLinkDnsSupport

ec2:DescribeVpcs

ec2:DisassociateRouteTable

ec2:ImportKeyPair

ec2:ModifyVpcAttribute

ec2:RevokeSecurityGroupIngress

ec2:RunInstances

ec2:TerminateInstances

iam:AddRoleToInstanceProfile

iam:CreateInstanceProfile

iam:CreateRole

iam:DeleteInstanceProfile

iam:DeleteRole

iam:DeleteRolePolicy

iam:GetInstanceProfile

iam:GetRole

iam:GetRolePolicy

iam:ListAttachedRolePolicies

iam:ListGroups

iam:ListInstanceProfiles

iam:ListInstanceProfilesForRole

iam:ListRolePolicies

iam:ListRoles

iam:ListUsers

iam:PassRole

iam:PutRolePolicy

iam:RemoveRoleFromInstanceProfile

kms:CreateGrant

kms:GenerateDataKeyWithoutPlaintext

s3:CreateBucket

s3:GetBucketVersioning

s3:GetObject

s3:GetObjectTagging

s3:ListAllMyBuckets
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

s3:ListBucket

s3:ListBucketVersions

s3:PutBucketOwnershipControls

s3:PutObject

s3:PutObjectAcl

4.1.2 はじめに
サービスは物理的に regions and availability zonesに分割されます。アベイラビリティーゾーンは、リージョ
ンコードに続いて 1文字の eu-west-1aなどで表されますが、その名前は、異なる AWSアカウントの異な
る場所を参照する場合があり、アカウント間の解釈を調整する方法はありません。

AWSリージョンは互いに完全に分離され、リソースを共有しません。リージョン内のアベイラビリティー
ゾーンは物理的に分離され、論理的にほとんど分離されていますが、低遅延リンクで接続され、特定のネッ
トワークリソースを共有できます。

ネットワーキング

AWSのすべてのネットワーク構成は、 Virtual Private Cloudのコンテキストで発生します

リージョン内で。 VPC内で、 subnetsを作成できます

インターネットゲートウェイ、ルーティングテーブルなどとともに、特定のアベイラビリティーゾーンに
関連付けられています。

Security Groupsは、いくつでも作成できます

インスタンスに許可されるインバウンドおよびアウトバウンドトラフィックのルール、プロトコル、宛先
ポートレンジ、およびソースまたは宛先 IPアドレスレンジの観点から。

インスタンス

AWS EC2は、さまざまな instance typesを提供します

異なる価格/パフォーマンスポイントで異なるハードウェア構成を使用します。特定のアベイラビリティー
ゾーンのサブネット内に、EC2 instancesを作成できます。

AMIと呼ばれるディストリビューションイメージに基づいて、1つ以上の EBS volumesをアタッチします

インスタンスに永続ストレージを提供します。SSH public keyを登録することにより、インスタンスに SSH
接続できます。

インスタンスには、サブネット内のプライベート IPアドレスが常に割り当てられます。サブネット構成に
よっては、ephemeral public IP addressが割り当てられる場合があります。

これは、インスタンスがシャットダウンすると失われ、再起動されたときに別のエフェメラル IPが割り当
てられます。代わりに、Elastic IPと呼ばれる静的リージョン固有のルーティング可能 IPアドレスを割り
当てることができます。

任意のインスタンスに。
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外部からインスタンスに到達できるようにするには、ルーティング可能な IPアドレスを持つだけでなく、
VPCのネットワーク構成インターネットゲートウェイ、ルーティングテーブル、セキュリティグループも
アクセスを許可するように調整する必要があります。

4.1.3 構成
ここでは、 tpaexec configureを介して指定できる、または config.ymlで直接定義できる AWS固有の設
定の簡単な説明を示します。

リージョン

--regionまたは--regionsで使用するクラスターの 1つ以上のリージョンを指定できます。TPAは、そ
れぞれに関連する必要な vpcエントリを生成し、可能な場合は異なるアベイラビリティーゾーンを使用し
てロケーションをこれらのリージョンに均等に分散します。

regionsは locationsとは異なり、各ロケーションはリージョンおよびこのリージョン内のアベイラビリ
ティーゾーンに属します。regionsは AWS固有のオブジェクト、locationsはクラスターオブジェクト
です。

注複数のリージョンを指定する場合、ネットワーク構成を手動で編集する必要があります。

• ec2_vpc エントリに AWS vpcピアリングを使用できるように、オーバーラップしない cidrネット
ワークが必要です。デフォルトでは、TPAはすべての cidrを 10.33.0.0/16に設定します。詳細に
ついては、 VPC必須を参照してください。

• 各 locationは、それらが属している ec2_vpc cidrと一致する subnetで更新する必要があります。
詳細については、サブネットオプショナルを参照してください。

• TPAは cluster_rulesの下で基本的なルールを使用してセキュリティグループを作成します。これ
らは、各 subnet cidrの ec2_vpc cidrと一致するように更新する必要があります。詳細については、
セキュリティグループオプショナルを参照してください。

• tpaexec deployの前にVPCピアリングを手動で設定する必要があります。tpaexec configureを
実行し、config.ymlで vpc-idを使用する前に、VPCと必要な VPCピアリングを作成することをお
勧めします。詳細については、VPC必須を参照してください。

VPC必須

使用する VPCを指定する必要があります。

ec2_vpc:

Name: Test

cidr: 10.33.0.0/16

これはデフォルト構成であり、指定された CIDRで Testという名前の VPCが存在しない場合は作成し、そ
れ以外の場合は既存の VPCを使用します。

VPCを作成するには、名前と cidrの両方を指定する必要があります。VPC名のみを指定した場合、一致す
る VPCが存在しない場合、TPAは失敗します。
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TPAがVPCを作成すると、tpaexec deprovisionはそれを削除しようとしますが、既存のVPCはそのま
まにしておきます。AWSにはアカウントごとの VPC数に 1桁のデフォルト制限があるため、新しい VPC
を作成する前によく考えてください。

より詳細なマッチングが必要な場合、またはさまざまなリージョンでさまざまな VPCを指定する場合、展
開されたフォームを使用できます。

ec2_vpc:

eu-west-1:

Name: Test

cidr: 172.16.0.0/16

us-east-1:

filters:

vpc-id: vpc-nnn

us-east-2:

Name: Example

filters:

[filter expressions]

AMI必須

使用する AMIを指定する必要があります。

ec2_ami:

Name: xxx

Owner: self

より正確なマッチングのためにフィルタ仕様を追加できます。

ec2_ami:

Name: xxx

Owner: self

filters:

architecture: x86_64

[more key/value filters]

デフォルトでは、tpaexec configureは--distribution引数に基づいて、適切な ec2_amiを選択します。

サブネットオプショナル

すべてのインスタンスは、そのサブネットを CIDR形式で、または subnet-xxx IDとして指定する必要があ
ります。オプションで、作成する各サブネットの名前とアベイラビリティーゾーンを指定できます。

ec2_vpc_subnets:

us-east-1:

192.0.2.0/27:

az: us-east-1b

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

Name: example1

192.0.2.100/27:

az: us-east-1b

Name: example2

セキュリティグループオプショナル

デフォルトでは、クラスターのセキュリティグループを作成します。1つ以上の既存のセキュリティグルー
プを使用するには、次のように設定します。

ec2_groups:

us-east-1:

group-name:

- foo

デフォルトのセキュリティグループのルールをカスタマイズする場合は、cluster_rulesを設定します。

cluster_rules:

- cidr_ip: 0.0.0.0/0

from_port: 22

proto: tcp

to_port: 22

- cidr_ip: 192.0.2.0/27

from_port: 0

proto: tcp

to_port: 65535

- cidr_ip: 192.0.2.100/27

from_port: 0

proto: tcp

to_port: 65535

この例では、任意のアドレスからの sshポート 22、および特定の IPレンジからの任意のポートでの TCP接
続を許可します。注 from_portおよび to_portは、ソースと宛先ではなく、ポートの数値範囲を定義します。

カスタムルールを設定するか、既存のセキュリティグループを使用する場合、クラスター内のインスタンス
が必要に応じて相互に通信を許可されていることを確認する必要がありますたとえば、Postgresの TCP/5432
を許可します。
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インターネットゲートウェイオプショナル

デフォルトでは、次を設定しない限り、すべての VPCのインターネットゲートウェイを作成します。

ec2_instance_reachability: private

より詳細な制御のために、次を設定できます。

ec2_vpc_igw:

eu-west-1: yes

eu-central-1: yes

us-east-1: no

SSHキーオプション

# Set this to change the name under which we register our SSH key.

# ec2_key_name: tpa_cluster_name

#

# Set this to use an already-registered key.

# ec2_instance_key: xxx

S3バケットオプション

TPAでは、AWSクラスターをプロビジョニングするために S3バケットへのアクセスが必要です。このバ
ケットは、SSHホストキーなどのファイルを一時的に保存するために使用されますが、他のクラスターデー
タバックアップなどに使用される場合があります。

デフォルトでは、TPAはプロビジョニングするクラスターに edb-tpa-<aws-account-user-id>という名
前の S3バケットを使用します。バケットが存在しない場合、TPAにバケットを作成するかどうかを確認
するメッセージが表示されます。

代わりに既存の S3バケットを使用するには、次のように設定します

cluster_bucket: name-of-bucket

確認プロンプトを表示せずにデフォルトのバケット名を受け入れるように cluster_bucket: autoを設
定することもできます。

クラスターのプロビジョニングを解除するときに、TPAは S3バケットを削除しません。バケットを自分
で削除するには、次を実行します。

aws s3 rb s3://<bucket> --force

インスタンスのプロビジョニングに使用している IAMユーザーには、このバケットへの読み取りおよび
書き込みアクセスが必要です。プロビジョニング中に、tpaexecは、インスタンスプロファイルを介して
cluster_bucketへの読み取り専用アクセスをインスタンスに提供します。
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Elastic IPアドレス

Elastic IPアドレスを使用するには、config.ymlで assign_elastic_ipを trueに設定します。クラスター
内のすべてのインスタンスに影響を与えるように instance_defaultsで、または必要に応じて別のイン
スタンスに個別に。デフォルトでは、これにより、新しい Elastic IPアドレスが割り当てられ、新しいイン
スタンスに割り当てられます。割り当て済みだがまだ割り当てられていない Elastic IPアドレスを使用する
には、 elastic_ip: 34.252.55.252を使用して、割り当てられたアドレスに置き換えます。

インスタンスプロファイルオプショナル

# Set this to change the name of the instance profile role we create.

# cluster_profile: cluster_name_profile

#

# Set this to use an existing instance profile (which must have all the

# required permissions assigned to it).

# instance_profile_name: xxx

4.2 bare(-metal servers)
config.ymlに platform: bareを設定します

このプラットフォームは、ベアメタルサーバーやクラウドプラットフォーム AWSを含む既にプロビジョ
ニングされたサーバーを含む、SSHを介してアクセス可能なサーバーをサポートすることを目的としてい
ます。

各ターゲットサーバーの IPアドレスとユーザー名を定義する必要があります。

instances:

- node: 1

Name: igor

platform: bare

public_ip: 192.0.2.1

private_ip: 192.0.2.222

vars:

ansible_user: xyzzy

次のことを確認する必要があります

1. TPAは ansible_userとしてインスタンスに sshできます

2. ansible_userには、インスタンスで sudoアクセスがあります
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4.2.1 SSHアクセス
上記の例では、TPAは xyzzy@192.0.2.1に ssh接続してインスタンスにアクセスします。

デフォルトでは、TPAは ssh-keygenを実行して、クラスターディレクトリに新しい SSHキーペアを生成
します。プライベートキーの名前は id_cluster_nameであり、公開キーは id_cluster_name.pubに保存
されます。

インスタンスが受け入れる別のキーを使用するように ssh_key_file: /path/to/id_keynameを設定す
るか、生成されたキーからのアクセスを許可するようにインスタンスを構成する必要がありますたとえば、
id_cluster_name.pubのコンテンツを~xyzzy/.ssh/authorized_keysに追加する ssh-copy-idを使用
します。

また、sshがインスタンスのホストキーを検証できることを確認する必要があります。クラスターディレ
クトリの known_hostsファイルにエントリを追加するか、TPA生成ホストキーをクラスターディレクト
リの hostkeys/ssh_host_ *_key*からインスタンスの/etc/sshにインストールできます。生成された
tpa_known_hostsファイルには、これらのキーのエントリが含まれています。

たとえば、生成されたユーザーキーを使用して ssh接続しますが、既存のホストキーを保持するには、次
のことができます。

cd ~/clusters/speedy

ssh-copy-id -i id_speedy xyzzy@192.0.2.1

ssh-keyscan -H 192.0.2.1 >> tpa_known_hosts

tpaexec ping ~/clusters/speedyを実行して、動作しているかどうかを確認します。まだない場合は、
コマンドに-vvvを追加して、完全な sshコマンドラインを確認します。（注 Ansibleは sshを呼び出して、
インスタンスで bash -c 'python3 && sleep 0'のようなコマンドを実行します。デバッグ中に sshコ
マンドを手動で実行する場合、これを'id'などの出力を生成して終了するコマンドに置き換えます。）

詳細については

• ssh_key_file

• Managing SSH host keys

4.2.2 ディストリビューションのサポート
TPA は、ターゲットインスタンスで実行されているディストリビューションを検出しようとしますが、
サポートされていない場合は失敗します。TPAは現在 Debian 10/11/12;または buster/bulseye/bookworm、
Ubuntu 16.04/18.04/20.04/22.04;または xenial/bionic/focal/jammy)、および RHEL/CentOS/Rocky/AlmaLinux
7. x/8.x)bareインスタンスで。

4.2.3 IPアドレス
任意のインスタンスに public_ip、private_ip、またはその両方を指定できます。

TPAは、これらの IPアドレスを 2つの方法で使用します。1つ目は、インスタンスに sshして、展開中に
コマンドを実行します。次に、クラスター内の通信を設定するためなど、/etc/hostsまたは Postgresの
primary_conninfoを設定します。
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public_ipを指定すると、デプロイ中にインスタンスに ssh接続するために使用されます。private_ipを
指定すると、クラスター内の通信を設定するために使用されます。両方を指定した場合、public_ipは展
開中に使用され、 private_ipはクラスター通信に使用されます。

いずれかのみを指定した場合、アドレスは両方の目的に使用されます。たとえば、別のネットワーク上の
サーバーに public_ipのみを設定したり、閉じたネットワーク内でTPAを実行している場合は private_ip

のみを設定したりできます。(パブリック/プライベートを使用する代わりに、1つの IPアドレスのみを指
定する必要がある場合は、ip_addressを設定できます。)

4.2.4 新しく始める
bareプラットフォームのクラスターで新しくスタートするには、適切な外部ツールを使用してサーバーを
再インストール、再イメージ、または再プロビジョニングし、このドキュメントで説明しているプロセスを
繰り返します。新しいサーバーの IPアドレスが異なる場合、または複雑な sshセットアップがある場合は、
tpaexec deprovisionを実行してローカルに作成されたすべてのファイルを削除してから tpaexec provision

それらを再作成し、上記と同様にこのドキュメントのプロセスを繰り返します。

4.3 Docker
TPAは Dockerコンテナを作成し、それらにクラスターを展開できます。現時点では、通常の VMである
かのように systemdおよびその他のサービスを実行するようにコンテナをセットアップします。

Dockerコンテナへの展開は、さまざまなクラスター構成をテストする簡単な方法です。実稼働使用を目的
としたものではありません。

4.3.1 概要
構成時にプラットフォームを選択するだけです。

tpaexec configure clustername --platform docker […]

tpaexec provision clustername

tpaexec deploy clustername

4.3.2 オペレーティングシステムの選択
標準の--os Debian/Ubuntu/RedHat/SLES configureオプションを使用して、コンテナに使用するディス
トリビューションを選択します。TPAは、このディストリビューション用に独自の systemd対応イメージ
をビルドします。これらのイメージには、tpa/redhat:8など、tpa/接頭辞が付いた名前が付けられます。

代わりに--os-image some/image:name を使用して、既存の systemd 対応イメージを指定します。例、
centos/systemd

イメージ CentOS 7ベースは、この方法で使用できます。
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4.3.3 Dockerのインストール
最新の安定した Docker-CEパッケージを使用して TPAをテストします。

このドキュメントでは、動作する Dockerインストールがあり、イメージのプルやコンテナの作成などの基
本的な操作に精通していることを前提としています。

install Dockerおよび get startedのヘルプが必要な場合は、Docker documentationを参照してください。

MacOS Xでは、次のことができます install "Docker Desktop forMac"

そして、アプリケーションメニューから Dockerを起動します。

Cgroup

すべての Distribution support は、cgroupsバージョン 2のサポートを提供します。古いオペレーティング
システムを使用している場合を除き、Dockerに展開するときは、ホストマシンで常に cgroupsバージョン
2を使用する必要があります。

!!!重要

古いシステムを使用する手順は、純粋にテストまたはこれらのプラットフォームからの移行をサポートす
るために提供されています。

Debianファミリーの Linuxディストリビューションの場合

echo GRUB_CMDLINE_LINUX=systemd.unified_cgroup_hierarchy=false > \

/etc/default/grub.d/cgroup.cfg

update-grub

reboot

RedHatファミリーの Linuxディストリビューションの場合

grubby --args=systemd.unified_cgroup_hierarchy=false --update-kernel=ALL

reboot

MacOSの場合

1. ~/ ライブラリー/Group\ Containers/group.com.docker/settings.json を編集し、次の置き換えを行いま
す"deprecatedCgroupv1": false→ "deprecatedCgroupv1": true

2. Dockerデスクトップアプリを再起動します

アクセス許可

TPAは、それを実行しているユーザーが Dockerデーモンへのアクセス権限を持っていることを想定してい
ます通常は、/var/run/docker.sockを所有する dockerグループのメンバーであること。次のようなコ
マンドを実行して、アクセスがあるかどうかを確認します。

docker version --format {{.Server.Version}}
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19. 03.12

. 警告

ユーザーに Dockerデーモンと対話できる機能を付与すると、Dockerホストでの rootを簡単に取得でき
ます。信頼できるユーザーのみが Dockerデーモンにアクセスできる必要があります。

特権コンテナ

デフォルトでは、TPAは Linux機能フラグを追加せずに、非特権モードで Dockerコンテナをプロビジョニ
ングします。このようなコンテナは、ホストファイアウォールルール、ファイルシステム、ブロックデバ
イス、またはホストで真の root権限を必要とするその他のほとんどのタスクを管理できません。

コンテナを特権モードで実行する必要がある場合は、それを必要とするインスタンスまたは
instance_defaultsでグローバルに privilegedブール変数を設定します。例

instance_defaults:

privileged: true

. 警告

特権モードでコンテナを実行すると、 rootユーザーまたは rootを取得できるプロセスは、カーネルモ
ジュールのロード、ホストファイアウォールルールの変更、コンテナ名前空間のエスケープ、または実
際のホスト「root」ユーザーと同じように動作できます。本当に必要な場合を除き、特権モードでコン
テナを実行しないでください。

security_optsおよび no-new-privilegesフラグ

tpaexecは、プロセスが特権を増加できない制限モードで Dockerコンテナを起動できます。setuidバイナリ
は制限されているなど。 instance_defaultsまたはコンテナごとの変数 docker_security_optsを使用
して tpaexecでこれを有効にします。

instance_defaults:

docker_security_opts:

- no-new-privileges

docker runの--security-optsへの他の引数も受け入れられます。SELinuxのユーザーとロール。

Linux機能フラグ

tpaexecは、 docker_cap_addリスト変数を使用して Linux機能フラグを Dockerの制御を公開します。こ
のリスト変数は、コンテナごとまたは instance_defaultsで設定できます。機能フラグの詳細について
は、 man capabilities、docker runドキュメント、および Ansible docker_containersモジュールの
ドキュメントを参照してください。
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Dockerの--cap-dropは、 docker_cap_dropリストを介してサポートされています。

たとえば、コンテナを非特権として実行しながら、システムクロックを変更する機能を付与するには、次
のように書くことができます。

instance_defaults:

privileged: false

docker_cap_add:

- sys_time

docker_cap_drop:

- all

Dockerストレージ構成

多くのホスト上のデフォルトの Docker構成は lvm-loopブロックストレージを使用し、運用展開には適し
ていません。 docker infoを実行して、使用しているストレージドライバーを確認します。ループバック
スキームを使用している場合、次のようなものが表示されます。

Storage Driver: devicemapper

…
Data file: /dev/loop0

ストレージ構成の詳細については、Dockerドキュメントを参照してください。

• Storage Drivers

• Configuring lvm-direct for production

Docker MTU設定

デフォルトでは、Dockerネットワークの最大転送ユニットMTUは 1500バイトです。これがホストシステ
ムのネットワークインターフェイスのMTUより大きい場合、そのインターフェイスを介して Dockerコン
テナに接続をルーティングする際に問題が発生する可能性があります。ipconfig | grep mtu、ip |grep

mtuなどのコマンドを使用して、ネットワークインターフェイスのMTUを確認できます。以下に示すよ
うに、config.ymlのネットワークに適切なドライバーオプションを追加することにより、TPAによって
プロビジョニングされた DockerネットワークのMTUを変更できます。

docker_networks:

- ipam_config:

- subnet: 10.33.214.192/28

name: tpa-docker

driver_options:

com.docker.network.driver.mtu: 1400

. 警告
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MTUは、Dockerネットワークが最初にプロビジョニングされるときにのみ設定できます。 config.yml
の後続の変更は効果ありません。

4.3.4 Dockerコンテナ管理
クラスター内のすべての Dockerコンテナは、start-containersおよび stop-containersコマンドを使
用して、一緒に起動および停止できます。

tpaexec start-containers clustername

tpaexec stop-containers clustername

これらのコマンドは、コンテナをプロビジョニングまたはプロビジョニング解除し、さらにはコンテナに
接続しません。これらは、将来の使用に備えて維持する必要がある Dockerクラスターを一時的に使用しな
い場合に、リソースを節約することを目的としています。

クラスター内にプロビジョニングされた Dockerコンテナの概要を表示するには、起動または停止にかかわ
らず、list-containersコマンドを使用します。

tpaexec list-containers clustername
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5.1 Cluster configuration
TPAでは、クラスターの構成を変更する方法は、config.ymlを編集し、プロビジョニング/展開/テストサイ
クルを実行することです。このプロセスは、べき等であるように、構成の変更またはインスタンスの変更
に応じてのみ変更を行うように注意深く設計されています。

クラスター構成コマンドは、賢明な config.ymlファイルを生成しますが、最も一般的なトポロジと構成オ
プションのみをカバーしています。デフォルト以外のものが必要な場合、またはクラスターをプロビジョ
ニングした後に変更を行う必要がある場合は、とにかく config.ymlを編集する必要があります。

このページは、使用可能な構成メカニズムの概要を示しています。特定の Instance configurationの詳細を
含む別のページがあります。

5.1.1 config.yml

config.ymlファイルは、目的のクラスター構成のすべての側面を表す YAML formatテキストファイルで
す。次に、2つのインスタンスを持つクラスターの最小限の例を示します。

cluster_name: speedy

cluster_vars:

postgres_version: 14

instances:

- node: 1

Name: one

role: primary

platform: docker

vars:

ansible_user: root

x: 42

- node: 2

Name: two

role: replica

platform: docker

upstream: one

(次のページに続く)
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vars:

ansible_user: root

x: 53

これら 3つの定義は、クラスター構成の中心となります。ファイルには、他の多くの定義プラットフォーム
固有の詳細を含む場合がありますが、1つのインスタンスまたはクラスター全体に設定された instances

と varsのリストは、すべての TPA構成の基本ビルディングブロックです。

すべてクラスター構成

オプションは、何らかの方法で config.yml 変数に変換されます。1 つのオプションは複数の変数に影
響を与える場合がありますたとえば、--bdr-version は postgres_version 、edb_repositories 、
extra_postgres_extensions などを設定できますが、コマンドを実行してできることはエディターで
いつでも実行できます。

YAML構文の観点では、config.yml全体が cluster_varsや instancesなどのキーを含むハッシュを表し
ます。各キーが 1度だけ定義されていることを確認する必要があります。誤って cluster_varsを繰り返
した場合、2番目の定義が前者を完全にオーバーライドし、次の展開はシャドウされた変数が欠落してい
るために意図しない変更を行う可能性があります。

TPAは、クラスタートポロジ全体の一貫性をチェックしますたとえば、ロール「レプリカ」でインスタン
スを宣言する場合、その上流インスタンスの名前も宣言し、そのインスタンスが存在する必要があります。
ただし、それは妨げるものではありませんインスタンスに好きな変数を設定します。十分な注意を払い、
変更を運用環境にロールアウトする前にテスト環境で変更を試す必要があります。

5.1.2 変数
Ansibleの用語では、ほとんどの構成設定は「インベントリー変数」です。TPAは、プロビジョニング中
にインベントリーで cluster_varsを group_varsクラスター全体に適用し、各インスタンスの varsを
host_varsに変換し、デプロイメントはインベントリー値を使用します。config.ymlを変更した後、̀ `tpaexec
deploy``の前に tpaexec provisionを実行することを忘れないでください。

クラスター全体、個々のホスト、またはその両方に変数を設定できます。ホスト変数はグループ変数をオー
バーライドします。実際には、cluster_varsで x: 42を設定することは、すべてのホストの varsで設
定することと同じです。デプロイメント中に xを必要とするホストには、いずれの場合も値 42が表示され
ます。ホストは常に最も具体的な値を参照するため、グループにいくつかのデフォルト値を設定し、必要
に応じて特定のインスタンスにオーバーライドすると便利です。

可能な限り、 cluster_varsで変数を定義し、特定のインスタンスでそれらをオーバーライドすると、確
認と変更が簡単な簡潔な構成が得られます。繰り返しが少なくなります。それを超えて、特定の設定がグ
ループ変数またはホスト変数としてより意味があるかどうかは、あなたが決定する必要があります。

5.1.3 クラスター変数
cluster_varsの下のキーは、有効な YAMLタイプにマップでき、Ansibleインベントリのグループ変数
に直接変換されます。
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cluster_vars:

postgres_version: 14

edb_repositories:

- enterprise

- postgres_distributed

postgres_conf_settings:

bdr.trace_replay: true

. 警告

テンプレートで使用される変数は、 config.ymlのトップレベル cluster_name変数と同じレベルで定義す
る必要があります

以下の例を参照してください。

この場合、tpaexec provision は 3 つの変数文字列、リスト、およびハッシュを group_vars/

tag_Cluster_name/01-cluster_name.ymlのインベントリに書き込みます。

5.1.4 インスタンス変数
このドキュメントでは、config.ymlの特定のインスタンスに対して定義された変数を参照するために「イ
ンスタンス変数」という用語を使用しています。例、これは一般的なインスタンス定義です。

instances:

- Name: unwind

node: 1

backup: unkempt

location: a

role:

- primary

- bdr

volumes:

- device_name: root

encrypted: true

volume_size: 16

volume_type: gp2

- device_name: /dev/xvdf

encrypted: true

vars:

volume_for: postgres_data

volume_size: 64

volume_type: gp2

platform: aws

type: t3.micro

(次のページに続く)
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vars:

ansible_user: ec2-user

postgres_conf_directory: /opt/postgres/conf

このインスタンスの varsで定義された変数はすべてインベントリーのホスト変数になりますが、インベン
トリー内のすべてのホスト変数は varsのみから取得されるわけではありません。 platform、location

、volumes、roleなどの他の一部のインスタンス設定もホスト変数としてインベントリにコピーされます
が、代わりに varsまたは cluster_varsでこれらの設定を定義することはできません。

varsの外部の設定は、インスタンスのプロパティたとえば Nameおよび nodeまたはクラスターのトポロ
ジ内のその場所たとえば role、backupまたはそれらはプラットフォーム固有の属性たとえばインスタン
ス typeおよび volumesなどを記述する場合があります。。 varsでは定義できないことを除き、これら
のインスタンスの「設定」とインスタンス「変数」を区別する必要があることはほとんどありません。

この場合、tpaexec provisionは多くのホスト変数を host_vars/unwind/01-instance_vars.ymlのイ
ンベントリに書き込みます。

5.1.5 instance_defaults

これは、config.ymlの繰り返しをさらに削減するメカニズムです。cluster_varsとして定義できないイン
スタンス設定に最も役立ちます。例、次のように書くことができます。

instance_defaults:

platform: aws

type: t3.micro

tags:

AWS_ENVIRONMENT_SPECIFIC_TAG_KEY: some_mandated_value

instances:

- node: 1

Name: one

- node: 2

Name: two

- …

instance_defaultsの下で指定したものは、 instancesのすべてのエントリーのデフォルトとして機能
します。この例では、各インスタンスの platformおよび typeのスペルアウトを保存し、すべてのインス
タンスを別のタイプに変更するのが簡単になります。インスタンスが別の値を指定している場合、もちろ
んデフォルトより優先されます。

instance_defaultsは、instancesを定義する際に使用するマクロ機能であると考えると役立つでしょう。
最終的にインベントリに書き込まれるものは、instancesの展開された定義のみから来ます。 cluster_vars

または instance_defaultsに何かを入れるかどうかを決定しようとしている場合、それはおそらく前者
に属します変数たとえば、platform または type などとして定義できません。これは、多くのプラット
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フォーム固有のプロパティに当てはまります AWSリソースタグなど)は、プロビジョニングでのみ使用さ
れ、展開中は使用されません。

instance_defaultsメカニズムは、インスタンスの varsを埋めるために使用することを妨げるものでは
ありません。デフォルトのハッシュ値は、instancesエントリーで指定されたハッシュとマージされます。
ただし、cluster_varsで同じデフォルトを設定し、必要に応じてインスタンスにオーバーライドするより
もこれを行うことに特に利点はありません。よくわからない場合は、cluster_varsを使用してください。

5.1.6 ロケーション
config.ymlで locationsのリストを指定することもできます。

locations:

- Name: first

az: eu-west-1a

region: eu-west-1

subnet: 10.33.110.128/28

- Name: second

az: us-east-1b

region: us-east-1

subnet: 10.33.75.0/24

instances:

- node: 1

Name: one

location: first

…

インスタンスが location: firstまたは location: 0を指定する場合、その場所の設定はそのインス
タンスのデフォルトとして機能します。ここでも、instance_defaultsと同様に、インスタンスはその場
所から継承するデフォルトをオーバーライドできます。また、この機能を使用して、インスタンスの vars

を入力できます。これは、インスタンスの半分にのみ適用されるデフォルトと、残りの半分に異なる値が
ある場合に役立ちます。上記の例のプラットフォーム固有の設定の場合。

ロケーションは、インスタンスが「オプトイン」できる設定のコレクションを表します。それらを使用し
て、さまざまなデータセンター、AWSリージョン、Dockerホスト、または完全に他のものを表すことがで
きます。TPAは、特定の解釈を想定または強制しません。

5.2 Instance configuration
このページでは、クラスターインスタンスでの展開プロセスをカスタマイズするために TPAが提供するさ
まざまな制御の概要を、より詳細なドキュメントへのリンクとともに紹介します。
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デプロイメントの詳細に入る前に、クラスター構成を読んで、config.ymlのクラスター変数、インスタン
ス変数、およびその他のメカニズムがどのように連携して、簡潔でレビューが簡単な構成を書くことがで
きるようにする方法を理解すると役立ちます。

5.2.1 システムレベルの構成
TPAが最初に行うことは、Pythonがブートストラップされ、Ansibleモジュールディストリビューション固
有のプロセスを実行する準備ができていることを確認することです。次に、以下の Postgresのフレーバー
とバージョンに進む前に、さまざまなシステムレベルの構成タスクを完了します。

• Distribution support

• TPA Python環境のセットアップ preferred_python_version

• Environment variables例 https_proxy

パッケージリポジトリ

展開前を使用できます

パッケージリポジトリが構成される前にタスクを実行します。

• Configuring YUM repositories

RHEL、Rocky、および AlmaLinuxの場合

• Configuring APT repositories

Debianおよび Ubuntuの場合

• Configuring EDB Repos 2.0 repositories

任意のシステムで

• Creating and using a local repository

パッケージをターゲットインスタンスにシップするため

ポストリポジトリを使用できます

パッケージリポジトリが構成された後にタスクを実行するにはたとえば、パッケージをインストールする
前にリポジトリ構成の問題を修正します。

パッケージのインストール

リポジトリが構成されると、パッケージは展開のさまざまな段階でインストールされます。システムパッ
ケージのバッチから始めます。

• Installing packages

例、 acl、openssl、sysstat

Postgresおよびその他のコンポーネント Barman、repmgr、pgbouncerなどは、クラスター構成に応じて個
別にインストールされます。これらは、以下の独自のセクションに文書化されています。
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その他のシステムレベルのタスク

• Filesystem configuration RAID、LUKSセットアップを含む

• Uploading artifactsファイル、ディレクトリ、tarアーカイブ

• Setting sysctl values

• Configuring /etc/hosts

• Managing SSH host keys

• Locale

デプロイメントを完全にスキップする

TPAがインスタンスの展開プロセスの一部を実行しないようにするには、つまり、TPAにインスタンスを
プロビジョニングして、そのままにしておく場合、インスタンスの provision_only設定を config.yml

で trueに設定します。この設定により、TPAは、 tpaexec deployが認識するインベントリからインス
タンスを完全に省略します。

5.2.2 Postgres

Postgres構成は、repmgrや pgbouncerなどの他のコンポーネントのセットアップと連携する拡張プロセス
です。それは Postgres自分自身をインストールすることから始まります。

バージョンの選択

ソフトウェアバージョン を使用して Postgres フレーバーとバージョンを選択するか、config.yml で
postgres_versionを設定して、インストールする Postgresメジャーバージョンを指定します。

作業用クラスターをセットアップするために実際に必要な作業はこれだけです。このページのその他の部
分はすべてオプショナル。必要に応じて、展開のすべての側面を制御できますが、デフォルトは注意深く
調整されて、開始点として合理的なクラスターを提供します。

インストール

デフォルトの postgres_installation_methodでは、アーキテクチャのニーズに応じて、選択した Postgres
のバージョンのパッケージをさまざまな拡張機能とともにインストールします。

• Installing Postgres-related packages

例、 pglogical、 BDRなど

• Postgres source installation

開発およびテスト用

どのインストール方法を選択するかにかかわらず、TPAは最小限の労力で同じクラスター構成を提供でき
ます。
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構成

• The postgres Unix user

• Running initdb

• pg_hba.conf

• pg_ident.conf

• postgresql.conf

postgres-configを使用できます

Postgres構成ファイルがインストールされた後にタスクを実行するには追加の構成ファイルをインストー
ルします。

Postgresの構成が配置されると、TPAは、アーキテクチャの詳細に従って、Barman、repmgr、pgbouncer、
haproxyなどの他のコンポーネントのインストールと構成を開始します。

5.2.3 その他のコンポーネント
• barman-pre-config

• Repmgrリダイレクト pgbouncer

• etcd

• Patroni cluster management commands

• Configuring haproxy

• Configuring HARP

• Configuring EFM

サービスの構成と開始

TPAは、各サービスの systemdサービスユニットファイルをインストールします。Postgresのサービスの
名前は postgres.serviceで、systemctl start postgresで開始または停止できます。

最初の展開では、Postgresサービスが開始されます。 tpaexec deployを再度実行している場合、行った
構成変更によっては、サービスがリロードまたは再起動される場合があります。もちろん、サービスが既
に実行されており、変更がない場合は、放置されます。

いずれの場合も、この手順の最後に Postgresは実行されます。

5.2.4 Postgresを起動した後
• Creating Postgres users

• Creating Postgres tablespaces

• Creating Postgres databases

• pglogical
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• Configuring .pgpass

postgres-config-finalを使用できます

起動後の Postgres構成が完了した後にタスクを実行するため SQLクエリを実行してオブジェクトを作成ま
たはデータをロードするためなど。

• EDB Postgres Distributed configuration

展開後を使用できます

展開プロセスが完了した後にタスクを実行します。

5.3 Building from source

. 警告

このオプションは、開発者および上級ユーザーを対象としています。 EDBによって構築およびテスト
されたソフトウェアのみが EDBによってサポートされています。 Self-Managed Supported Open Source
Softwareを参照してください。

特定のコンポーネントのパッケージインストールを他のコンポーネントのソースビルドと組み合わせるこ
ともできます。たとえば、パッケージから Postgresをインストールし、ソースから pglogicalと PGDをコ
ンパイルできますが、パッケージの依存関係により、ソースから pglogicalをインストールし、パッケージ
から PGDをインストールできません。

ソースビルドは、開発、テスト、およびサポート操作で使用することを目的としています。

5.3.1 クイックスタート
2ndQPostgres、pglogical3、および bdrはすべて安定したブランチからビルドされたものを使用してクラス
ターをスピンアップします。

tpaexec configure ~/clusters/speedy -a BDR-Always-ON \

--layout bronze \

--harp-consensus-protocol etcd \

--install-from-source \

2ndqpostgres:2QREL_13_STABLE_dev \

pglogical3:REL3_7_STABLE \

bdr3:REL3_7_STABLE

上記と同様ですが、公式 gitリポジトリから 2ndQPostgresソースコードをビルドし、指定されたローカル
ワークツリーを使用して pglogicalおよび BDRをビルドするクラスターをセットアップします。この機能
は Dockerに固有です。

tpaexec configure ~/clusters/speedy \

--architecture BDR-Always-ON --layout bronze \

--harp-consensus-protocol etcd \

(次のページに続く)
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--platform docker \

--install-from-source 2ndqpostgres:2QREL_13_STABLE_dev \

pglogical3 bdr3 \

--local-source-directories \

pglogical3:~/src/pglogical bdr3:~/src/bdr

クラスターを展開した後、後続の実行で tpaexec deploy … --skip-tags build-cleanを使用して、ビ
ルドディレクトリを再利用できます。それ以外の場合、ビルドディレクトリはビルドを開始する前に空に
されます。

カスタムの場所とビルドパラメーターを使用して Postgres、pglogical、BDR、およびその他のコンポーネン
トをビルドする方法の詳細な説明を読んでください。

5.3.2 構成
ソースビルドの構成には 2つの側面があります。

特定のソースの組み合わせを実行するクラスターのみが必要な場合は、tpaexec configureを実行して、
選択したコンポーネントをダウンロード、コンパイル、およびインストールするための合理的なデフォルト
で構成を生成します。上記の例に示すように、Postgresまたは Postgres Extended、pglogical、および BDR
をビルドし、ビルドするブランチ名を指定できます。

基になるメカニズムは、コマンドラインオプションで許可される以上の機能を備えています。config.ymlを
編集することにより、さまざまなソースリポジトリのクローンを作成したり、ビルドの場所を変更したり、
別の configureまたは buildパラメーターを指定したり、buildコマンドを完全に再定義したりできます。し
たがって、Postgres、pglogical、および BDR以外のものをビルドできます。

使用可能なオプションはここに文書化されています。

• Postgres source installation

• ソースからのビルドとインストール

5.3.3 ローカルソースディレクトリ
TPAを使用して、Gitリポジトリからではなくローカルソースディレクトリから Postgresおよび/または拡
張機能をビルドする Dockerコンテナをプロビジョニングできます。

--install-from-sourceを使用して、ビルドするものを宣言しているとします。

tpaexec configure ~/clusters/speedy \

--architecture BDR-Always-ON --layout bronze \

--harp-consensus-protocol etcd \

--platform docker \

--install-from-source 2ndqpostgres:2QREL_13_STABLE_dev \

pglogical3:REL3_7_STABLE bdr3:REL3_7_STABLE \

…
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デフォルトでは、これは Postgres Extended、pglogical3、および bdr3の既知のリポジトリのクローンを作成
し、指定されたブランチをチェックアウトして、ビルドします。ただし、--local-source-directories

を追加して、代わりにホストマシンからソースを直接取得するように指定できます。

tpaexec configure ~/clusters/speedy \

--architecture BDR-Always-ON --layout bronze \

--harp-consensus-protocol etcd \

--platform docker \

--install-from-source 2ndqpostgres:2QREL_13_STABLE_dev \

pglogical3 bdr3 \

--local-source-directories \

pglogical3:~/src/pglogical bdr3:~/src/bdr \

…

この構成でも Postgres Extendedはリポジトリからインストールされますが、ホスト上の指定されたディレ
クトリから pglogical3および bdr3ソースを取得します。これらのディレクトリは、gitリポジトリがクロー
ン作成されるのと同じ場所にある Dockerコンテナに読み取り専用でバインドマウントされ、デフォルトの
ツリー外ビルドが通常のように続行されます。

コンポーネントのローカルソースディレクトリを指定する場合、ビルドするブランチを指定することはで
きません。上記の例の--install-from-sourceの pglogical3:REL3_7_STABLEと pglogical3を参照し
てください。ソースディレクトリはコンテナに読み取り専用でマウントされるため、TPAはそれを変更す
ることはできません。git pullも git checkoutも。ローカルにチェックアウトしたブランチ、コミッ
トされていない変更などを取得します。

--local-source-directoriesを使用すると、config.ymlにDockerボリューム定義のリストが含まれます。

local_source_directories:

- /home/ams/src/pglogical:/opt/postgres/src/pglogical:ro

- /home/ams/src/bdr:/opt/postgres/src/bdr:ro

- ccache-bdr_src_36-20200828200021:/root/.ccache:rw

ccache

TPAは、すべての種類のソースビルドにデフォルトで ccacheをインストールします。ローカルソースディ
レクトリで Dockerクラスターを使用している場合、デフォルトでは、新しい Dockerボリュームがクラス
ターのコンテナに接続され、共有 ccacheディレクトリとして機能します。このボリュームはホストから完
全に分離され、クラスターがプロビジョニング解除されるときに削除されます。

--shared-ccache /path/to/host/ccache configureオプションを使用して、有効期間の長い共有 ccache
ディレクトリを指定します。このディレクトリは、コンテナに r/wバインドマウントされ、そのコンテン
ツはホストとコンテナの間で共有されます。

デザインとして、ホストでコンパイルされたバイナリをコンテナに直接インストールする方法はありません。
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5.3.4 リビルド
ソースからビルドされたコンポーネントを使用してクラスターを展開した後、tpaexec rebuild-sources

コマンドを使用して tpaexec deployを再実行せずに、これらのコンポーネントをすばやくリビルドでき
ます。これにより、コンテナ上の gitリポジトリからビルドされたコンポーネントに対して git pullが実
行され、すべてのコンポーネントがリビルドされます。

5.4 TPA hooks
TPAは、ユーザーの介入なしで完全な機能のクラスターをセットアップでき、カスタムリポジトリとパッ
ケージ、カスタム Postgres構成 pg_hba.confと postgresql.confの両方を含むさまざまな Instance configuration
を既に提供しています。

フックスクリプトを作成して、使用可能な構成設定では満たされない特定のニーズに対応できます。フッ
クを使用すると、展開中に任意の Ansibleタスクを実行できます。

フックは TPAの究極の拡張メカニズムであり、それらを使用してできることに制限はありません。それ
らは注意して使用し、追加のメンテナンス負担が発生することに注意してください。TPA開発者はフック
コードについての洞察がなく、予想される段階でフックを呼び出すことを超えて、リリース間の互換性を
保証できません。

5.4.1 概要
クラスターディレクトリの hooksサブディレクトリの下に特定の名前のファイルを作成すると、TPAは以
下で説明するように、展開プロセスのさまざまな段階でそれらを呼び出します。

mkdir ~/clusters/speedy/hooks

cat > ~/clusters/speedy/hooks/pre-deploy.yml

- --

- debug: msg="hello world!"

フックスクリプトは include_tasksで呼び出されるため、Ansibleタスクのリストを含む YAMLファイル
であることが想定されますプレイのリストを含むプレイブックではありません。以下に特に記載されてい
ない限り、フックは展開内のすべてのホストに対して無条件に実行されます。

5.4.2 汎用フック
展開前

TPAは、Pythonのブートストラップとロケールの構成の後、リポジトリの構成とパッケージのインストー
ルの前に、hooks/pre-deploy.ymlを呼び出します。これは、独自のコードを実行できる最初の段階です。

このフックを使用して、Configuring APT repositoriesまたは Configuring YUM repositoriesでできることを
超えて、カスタムリポジトリー構成をセットアップできます。
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ポストリポジトリ

TPAは、パッケージリポジトリの構成後に hooks/post-repo.ymlを呼び出します。これを使用して、パッ
ケージのインストールを開始する前にリポジトリー構成を修正できます。

pre-initdb

TPAは、Running initdbが存在しない場合、 Running initdbを決定する前に hooks/pre-initdb.ymlを呼
び出します。通常、このフックを使用する必要はありませんが、これを使用して PGDATAを自分自身で作
成すると、TPAは initdbをスキップします。

postgres-config

TPAは、pg_hba.confおよび conf.dのファイルを含む Postgres構成ファイルを生成した後、サーバーが起動
する前に hooks/postgres-config.ymlを呼び出します。

このフックを使用して、たとえば、 conf.dの下に追加の構成ファイルを作成できます。

postgres-config-final

TPA は、Postgres を起動し、ユーザー、データベース、および拡張機能を作成した後、hooks/

postgres-config-final.ymlを呼び出します。このフックを使用して、SQLコマンドを実行できます。
たとえば、カスタム拡張機能の構成を実行したり、データベースオブジェクトを作成したりできます。

barman-pre-config

TPAは、Barmanをインストールして Barmanユーザーを設定した後、Barman構成を生成する前に hooks/

barman-pre-config.ymlを呼び出します。

このフックを使用して、たとえば、Barman証明書ファイルまたはマウントポイントに関連するタスクを実
行できます。

efm-pre-config

TPAは、efmのインストール、構成ディレクトリの作成、および efmユーザーのセットアップの後、efm
構成を生成する前に hooks/efm-pre-config.ymlを呼び出します。

このフックの使用例は、efmヘルパースクリプトをインストールすることです。

efm-post-config

TPAは、efm構成ステップが完了した後、hooks/efm-post-config.ymlを呼び出します。

このフックの使用例は、efm構成プロセスを終了する前に考慮する必要がある追加の手順です。
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harp-config

TPAは、 HARP構成ファイルを生成した後、HARPサービスが開始される前に hooks/harp-config.yml

を呼び出します。

このフックを使用して、たとえば、TPAのビルトインインターフェイスによって提供されない HARPプロ
キシのカスタマイズを実行できます。

このフックは、PGDノードを含む HARPパッケージをインストールするノードで実行されることに注意し
てください。

pgd-proxy-config

TPAは、 PGD PROXY構成ファイルを生成した後、 PGD PROXYサービスが開始される前に、 hooks/

pgd-proxy-config.ymlを呼び出します。

このフックを使用して、TPAのビルトインインターフェイスでは提供されていない PGDプロキシのカス
タマイズを実行できます。

このフックは、PGD PROXYパッケージをインストールするノードで実行されることに注意してください。

展開後

TPAは、展開の最後に hooks/post-deploy.ymlを呼び出します。

この段階の後は、好きなことを続けることができます。

このフックを使用して、TPA展開中に生成または変更された構成ファイルを変更すると、次の tpaexec

deployが変更を上書きするリスクがあります TPAはフックが何をしたのかを知りません。

5.4.3 PGDフック
これらのフックは、PGD展開に固有です。

bdr-pre-node-creation

TPA は、インスタンスに初めて PGD ノードを作成する前に、すべてのインスタンスで hooks/

bdr-pre-node-creation.ymlを呼び出します。必要なすべての PGDノードが既に存在する場合、フック
は呼び出されません。

bdr-post-group-creation

TPAは、first_bdr_primaryインスタンスで PGDノードグループを作成した後、すべてのインスタンス
で hooks/bdr-post-group-creation.ymlを呼び出します。必要な PGDグループが既に存在する場合、
フックは呼び出されません。
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bdr-pre-group-join

TPAは、レプリケーションセットを作成、変更、または削除し、必要なサブスクリプションを構成した後、
ノードに参加する前に、すべてのインスタンスで hooks/bdr-pre-group-join.ymlを呼び出します。

このフックを使用して、SQLコマンドを実行し、ノード参加が開始する前に必要になるレプリケーション
セットの構成とサブスクリプションに対してその他の調整を実行できます。

たとえば、PGD監視レプリケーションセットを調整して、新しいテーブルを自動的に追加し、一般的に
DDLフィルタを作成できます。

5.4.4 その他のフック
postgres-pre-update、postgres-post-update

Upgrading your cluster コマンドは、パッケージをインストールする前に特定のインスタンスで
hooks/postgres-pre-update.yml を呼び出し、パッケージのインストールが完了した後に hooks/

postgres-post-update.ymlを呼び出します。どちらのフックも、更新されるインスタンスでのみ呼び出
されます。

これらのフックを使用して、環境に合わせて更新プロセスをカスタマイズできますたとえば、他のパッケー
ジをインストールし、TPAが管理しないサービスを停止および再起動します。

5.4.5 新しいフック
EDBは、必要に応じて TPAに新しいフックを追加します。ユースケースが既存のフックでカバーされて
いない場合は、私たちに連絡して問題について話し合ってください。
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第6章 Cluster Management

6.1 Upgrading your cluster
tpaexec upgradeコマンドは、TPAクラスターで実行されているソフトウェアをアップグレードするため
に使用されます。tpaexec deployはアップグレードを実行しません。

このコマンドは、以前の tpaexec update-postgresコマンドを置き換えます。

ò 注釈

TPAは、共有 Barmanおよび/または共有 PEM構成を持つクラスターでの `tpaexec upgrade`コマンドの
使用をまだサポートしておらず、将来のリリースでこの機能を追加します。

config.ymlに変更を加えた場合、それらの変更を適用する方法は、tpaexec provisionに続いて tpaexec

deployを実行することです。

このルールの例外は、 tpaexec deployが既にインストールされているパッケージの別のバージョンのイ
ンストールを拒否することです。代わりに、tpaexec upgradeを使用してソフトウェアアップグレードを
実行する必要があります。

次のコンポーネントは、任意のアーキテクチャでアップグレードできます。

• Postgres

• Repmgrリダイレクト pgbouncer

• barman-pre-config

• PG Backup API

• 現在以外の `pem_server_package_versionが指定されている場合、Debianのようなインスタンスでのデ
プロイが失敗する TPA-1178 <現在以外の `pem_server_package_version`が指定されている場合、Debian
のようなインスタンスでのデプロイが失敗する TPA-1178>`

サーバーとエージェントの両方

次のコンポーネントは M1 アーキテクチャでアップグレードでき、使用されるフェールオーバーマネー
ジャーに応じて異なります。

• efm-pre-config

• Patroni cluster management commands

• etcd パトローニ用

• Repmgrリダイレクト pgbouncer



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

次のコンポーネントは、使用する BDRバージョンに応じて、BDR -Always-ON / PGD-Always-ONアーキ
テクチャでアップグレードできます。

• pgdcli BDR 4の場合は v1、PGD5の場合は v5

• pgd-proxy-config PGD5のみ

• M1アーキテクチャと、M1に該当するすべてのフェールオーバーマネージャー、upgradeは、Postgres
、対応するフェールオーバーマネージャー EFM、Patroniまたは repmgr、および選択された非アー
キテクチャ固有のコンポーネントのマイナーバージョンのアップグレードを実行できます。

• PGDアーキテクチャでは、upgradeは、Postgresと BDR拡張機能、および明示的にオプトインされ
ている場合 pgd-cliおよび pgd-proxyのマイナーバージョンのアップグレードを実行します。

• PGDアーキテクチャでは、 reconfigureコマンドとの組み合わせでのみ、upgradeは BDR拡張機
能のメジャーバージョンのアップグレードを実行できます。

他のクラスターコンポーネントのアップグレードのサポートが TPA v23.41.0に追加されました *特定の
コンポーネント EFMなどは例外です。詳細については、各コンポーネントのドキュメントの upgradeセク
ションを参照してください。

アップグレードするときは、アップグレードを開始する前に常に barmanを使用してバックアップをとり、
アップグレードのために確保されている時間中に実行されるスケジュールされたバックアップを無効にす
る必要があります。

一般に、TPAはインスタンスごとに続行し、影響を受けるサービスの停止、新しいパッケージのインストー
ル、必要に応じて構成の更新、サービスを再起動し、ランタイム構成の変更を実行してから、次のインス
タンスで同じことを行う前に。プロセス中の任意の時点で、クラスターのノードの 1つだけが使用不可に
なります。

クラスターを PGD-Always-ONにアップグレードする場合、または既存の PGD-Always-ONクラスターをアッ
プグレードする場合、tpaexec upgradeコマンドラインにオプション-e enable_proxy_monitoring=true

を追加することにより、アップグレード中にプロキシノードのステータスのモニタリングを有効にできま
す。有効にすると、bdrデータベースに追加のテーブルが作成され、アップグレードの実行中に監視データ
がそこに書き込まれます。モニタリングを有効にすることによるパフォーマンスへの影響は非常に小さい
ため、有効にすることをお勧めします。

6.1.1 コンポーネントの選択

ò 注釈

コンポーネントのアップグレードは厳密にオプトインです

tpaexec upgrade ~/clusters/speedy

更新する特定のコンポーネントを選択するために、--componentsフラグはコンマ区切りリストを取ります

tpaexec upgrade ~/clusters/speedy \

--components=postgres,pgd-proxy,pgdcli,pgbouncer,pg-backup-api,barman

148 第 6章 Cluster Management



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

クラスター内の該当するすべてのコンポーネントを更新する必要がある場合は、allをフラグに渡すこと
ができます

tpaexec upgrade --components=all

component value architecture

Barman barman all
PEM pem-server,pem-agent all
PgBackupAPI pg-backup-api all
PgBouncer pgbouncer all
EFM efm M1 with failover_manager=efm
etcd etcd M1 with failover_manager=patroni
Patroni patroni M1 with failover_manager=patroni
RepMgr repmgr M1 with failover_manager=repmgr
PGD Cli pgdcli BDR-Always-ON, PGD-Always-ON
PGD-Proxy pgd-proxy PGD-Always-ON
Postgres,EPAS,PGE postgres All
All all All

6.1.2 パッケージバージョンの選択
デフォルトでは、クラスターを作成したときにパッケージバージョン Postgres、PGD、または pglogicalな
どを明示的に指定しなかった場合、tpaexec upgradeはインストールされたパッケージの最新の利用可能
なバージョンに更新します。

この場合、config.ymlを編集し、バージョン設定を更新し、tpaexec provisionを再実行する必要があり
ます。更新により、選択したバージョンのパッケージがインストールされます。以下に示すように、コマ
ンドラインでバージョンを指定することにより、特定のバージョンに更新することもできます。

tpaexec upgrade ~/clusters/speedy -vv \

--components=postgres,pgbouncer \

-e postgres_package_version="16.10*" \

-e pgbouncer_package_version="1.24*" \

-e bdr_package_version="5.9.0*"

ここでのバージョン構文は、OSディストリビューションとパッケージマネージャーによって異なることに
注意してください。特に、yumは*xyz*ワイルドカードを受け入れますが、aptは xyz*のみを理解します
上記の例のように。

PGDクラスターの場合、パッケージマネージャーの依存関係の解決に依存して正しい依存関係を選択する
のではなく、3つのコンポーネントすべて Postgres、PGD、pglogicalの正確なバージョンを明示的に指定す
ることをお勧めします。

運用環境で実行する前に、QA環境でアップグレードをテストすることを強くお勧めします。
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6.1.3 構成
特定の場合、マイナーバージョンのアップグレードでは config.ymlを変更する必要はありません。config.

ymlで postgres_package_versionが定義されていない場合、tpaexec upgradeが実行されると、Postgres
を使用可能な最新のマイナーバージョンに正常にアップグレードします。それが正確に何を意味するかは、
クラスターの詳細によって異なります。

他のコンポーネントのマイナーバージョンのアップグレードを制御するには、tpaexec upgradeを実行する
前に config.ymlで特定の xxx_package_versionが指定されていることを確認し、--components=x,y,z
フラグまたは--components=allを使用して特定のコンポーネントをアップグレードするように明示的に
オプトインすることをお勧めします。クラスター）。config.ymlで xxx_package_versionを固定せずに
tpaexec upgradeを実行し、一部またはすべてのコンポーネントをアップグレードすることをオプトイン
すると、インストールされたコンポーネントパッケージのメジャーバージョンのアップグレードが発生す
る可能性があります。互換性が損なわれる可能性があるため、TPAはサポートしていません。

場合によっては、アップグレードには、新しいパッケージのインストールとサービスの再起動を超える追加
の手順が含まれる場合があります。たとえば、BDR4から PGD5にアップグレードするには、新しいパッ
ケージリポジトリをセットアップし、プロセス中に BDRノードとグループ構成に特定の変更を加える必要
があります。

このような場合、ソフトウェアのアップグレードを有効にするプロセスの一部として必要な複雑な手順があ
る場合、tpaexec upgradeはこれらの手順を実行します。たとえば、上記のシナリオでは、新しい PGD5
パッケージリポジトリを構成します通常、これは deployでも行います。

ただし、アップグレードプロセス自分自身に直接必要な変更のみを行います。たとえば、config.ymlを編
集して新しい Postgresユーザーまたはデータベースを追加する場合、これらの変更はアップグレード中に
行われません。混乱を避けるために、ソフトウェアのアップグレードプロセスを開始する前に、無関係の
保留中の変更を tpaexec deployすることをお勧めします。

6.1.4 BDR-Always-ONから PGD-Always-ONへのアップグレード
BDR-Always-ON から PGD-Always-ON つまり BDR3/4 から PGD5 にアップグレードするには、最初に
tpaexec reconfigureを実行します。

tpaexec reconfigure ~/clusters/speedy\

--architecture PGD-Always-ON\

--pgd-proxy-routing local

このコマンドは、config.ymlを読み取り、クラスターをアップグレードするために必要な変更を行い、新
しい config.ymlを書き込みます。呼び出しの詳細については、tpaexec reconfigureを参照してください。変
更を確認した後、tpaexec upgradeを実行してアップグレードを実行します。

tpaexec upgrade ~/clusters/speedy\

または、プロキシモニタリングを有効にしてアップグレードを実行するには、

tpaexec upgrade ~/clusters/speedy\

-e enable_proxy_monitoring=true
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tpaexec upgrade は tpaexec provision を自動的に実行して、Ansible インベントリーを更新します。
アップグレードプロセスでは、次のことを行います。

1. クラスターをアップグレードするためのすべての前提条件が満たされていることを確認します。

2. クラスター内のインスタンスごとに、正しいリポジトリーが構成されていること、および必要な postgres
パッケージがそれらの中で利用可能なことを確認します。

3. クラスター内の BDRノードごとに、一度に 1つずつ

• harp-プロキシがそれに接続を送信しないことを保証にノードをフェンスします。

• BDR4を PGD5に置き換えるなど、postgresを停止、更新、および再起動します。

• ノードのフェンスを解除して、接続を再度受信できるようにします。

• このノードに適用される pgbouncerおよび pgd-cliを更新します。

4. クラスター内のインスタンスごとに、 BDR v5専用の BDR構成を更新します

5. クラスター内のプロキシノードごとに、一度に 1つずつ

• pgd-proxy.

• をセットアップします harp-proxy.

• を停止します pgd-proxyを起動します。

6. harp-proxyとそのサポートファイルを削除します。

6.1.5 PGD-Always-ONから PGD-Xへのアップグレード
PGD-Always-ONクラスターの PGD-Xへのアップグレードは、重要なアーキテクチャの進化であり、単純
なソフトウェアの更新を超えた変更を含みます。これは注意深く調整されたマルチステージプロセスであ
り、最終的なソフトウェアアップグレードを実行する前に、個別のフェーズでクラスターを再構成する必
要があります。このプロシージャーは、最初に pgd-proxyをビルトイン Connection Managerに置き換
えることにより、PGD 5クラスターの接続処理を最新化します。このステップは、現在ライブクラスター
での手動操作を必要としますが、将来の TPAリリースで自動化が計画されています。次に、クラスターを
新しい PGD-Xに移行します。アーキテクチャ。

アップグレードプロセスは、クラスターを 3つの異なる状態を介して移行します。

1. 開始 PGD 5.9+ (PGD-Always-ON ) PGD-Proxyを使用

2. 中級 PGD 5.9+ (PGD-Always-ON )ビルトイン Connection Managerを使用するようになりました

3. 最終 PGD 6 (PGD-X Architecture )

前提条件

開始する前に、次の要件を満たしていることを確認してください。

• クラスターバージョンクラスターは PGDバージョン 5.9以降を実行している必要があります。以前
の 5.xバージョンを使用している場合は、tpaexec upgradeを使用して最初に最新のマイナーバー
ジョンにアップグレードします。PGD-Always-ONクラスターのマイナーバージョンのアップグレー
ドの詳細については、セクション#pgd-always-onを参照してください。

6.1. Upgrading your cluster 151



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

• バックアップクラスターの現在のテストされたバックアップがあります。

• オーバーライドの確認インスタンスレベルのプロキシオーバーライドたとえば pgd_proxy_options

などについて config.ymlを確認しました。これらは自動的に移行できないため、手動での介入が必
要です。

• 共同ホストプロキシ PGD 5クラスターは、共同ホストプロキシを使用して構成する必要があります
ここで pgd-proxyロールは bdrロールと同じインスタンスにあります。スタンドアロンプロキシイ
ンスタンスが存在すると、switch2cmコマンドが中止されます。移行を続行する前に、クラスター
からスタンドアロンプロキシインスタンスを削除する必要があります。

ステージ 1ビルトイン接続マネージャーへの移行

最初のステージは、 PGD 5.9+ クラスターを再構成して、外部 pgd-proxy の使用から最新のビルトイン
Connection Managerに切り替えることです。 TPAは、 tpaexec switch2cmコマンドを提供して、最小
限のダウンタイムでこの移行を自動化します。

次のコマンドを実行して、config.yml ファイルを更新します。これにより、ビルトイン Connection

Managerを有効にするために必要な設定が追加されます。

このアクションは構成ファイルのみを変更します。データベースクラスターの実行状態はまだ変更されま
せん。

新しいバージョンを書き込む前に、reconfigureは、現在のファイルたとえば config.yml.~1~のバック
アップを自動的に保存し、安全な復元ポイントを提供します。

呼び出しの詳細については、 tpaexec reconfigureを参照してください。

tpaexec reconfigure ~/clusters/speedy --enable-connection-manager

ステップ 1.2接続マネージャーに切り替える

tpaexec switch2cmコマンドを実行して、pgd-proxyからビルトイン Connection Managerへの移行を
実行します。このコマンドは、 tpaexec provisionを自動的に実行して Ansibleインベントリーを更新
し、最小限のダウンタイムですべてのノードをスイッチします。

tpaexec switch2cm ~/clusters/speedy

switch2cmコマンドは、次の操作を実行します。

1. 接続マネージャー設定で Ansibleインベントリーを更新します

2. 各ノードごと

• ノードをフェンスして新しい接続を防止します

• PostgreSQLを再起動して接続マネージャー構成をロードします

• pgd-proxyサービスを停止します

• PostgreSQLを再度起動して接続マネージャーがポートをバインドできるようにします b_tran_7
接続マネージャーがリッスンを開始するのを待機します
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• ノードのフェンスを解除し、接続を確認します

このプロセスは、公式 EDB Connection Manager Migrationprocedureに従います。

ステージ 1完了

このステージの最後に、ビルトイン Connection Managerで実行される PGDクラスターが作成されます。
これは中間状態であり、ステージ 2 に直接進む必要があります。マイナーバージョンアップグレードの
tpaexec upgradeは、この中間状態ではサポートされていませんが、 PGD 6へのアップグレードが完了
するまで tpaexec deployを実行することをお勧めします。

ステージ 2アーキテクチャの PGD-Xへのアップグレード

クラスターが Connection Managerで実行されたら、最後の構成手順に進んで、PGD 6アップグレードの
準備をできます。

ò 注釈

Stage 1が正常に完了し、ビルトイン `Connection Manager`で実行されているクラスターからこのプロ
セスを開始する必要があります。

次のコマンドを実行して、新しいアーキテクチャに合わせて config.ymlを更新します。これにより、クラ
スターアーキテクチャタイプが変更され、BDRバージョンが 6に設定され、古い古い設定が削除されます。

このアクションは構成ファイルのみを変更します。データベースクラスターの実行状態はまだ変更されま
せん。

tpaexec reconfigure ~/clusters/speedy --architecture PGD-X

ステップ 2.2ソフトウェアのアップグレードを実行する

config.ymlの最終的な変更を確認した後、標準の tpaexec upgradeコマンドを実行できます。これによ
り、すべてのノードでソフトウェアのアップグレードが実行され、クラスターが PGD 6になります。

tpaexec upgrade ~/clusters/speedy

または、プロキシモニタリングを有効にしてアップグレードを実行するには、

tpaexec upgrade ~/clusters/speedy\

-e enable_proxy_monitoring=true

tpaexec upgrade は tpaexec provision を自動的に実行して、Ansible インベントリーを更新します。
アップグレードプロセスでは、次のことを行います。

1. クラスターをアップグレードするためのすべての前提条件が満たされていることを確認します。

2. クラスター内のインスタンスごとに、正しいリポジトリーが構成されていること、および必要な postgres
パッケージがそれらの中で利用可能なことを確認します。
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3. クラスター内の BDRノードごとに、一度に 1つずつ

• ノードをフェンスオフして、接続がないようにします。

• PGD5を PGD6に置き換えるなど、postgresを停止、更新、および再起動します。

• ノードのフェンスを解除して、

• このノードに適用される pgbouncerおよび pgd-cliを更新します。

4. BDR v6専用の BDR構成を適用します

アップグレードの完了

クラスターはPGD-XアーキテクチャでPGD 6を実行し、通常のようにtpaexec deployとtpaexec upgrade

の両方で完全に管理可能です。

6.1.6 PGD-Sまたは PGD-X

既存の PGD6 PGD-Sまたは PGD-Xクラスターを最新の利用可能なソフトウェアバージョンにアップグレー
ドする場合、アップグレードプロセスは次を実行します。

1. クラスターが正常であること、およびノードが構成済みのポートでリッスンしていることを確認し
ます。

2. アップグレードするノードにローカルリポジトリを含むリポジトリが構成および更新されているこ
とを確認します。

3. 更新されたパッケージをインストールできることの確認

4. クラスター内の各 BDRノードを一度に 1つずつアップグレードします。

重要: 高可用性を保証するために、書き込みリーダーがアップグレードされるノードの中にある場合、アッ
プグレードされる最後のノードになります。

• 接続を受け入れないようにノードをフェンスします

• postgres

• postgresと更新 PGDパッケージ

• ノードのフェンスを解除して、接続を再度受信できるようにします

• BDRクラスターが再確立されたことを確認します Raftコンセンサス使用 b_tran_6アップグレードさ
れたノードが構成済みのポートでリッスンしていることを確認します

5. クラスターヘルスチェックを再実行します

6. アップグレードされたパッケージに関する情報を出力します
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6.1.7 PGD-Always-ON

既存の PGD-Always-ON PGD5クラスターを最新の利用可能なソフトウェアバージョンにアップグレード
する場合、アップグレードプロセスは次を実行します。

1. クラスターをアップグレードするためのすべての前提条件が満たされていることを確認します。共
有 PEMまたは共有 Barmanクラスターではないことを含みます。

2. クラスターに適用されるすべてのコンポーネントのアップグレード前ヘルスチェックを実行します。
進行中の Barmanバックアップがないことを含む、これによりWALレシーバーが停止します

3. クラスター内のインスタンスごとに、正しいリポジトリーが構成されていること、および必要な postgres
パッケージがそれらの中で利用可能なことを確認します。

4. 選択したすべてのコンポーネントを目的のバージョンに更新できることを確認しますパッケージバー
ジョンが提供されている場合

5. クラスター内の BDRノードごとに、一度に 1つずつ

• pgd-proxyが接続を送信しないようにノードをフェンスオフします。

• postgresを停止、更新、および再起動します。

• ノードのフェンスを解除しますので、

• pgd-proxyおよび pgd-cliソフトウェアの更新明示的にオプトインした場合

6. クラスター内の該当ノードの場合、pgbouncer、barman、pg-backup-api、および PEMエージェント/PEM
サーバーノードのロールに従ってを更新します。

7. 必要に応じて Barman WALレシーバーを起動し、すべてのコンポーネントのアップグレード後のヘ
ルスチェックを実行しますクラスターに適用される場合

6.1.8 BDR-Always-ON

BDR-Always-ONクラスターの場合、アップグレードプロセスはクラスターインスタンスを 1つずつ実行
し、次のことを実行します。

1. クラスターをアップグレードするためのすべての前提条件が満たされていることを確認します。共
有 PEMまたは共有 Barmanクラスターではないことを含みます。

2. クラスターに適用されるすべてのコンポーネントのアップグレード前ヘルスチェックを実行します。
進行中の Barmanバックアップがないことを含む、これによりWALレシーバーが停止します

3. クラスター内のインスタンスごとに、正しいリポジトリーが構成されていること、および必要な postgres
パッケージがそれらの中で利用可能なことを確認します。

4. サーバーがメンテナンス中であることを haproxyに伝えます。

5. インスタンスがアクティブサーバーの場合、pgbouncerに再接続し、アクティブなセッションが閉じ
られるまで待機するように要求します。

6. Postgresを停止し、Postgres、etcd、および pgdcli該当する場合およびオプトインしている場合パッ
ケージを更新し、Postgresを再起動します。

6.1. Upgrading your cluster 155



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

7. 最後に、haプロキシを介して要求を受信するためにサーバーを再度「準備ができている」としてマー
クします。

8. クラスター内の該当ノードの場合、pgbouncer、barman、pg-backup-api、および PEMエージェント/PEM
サーバーノードのロールに従ってを更新します。

9. 必要に応じて Barman WALレシーバーを起動し、すべてのコンポーネントのアップグレード後のヘ
ルスチェックを実行しますクラスターに適用される場合

PGD論理スタンバイまたは物理レプリカインスタンスは、haproxyまたは pgbouncerの相互作用なしで更
新されます。クラスター内の非 Postgresインスタンスは放置されます。

6.1.9 M1

M1クラスターの場合、upgrade は最初にストリーミングレプリカと監視ノードを更新し、次に tpaexec
switchover

プライマリからアップグレードされたレプリカのいずれかに移行し、プライマリを更新し、最初のプライ
マリノードにスイッチオーバーします。

1. クラスターをアップグレードするためのすべての前提条件が満たされていることを確認します。共
有 PEMまたは共有 Barmanクラスターではないことを含みます。

2. クラスターに適用されるすべてのコンポーネントのアップグレード前ヘルスチェックを実行します。
進行中の Barmanバックアップがないことを含む、これによりWALレシーバーが停止します

3. クラスター内のインスタンスごとに、正しいリポジトリーが構成されていること、および必要な postgres
パッケージがそれらの中で利用可能なことを確認します。

4. ストリーミングレプリカと監視の Postgresを更新します。ノード該当する場合

5. プライマリからアップグレードされたレプリカのいずれかに tpaexec switchover を実行します

6. プライマリで Postgresの更新

7. 最初のプライマリノードにスイッチオーバーします。

8. クラスター内の該当ノードの場合、pgbouncer、barman、pg-backup-api、および PEMエージェント/PEM
サーバーノードのロールに従ってを更新します。

9. 必要に応じて Barman WALレシーバーを起動し、すべてのコンポーネントのアップグレード後のヘ
ルスチェックを実行しますクラスターに適用される場合

6.1.10 アップグレードプロセスの制御
update_hosts変数を定義することにより、クラスターのインスタンスがアップグレードされる順序を制
御できます。

tpaexec upgrade ~/clusters/speedy \

-e update_hosts=quirk,keeper,quaver
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これは、シャドウサーバーが最初にアップグレードされるように、アクティブな PGDプライマリインスタ
ンスを最後にリストすることにより、アップグレード中のリード/シャドウのスイッチオーバーを最小限に
抑えるのに役立つ場合があります。

環境で追加のアクションが必要な場合、 TPA hooks

パッケージのインストール手順の前後にカスタム Ansibleタスクを実行できます。

6.1.11 ノードのサブセットのアップグレード
update_hosts変数を設定することにより、インスタンスのサブセットでローリングアップグレードを実
行できます。ただし、この機能のサポートはアーキテクチャによって異なります。

• M1アーキテクチャの場合、この機能は repmgrおよび Patroni管理対象クラスターで完全にサポー
トされています。EFM管理対象クラスターは、EFMを除くすべてのコンポーネントの update_hosts

リストを尊重します。EFMはデータノード全体で異なるバージョンを実行しているクラスターをサ
ポートしていないため、update_hosts で指定されたノードに関係なく、すべてのデータノードは
EFMバージョンをアップグレードします。

• PGD-Always-ON/ BDR-Always-ONの場合、これはマイナーバージョンのアップグレード中にのみサ
ポートされています。

PGD-Always-ON/ BDR-Always-ONのベストプラクティス

PGDノードのサブセットでマイナーアップグレードを実行する場合、**RAFTリーダーノードを最後に更
新することを強くお勧めします。この戦略により、クラスターが BDRの混合バージョンを実行している間
のアップグレード後チェックに関する潜在的な問題を回避します。

6.2 tpaexec switchover
tpaexec switchoverコマンドは、M1のプライマリとレプリカの間で制御されたスイッチオーバーを実
行します。このコマンドを実行すると、選択したレプリカが新しいプライマリに昇格し、元のプライマリ
は新しいレプリカになり、クラスター内の他のレプリカは新しいプライマリに従うように再構成されます。

このコマンドは、ロールを切り替える前にクラスターが正常であることを確認し、事前に repmgrサービス
をシャットダウンせずに実行されるように設計されています。

これは、 --siblings-followオプションを指定して repmgr standby switchoverを実行することと同
じです。

6.2.1 例
このコマンドは、 replicanameを~/clusters/speedyの新しいプライマリにします。

tpaexec switchover ~/clusters/speedy replicaname
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6.2.2 アーキテクチャオプション
このコマンドは M1にのみ適用されます

1つの書き込み可能なプライマリインスタンスと 1つ以上の読み取り専用レプリカがあります。

BDR-Always-ONクラスターの場合、BDR/HAProxy server pool management を使用して PGDインスタンス
のメンテナンスを実行します。

6.2.3 Repmgrリダイレクト pgbouncer

repmgr をフェールオーバーマネージャーとして、pgbouncer を接続プーラーとして使用し、
repmgr_redirect_pgbouncer: true を設定している場合、switchover コマンドは、pgbouncer イ
ンスタンスが新しいプライマリノードにリダイレクトされます。

# switchover to a replica

tpaexec switchover <cluster_name> <replica_name>

# revert to initial primary

tpaexec switchover <cluster_name> <initial_primary_name> -e"revert_redirect=true"

6.3 BDR/HAProxy server pool management
tpaexec pool-disable-serverおよび pool-enable-serverコマンドを使用すると、 BDR-Always-ON
の PGDインスタンスを、メンテナンスのために HAProxyアクティブサーバープールから一時的に削除し、
その後に追加できます。

これらのコマンドは、デフォルトでUpgrading your clusterと同じプロセスに従うため、pool-disable-server
は、PGDインスタンスに対するアクティブなトランザクションが完了し、pgbouncerが完了する前に新し
い接続を別のインスタンスに転送するのを待機します。アクティブなセッションが終了するまで待機した
くない場合は、--nowaitオプションを使用します。

インスタンスで pool-disable-serverの直後に pool-enable-serverを実行すると、すべてのアクティ
ブなトラフィックが別のインスタンス本質的にスイッチオーバーに移動する効果があります。これにより、
インスタンスの可用性を維持しながら、長時間実行される VACUUMコマンドなどのオンラインメンテナ
ンスタスクを実行できます。

haproxy_backend_serversの同じセットで構成された複数の HAProxyサーバーが存在する場合、このコ
マンドは、指定されたサーバーを関連するすべてのプロキシのプールに並行して削除または追加します。

6.3.1 例

tpaexec pool-disable-server ~/clusters/clockwork orange # --nowait

# HAProxy will no longer direct any traffic to the PGD instance named

# orange, so you can perform maintenance on it (e.g., run `tpaexec

# rehydrate`).
(次のページに続く)

158 第 6章 Cluster Management



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

(前のページからの続き)

tpaexec pool-enable-server ~/clusters/clockwork orange

サーバープールからインスタンスを削除すると、プール内の他のインスタンスに障害が発生しても、HAProxy
はトラフィックをそれに転送しません。メンテナンスアクティビティが終了したら、サーバーをアクティ
ブなプールに追加することを忘れないでください。

6.4 tpaexec rehydrate
tpaexec rehydrateコマンドは、更新されたマシンイメージ AMIで AWS EC2インスタンスを再構築し、
TPAによって管理されるクラスターにセキュリティパッチと OSアップグレードを迅速に展開できます。

必要な変更をすべて備えた新しい AMIが与えられると、このコマンドはインスタンスを終了し、新しいイ
メージを使用する新しくプロビジョニングされたインスタンスに置き換え、サーバーの構成を正確に再作
成する前に古いインスタンスからデータボリュームを接続します config.yml )。

最新のイメージを公開し、定期的なスケジュールでサーバーをスクラッチから再構築することは、サーバー
フリートに個々のセキュリティ更新を自分自身でダウンロードしてインストールできるようにするための
代替手段です。これにより、各サーバーの状態を一目で追跡することが簡単になり、個々のサーバーへの
手動変更を防ぎますインスタンスの置換中に一掃されます。

TPAを使用すると、リハイドレーション中にクラスター全体の中断を最小限に抑えることが簡単になりま
すが、プロセスには、個々のサーバーが終了および置き換えられるときに必然的にダウンタイムが含まれ
る必要があります。M1では、最初にレプリカを rehydrateから、tpaexec switchover を使用できます

リハイドレートする前にプライマリをレプリカに変換します。BDR-Always-ON では、リハイドレートする
前に BDR/HAProxy server pool management を実行し、後で追加して戻すことができます。

Postgresおよび関連コンポーネントのマイナーバージョンの更新をインストールするだけの場合は、代わ
りに Upgrading your cluster コマンドを使用できます。

6.4.1 前提条件
インスタンスを rehydrate できるようにするには、 config.yml のデータボリュームごとに
delete_on_termination: no および attach_existing: yes を指定する必要があります。新しいイ
ンスタンスには、必ず新しい EBSルートボリュームがあります。

デフォルトでは、EC2インスタンスを終了すると、それにアタッチされている EBSボリュームも終了しま
す。この場合、新しいインスタンスに再アタッチしたいため、delete_on_terminationを無効にする必
要があります。 attach_existing設定により、TPAは、新しいインスタンスをプロビジョニングすると
きに古いボリュームを検索し、見つかった場合は、実行後にインスタンスにアタッチします。

古いインスタンスを手動で停止または終了しないでください。tpaexec rehydrateコマンドは、インスタ
ンスを安全にリハイドレートできることを確認した後にこれを実行します。
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6.4.2 例
~/clusters/nightに AWSクラスター構成があると仮定します。

構成を変更する

最初に、config.ymlを編集し、新しい AMIを指定する必要があります。例

ec2_ami:

Name: RHEL-8.3_HVM-20210209-x86_64-0-Hourly2-GP2

Owner: 309956199498

各データボリュームで delete_on_terminationが無効になっていることを確認します。パラメーターが
存在しない場合、AWS EC2管理コンソールからその値を確認できます。’Instances’をクリックし、イン
スタンスを選択してから、[Description]タブを開き、[Block devices]までスクロールし、EBSボリューム
をクリックします。“Delete on termination”フラグが trueに設定されている場合、付録ことができます。
また、 attach_existingを確認し、まだ設定されていない場合は yesに設定します。

次に、両方の属性が正しく設定された例を示します。

instances:

- node: 1

Name: vlad

subnet: 10.33.14.0/24

role: primary

volumes:

- device_name: /dev/xvdf

volume_type: gp2

volume_size: 16

attach_existing: yes

delete_on_termination: false

vars:

volume_for: postgres_data

mountpoint: /var/lib/pgsql

ボリュームパラメーターは instance_defaultsおよび特定のインスタンスで設定できることに注意して
ください。volumes: を検索し、関連するすべてのボリュームにこれらの 2つの属性が設定されているこ
とを確認します。

rehydrationを開始します

次に、 rehydrateコマンドの構文を示します。

tpaexec rehydrate ~/clusters/night instancename

単一のインスタンス名またはインスタンス名のコンマ区切りリストを指定できますが、クラスター内のす
べてのインスタンスを一度に rehydrateことはできません。
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このコマンドは、リハイドレートされるインスタンスに接続されているすべての非ルート EBSボリューム
の delete_on_terminationフラグが falseに設定されていることを確認します。これに当てはまらない場
合、インスタンスが終了する前にエラーで停止します。

ボリューム属性が正しく設定されている場合、コマンドは最初に各インスタンスを終了し、次にプロビジョ
ニングと展開を実行して、新しい AMIを使用する新しいインスタンスに置き換えます。

6.4.3 段階的に rehydrationする
クラスターの継続性を維持するために、クラスターを段階的にリハイドレートすることをお勧めします。

たとえば、プライマリインスタンス、2つのレプリカ、および Barmanバックアップサーバーを備えたM1
では、最初に Barmanインスタンスと 1つのレプリカを rehydrate、次に別のレプリカをリハイドレートし、
次に tpaexec switchover プライマリからリハイドレートしたレプリカのいずれかに、前者を rehydrateプラ
イマリ、およびオプションで元のプライマリにスイッチオーバーします。このシーケンスにより、1つの
プライマリと 1つのレプリカが常に利用できるようになります。

6.4.4 付録
awscliを使用してボリューム属性を変更する

最初に、AWS管理コンソールでインスタンスと EBSボリュームを見つけます。’Instances’をクリックして
インスタンスを選択し、[Description]タブを開いて [Block devices]までスクロールし、EBSボリュームを
選択します。delete_on_terminationを無効にするには、 --region、--instance-id、およびブロッ
クデバイス名を正しい値に置き換えた後、次のコマンドを実行します。

aws ec2 modify-instance-attribute \

--region eu-west-1 --instance-id i-XXXXXXXXXXXXXXXXX \

--block-device-mappings \

[{"DeviceName": "/dev/xvdf", "Ebs": {"DeleteOnTermination": false}}]

インスタンスのデータボリュームごとにこれを行います。少し遅延すると、管理コンソールに変更が表示
されます。tpaexec rehydrateは、インスタンスを安全にリハイドレートできることも検出します。
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7.1 TPA and Ansible Tower/Ansible Automation Platform
TPAは、RedHat Ansible Automation PlatformAAPを介した展開をサポートしています。このサポートは、
以下で詳細に説明するように、AAPで deployおよび upgradeステップを実行できるようにすることで機
能します。デプロイまたはアップグレードを実行する前に、tpaパッケージがインストールされている別の
スタンドアロンマシンで構成 configureコマンドとプロビジョニング provisionコマンドを実行する必
要があります。このスタンドアロンマシンで適切なオプションを使用して configureおよび provision

を実行すると、結果のクラスターディレクトリを AAPにインポートできます。サポートはベアメタルプ
ラットフォームに制限されています。

7.1.1 AAPの初期セットアップ
TPAが AAPを使用してクラスターを展開する前に、この初期設定を実行する必要があります。

TPA実行環境イメージの追加管理者

バージョン 2.4以降、AAPはコンテナイメージを使用して Ansibleプレイブックを実行します。これらの
コンテナは実行環境 EEと呼ばれ、プレイブックが正常に実行するために必要な依存関係をバンドルして
います。その結果、これは、必要な TPA依存関係をすべて解決して使用するには、TPAを含む EEが必要
で、展開とアップグレードの実行時に AAPが使用できることを意味します。

EDBの顧客は、EDBサポートに連絡して、EEに関するサポートを求めることができます。

AAP管理者として、TPA対応 EEイメージを指す使用可能な EEリストにエントリを作成します。

EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN資格情報タイプを作成します admin

AAP管理者として、カスタム資格情報タイプ EDB_SUBSCRIPTION_TOKENを作成して、EDBサブスクリプ
ションアクセストークンを保持します。

1. AAP UIの [ Credentials Type ]ページに移動します。

2. Nameフィールドを EDB_SUBSCRIPTION_TOKENに設定します。

3. 次を入力構成フィールドに貼り付けます。

fields:

- id: tpa_edb_sub_token

type: string

label: EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

secret: true

required:

- tpa_edb_sub_token

4. 次を Injector Configurationフィールドに貼り付けます。

env:

EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN: {{ tpa_edb_sub_token }}

5. 変更を保存します。

6. 新しく追加されたタイプ EDB_SUBSCRIPTION_TOKENを使用して資格情報を作成します。

7.1.2 クラスターのセットアップ
tpaexecパッケージがインストールされているワークステーションで初期手順を実行します。

TPAワークステーションで

構成

次のオプションを含む tpaexec configure コマンドを実行します。--platform bare 、
--use-ansible-tower、--tower-git-repository

tpaexec configure <clustername> \

--platform bare \

--use-ansible-tower https://aac.example.com \

--tower-git-repository ssh://git@git.example.com/example \

--hostnames-from <hostnamefile> \

--architecture PGD-Always-ON \

--pgd-proxy-routing local \

--postgresql 16

--use-ansible-towerは、その時点で使用されない場合でも、パラメーターとして AAPアドレスを想定
しています。--tower-git-repositoryは、クラスターデータを AAPにインポートするために使用され
ます。TPAは、ブランチ名として cluster_nameを使用して独自のブランチを作成します。これにより、
すべてのクラスターに同じリポジトリを使用できます。クラスター構成で説明しているように、 tpaexec

configureの他のすべてのオプションは引き続き有効です。

config.ymlの変更

config.ymlには、トップレベル辞書の ansible_towerが含まれ、これにより、 tpaexec provisionは
クラスターを AAP対応クラスターとして扱います。

config.yml を編集して、ノードごとに ansible_host および{private,public}_ip が定義され、
ansible_host が AAP が解決可能な値に設定されていることを確認します。必要に応じて、さらに変
更または追加を加えます。詳細は、クラスター構成を参照してください。
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インベントリーおよびその他の関連ファイルを生成するには、tpaexec provisionを実行します。

AAP UIの場合

プロジェクト

gitリポジトリをソースとして使用して、AAPにプロジェクトを追加します。 TPA EEイメージを使用する
ようにプロジェクトのデフォルト EEを設定します。

単一のプロジェクトで複数のインベントリを使用しようとする場合、Allow Branch Overrideが必要です。

インベントリ

空のインベントリを追加します。プロジェクトを外部ソースとして使用し、インベントリファイルとして
inventory/00-cluster_nameを使用してデータを入力します。

AAPで TPAの制御の外部にある追加変数を設定しない場合、リモートインベントリソースからローカル
変数を上書きするを使用することをお勧めします。

資格情報

vault資格情報を作成します。TPAワークステーションで tpaexec show-vault <cluster_dir>を使用
して、ボールトのパスワードを取得できます。

展開中に SSHを介してインベントリノードに接続するには、マシンの資格情報が AAPで利用できること
を確認してください。

テンプレートの作成

テンプレートを作成するには

1. プロジェクトとインベントリを使用するテンプレートを作成します。

2. 次の必要な資格情報を含めます。

• Vault credential

• EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN credential

• マシン資格情報

3. 2つの追加変数を設定します。

tpa_dir: /opt/EDB/TPA

cluster_dir: /runner/project

4. プレイブックとして deploy.ymlを選択します。

5. クラスターを展開するには、新しいテンプレートに基づいてジョブを実行します。
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7.1.3 複数のインベントリに 1つのプロジェクトを使用する
TPAは、関連する gitリポジトリのクラスターごとに異なるブランチ名を使用します。このアプローチで
は、複数のクラスターで単一のプロジェクトを使用できます。

Allowブランチオーバーライドオプションを設定します

AAPプロジェクトで、 Allow Branch overrideオプションを有効にします。

複数のインベントリを定義する

TPAは、gitリポジトリ内のクラスターごとに異なるブランチ名を使用します。インベントリごとにブラン
チをオーバーライドすることにより、同じプロジェクトをソースと使用して複数のインベントリを生成で
きます。

インベントリーごとに資格情報を定義する

ボールトのパスワードは、TPAクラスターごとに異なるため、インベントリーごとにそれに応じて設定さ
れていることを確認します。

7.1.4 AAPで TPAを更新
AAPで TPAの更新には、いくつかの追加手順が含まれます。

TPAワークステーションパッケージの更新

OSに応じて、OSパッケージと同様に TPAワークステーションパッケージを更新します。TPA installation
を参照してください。

同じバージョンタグで EEイメージを使用する

AAPの EEイメージを変更して、使用されるワークステーションパッケージバージョンと同じバージョン
タグを使用します。

クラスターディレクトリで tpaexec relinkを実行します

tpaexec relink <cluster_dir> --forceを実行して、AAPを使用するクラスターが最新の状態である
ことを確認します。これを行う必要がある場合の例は、TPAインストールを新しいバージョンにアップグ
レードした後です。relinkコマンドによってコミットされた変更は必ずプッシュしてください。

git status

On branch cluster_name

Your branch is ahead of tower/cluster_name by 1 commit.

(use "git push" to publish your local commits)

...
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git push tower

プロジェクトとインベントリの同期

ジョブの起動時にリビジョンの更新と起動時の更新を使用するように設定されていない場合は、それぞれ
AAP UIと関連インベントリでプロジェクトを同期します。

7.1.5 TPAの EEをビルドする
前提条件

独自の EEイメージをビルドするには、 ansible-builderを使用することをお勧めします。

必要なものは次のとおりです。

1. dockerまたは podman

2. ansible-builderおよび ansible-navigator pythonツールキット

3. TPA repoからタグ vA.B.Cでチェックアウトした TPAソースコード vA.B.Cは、使用する TPAバー
ジョンです。

環境ファイル

ansible-builderは、環境ファイルを使用して、作業用 EEイメージを生成します。

次に、このような TPAの環境ファイルのテンプレート例を示します。

execution-environment.yml

version: 3

images:

base_image:

name: registry.redhat.io/ansible-automation-platform-24/ee-minimal-rhel9:latest

dependencies:

python: << TPA_REPO_CLONE_FOLDER >>/requirements-aap.txt

galaxy: << TPA_REPO_CLONE_FOLDER >>/collections/requirements.yml

options:

package_manager_path: /usr/bin/microdnf

additional_build_steps:

append_final:

- RUN mkdir -p /opt/EDB/TPA

- COPY << TPA_REPO_CLONE_FOLDER >> /opt/EDB/TPA

- ENV PYTHONPATH="${PYTHONPATH:+${PYTHONPATH}:}/opt/EDB/TPA/lib"

異なるベースイメージには、より多くの additional_build_stepsが必要になる場合があります。 ansible-
builderを参照してください

高度な使用のために。
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EE buildコマンド

次のコマンドは、EEイメージをビルドします。

ansible-builder build \

--file=execution-environment.yml \

--container-runtime=<docker/podman> \

--tag=<your-registry>/<your-namespace>/tpa-ee:vA.B.C \

--verbosity 2

7.2 TPA, Ansible, and sudo
TPAは sudoで Ansibleを使用して、ターゲットインスタンスで昇格した特権でタスクを実行します。この
ページでは、Ansibleが sudoを使用する方法決して TPA固有ではありません、および TPAで管理されて
いるシステムへの影響について説明します。

TPAには root権限が必要です。

• パッケージをインストールするためオペレーティングシステムのネイティブパッケージマネージャー
を使用した必須パッケージ、および pipを使用したオプションパッケージ

• サービスを停止、リロード、および再起動するため Postgres、repmgr、efm、etcd、haproxy、pgbouncer
など

• 他のさまざまなタスクを実行するためたとえば、クラスターファクトの収集、スイッチオーバーの実
行、クラスターノードのセットアップ

TPAは sudoを使用できることも必要です。 ansible_user: rootを設定することにより、rootとして直
接 sshインすることができますが、引き続き sudoを使用して他のユーザー postgresなどとしてタスクを実
行します。

7.2.1 Ansible sudo呼び出し
Ansibleが sudoを使用してタスクを実行すると、ターゲットインスタンスに次のようなプロセスが表示さ
れます。

/bin/bash -c sudo -H -S -n -u root /bin/bash -c \

""echo BECOME-SUCCESS-kfoodiiprztsyerriqbjuqhhbemejgpc ; \

/usr/bin/python2"" && sleep 0

sudo yum install -y xyzpkgのようなものを期待していた人は、これに驚くことがよくあります。一般
に、Ansibleのほとんどのタスクは、認識可能なシェルコマンドを実行するのではなく、Pythonインタープ
リターを呼び出して Pythonコードを実行します。Playbookは rawシェルコマンドを実行できますが、TPA
はそのようなタスクを Pythonインタープリターをブートストラップするためにのみ使用します。

Ansibleモジュールには、さまざまな複雑さの Pythonコードが含まれており、AnsibleプレイブックはYAML
形式で書かれた単なるシェルスクリプトではありません。任意の Ansibleプレイブックを実行するのと同
じことを行うシェルコマンドを「抽出」する方法はありません。
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Ansibleが sudo privilegeescalation must be general を使用する方法の重要な結果が 1つあります。つまり、
一部の管理者が慣れているように、sudoers.confで sudo呼び出しを特定のコマンドに制限することはでき
ません。ほとんどのタスクは Pythonを呼び出すだけです。すべてのコマンドにランダムな文字列がなけれ
ば、Pythonへの sudoアクセスを制限できますが、Pythonが rootとして実行されると、とにかくできるこ
とに対する事実上の制限がありません。

ターゲットホストで Pythonモジュールを実行するのは、Ansibleの動作です。これはどれも TPAに固有で
はなく、これらの考慮事項は他の Ansibleプレイブックに等しく適用されます。

7.2.2 おすすめ
• SSH公開キーベースの認証を使用して、ターゲットインスタンスにアクセスします。

• SSHユーザーがパスワードなしで sudoコマンドを実行できるようにします。

• コマンドではなく時間でアクセスを制限します。

TPAは、クラスターを最初にセットアップするとき、またはメンテナンスウィンドウなどに構成を変更す
るために tpaexec deployを再度実行するときのみにアクセスが必要です。それまでは、そのアクセスを
完全に無効にすることができます sshと sudoの両方を 1行の変更で。

デプロイメント中に、Ansibleが行うことはすべて、プレイブックの動作と指定したパラメーターに基づい
て予測可能であり、各アクションは、ターゲットインスタンスのシステムログ、および tpaexec自分自身が
実行されるマシンの Ansibleログに表示されます。

Ansibleの焦点は、実行できるアクションにきめの細かい制限を課すことよりも、実行時に何をするのかの
可視性を提供することであるため、昇格した特権はスコープではなく時間でより適切に割り当ておよび管
理されます。

7.2.3 SSHおよび sudoパスワード
パスワードなしの SSHキー認証とパスワードなしの sudoアクセスを設定することを強くお勧めしますが、
パスワードを使用することも可能です。

tpaexecを実行する前に環境で ANSIBLE_ASK_PASS=yesおよび ANSIBLE_BECOME_ASK_PASS=yesを設定す
ると、Ansibleはリモートサーバーのログインパスワードと sudoパスワードを入力するように求めます。
次に、リモートサーバーで login/sudoパスワードプロンプトをネゴシエートし、指定したパスワードを送
信しますこれにより、Playbookの実行時間が著しく長くなります。

パスワードの組み合わせを使用してアクセスを制限するよりも、必要がないときに特定のアカウントを介
したアクセスを完全に無効にする方が効果的なセキュリティ制御であると考えられるため、この操作モー
ドはお勧めしません。sshの公開キー認証を使用すると、サーバーにアクセスできる人を効果的に制御でき
ます。許可されたユーザーごとに 1つのプライベートキーを保護することは、1つまたは複数の共有パス
ワードを保護するよりも簡単です。また、ssh / sudoレベルでのアクセスを必要な場合に制限すると、メン
テナンス期間にパスワードは追加のセキュリティを追加しません。
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7.2.4 sudoオプション
sudoで Ansibleを使用するには、sudoers.confで requirettyを設定しないでください。

必要に応じて、ansible.cfg の [privilege_escalation] セクションで become_flags 、または環境の
ANSIBLE_BECOME_FLAGS 、またはインベントリの ansible_become_flags を設定することにより、An-
sibleが使用する sudoオプション-H -S -nを変更できます。3つの方法はすべて同等ですが、特定の必要
がある場合にのみ sudoオプションを変更してください。デフォルトが選択されたのには十分な理由があり
ます。たとえば、パスワードなしの sudoが誤って構成されている場合、-S -nを削除するとタスクがタイ
ムアウトします。

7.2.5 特権エスカレーション構成の管理
デフォルトの sudo構成

デフォルトでは、TPAはターゲットインスタンスでの sudo関連の構成を自動的に管理します。これには、
sudoパッケージが存在しない場合のインストール、さまざまなコンポーネントの sudoersファイルの構成
が含まれます。

privilege_escalation_commandのデフォルト値は"sudo"で、これにより、TPAは sudoのインストール
と構成を管理できます。

代替の特権エスカレーションコマンドを使用する

環 境 が 別 の 特 権 エ ス カ レ ー シ ョ ン コ マ ン ド を 使 用 し て い る 場 合 、cluster_vars で
privilege_escalation_command を設定することにより、代替を使用するように TPA を構成でき
ます。

cluster_vars:

privilege_escalation_command: other_tool # replaces sudo; may include arguments

この値は、TPAが管理対象アプリケーションに対して生成する各特権エスカレーションコマンドで sudo

の直接インプレース置換として使用されます。必要に応じて追加の引数たとえば other_tool --flagな
どを含めることができます。

Ansibleの becomeメカニズムでサポートされている任意の特権エスカレーションコマンドに設定できます。
Ansible privilege escalation documentationを参照してください

サポートされているメソッドの完全なリストについては、

重要: sudoは、EDBで公式にサポートされている唯一の特権エスカレーションコマンドです。代替コマン
ドを使用する場合、互換性と適切な構成を保証するのは自分の責任です。EDBサポートは、代替の特権エ
スカレーションメカニズムに関連する問題を支援する能力が制限されている場合があります。

Ansibleの becomeメソッドと privilege_escalation_command

注意する必要がある 2つの別個の特権エスカレーション設定があります。

• ``ansible_become_method``は、ターゲットインスタンスでデプロイメントタスクを実行するときに
Ansible自分自身が特権をエスカレートする方法を制御します。これは、インベントリまたは ansible.

cfgに設定された Ansible変数です。
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• ``privilege_escalation_command``は、管理対象アプリケーション EFM、repmgr、HARPが実行時に
呼び出すコマンドを制御して、Ansibleとは無関係に、サービス管理操作の特権をエスカレートします。

これらは目的が異なるため、両方を一貫して構成する必要があります。環境が sudoの代わりに代替ツール
を使用している場合、cluster_varsで privilege_escalation_commandを設定し、およびAnsibleイン
ベントリまたは ansible.cfgで ansible_become_methodと一致するように ansible.cfgを構成する必
要があります。

推奨されるアプローチフックを使用する

別の特権エスカレーションコマンドを使用する必要がある場合は、TPA hooksを使用して特権エスカレー
ションメカニズムを構成することをお勧めします。フックを使用すると、展開中の特定のポイントでカス
タムタスクを実行でき、カスタマイズを TPAのコア展開ロジックから分離したまま、特権エスカレーショ
ンの構成を完全に制御できます。

たとえば、リポジトリを構成した後、 post-repoフックを使用して特権エスカレーションコマンドをイン
ストールおよび構成したり、pre-deployフックを使用して、メイン展開が開始される前に必要な権限を
設定したりできます。このアプローチにより、保守性が向上し、環境固有の要件の管理が簡単になります。

手動構成要件

代替の特権エスカレーションコマンド"sudo"以外の場合、TPAは sudoパッケージのインストールと sudoers
構成をスキップします。tpaexec deployを実行する前に、選択した特権エスカレーションコマンドをす
べてのターゲットシステムに手動またはフックを使用してインストールして構成する必要があります。

1. postgresユーザーのサービス管理権限

特権エスカレーションメカニズムでは、 postgres systemユーザーが PostgreSQLおよび関連サービスを起
動、停止、再起動、およびリロードするための systemctlコマンドを実行できるようにする必要があります。
これは、フェールオーバーマネージャー repmgr、HARP、EFMが自動フェイルオーバー操作中に正常に機
能するために必要です。

たとえば、sudoを使用すると、TPAは次の権限を構成します。

postgres ALL=(ALL) NOPASSWD: /bin/systemctl start postgresql

postgres ALL=(ALL) NOPASSWD: /bin/systemctl stop postgresql

postgres ALL=(ALL) NOPASSWD: /bin/systemctl restart postgresql

postgres ALL=(ALL) NOPASSWD: /bin/systemctl reload postgresql

選択した特権エスカレーションシステムで同等の権限を構成する必要があります。

2. EFMデータベース機能の権限 EFMクラスターのみ

クラスターがフェールオーバーマネージャーとして EFMを使用している場合、特権エスカレーションメカ
ニズムは、EFMシステムユーザーが postgresユーザーとして efm_db_functionsスクリプトを実行できる
ようにする必要があります。これは、EFMがヘルスチェックとフェイルオーバー操作を実行するために必
要です。

たとえば、sudoを使用すると、TPAは次のように構成します。
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efm ALL=(postgres) NOPASSWD: /usr/edb/efm-X.Y/bin/efm_db_functions

特権エスカレーションシステムで同等の権限を構成して、efmユーザーが postgresユーザーとしてこのス
クリプトを実行できるようにします。

7.2.6 ロギング
プレイブックの実行の場合、sudoログは主に Pythonの呼び出しを表示します誰かが sudo -iを使用する
ときに bashの呼び出しのみを表示するのと同様に。

詳細については、syslogには、ターゲットインスタンスでの各モジュール呼び出しの正確な引数が表示さ
れます。そのモジュールが呼び出された理由の高レベルのビューについては、コントローラの ansible.log
に、そのタスクがしようとしたことと結果が表示されます。

さらに詳細な監査データの独立したソースが必要な場合は、サーバーで auditdを実行し、SELinuxログファ
イルを使用できます。bpftrace/bccからさらに詳細なシステムコールレベルの情報を取得できます。たとえ
ば、opensnoopはシステムで開かれているすべてのファイルを表示し、execsnoopはシステムで実行された
すべてのプロセスを表示します。ニーズに応じて、これらのことのいずれかまたはすべてを実行できます
が、ロギングの増加に伴うオーバーヘッドの増加という明らかな注意事項。

7.2.7 ローカル権限
TPA installation

sudoは、「runこれらのコマンドを root attemptsで実行する」の短縮形としてのみ言及しています。TPAが
インストールされ、tpaexec setupを実行すると、TPA自分自身はローカルマシンでの昇格した特権を必
要としません。ただし、Dockerを使用する場合、Dockerデーモンへの接続が許可されたグループに属する
ユーザーとして tpaexecを実行する必要があります。

7.3 TPA - PuTTY Configuration guide
Windowsで PuTTYを使用して、TPAユーティリティ tpaexecプロビジョニング*によって作成されたAWS
インスタンスに sshを介して接続するには、Amazonが生成したプライベートキー形式.pemからキーを変
換する必要があります EC2を PuTTY形式.ppkに変換します。

# Provision the cluster

[tpa]$ tpaexec provision <clustername>

PuTTYには、 PuTTYgenという名前のツールがあり、キーを必要な形式に変換できます。

• **
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7.3.1 キー変換
プライベートキーを見つけます

クラスターディレクトリ<clustername>でプライベートキーを見つけます。名前付けは、id_が接頭辞を付
けた config.ymlで設定された cluster_name変数に従って名前付けられます。例、cluster_nameが testenv1
に設定されている場合、プライベートキーの名前は id_testenv1になります。

キーを.pemとして保存

このファイルを Windows ファイルシステムにコピーし、.pem ファイルとして保存します。この例では
id_testenv1.pem -テキストファイルにカットアンドペーストすると、これにうまく機能します。

キー変換

PuTTYgenを起動し、[パラメーター]の下で、生成するキーの適切なタイプを選択します。

PuTTYgenの古いバージョンの場合、 SSH-2 RSAを選択します。最近のバージョンの場合 select RSA

• SSH-1 RSAは選択しないでください

次に、Loadを選択します。 PuTTY Private Key Files (*.ppk)と記載されたボックスで、All Files (*.*)を
選択する必要があります。

.pemファイルを選択し、 Openを選択して、 OKをクリックします。

Save private keyを選択し、Yesをクリックして、パスフレーズなしでキーを保存することに関する警告を
無視します。ファイルのサフィックスが.ppkであることを確認し、 .pemファイルと同じ名前を選択しま
す。この例では、ファイル名は id_testenv1.ppkになります。

• **

7.3.2 PuTTYの構成
PuTTY を起動し、 Category ウィンドウから Session を選択します。 Host Name パネルに<user>@<IP

address>と入力し、ポートパネルに 22と入力します。

<user>および<IP address>は、̀ `tpaexec provision``ユーティリティによって作成される<clustername>/

ssh_configファイルにあります。

Putty Categoryウィンドウで、 Connectionを選択し、 SSHを展開して Authを選択します

認証用の秘密キーファイル *とマークされたパネルで、Browseをクリックし、上記で保存した.ppkファイ
ルを選択し、Openを選択します

Putty Categoryウィンドウで、 Sessionを再度選択し、 Saved Sessionsにセッション名を入力して、 Save

この保存されたセッションを選択することにより、PuTTYを介して AWSホストに接続できるようになり
ます。

• **
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7.4 Troubleshooting

7.4.1 Python仮想環境を再作成します
時々、Python venvは一貫性のない状態になる場合があります。その場合、最も簡単な解決策は削除して再
作成することです。壊れた venvの症状には、次のようなプロビジョニング中のエラーが含まれる場合があ
ります。

TASK [Write Vagrantfile and firstboot.sh] **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **

failed: [localhost] (item=Vagrantfile) => {"changed": false, "checksum":

↪→"bf1403a17d897b68fa8137784d298d4da36fb7f9", "item": "Vagrantfile", "msg": "Aborting,

target uses selinux but python bindings (libselinux-python) arent installed!"}

新しい仮想環境を作成するには tpaexecがデフォルトの場所にインストールされていると仮定します。

sudo rm -rf /opt/EDB/TPA/tpa-venv

sudo /opt/EDB/TPA/bin/tpaexec setup

7.4.2 資格情報に関する奇妙なAWSエラー
TPAサーバーの時刻と日付が正しくない場合、プロビジョニング中にこれと同様の AWSエラーを取得す
る場合があります。

TASK [Register key tpa_cluster in each region] **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** **** **** **

An exception occurred during task execution. To see the full traceback, use -vvv. The␣

↪→error was: ClientError: An error occurred (AuthFailure) when calling the␣

↪→DescribeKeyPairs operation: AWS was not able to validate the provided access␣

↪→credentials

failed: [localhost] (item=eu-central-1) => {"boto3_version": "1.8.8", "botocore_

↪→version": "1.11.8", "changed": false, "error": {"code": "AuthFailure", "message":

↪→"AWS was not able to validate the provided access credentials"}, "item": "eu-

↪→central-1", "msg": "error finding keypair: An error occurred (AuthFailure) when␣

↪→calling the DescribeKeyPairs operation: AWS was not able to validate the provided␣

↪→access credentials", "response_metadata": {"http_headers": {"date": "Thu, 27 Sep␣

↪→2018 12:49:41 GMT", "server": "AmazonEC2", "transfer-encoding": "chunked"}, "http_

↪→status_code": 401, "request_id": "a0d905ba-188f-48fe-8e5a-c8d8799e3232", "retry_

↪→attempts": 0}}

解決策-時刻と日付を正しく設定します。

sudo ntpdate pool.ntp.org
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7.4.3 ロギング
デフォルトでは、すべての tpaexecログはログファイル<clusterdir>/ansible.logに保存されます

ログファイルの場所を変更するには、環境変数 ANSIBLE_LOG_PATHを目的の場所に設定します。たとえば、

export ANSIBLE_LOG_PATH=~/ansible.log

ロギングの詳細度を高めるには、 -v /-vv /-vvv /-vvvv /-vvvvvを tpaexecコマンドラインに追加するだけ
です。

tpaexec deploy <clustername> -v

そこで

- v shows the results of modules

- vv shows the files from which tasks come

- vvv shows what commands are being executed on the target machines

- vvvv enables connection debugging, what callbacks have been loaded

- vvvvv shows some additional ssh configuration, filepath information

7.4.4 クラスターテスト
既存のクラスターをスモークテストする簡単な方法は、次を実行することです。

tpaexec test <clustername>

これにより、クラスターコンポーネントの機能テストが実行され、続いて pgbenchを使用してクラスター
のパフォーマンステストが実行されます。pgbenchは完了までに時間がかかるため、次のコマンドを実行
してベンチマークを省略できます。

tpaexec test <clustername> --excluded_tasks=pgbench

7.4.5 TPAサーバーテスト
TPAサーバー自分自身のインストールを確認するには、次のコマンドを実行します。

tpaexec selftest

7.4.6 特定のタスクを含めるまたは除外する
障害が発生した後、またはテストを実行しているときに tpaexecのプロビジョニングまたは展開を再実行す
る場合、TPAの Selective task executionを使用してタスクを見逃すことが役立つ場合があります。
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7.5 Reference

7.5.1 Installation

Managing clusters in a disconnected or air-gapped environment

インターネットへの直接接続が許可されないセキュリティ制御された環境では、展開を完了するために TPA
が必要とするすべてのパッケージを提供する必要があります。これは、クラスター内の各ノードのローカ
ルリポジトリを介して実行できます。TPAは、Creating and using a local repositoryを介して各ノードでの
カスタムリポジトリの追加をサポートし、必要なパッケージは tpaexec download-packagesコマンドを使用
してダウンロードできます。

準備

TPAをインストールできるインターネットに接続されたマシンを選択し、以下の手順に従って、既存のク
ラスター構成をコピーするか、新しいクラスターを作成します。

ò 注釈

エアギャップサーバーに TPAがまだインストールされていない場合、次の指示に従ってください TPA
をインストールする場所

インストールします。

切断された環境に既存のクラスターがある場合、インターネットに接続されたホストで必要なのは config.yml
だけです。ディレクトリを作成し、そのファイルをコピーします。次に、そのディレクトリでtpaexec relink

を実行して、通常は tpaexec configureによって作成される残りのファイルを生成します。

または、ターゲットインスタンスがネットワークアクセスを持たない環境の新しい構成を作成するには、
このオプションを使用して新しいクラスターを構成します。

tpaexec configure --use-local-repo-only …

これは、 --enable-local-repoが行うことをすべて行い、他のすべてのパッケージリポジトリの構成を
無効にします。RedHatインスタンスでは、これには、サブスクリプションベースのサービスへのアクセス
の無効化も含まれます。

既存のクラスターでは、 config.ymlで use_local_repo_only: yesを設定できます。

cluster_vars:

use_local_repo_only: yes

注インターネットに接続された環境と切断された環境で個別のクラスター構成は必要ないことに注意して
ください、以下のオプションは両方で機能します。

Creating and using a local repositoryの詳細
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パッケージのダウンロード

インターネットに接続されたマシンで、Dockerのインストールがあることを確認し、実行します。

tpaexec download-packages cluster-dir --os <OS> --os-version <version>

tpaexec download-packagesの詳細な説明を参照してください。

ターゲット環境へのパッケージのコピー

生成されるリポジトリは、cluster-dir/local-repoディレクトリに含まれます。これは、ターゲットOS
の完全なパッケージリポジトリです。このディレクトリを、接続されたコントローラから、クラスターの展
開に使用される切断されたコントローラにコピーします。ディレクトリをクラスターディレクトリの下の
同じ場所に配置します。TPAは、 deployの実行時にパッケージをインスタンスに自動的にコピーします。

切断された環境での展開

クラスター config.ymlが 準備で上記のように構成されていることを確認します。通常どおりに tpaexec

provisionおよび deployを実行します。

切断された環境での更新

Upgrading your cluster コマンドを使用して、エアギャップ環境で更新を実行できます。このコマンドを実
行する前に、以下の手順に従う必要があります。

TPAノードでインターネットに直接アクセスしてローカルリポジトリのコンテンツを更新する

エアギャップ環境にインターネットアクセスがある場合は、tpaexec download-packagesを安全に信頼
して新しいパッケージをダウンロードし、パッケージのダウンロードを確認してその使用法を知ることが
できます。

TPAノードでインターネットに直接アクセスせずにローカルリポジトリのコンテンツを更新する

インターネットに切断されたローカルリポジトリの更新を実行するには、2つの方法があります。正しい
リポジトリの設定とメタデータの生成に従って、ローカルリポジトリを手動で再作成します

選択したディストリビューションに応じて。または、新しいパッケージをローカルリポジトリに配置した
後、tpaexec download-packagesの--refresh-repositoryオプションを使用します。詳細については、
ローカルリポジトリのメタデータを再生成を確認してください。TPAノードクラスターに対応するDocker
イメージと並んで、Dockerが利用可能である必要があります。

変更が保存されたら、tpaexec upgrade cluster-dirを実行できます。パッケージが更新されます。

Distribution support

TPAは、各ターゲットインスタンスで実行されているディストリビューションを検出して適応します。こ
のページには、アクティブにサポートされているプラットフォームと、以前にサポートされていた「古い
ディストリビューション」がリストされています。古いプラットフォームへの展開は、必要なパッケージ
にアクセスできる限り機能する可能性がありますが、これは TPAのサポートされている使用とは見なされ
ず、運用使用には適していません。
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完全にサポートされているプラットフォームは、TPAを実行するホストシステムとして、および TPAが
Postgresクラスターを展開するターゲットシステムの両方としてサポートされています。

Debian ARM64

• Debian 12/bookwormは完全にサポートされています

Debian x86

• Debian 12/bookwormは完全にサポートされています

• Debian 11/bulseyeは完全にサポートされています

• Debian 10/busterは古いディストリビューションです

• Debian 9/stretchは古いディストリビューションです

• Debian 8/jessieは古いディストリビューションです

Ubuntu x86

• Ubuntu 24.04/nobleが完全にサポートされています

• Ubuntu 22.04/jammyは完全にサポートされています

• Ubuntu 20.04/focalは古いディストリビューションです

• Ubuntu 18.04/bionicは古いディストリビューションです

• Ubuntu 16.04/xenialは古いディストリビューションです

Oracle Linux x86

• Oracle Linux 9.xが完全にサポートされています

• Oracle Linux 8.xが完全にサポートされています

• Oracle Linux 7.xは古いディストリビューションです

RedHat x86

• RHEL / Rocky/AlmaLinux/Oracle Linux 10.xが完全にサポートされています python3のみ

• RHEL / Rocky/AlmaLinux/Oracle Linux 9.xが完全にサポートされています python3のみ

• RHEL / CentOS / Rocky / AlmaLinux 8.xが完全にサポートされています python3のみ

• RHEL / CentOS 7.xは古いディストリビューション python2のみ

. 警告

RHEL 8.xまたは同等のものを実行しているインスタンスにデプロイするには、TPAコントローラも
RHEL 8.xを実行している必要があります。これは、別の OSで実行されている TPAコントローラが
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ansible-core 2.16より新しい ansibleバージョンを実行している可能性があるため、ターゲットインスタ
ンスで RHEL 8.xと互換性がないためです。

• RHEL / Rocky / AlmaLinux 10.xが完全にサポートされています python3のみ

• RHEL / Rocky / AlmaLinux 9.xが完全にサポートされています python3のみ

• RHEL / AlmaLinux 8.xが完全にサポートされています python3のみ

SLES x86

• SLES 15.xが完全にサポートされています

プラットフォーム固有の考慮事項

一部のプラットフォームは、ここで記載されている古いディストリビューションで動作しない場合があり
ます。たとえば、Debian 8および Ubuntu 16.04は Dockerのインストールでは利用できません。

Running TPA in a Docker container

利用可能な TPA installationがなく、 Installing TPA from sourceの後に TPAを実行することが難しい場合た
とえば、動作する Python 3.12以降のインタープリターを入手するのは簡単ではないため、最後の手段は
Dockerイメージをビルドすることですそして、Dockerコンテナ内で TPAを実行します。

Dockerのインストールを行うために Dockerコンテナで TPAを実行する必要はないことに注意してくださ
い。可能であれば、MacOS Xでも TPAを直接実行することをお勧めします。

クイックスタート

システムに Dockerをインストールして動作している必要があります。

次のコマンドを実行して、Githubから tpaexecソースリポジトリのクローンを作成し、tpa/tpaexecとい
う名前の新しい Dockerイメージをビルドします。

git clone ssh://git@github.com/EnterpriseDB/tpa.git

cd tpa

docker build -f docker/Dockerfile --build-arg TPA_VER=$(git describe) -t␣

↪→tpaexec:latest .

作成したイメージをダブルチェックします。

docker image ls tpaexec

REPOSITORY TAG IMAGE ID CREATED SIZE

tpaexec latest 3943dec4d660 20 minutes ago 658MB

docker run --rm tpaexec info
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# TPAexec v23.38.0-38-g4dc030dc1

tpaexec=/usr/local/bin/tpaexec

TPA_DIR=/opt/EDB/TPA

PYTHON=/opt/EDB/TPA/tpa-venv/bin/python3 (v3.13.5, venv)

TPA_VENV=/opt/EDB/TPA/tpa-venv

ANSIBLE=/opt/EDB/TPA/tpa-venv/bin/ansible (v2.16.14)

次に、実行しているシェルセッションで tpaexecのエイリアスを設定する必要があります。

alias tpaexec="docker run --rm -v $PWD:/work -v /var/run/docker.sock:/var/run/docker.

↪→sock tpaexec"

これで、次のようなコマンドを実行できます。

tpaexec configure cluster -a M1 --postgresql 15 --failover-manager patroni --platform␣

↪→docker

tpaexec deploy cluster

Dockerのインストール

install Dockerおよび get startedのヘルプが必要な場合は、Docker documentationを参照してください。

MacOS Xでは、次のことができます install "Docker Desktop forMac"

そして、アプリケーションメニューから Dockerを起動します。

TPA capabilities and supported software

• TPA Python環境のセットアップ

• Distribution support

サポートされているソフトウェア

TPAは、次のメジャーコンポーネントをインストールおよび構成できます。

• Postgres

• EPAS EDB Postgres Advanced Server

• 5、4、3.7ポンド

• pglogical 3、2オープンソース

• pgd-cliおよび pgd-proxy

• HARP 2

• repmgr

• Barman
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• pgbouncer

• haproxy PGD 3.7でのみサポートされています

• フェールオーバーマネージャー EFM

• Postgres Enterprise ManagerPEM

7.5.2 Administration

Reconciling changes made outside of TPA

TPA構成を変更して実行されない TPA作成クラスターへの変更は、config.ymlに保存されません。これ
は、クラスターに TPA構成で再作成できない変更が含まれることを意味します。

このページでは、TPAで構成が管理される方法と、構成を変更するための推奨される方法を示します。次
に、作成する戦略を確認し、クラスターに手動変更を加えた結果を調整します。

手動で構成を変更する必要があるのはなぜですか?

TPAの外部で構成を変更する必要がある最も一般的なシナリオは、実行している操作が TPAでサポートさ
れていない場合です。このような操作で最も一般的な 2つは、ノードの削除などの破壊的な変更と、Postgres
のメジャーバージョンのアップグレードです。

破壊的な変更

一般に、TPAは、クラスターの以前に展開された要素を削除しません。これらは config.ymlから削除さ
れる場合でも。厳密な宣言型システムは、宣言と一致するようにデプロイされたアーティファクトを常に
変更する必要があるため、これは人々を驚かせる場合があります。ただし、実稼働データベースに破壊的
な変更を行うと、重大な結果を招く可能性があるため、サポートしないことを選択しました。

メジャーバージョンの Postgresのアップグレード

TPAは、Postgresのメジャーバージョンのアップグレードを実行するための自動メカニズムをまだ提供し
ていません。したがって、既存のクラスターでインプレースアップグレードを実行する必要がある場合、
これは pg_upgradeや pgd node upgradeなどの他のツールを使用して実行する必要があります。

変更がリコンサイルされていない場合、何が起こりますか?

未リコンサイルの変更に関する一般的な問題は、既存の config.ymlを使用して新しいクラスターを展開
する場合、または問題を再現するために config.ymlを EDBサポートに提供する場合、元のクラスターと
一致しないことです。さらに、将来的に TPAを使用してそのクラスターを管理する場合、操作上の問題が
発生する可能性があります。

未調整の変更の運用への影響は、変更の性質によって異なります。特に変更が破壊的かどうか、および変
更がエラーを発生させるか config.ymlのデータを無効にすることにより TPAの実行をブロックするかど
うか。
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非破壊的、非ブロッキングな変更

多くの場合、追加的な変更はすぐに運用上の問題なく対応されます。ユーザーを手動で追加することを検
討します。新しいユーザーは存在し続けますが、TPAに関する問題はまったく発生しません。TPAを介し
てユーザーを管理する場合、config.ymlで宣言できますが、手動追加ユーザーの存在は操作上の問題を
発生させません。

一部の手動追加は、より微妙な効果を持つ場合があります。手動で追加された拡張機能の例を考えます。
TPAは破壊的な変更を行わないため、次回 tpaexec deployが実行されたときに拡張機能は削除されませ
ん。ただし、、新しい拡張機能に対応するように Postgres構成を変更した場合、TPAでサポートされてい
るメカニズム以下を参照していない場合、これらは上書きされる可能性があります。

さらに、TPAは手動変更を反映するように config.ymlファイルを変更しようとせず、新しい拡張機能は
tpaexec upgradeから省略されるため、クラスターに互換性のないソフトウェアバージョンが存在する可
能性があります。

破壊的なノンブロッキングの変更

簡単に検出され、TPAのオペレーションをブロックしない破壊的な変更は、次回 tpaexec deployが実行
されたときに単に元に戻されます。拡張機能を手動で削除することを検討します。TPAの観点から、この
状況は、ユーザーが config.ymlファイルに拡張機能を追加し、deployを実行することと区別できません。
そのため、TPAは、クラスターと config.ymlが調整されるように拡張機能を追加しますが、ユーザーが
意図したものとは逆の方法です。

同様に、構成パラメーターに手動で加えられた変更は、次の場合を除き、元に戻されます。

1. 手動編集用に予約された conf.d/9999-override.confファイルで作成されます。

2. ALTER SYSTEM SQLを使用して作成されました。または

3. postgres_conf_settingsを追加して、 postgres_conf_settingsを作成しました。

オプション 3が自己文書でポータブルであるという事実を除き、方法 1または 2によって行われた変更を
調整するための差し迫った運用上の理由はありません。

破壊的な変更をブロックする

config.yml間のより根本的な不一致を作成する変更は、TPAがオペレーションの実行をブロックする可能
性があります。たとえば、ベアメタルクラスター内のノードを物理的に削除すると、TPAによるそのノー
ドへの接続は失敗します。つまり、ほとんどの TPA操作はエラーで終了し、この違いを調整するまで TPA
でクラスターを管理できません。。

構成変更を調整する方法

通常、リコンシリエーションプロセスには、クラスターの現在の状態を記述するように config.ymlを変
更し、tpaexec deployを実行することが含まれます。
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例 PGDノードの分割

ベアアーキテクチャと次のような configureコマンドを使用して、最小限の PGDクラスターを展開します。

tpaexec configure mycluster \

-a PGD-Always-ON \

--platform bare \

--edbpge 15 \

--location-names a \

--pgd-proxy-routing local

次の SQLを使用してノードを分割します。これは、任意のノードから実行できます。

select * from bdr.part_node(‘node-2’);

deployを再実行します。エラーは発生していませんが、ノードはまだ分離されたままであることに注意し
てください。これは、任意のノードでコマンド pgd show-nodesを使用して確認できます。これは、TPA
が PGDにノードが分離されたことを伝えるメタデータを上書きしないためです。

ò 注釈

TPA、そして実際に PGD 自分自身には、'parted' 状態でノードを初期化するメカニズムがないため、
config.ymlをこのクラスター状態と調整することはできません。原則として、TPAを使用してこの分割
されたクラスターを継続できますが、これはお勧めできません。ほとんどの場合、ノードの完全な削除
と `config.yaml`の調整を続行することができます。

前の例では、PGDクラスターからノードを分離しましたが、ノード自分自身は無傷のままで、実行可能だ
が調整不能な状態で TPAによって管理されています。

ノードを完全に停止するには、node-2に対応するサーバーの電源をオフにするだけで安全です。この段階
で deployを実行しようとすると、サーバーに到達できず早期に失敗します。

config.ymlのこの変更を調整するには、node-2に対応する instancesの下のエントリーを削除するだ
けです。これは次のようになります。

- Name: node-2

public_ip: 44.201.93.236

private_ip: 172.31.71.186

location: a

node: 2

role:

- bdr

- pgd-proxy

vars:

bdr_child_group: a_subgroup

bdr_node_options:

route_priority: 100

これで、TPAを使用してこのノードを通常のように管理できるようになりました。元のクラスターには、
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状態が PARTEDであるノードとして node-2を参照するメタデータがまだあります。これは、クラスター機
能に影響を与えないため、デフォルトでは削除されません。

ò 注釈

config.ymlから削除した後、元の `node-2`をクラスターに参加させたい場合は、config.ymlの削除された
行を復元し、Postgresを停止し、そのノードの `PGDATA`ディレクトリを削除して、tpaexec deployを
繰り返すことにより実行できます。上記のように、TPAは、対応するエントリが `config.yml`から削除
されても、既存のデータベースを削除しないため、このアクションを手動で実行する必要があります。

TPA は、スーパーユーザーのパスワードを自動的に生成します。これは、tpaexec show-password

<cluster> <superuser-name> を使用して表示できます。パスワードを手動で変更する場合たとえば、
psqlの/passwordコマンドを使用すると、次に tpaexec deployが実行された後、パスワードが TPAに
よって設定されたものに戻っていることがわかります。TPAを介して変更を行い、tpaexec deployの実
行全体で持続させるには、tpaexec store-password <cluster> <superuser-name>コマンドを使用し
てパスワードを指定し、tpaexec deployを実行する必要があります。これは、TPAを通じて作成された
他のユーザーにも適用されます。

例拡張機能の追加または削除

単純なシングルノードクラスターは、次の config.ymlを使用して展開できます。

- --

architecture: M1

cluster_name: singlenode

cluster_vars:

postgres_flavour: postgresql

postgres_version: 15

preferred_python_version: python3

instance_defaults:

image: tpa/debian:11

platform: docker

vars:

ansible_user: root

instances:

- Name: nodeone

node: 1

role:

- primary

ノードに接続して apt install postgresql-15-pgvector を実行して、次の SQL コマンド CREATE

EXTENSION vector;を実行することにより、pgvector拡張機能を手動で追加できます。これは、config.yml
が以前のようにクラスターを完全に説明しないという事実を超えて、操作上の問題は発生しません。ただ
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し、次のクラスター変数を追加することにより、config.ymlを調整するか、実際に単に TPAを使用して
拡張機能を追加することをお勧めします。

cluster_vars:

...

extra_postgres_packages:

common:

- postgresql-15-pgvector

extra_postgres_extensions:

- vector

この構成を追加した後、 SQL コマンド DROP EXTENSION vector; 、次に apt remove

postgresql-15-pgvector を実行して、拡張機能を手動で削除できます。ただし、config.yml を
調整せずに tpaexec deployを再度実行すると、拡張機能は再インストールされます。 config.ymlを調
整するには、前に追加した行を削除するだけです。

ò 注釈

前述のように、TPAは破壊的な変更を受け入れません。したがって、config.ymlから行を削除するだけ
では拡張機能は削除されません。この操作を手動で実行し、変更を調整する必要があります。 !!!

7.5.3 Services

Barman

インスタンスに config.ymlで barmanロールが付与されている場合、TPAは Barmanサーバーとして構成
して、backup設定で名前を付けている他のインスタンスのバックアップを取得します。

instances:

- Name: one

backup: two

…

- Name: two

role:

- barman

…

複数の postgresインスタンスは、backupと同じ名前の Barmanサーバーを持つことができます。同様に、
1つの postgresインスタンスは、その backupとして名前付けた Barmanサーバーのリストを持つことが
でき、バックアップはすべての名前付けサーバーに取得されます。

デフォルトの Barman構成は、pg_receivewalを使用して PostgreSQLに接続し、WALの継続的なバックアッ
プを取得し、週に 2回 sshでの rsyncを使用してインスタンスの完全なバックアップを取得します。完全
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なバックアップとWALは、過去 4週間の任意のポイントにリカバリーできるように十分な期間保持され
ます。

Barmanパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは Barmanの最新バージョンをインストールします。

config.yml ファイルの cluster_vars セクションの下に barman_package_version: xxx を含めるこ
とにより、インストールされる Barmanパッケージのバージョンを指定できます。

cluster_vars:

…
barman_package_version: 1.56.2-1

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

Barman構成

Barmanサーバーの Barmanホームディレクトリは、クラスター変数 barman_homeを使用して設定できま
す。デフォルト値は/var/lib/barmanです。

各 Barmanサーバーでは、グローバル構成ファイルが/etc/barman.confとして作成されます。このファ
イルには、多くの Barman構成変数のデフォルト値が含まれています。バックアップされる Postgresサー
バーごとに、追加の Barman構成ファイルが作成されます。たとえば、サーバー oneをバックアップする
には、ファイルは/etc/barman.d/one.confで、バックアップは Barmanホームディレクトリのサブディ
レクトリ oneに保存されます。構成ファイルとディレクトリ名は、プロビジョニングステップの前に vars

セクションで定義されたバックアップインスタンスの backup_name設定から変更できます。

- Name: myPrimary

backup: myBarman

platform: bare

ip_address: x.x.x.x

node: 1

role:

- primary

vars:

backup_name: my_backup

次の変数はバックアップインスタンスで設定でき、接頭辞 barman_が削除された状態で Barmanの構成に
渡されます。

variable default

barman_archiver false
barman_log_file /var/log/barman.log

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
variable default

barman_backup_method rsync
barman_compression pigz
barman_reuse_backup link
barman_parallel_jobs 1
barman_backup_options concurrent_backup
barman_immediate_checkpoint false
barman_network_compression false
barman_basebackup_retry_times 3
barman_basebackup_retry_sleep 30
barman_minimum_redundancy 3
barman_retention_policy RECOVERY WINDOW OF 4 WEEKS
barman_last_backup_maximum_age 1 WEEK
barman_pre_archive_retry_script
barman_post_backup_retry_script
barman_post_backup_script
barman_streaming_wals_directory
backup_name backed up instance's name

バックアップスケジュール

TPAは、/etc/cron.d/barmanに cronジョブをインストールします。これは 1分ごとに実行され、barman
cronを呼び出してメンテナンスタスクを実行します。

バックアップされるインスタンスごとに、そのインスタンスのバックアップを取得する別の cron
ジョブを/etc/cron.d/<backup_name> にインストールします。このジョブは、インスタンスの
barman_backup_interval 変数で決定されたとおりに実行され、デフォルトでは、毎週水曜日と土曜日
の 04:00にバックアップを取得します。

SSHキー

TPAは、 postgresおよび barmanユーザーの sshキーペアを生成し、それぞれの~/.sshディレクトリにイ
ンストールし、お互いの authorized_keysファイルに追加します。postgresユーザーは、WALセグメント構
成されている場合をアーカイブするために barmanサーバーに ssh接続できる必要があり、barmanユーザー
は Postgresインスタンスに ssh接続して、バックアップを取得または復元できる必要があります。

barmanおよび barman_role Postgresユーザー

TPAは、2人の Postgresユーザー barmanおよび barman_roleを作成します。

TPAバージョン <23.35は、 barman Postgresユーザーを superuserとして作成しました。

23.35から barmanユーザーは NOSUPERUSERで作成されるため、既存のクラスターに再展開すると、barman
Postgresユーザーから superuser属性が削除されます。代わりに、barman_roleには必要な特権セットが
付与され、 barmanユーザーには barman_roleメンバーシップが付与されます。

これにより、Barman Manualで提供される特権セットを使用して、 barmanユーザーに superuser属性を
付与することを回避します。
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共有 Barmanサーバー

ò 注釈

23.35より前の TPAバージョンを使用して作成されたクラスターで共有 Barman機能を使用するには、
以下を行う必要があります。a)共有 Barmanインスタンスの作成をサポートする TPAのバージョンに
アップグレードします。 b）TPAをアップグレードした後、$first-clusterで deployを実行して、TPAが
後続のクラスターが共有 Barmanノードに対してスムーズに実行されるように必要な構成変更を加えら
れるように。

一部の展開では、複数のクラスターで単一のBarmanサーバーを共有する必要がある場合があります。tpaexec
内の共有 Barmanサーバーの展開は、既存の Barmanサーバーを使用する予定がある特定のクラスター構成
の Barmanサーバーインスタンスの下で vars: を介して設定できる barman_shared設定を介してサポー
トされています。barman_sharedはブール変数であるため、可能な値は trueおよび falseデフォルトです。
共有シナリオで Barman構成を変更する場合、複数のクラスターにわたる構成が同期したままであること
を確認して、1つのクラスターが特定の構成を追加し、2番目のクラスターがそれをオーバーライドするシ
ナリオを回避する必要があります。

複数のクラスターで共有 Barmanサーバーを使用するための一般的なワークフローを以下に説明します。

1. barmanロールを持つインスタンスを使用して TPAクラスターを作成しますこの例では、’first-cluster’
と呼びます。

2. 2番目のクラスター second-cluster例では、この特定の Barmanインスタンスを共有 Barmanサーバー
インスタンスとして$clusters/first-clusterから参照し、プラットフォームとして bareを使用するため、
実行時に新しい Barmanインスタンスを作成しようとしません条項。また、このクラスターがアクセ
スするために使用できる Barmanインスタンスの IPアドレスを指定します。

- Name: myBarman

node: 5

role:

- barman

platform: bare

ip_address: x.x.x.x

vars:

barman_shared: true

3. 2番目のクラスターがプロビジョニングされたら、展開を実行する前に、sshを介して Barmanサー
バーインスタンスにアクセスできることを確認します。ssh-copy-idを介して 2番目のクラスター
の公開キーを Barmanサーバーインスタンスにコピーすることにより、このアクセスを許可でき、ssh
を実行して、パスワードを指定せずにログインできることを確認します。

# add first-clusters key to the ssh-agent

cd $clusters/first-cluster

ssh-add id_first-clutser

cd $clusters/second-cluster

ssh-keyscan -t rsa,ecdsa -4 $barman-server-ip >> tpa_known_hosts

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

ssh-copy-id -i id_second-cluster.pub -o UserKnownHostsFile=tpa_known_hosts $user@

↪→$barman-server-ip

ssh -F ssh_config $barman-server

4. Barmanユーザーのキーを最初のクラスターから 2番目のクラスターにコピーします

mkdir $clusters/second-cluster/keys

cp $clusters/first-cluster/keys/id_barman* clusters/second-cluster/keys

5. tpaexec deploy $clusters/second-clusterを実行します

Barmanサーバーインスタンスを共有するクラスターをセットアップするときは、注意する必要がありま
す。このようなセットアップを試行する前に、考慮する必要がある重要な側面が多数あります。

1. Barmanサーバーを共有するクラスター内の 2つのインスタンスが同じ名前を使用していないことを
確認します。tpaexec configure の--cluster-prefixed-hostnames オプションは、この点で役
立つ場合があります。

2. Barmanの構成と設定は、共通の Barmanサーバーを使用するすべてのクラスターで同期したままに
して、1つのクラスターが特定の構成をセットアップし、構成が欠落しているか別の値を使用してい
るために他のクラスターがセットアップしないシナリオを回避する必要があります。

3. 異なるクラスターにわたってバックアップされるインスタンスの Postgresのバージョンは、同じであ
る必要があります。

4. 共通の Barmanサーバーを使用する異なるクラスターは、デフォルトをオーバーライドしようとする
ときに Barmanパッケージの異なるバージョンを指定できません。

共有 Barmanサーバーのサポートの向上を続けているため、これらの一部は将来のリリースで対応される
可能性があります。

. 警告

共通の Barmanノードを共有するクラスターのプロビジョニングを解除するときは、特に注意してくだ
さい。特に、Barmanを展開した最初のクラスターが非ベアプラットフォームを使用する場合。 Barman
ノードは最初のクラスターによって既にプロビジョニング解除され、もう存在しないため、最初にBarman
をプロビジョニングおよび展開した最初のクラスターをプロビジョニング解除すると、Barmanノード
を共有する他のクラスターが事実上一貫性のない状態のままになります。

特定のパッケージバージョンにアップグレードしようとする場合は、config.yml の
barman_package_version が更新されて、目的のバージョンを反映していることを確認します。目
的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。

- e barman_package_version="<desired version>"

package version selection and upgradeのセクションを参照してください

詳細については、
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アップグレードのために Barmanを選択するには、 tpaexec upgradeコマンドに渡される--components

フラグに barmanまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、

EDB Postgres Distributed configuration

TPAは、 EDB Postgres DistributedPGD、以前は BDR双方向レプリケーションバージョン 3.7、4.x、5.xと
して知られていたものをインストールおよび構成できます。と 6.x

PGDパッケージへのアクセスは、EDBのパッケージリポジトリを介してのみです。パッケージをダウン
ロードするには、有効な EDBサブスクリプショントークンが必要です。

このドキュメントでは、PGD構成のいくつかの側面について触れていますが、詳細の信頼できる説明につ
いては PGDdocumentationを参照してください。

はじめに

TPAは、Postgres自分自身とともに PGDと依存関係をすべての PGDインスタンスにインストールします。

基本的な Postgresのセットアップを完了し、Postgresを起動した後、TPAは bdr_databaseを作成し、以
下で説明するさまざまな手順を介して PGDクラスターのセットアップを続行します。

インストール

TPAは、使用中の Postgresのバージョンとフレーバー Postgres、Postgres Extended、または EPASなどに応
じて、正しい PGDパッケージをインストールします。

bdr_versionを設定して、PGDのどのメジャーバージョン 3、4、5、6をインストールするかを決定しま
す。bdr_package_versionを設定して、インストールする正確なパッケージを決定しますたとえば、最新
の 5.0.xをインストールする場合は‘5.0*’。

クラスターセットアップの概要

必要なパッケージをインストールし、PGDをロードするように Postgresを構成し、サーバーを起動した後、
TPAは PGDノード、グループ、レプリケーションセット、およびその他のリソースのセットアップを続
行します。

次に、TPAが実行する手順の概要を示します。

• 参加するインスタンスごとに PGDノードを作成します bdr.create_node()

• bdr_node_groupsに応じて、1つ以上の PGDノードグループを作成します bdr.create_node_group()
を使用

• 必要に応じて、レプリケーションセットを作成して、どの変更をレプリケートするかを正確に制御し
ますノードグループタイプとメンバーシップによって異なります。たとえば、サブスクライバ専用
ノードと監視ノードは特別な処理が必要な場合があります。

• 個々のインスタンスで関連するノードグループに参加する

• サブグループ RAFTまたはプロキシルーティングを有効にするなど、追加構成を実行します。

190 第 7章 Miscellaneous

https://enterprisedb.com/docs/pgd/latest/


Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

このプロセスには、クエリの複雑なシーケンスの実行が含まれます。一部は各インスタンスで順番に、他
はパラレルで。手順を簡単に行うために、TPA は任意の PGD プライマリインスタンスをクラスターの
「first_bdr_primary」として指定し、これを使用しますインスタンスを使用して、これらのクエリのほとん
どを実行します。インスタンスはそれ以外の点では特別ではなく、その IDは PGD構成自分自身にとって
重要ではありません。

インスタンスロール

roleに bdrを含むすべてのインスタンスは PGDインスタンスであり、暗黙的に postgresサーバーイン
スタンスでもあります。

ロールに readonlyが含まれる PGDインスタンスは、ロジカルスタンバイノード pause_in_standby設
定で PGDノードグループに参加します。昇格の対象です。

ロールに subscriber-onlyを持つ PGDインスタンスはサブスクライバー専用ノードであり、レプリケー
トされた変更を受信しますが、公開しません。

ロールに witnessが含まれる PGDインスタンスは、監視ノードです。

上記のすべての PGDインスタンスは、暗黙的に primaryインスタンスでもあります。例外は、ロールに
replicaを持つインスタンスです。これは、上流の PGDインスタンスの物理的ストリーミングレプリカを
示します。このようなインスタンスは、推奨される PGDアーキテクチャには含まれておらず、現在 TPA
ではサポートされていません。

構成設定

以下で説明する設定は、クラスター内のすべての PGDインスタンスに均一に設定されるように、通常は
cluster_varsで設定する必要があります。一部の場合 bdr_databaseなど、さまざまなインスタンスに
異なる値を設定できますが、他の場合、結果は未定義ですたとえば、すべてのインスタンスが完全に同じ
値の bdr_node_groupsを持つ必要があります。

cluster_varsの下でクラスター全体の均一な値を設定することにより、PGD構成を定義することを強く
お勧めします。

bdr_database

bdr_databaseデフォルト bdrdbは PGDで初期化されます。

bdr_client_dsn_attributes

bdr_client_dsn_attributes には、 追加の parameter keywords supported by libpq を含めることができ
ます。

host、port、dbname、および userは含めないでください。これらは既に接続文字列に含まれています。

これらのドライバーは、libpq Cライブラリが提供する DSN属性の完全なセットをサポートしていません。

pgd-proxyおよび/または pgd-cliがインストールされ、 bdr_client_dsn_attributesに Goドライバーでサポー
トされていないパラメータータイムアウトなどが含まれている場合、2つの新しい変数をクラスター構成
に含める必要があります。

• pgd_proxy_dsn_attributes pgd-proxy-confで接続文字列を作成するために使用されます
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• pgd_cli_dsn_attributes pgd-cli-confで接続文字列を作成するために使用されます

これらの 2つの文字列には、Goドライバーと互換性のあるパラメーターキーワードのみが含まれている必
要があります。

bdr_client_dsn_attributes がサポートされていないパラメーターを含まない場合、これは無視でき、
bdr_client_dsn_attributesは pgd-proxy-confおよび pgd-cli-confの接続文字列に含まれます。

bdr_node_groupの設定デフォルトクラスター名に基づいて、インスタンスがどの PGDクラスターに参加
するかを指定します。外部コンポーネントたとえば、pgd-proxyまたは harp-proxyなどの特定のクラスター
を識別するためにも使用されます。

bdr_node_groups

これは、グループ参加ステージ前に作成する必要がある PGDノードグループのリストですクラスターに追
加のサブグループが必要な場合。

通常、tpaexec configureは、選択したアーキテクチャに基づいて適切な値を生成します。

cluster_vars:

bdr_node_groups:

- name: topgroup

- name: abc_subgroup

node_group_type: data

parent_group_name: topgroup

options:

location: abc

…

最初のエントリーは、クラスターの bdr_node_group用である必要があります。

リストの後続の各エントリは parent_group_nameを指定する必要があり、node_group_typeオプショナ
ルを指定する場合があります。

各エントリは、グループオプションのオプションのキー/値のマッピングを持つ場合があります。使用可能
なオプションは PGDバージョンによって異なります。

bdr_child_group

インスタンスに bdr_node_groupsで記載されているグループの名前に bdr_child_groupが設定されてい
る場合、bdr_node_groupの代わりにそのグループに参加します。

bdr_commit_scopes

これは commit scopesのオプショナルリストです

PGDデータベース PGD 4.1以降で利用可能に存在する必要があります。

cluster_vars:

bdr_commit_scopes:

- name: somescope

(次のページに続く)
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origin: somegroup

rule: ALL (somegroup) ON received …`
- name: otherscope

origin: othergroup

rule: …
…

各エントリは、コミットスコープの name、originグループの名前、およびコミットスコープ ruleを指
定する必要があります。グループは bdr_node_groupsのエントリに対応する必要があります。

bdr_commit_scopesを明示的に設定すると、TPAは必要に応じてコミットスコープを作成、変更、また
はドロップして、データベースが構成と一致することを確認します。設定しない場合、既存のコミットス
コープはそのままになります。

preferred_first_bdr_primary

これは、TPAが単一のノードでのみ実行される PGD関連のタスクに使用するインスタンスの名前です。こ
れには、DDL/DMLの実行が含まれ、レプリケーションによって他の PGDノードに伝播されます。また、
新しい PGDノードを初期化するためのデータの読み取りも含まれます。設定されていない場合、または使
用できないインスタンスに設定されている場合、TPAは適切な候補が存在する場合にインスタンスを任意
に選択します。

TPAによって選択されたインスタンスは、ファクト first_bdr_primaryに保存されます。実行可能なイ
ンスタンスのリストは、ファクト first_bdr_primary_candidatesに保存されます。これらのファクト
はいずれも config.ymlから設定できません。フックまたはデバッグで使用するためにここにノートされ
ています。

ò 注釈

preferred_first_bdr_primary の選択は、展開されたクラスター内の書き込みリーダーとして選択される
ノードに影響を与えません。

単一のオペレーションに preferred_first_bdr_primaryを設定する場合は、 config.ymlで指定するの
ではなく、Ansible -eオプションを使用してそれを渡すことができます。例

tpaexec deploy . -e preferred_first_bdr_primary=instance_name

これは、PGDノードを追加または再構築しており、たとえば同じデータセンター内のノードからデータを
確実にクローンしたい場合に役立ちます。

同様に、各ノードに異なるインスタンスを使用して、preferred_first_bdr_primaryをインスタンス変
数として設定できます。たとえば、この構成は、 node1がリビルドされる場合、 tpaexec deployコマン
ドは、リビルドのデータソースとして node2を優先することを意味します。

instances:

- Name: node1

...
(次のページに続く)
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instance_vars:

preferred_first_bdr_primary: node2

この構成を使用する場合、ノードが最初に展開された後に適用する必要があります。最初の展開時に
preferred_first_bdr_primaryの複数の値を設定することはお勧めできません。

その他のノート

フック

TPAは、PGDクラスターセットアッププロセス中に bdr-node-pre-creation、bdr-post-group-creation、および
bdr-pre-group-join TPA hooksを呼び出します。

データベースの照合順序

TPAは、クラスター内のすべてのインスタンスの PGDデータベースが同じ照合順序 LC_COLLATE設定
があることを確認します。同じ PGDクラスター内のデータベースに異なる照合順序があると、データ損失
のリスクが発生します。

PGDの古いバージョン

TPAは、BDR v1 Postgres 9.4のパッチ適用バージョンを使用、v2 Postgres 9.6、または v3.7より前の PGD
バージョンの展開を積極的にサポートまたはテストしなくなりました。

Configuring EFM

failover_managerが efmに設定されている場合、TPAは EFMをインストールおよび構成します。

efm_versionを変更することにより、使用する EFMのバージョンを構成できます。

cluster_vars:

…
failover_manager: efm

efm_version: 5.2

…

tpaexec configureの実行時に定義することもできます。

tpaexec configure my-cluster-dir -a M1 --failover_manager efm --efm-version 5.2

EFMは EDBのパッケージリポジトリを介してのみ利用でき、有効なサブスクリプションが必要であるこ
とに注意してください。

EFM構成

TPAは、適切なインスタンス固有の設定で efm.nodesおよび efm.propertiesを生成し、残りの設定は
それぞれのデフォルト値に設定されます。 TPAはまた、efm.notification.shスクリプトも配置します。
これは、基本的にデフォルトでは何も含まず、ユーザーが必要に応じて入力するかに任されています。TPA
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は、auto.allow.hostsおよび stable.nodes.fileのデフォルト設定をオーバーライドして、クラスター
へのエージェントの追加を簡素化します。

EFM documentationを参照してください

EFM構成の詳細については、こちらをご覧ください。

efm_user_password_encryption

scram-sha-256または md5のいずれかである必要があります

efm_user_password_encryptionを設定して、pg_hba.confの efm Postgresユーザーの auth-methodの
auth-methodと、暗号化されたパスワードを生成するときに使用されるアルゴリズムを制御します。

ò 注釈

新しいクラスターの `efm_user_password_encryption`のデフォルト値は `scram-sha-256`です。

efm_user_password_encryption: scram-sha-256 # or can be set to `md5`

efm_conf_settings

efm_conf_settingsを使用して、特定のパラメーターを設定できます。これらは、Ansible辞書のエント
リとして key: valueフォームで書き込む必要があります

documentation on the `efm.properties file <https://www.enterprisedb.com/docs/efm/latest/04_configuring_efm/
01_cluster_properties/>`_を参照してください

構成できる設定の詳細については、を参照してください。

cluster_vars:

efm_conf_settings:

notification.level: WARNING

ping.server.ip: <well known address in network>

efm_conf_settingsの下の値を変更すると、TPAは常に EFMを再起動して変更をアクティブにします。

EFM証人

TPAは、 roleに efm-witnessが含まれるインスタンスに監視として EFMをインストールおよび構成し
ます。EFMを使用する場合、暗黙的に efm-witnessに変換されるため、ロール witnessを使用すること
もできます。このようなインスタンスの場合、 upstreamプロパティを指定して、指定されたプライマリ
データベースインスタンスをポイントする必要があります。

Repmgr

EFM はフェールオーバーマネージャーとして機能するため、TPA は引き続き repmgr をインストールし
て、postgresバージョン 11以下で postgresqlレプリカをセットアップします。repmgrdつまり、この場合、
repmgrのデーモンは無効なままで、repmgrの唯一のジョブは、レプリケーションセットアップ機能を提供
することです。
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postgresバージョン 12以降の場合、EFMを使用するクラスターは、pg_basebackupを使用してスタンバ
イノードを作成し、どの形式でも repmgrを使用しません。

ノードのプロモーション

TPAは、ノードのロールとレプリケーショントポロジに基づいて、フェールオーバー中にノードが EFMに
よるプロモーションの対象かどうかを判断します。EFM構成を生成するときに次のルールが適用されます。

• Witnessノード efm-witnessロールはプロモーションできません。

• ``efm-not-promotable``ロールを持つノードは昇格の資格がありません。これは、DRまたは報告ノー
ドなどの特定のスタンバイがプライマリに昇格しないようにするために使用できます。

• カスケードスタンバイプライマリから直接複製していないノードもプロモーション可能ではありま
せん。

• 他のすべてのノードは、デフォルトでプロモーション可能であると考えられます。

スタンバイが昇格することを明示的に防ぐには、クラスター構成のノードの roles リストに
efm-not-promotableを追加します。これにより、EFMは、フェールオーバーイベント中にこのノードを
昇格させようとしないことが保証されます。

tpaexec upgradeを使用した EFMのマイナー更新

TPAは、新しいバージョンのパッケージをインストールし、構成ファイルを既存の EFMバージョンの構
成ディレクトリから新しい EFMバージョンの構成ディレクトリにコピーし、クリーンアップのために既存
の EFMバージョンのパッケージ、サービスファイル、およびバイナリディレクトリを削除します。

EFMアップグレードは、インストールおよび構成されている以前のバージョンソースに依存しているため、
TPAは最初にこれが trueを確認します。ソース EFMバージョンがインストールされていない場合、バイ
ナリディレクトリが存在しない、または構成されていないイベント、構成ディレクトリが存在しない場合、
アップグレードはエラーで終了します。アップグレードを実行するときに、ターゲット EFMバージョン
config.ymlの efm_versionで指定に既にバイナリディレクトリと構成ディレクトリがある場合、EFMは
既にインストールされ、目的のバージョンに構成されているため、アップグレードは EFMをスキップし
ます。

ò 注釈

EFMアップグレードは、つまりマイナーアップグレードでなくても、EFM 4.9から 5.0からサポート
されています。このアップグレードを発生させるために追加の手順は必要ありません。

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、

ò 注釈

EFMは、混合バージョン環境では動作できません。この制限のため、EFMコンポーネントの部分的な
アップグレードをサポートする十分な理由はありません。 efmがアップグレードするコンポーネントの
リストの一部である場合、TPAは**常に**、EFMノードの完全なセットで EFMソフトウェアをアッ
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プグレードします。 TPAは、どのノードを EFMをアップグレードする必要があるかを決定するときに
`update_hosts`を無視します。 !!!

Configuring haproxy

TPAは、 roleに haproxyが含まれるインスタンスに haproxyをインストールおよび構成します。

デフォルトでは、 haproxyは 127.0.0.1:5432で、同じインスタンスで実行されている Repmgrリダイレ
クト pgbouncer によって転送された要求をリッスンします。要求を転送する haproxy_backend_servers

のリストを指定する必要があります。

TPA は、デフォルトで haproxy の最新バージョンをインストールします。haproxy_package_version:

1.9.15*たとえば、を設定することにより、特定のバージョンをインストールできます。

注 tpaexec-configureの package_versionでのワイルドカードの使用の制限を参照してください。

Haproxyパッケージは、アーキテクチャのタイプに応じて選択されます。EDB管理対象 haproxyパッケー
ジを使用できますが、サブスクリプションが必要です。必要に応じて、PGDGエクストラリポジトリから
のパッケージをインストールできます。

haproxyインスタンスで次の変数を設定できます。

Variable Default value Description

haproxy_bind_address 127.0.0.1* `failover_manager`がパトロニの場合、
haproxy が 0.0.0.0 をバインドするアドレ
ス。 * ユーザーはこの値を、クラスター
ネットワーキングに適したより制限的な
ものに変更する必要があります**

haproxy_port 5432 (5444 for EPAS) TCPポートHAプロキシがリッスンする必
要がある

haproxy_read_only_port 5433 (5445 for EPAS) 読み取り専用ロードバランサーのTCPポー
ト

haproxy_backend_servers None Postgresインスタンス名のリスト
haproxy_maxconn `max_connections`× 0.9 バックエンドサーバーごとに許可される接

続の最大数。デフォルトは、バックエンド
の `max_connections`設定から取得されます

haproxy_peer_enabled True* 既知のハプロキシホストを `peer`リ
ス ト と し て 追 加 し ま す 。 *`False`
`failover_manager`が harpまたは patroniの
場合。

読み取り専用ロードバランサー

データベースへの読み取り専用アクセスを追加ポートでリッスンするように Haproxyを構成できます。現
時点では、これは Patroniフェールオーバーマネージャーでのみサポートされています。バックエンドヘル
スチェックは、どの postgresインスタンスが現在レプリカとして機能し、ラウンドロビンロードバランシ
ングアルゴリズムを使用してトラフィックを送信するかを判断します。
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読み取り専用ロードバランサーはデフォルトで無効になっていますが、cluster_vars 変数
haproxy_read_only_load_balancer_enabledを使用して有効にできます。

Patroniヘルスチェック

Patroniがフェールオーバーマネージャーとして使用される場合、HAProxyは Patroni REST APIに対してヘ
ルスチェックを実行します。TPAは、Patroniのセキュリティ設定に基づいて、これらのチェックを自動的
に構成します。

• HTTP: patroni_ssl_enabledが falseの場合、標準の HTTPチェック option httpchkが Patroni
APIポートデフォルト 8008に対して使用されます。

• HTTPS 基 本 認 証 ま た は 認 証 な し patroni_ssl_enabled が true で 、
patroni_authentication_mode が basic の場合、HAProxy は check-ssl を使用し、クラス
ターの CA 証明書を信頼してパトロニ API サーバー証明書を検証するように構成されています
verify required ca-file <path>を使用します。

• HTTPS (mTLS) patroni_authentication_modeが mtlsの場合、HAProxyは check-sslを使用し、
クラスターの CA証明書および認証用の一意のクライアント証明書/キーペアで構成されます verify

required ca-file <path> crt <path>を使用します。 TPAは、HAProxyのこれらのクライアン
ト証明書を自動的に生成および展開します。

サーバーオプション

TPAは、 default-server 行とバックエンドサーバーごとに 1行があるバックエンドで/etc/haproxy/

haproxy.cfgを生成します。最初のサーバーを除くすべては「バックアップ」サーバーとしてマークされ
ます。

haproxy_default_server_extra_options を haproxy インスタンスのオプションのリストに設定して、
default-server行にオプションを追加します。そして、haproxy_server_optionsをバックエンドサー
バーのオプションのリストに設定して、各バックエンドの個々のサーバー行にオプションデフォルトを
オーバーライドします。TPAは、フェールオーバーマネージャー構成に基づいて、必要な check および
check-sslオプションを自動的に追加します。

ssl-dh-param-file に使用される RSA キーサイズは、 cluster_vars セクションに変数
ha_proxy_dhparams_key_sizeを追加することにより変更できます。

例

cluster_vars:

ha_proxy_dhparams_key_size: 4096

instances:

- Name: one

vars:

haproxy_server_options:

- maxconn 33

- Name: two

(次のページに続く)
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…

- Name: proxy

role:

- haproxy

vars:

haproxy_backend_servers:

- one

- two

haproxy_default_server_extra_options:

- on-error mark-down

- on-marked-down shutdown-sessions

Configuring HARP

failover_managerが harpに設定されている場合、TPAは HARPをインストールおよび構成します。こ
れは、BDR-Always-ONクラスターのデフォルトです。

HARPのインストール

harp-managerおよび harp-proxyパッケージを提供する必要があります。これらのパッケージへのアク
セスを取得するには、EDBに連絡してください。

HARP構成の変数

HARP documentationを参照してください

HARP構成の詳細については、

Variable Default value Description

cluster_name `` クラスターの名前。
harp_consensus_protocol `` 使用するコンセンサスレイヤー etcd`または `bdr
harp_location location このインスタンスの場所 デフォルトは `loca-

tion`パラメーター
harp_ready_status_duration 10 ノードの準備ができている時間秒更新されない

場合、ステータスは持続します。
harp_leader_lease_duration 6 リードマスターの秒単位の時間リースは、更新

されない場合は持続します。
harp_lease_refresh_interval 2000 ミリ秒単位の時間リードマスターリースの更新。
harp_dcs_reconnect_interval 1000 ミリ秒単位で測定される間隔、切断されたノー

ドが DCSへの再接続を試行する間隔。
次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Variable Default value Description

harp_dcs_priority 500 2つのノードが等しい量の遅延とリードマスター
リースを取得するその他の修飾基準がある場合、
これは追加のランキング値として機能し、1つの
ノードを別のノードより優先します。

harp_stop_database_when_fencedfalse 考えられるすべてのルーティングからノードを
単に削除するのではなく、ノードがフェンスさ
れたときにデータベースを停止します。

harp_fenced_node_on_dcs_failurefalse HARPがDCSに到達できない場合は、ノードを
フェンスします。

harp_maximum_lag 1048576 リードマスターロックを取られる前に、以前の
リードマスターとこのノードの LSNを記録した
間の最大許容分散バイト単位。

harp_maximum_camo_lag 1048576 このノードとそのCAMOパートナー間で最後に
受信した LSNと適用された LSN間の最大許容
分散バイト単位。

harp_camo_enforcement lag_only CAMOキュー状態を厳密に適用するかどうか。
harp_use_unix_sock false マネージャーデータベースアクセスには UNIX

ドメインソケットを使用します。
harp_request_timeout 250 ミリ秒単位の時間DCSへのクエリーが成功する

までの時間。
harp_watch_poll_interval 500 ポーリング DCS 間のスリープするミリ秒。

`harp_consensus_protocol`が `bdr`の場合にのみ
適用されます。

harp_proxy_timeout 1 Lead Masterへのビルトインプロキシ接続タイム
アウト秒単位。

harp_proxy_keepalive 5 ビルトインプロキシがキープアライブ pingを送
信する前に、リードマスターへのアイドル接続
で待機する時間。

harp_proxy_max_client_conn 75 harp-プロキシによって受け入れられるクライア
ントの最大数 max_client_conn

harp_ssl_password_command None 難読化された ssl パスワードを stdin で受信し、
処理された sslパスワードを stdout経由で提供す
るカスタムコマンド。

harp_db_request_timeout 10s dcs -> request_timeout に似ていますが、データ
ベース自分自身への接続用です。

harp_local_etcd_only None すべての etcdノードではなくローカル etcdノー
ドのみを含むように harp managerエンドポイン
トリストを制限する

harp-config hook を使用できます

HARP構成ファイルがインストールされた後にタスクを実行するには追加の構成ファイルをインストール
します。
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コンセンサスレイヤー

tpaexec configureへの--harp-consensus-protocol引数は、BDR-Always-ONアーキテクチャでは必
須です。

etcd

--harp-consensus-protocol etcd オプションが tpaexec configure に指定されている場合、TPAは
config.ymlで harp_consensus_protocolを etcdに設定し、選択したレイアウトに応じてインスタンスの
適切なサブセットに etcdロールを付与します。

HARPおよび harp_consensus_protocol: etcdで BDR 4を使用する場合、少なくとも 1つのインスタ
ンスに config.ymlで定義された etcdロールが必要です。通常、etcdロールは BDRプライマリインスタ
ンスに追加されます。TPAは、プロビジョニング中にこの要件を検証し、etcdロールが見つからない場合
は明確なエラーメッセージで失敗します。

HARP v2には、etcd v3.5.0以降が必要です。これは、EDBが提供する products/harp/releaseパッケージリ
ポジトリで入手できます。

etcdの次のパラメーターを構成できます。

Variable Default value Description

etcd_peer_port 2380 etcdがピア通信に使用するポート
etcd_client_port 2379 クライアントが etcdに接続するために使用する

ポート

bdr

tpaexec configureに--harp-consensus-protocol bdrオプションが指定されている場合、TPAは con-
fig.ymlで harp_consensus_protocolから bdrを設定します。この場合、既存の PGDインスタンスはコ
ンセンサスに使用され、追加の構成は必要ありません。

harpプロキシの別のユーザーの構成

harp プロキシで別の読み取り専用ユーザーを使用する場合は、cluster_vars の下で harp_dcs_user:

username を設定することにより、それを指定できます。 TPA は harp_dcs_user 設定を使用して読み
取り専用ユーザーを作成し、DCS構成で設定します。

harp manager用の別のユーザーの設定

harp managerで別のユーザーを使用する場合は、cluster_varsの下で harp_manager_user: username

を設定することにより、それを指定できます。TPAexecはその設定を使用して、新しいユーザーを作成し、
bdr_superuserロールを付与します。
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カスタム SSLパスワードコマンド

harp_ssl_password_command が提供するコマンドは、HARP が使用して、接続文字列で指定された
sslpassword の難読化を解除します。 sslpassword が存在しない場合、harp_ssl_password_command

は無視されます。 sslpasswordが難読化されていない場合、 harp_ssl_password_commandは必要なく、
指定しないでください。

harpサービスの構成

harpサービスの次のパラメーターを構成できます。

Variable Default value Description

harp_manager_restart_on_failurefalse `true`の場合、̀harp-manager`サービスはオーバー
ライドされるため、失敗時に再起動されます。デ
フォルトは `false`で、`harp-manager`パッケージ
によってインストールされるサービスに準拠し
ます。

harp http(s)ヘルスプローブの構成

サービスの状態を監視するための APIエンドポイントを提供する harpの http(s)サービスを有効にして構
成できます。

Variable Default value Description

harp_http_options <br />`enable: false`<br
/>`secure: false`<br
/>`host: <inven-
tory_hostname>`<br
/>`port: 8080`<br
/>`probes:<br />
  `timeout:
10s`<br />`endpoint:
"host=<proxy_name>
port=<6432> db-
name=<bdrdb>
user=<username>"

http(s) API設定を定義する harp config.ymlの http
セクションを構成します。

変数には、次のキーを含めることができます。

enable: false

secure: false

cert_file: "/etc/tpa/harp_proxy/harp_proxy.crt"

key_file: "/etc/tpa/harp_proxy/harp_proxy.key"

host: <inventory_hostname>

port: 8080

(次のページに続く)
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probes:

timeout: 10s

endpoint: "<valid dsn>"

cert_fileおよび key_fileキーは、secure: trueを使用し、独自の証明書とキーを使用する場合に必
要です。

deployを実行する前に、証明書とキーの両方がターゲットノードの指定された場所で利用できることを確
認する必要があります。

クラスター固有のCA証明書を使用して TPAに証明書とキーを生成する場合、cert_fileおよび key_file

の両方を空のままにします。 TPA CA証明書は「ウェルノウン」になりません。この証明書を、エンドポ
イントをプローブする各マシンの信頼ストアに追加する必要があります。CA証明書は、TPAノードのク
ラスターディレクトリで deployの後の<cluster_dir>/ssl/CA.crtにあります。

使用可能な APIエンドポイントの詳細については、harpドキュメントを参照してください。

Configuring Postgres Enterprise Manager (PEM)

TPAは、 --enable-pemコマンドラインオプションを使用して tpaexec configureコマンドが実行され
ると、PEMのインストールと構成を行います。

--enable-pemのデフォルト動作は、クラスター内のすべての postgresインスタンスの pem-agentロー
ルを有効にすることです。 pem-agentロールは、 --enable-pg-backup-apiコマンドラインオプション
が--enable-pemとともに使用される場合、バーマンノードにも追加されます。

pemserverという名前の専用インスタンスもクラスターに追加されます。

PEMサーバーは postgresバックエンドを使用するため。pemserverインスタンスは、 postgresロールを
暗黙的に使用するため、pemserverが PEMバックエンドとして使用するように構成された有効な postgres
クラスターを取得します。通常の postgresインスタンスで使用可能なすべての構成オプションは、PEMの
バックエンド postgresインスタンスでも有効です。詳細については、以下を参照してください。

• pg_hba.conf

• postgresql.conf

PEMは EDBのパッケージリポジトリを介してのみ利用可能であるため、有効なサブスクリプションが必
要であることに注意してください。

サポートされているアーキテクチャ

PEMは、--enable-pem構成コマンドラインオプションを介してすべてのアーキテクチャでサポートされ
ています。ただし、EDB Postgres Extendedで使用する場合の BDR -Always-ONアーキテクチャを除きます。
オプションで、生成されたクラスター構成 config.ymlを編集し、クラスター内の postgresインスタンスか
ら pem-agentロールを割り当てまたは削除して、そこで PEMを有効または無効にすることができます。
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PEMコンポーネントパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは PEMエージェントと PEMサーバーの最新の利用可能なバージョンをインストー
ルします。

config.yml ファイルの cluster_vars セクションの下に pem_agent_package_version: xxx および
pem_server_package_version: xxx を含めることにより、インストールされる PEM エージェントと
PEMサーバーパッケージのバージョンを指定できます。

cluster_vars:

…
pem_agent_package_version: 9.7.0-1.el9

pem_server_package_version: 9.7.0-1.el9

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

PEM構成

TPAは、適切なインスタンス固有の設定で pemエージェントと pemサーバーを構成し、残りの設定はそ
れぞれのデフォルト値に設定されます。構成オプションの一部は、将来のある時点でユーザー構成用に公
開される可能性があります。

PEMエージェントの登録時に追加オプションを渡す

TPAは、 pemworkerユーティリティの--register agentコマンドを使用して、クラスター内の各 PEM
エージェントを登録します。

クラスター構成に pemagent_registration_optsを含めることにより、追加登録オプションのリストを
渡すことができます。

例

pemagent_registration_opts:

- --enable-smtp true

- --enable-heartbeat-connection

- --allow-batch-probes true

- -l DEBUG1

PEM documentation

に、登録オプションの詳細をリストします。
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pemエージェントを使用するノードの便利な拡張機能

デフォルトでは、TPAはsql_profiler、edb_wait_states、およびquery_advisor拡張機能をpem-agent

ロールを持つインスタンスに追加します。

pem-agentノードのデフォルトの拡張機能のこのリストは、config.ymlで pemagent_extensionsを設定す
ることによりオーバーライドできます。

このリストが空の場合、拡張機能は自動的に含まれません。

PEMサーバー SSL認証の外部証明書の提供

デフォルトでは、PEMサーバーは自己署名証明書ペア server-pem.crtおよび server-pem.keyを作成
し、HTTPSアクセスにそれらを使用するようにウェブサーバーを構成します。

server-pem.keyのサイズは、変数 pem_rsa_key_sizeを cluster_varsセクションに追加して変更でき
ます。

(...)

cluster_vars:

pem_rsa_key_size: 4096

PEMデータベースによって促進される CA証明書のサイズは、変数 pem_db_ca_certificate_key_size

を cluster_varsセクションに追加して変更することもできます。

(...)

cluster_vars:

pem_db_ca_certificate_key_size: 4096

デフォルトでは、自己署名 TLS 証明書の期間は 10 年です。期間は、cluster_vars セクションで
openssl_certificate_validityを定義することにより調整できます。証明書を置き換える必要がある場
合は、tpaexec deploy tpaexec deploy (...) -e pem_web_server_renew_tls_certificates=true

で pem_web_server_renew_tls_certificates変数を使用します。

独自の証明書ペアを提供するには、ssl/pemserverという名前のクラスターディレクトリのルートの下に
ディレクトリを作成し、その中に証明書ペアを配置します。

cluster directory

├── ssl

│ └── pemserver

│ ├── externally-provided.crt

│ └── externally-provided.key

次に、 pemサーバーインスタンスの下の vars: またはクラスター構成ファイルの cluster_varsの値と
して、各ファイル名を使用して変数 pem_server_ssl_certificateおよび pem_server_ssl_keyを設定
します。

TPAは、これらのファイルの pemサーバーインスタンスへのコピーを処理し、それに応じてウェブサー
バーを構成します。

7.5. Reference 205



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

- Name: pemserver

location: main

node: 4

role:

- pem-server

vars:

pem_server_ssl_certificate: externally-provided.crt

pem_server_ssl_key: externally-provided.key

PEMでのインスタンスの整理

PEMは、サーバーおよび/またはエージェントのグループおよびクラスターへの照合をサポートしていま
す。次のインスタンス変数を設定することにより、TPAからこのグループ化を指定できます。

pem-agentロールはあるが、pem-serverロールがないインスタンス

• monitoring_groupは、このインスタンスの Postgresサーバーが割り当てられるグループの名前を指
定します。指定しない場合、デフォルトの pem_server_groupの値が使用されます。

• monitoring_agent_groupは、このインスタンスの PEMエージェントを割り当てるグループの名前
を指定します。指定しない場合、デフォルトの pem_agent_groupの値が使用されます。

• monitoring_clusterは、このインスタンスの Postgresサーバーが割り当てられるクラスターの名
前を指定します。指定しない場合、クラスターは割り当て/作成されません。

• monitoring_agent_clusterは、このインスタンスの PEMエージェントを割り当てるクラスターの
名前を指定します。指定しない場合、クラスターは割り当て/作成されません。

ò 注釈

PEMは、特定のクラスター名が単一のグループに存在することのみを許可するため、これらの値の一部
の組み合わせは実行できません。たとえば、同じ `monitoring_cluster`と `monitoring_agent_cluster`を指
定したが、異なる `monitoring_group`と `monitoring_agent_group`を指定した場合、これは同じクラス
ター名が 2つの異なるグループに表示されることを意味します。 TPAを使用すると、PEMはこのよう
な不一致を防止するのではなく、処理できます。これは、一般に `deploy`は成功するが、予想したサー
バーとエージェントの構成を正確に取得できない場合があることを意味します。

• pem_server_groupは、この PEMサーバーに登録されている Postgresサーバーが割り当てられるデ
フォルトグループの名前を指定します。指定しない場合、デフォルトの PEM Server Directoryが
使用されます。

• pem_agent_groupは、この PEMサーバーに登録された PEMエージェントが割り当てられるデフォ
ルトグループの名前を指定します。指定しない場合、デフォルトの PEM Agentsになります

pem-server ロールを持つインスタンスの Postgres サーバーと PEM エージェントは、常にそれぞれ
pem_server_group および pem_agent_group に割り当てられることに注意してください。TPA は、こ
のサーバーまたはエージェントのクラスターへの追加をサポートしていません。
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共有 PEMサーバー

一部の展開では、組織内の複数のクラスターの監視と管理に単一の PEMサーバーを使用する場合があり
ます。tpaexec 内の共有 pem サーバーの展開は、既存の pem サーバーを使用する予定がある特定のクラ
スター構成の pemサーバーインスタンスの下で vars: を介して設定できる pem_shared変数を介してサ
ポートされています。pem_sharedはブール変数であるため、可能な値は trueおよび falseデフォルトです。
pemserverインスタンスを共有として宣言する場合、pemserverインスタンスが実際には、最初に pemサー
バーをプロビジョニングおよび展開した別のクラスター構成によって管理されていることを指定されたク
ラスター構成に伝えます。したがって、pemの postgresバックエンドを含む pemサーバーインスタンスに
加えたい変更は、pemserverインスタンスが共有 pemインスタンスとして宣言されていないクラスターに
よって管理されます。

複数のクラスターで共有 pemサーバーを使用するための一般的なワークフローは次のとおりです。

1. pem-serverロールを持つ単一のインスタンスを使用して tpaexecクラスターを作成しますこの例で
は、’pem-cluster’と呼びます。pemサーバーとして実行される単一のインスタンスではなく、大規
模なクラスターの一部としてプロビジョニングされるシナリオでも、同じワークフローを簡単に使用
できますが、例として使用する方が簡単であるため、おそらくシングルノードクラスターを使用しま
すメンテナンスも簡単です。

2. 他のクラスターたとえば pg-clusterでは、共有 pemサーバーインスタンスとして$clusters/pem-cluster
からこの特定の pem サーバーを参照し、プラットフォームとして bare を使用するため、新しい
pemserverインスタンスを作成しようとはしていません。また、このクラスターが pemserverインス
タンスにアクセスするために使用できる pemserverの IPアドレスを指定します。

- Name: pemserver

node: 5

role:

- pem-server

platform: bare

public_ip: 13.213.53.205

private_ip: 10.33.15.102

vars:

pem_shared: true

3. postgresクラスターで deployを実行する前に、pg-clusterが sshを介して pemサーバーインスタンス
にアクセスできることを確認してください。ssh-copy-idを介して pg-clusterの公開キーを pemサー
バーインスタンスにコピーすることにより、このアクセスを許可でき、sshを実行して、パスワード
を指定せずにログインできることを確認します。

# add pem-clusters key to the ssh-agent (handy for `aws` platform)

$ cd $clusters/pem-cluster

$ ssh-add id_pem-clutser

$ cd $clusters/pg-cluster

$ ssh-keyscan -4 $pem-server-ip >> known_hosts

$ ssh-copy-id -i id_pg-cluster.pub -o UserKnownHostsFile=tpa_known_hosts $user@$pem-

↪→server-ip

$ ssh -F ssh_config pemserver
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4. pemサーバーノードの postgresql構成を更新して、新しい pg-clusterからの接続を許可します。pem-
clusterの config.ymlの vars: の下の pem_postgres_extra_hba_settingsに新しいエントリを追加
することにより、pemサーバー上の既存の pg_hba.confを変更できます。例

instances:

- Name: pemserver

location: main

node: 1

role:

- pem-server

vars:

pem_postgres_extra_hba_settings:

- "# Allow pem connections from pg-cluster1.quire"

- hostssl pem +pem_agent 10.33.15.108/32 cert

- "# Allow pem connections from pg-cluster1.upside"

- hostssl pem +pem_agent 10.33.15.104/32 cert

- "# Allow pem connections from pg-cluster2.zippy"

- hostssl pem +pem_agent 10.33.15.110/32 cert

- "# Allow pem connections from pg-cluster2.utopic"

- hostssl pem +pem_agent 10.33.15.109/32 cert

次 に 、 tpaexec provision $clusters/pem-cluster に 続 い て tpaexec deploy $clusters/

pem-cluster を実行します。完了すると、新しい pg-クラスターのノードは pem サーバーバックエ
ンドと通信できるようになります。

5. pg-cluster内のノードの pemエージェントが pemサーバーバックエンドに接続して登録できること
を確認するには、tpaexec deployを実行する前に最初に export EDB_PEM_CREDENTIALS_FILE=/

path/to/pem/credentials/fileを行う必要があります。資格情報ファイルは、pemサーバーのバッ
クエンド postgresインスタンスへのアクセス資格情報を username:password 形式で含むテキスト
ファイルです。

cat pem_creds

postgres:f1I%fw!QmWevdzw#EL#$Ulu1cWhg7&RT

バックエンドパスワードがわからない場合は、show-password tpaexecコマンドを使用して取得できます。

tpaexec show-password $pem-clusterdir $user

6. tpaexec deploy $clusters/pg-clusterを実行して、共有 pemサーバーインスタンスを使用しな
がら pemが新しい pgクラスターに展開されます。

PEM UIは httpsインターフェイスで実行されるため、https://\protect\T1\textdollarpem-server-ip/pemを介し
て PEMサーバーの実行中のインスタンスに接続できます。PEM UIのログイン資格情報は、postgresql

および epasフレーバーのそれぞれに postgresまたは enterprisedbを使用する postgresバックエンド
ユーザーに設定されます。tpaexecの show-passwordコマンドは、バックエンドユーザーのパスワードを表
示します。例
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tpaexec show-password $clusterdir $user

PEM documentationを参照

PEMの構成と使用法の詳細については、こちらをご覧ください。

tpaexec upgradeを使用した PEMのマイナー更新

The PEM server package includes an SQL upgrade script which handles upgrading the␣

↪→database according to the PEM schema version.

Upgrading from PEM `v9.8.0` to PEM `10.1.1` using `tpaexec upgrade` has been tested␣

↪→and works, but is a major version upgrade.

PEM サーバーを特定のパッケージバージョンにアップグレードしようとする場合、config.yml の
pem_server_package_versionが更新されて、目的のバージョンを反映していることを確認します。

目的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。

tpaexec upgrade <cluster_dir> \

-e pem_agent_package_version="<desired version>" \

-e pem_server_package_version="<desired version>" \

--components=pem-agent,pem-server

詳細については、 package version selection and upgradeのセクションを参照してください。

アップグレードする PEM エージェントを選択するには、 tpaexec upgrade コマンドに渡され
る--componentsフラグに pem-agentまたは allが含まれていることを確認します

アップグレードする PEMサーバーを選択するには、tpaexec upgradeコマンドに渡される--components

フラグに pem-serverまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、

PgBouncer

PgBouncerパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは PgBouncerの最新バージョンをインストールします。

config.ymlファイルの cluster_varsセクションの下の pgbouncer_package_version: xxxを含める
ことにより、インストールされる PgBouncerパッケージのバージョンを指定できます。

cluster_vars:

…
pgbouncer_package_version: 1.8*

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。
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バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

PgBouncerの構成

TPAは、 roleに pgbouncerが含まれるインスタンスに PgBouncerをインストールおよび構成します。

デフォルトでは、PgBouncerはポート 6432で接続を監視し、pgbouncer_backend が指定されない場合、
接続を 127.0.0.1:5432アーキテクチャに応じて Postgresまたは Configuring haproxyのいずれかに転送し
ます。

Variable Default value Description

pgbouncer_port 6432 pgbouncerがリッスンする TCPポート
pgbouncer_backend 127.0.0.1 接続する Postgresサーバー
pgbouncer_backend_port 5432 `pgbouncer_backend`がリッスンするポート
pgbouncer_max_client_conn `max_connections`× 0.9 許可される接続の最大数。デフォル

トは、可能であればバックエンドの
`max_connections`設定から取得されます

pgbouncer_auth_user pgbouncer_auth_user 認証に使用する Postgresユーザー

データベース

デフォルトでは、TPA は [databases] の下に単一のワイルドカード* エントリーを使用して/etc/

pgbouncer/pgbouncer.databases.iniを生成し、すべての接続をバックエンドサーバーに転送します。
次の例に示すように pgbouncer_databasesを設定して、データベース構成を変更できます。

認証

PgBouncerは pgbouncer_auth_userとして Postgresに接続し、構成済みの auth_queryを実行してユー
ザーを認証します。

PgBouncer によって auth_query として使用される pgbouncer_get_auth() ファンクションは、単
一のデータベース pgbouncer_auth_database に作成されます。このファンクションの実行権限は
pgbouncer_auth_userに付与されます。

例

instances:

- Name: one

vars:

max_connections: 300

- Name: two

- Name: proxy

role:

(次のページに続く)
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- pgbouncer

vars:

pgbouncer_backend: one

pgbouncer_databases:

- name: dbname

options:

pool_mode: transaction

dbname: otherdb

- name: bdrdb

options:

host: two

port: 6543

tpaexec upgradeを使用した PgBouncerのマイナー更新

特定のパッケージバージョンにアップグレードしようとする場合は、config.yml の
pgbouncer_package_versionが更新されて、目的のバージョンを反映していることを確認します。

目的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。

tpaexec upgrade <cluster_dir> \

-e pgbouncer_package_version="<desired version>" \

--components=pgbouncer

詳細については、 package version selection and upgradeのセクションを参照してください。

アップグレードのために PgBouncerを選択するには、tpaexec upgradeコマンドに渡される--components

フラグに pgbouncerまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、

pgd-proxy

pgd-proxyパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは pgd-proxyの利用可能な最新バージョンをインストールします。

config.ymlファイルの cluster_varsセクションの下に pgd_proxy_package_version: xxxを含める
ことにより、インストールされる pgd-proxyパッケージのバージョンを指定できます。

cluster_vars:

…
pgd_proxy_package_version: 5.0.0-1

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。
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バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

pgd-プロキシの構成

TPAは、 roleに pgd-proxyを含むインスタンスに、PGD 5を使用した PGD-Always-ONアーキテクチャ
の pgd-proxyをインストールおよび構成します。

デフォルトでは、 PGD-Always-ON

は 、す べ て の 場 所 の す べ て の デ ー タ ノ ー ド で pgd-proxy を 実 行 し ま す が 、代 わ り
に--add-proxy-nodes-per-location 3 を使用して任意の数の追加プロキシインスタンスを作成で
きます。

構成

pgd-proxyは、 SQLファンクションを介して PGDレベルで構成されます。

Hash Function Description

pgd_proxy_options bdr.alter_proxy_option() pgd-proxy構成、例ポート
bdr_node_groups bdr.alter_node_group_option() プロキシのノードグループの構成、例 `en-

able_proxy_routing`
bdr_node_options bdr.alter_node_option() 個々の PGDノードのルーティング構成

詳細については、 PGDドキュメントを参照してください。

pgd-proxy-config hook を使用できます

PGD PROXY構成ファイルがインストールされた後にタスクを実行するには追加の構成ファイルをインス
トールします。

bdr_node_groups

pgd-proxy に関連するグループレベルのオプションは、他のノードグループオプションとともに
bdr_node_groupsの下で設定できます。

cluster_vars:

bdr_node_groups:

- name: group1

options:

enable_proxy_routing: true

グループで pgd-プロキシを有効にするには、enable_proxy_routingを明示的に trueに設定する必要が
あることに注意してください。
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bdr_node_options

pgd-proxyに関連するノードレベルのオプションは、PGDインスタンスの bdr_node_optionsの下で設定
できます。

instances:

- Name: first

vars:

bdr_node_options:

route_priority: 42

pgd_proxy_options

pgd-proxyインスタンスが接続されているグループまたはノードではなく、pgd-proxyインスタンス自分自
身のオプションは、default_pgd_proxy_optionsの下、cluster_varsすべてのプロキシに適用されま
す、または pgd-proxyインスタンスの pgd_proxy_optionsの下で設定できます。

cluster_vars:

default_pgd_proxy_options:

listen_port: 6432

read_listen_port: 6433

instances:

- Name: someproxy

vars:

pgd_proxy_options:

listen_port: 9000

read_listen_port: 9001

この場合、他のインスタンスは cluster_varsから listen_port設定を取得しますが、 someproxyはそ
のデフォルト設定をオーバーライドし、インスタンスの varsセクションで独自の listen_portを構成し
ます。

PGDプロキシ http(s)ヘルスプローブ

プロキシの状態をモニタするための APIエンドポイントを提供する PGDプロキシの http(s)サービスを有
効にして構成できます。

cluster_varsまたはインスタンス varsの下の pgd_http_optionsは、pgd-proxy-config.ymlの proxy

トップセクションの httpサブセクションの下にある http APIを定義するすべての設定を保存します。

変数には、次のキーを含めることができます。

enable: false

secure: false

cert_file: "/etc/tpa/harp_proxy/harp_proxy.crt"

(次のページに続く)
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key_file: "/etc/tpa/harp_proxy/harp_proxy.key"

host: <inventory_hostname>

port: 8080

probes:

timeout: 10s

endpoint: "<valid dsn>"

cert_fileおよび key_fileキーは、secure: trueを使用し、独自の証明書とキーを使用する場合に必
要です。

deployを実行する前に、証明書とキーの両方がターゲットノードの指定された場所で利用できることを確
認する必要があります。

クラスター固有のCA証明書を使用して TPAに証明書とキーを生成する場合、cert_fileおよび key_file

の両方を空のままにします。 TPA CA証明書は「ウェルノウン」になりません。この証明書を、エンドポ
イントをプローブする各マシンの信頼ストアに追加する必要があります。CA証明書は、TPAノードのク
ラスターディレクトリで deployの後の<cluster_dir>/ssl/CA.crtにあります。

使用可能な APIエンドポイントの詳細については、pgd-proxyドキュメントを参照してください。

tpaexec upgradeを使用した pgd-proxyの更新

特定のパッケージバージョンにアップグレードしようとする場合は、config.yml の
pgd_proxy_package_version が更新されて、目的のバージョンを反映していることを確認します。
このバージョンは、クラスターに指定された bdr_package_version および pgdcli_package_version

バージョンと一致する必要があります。bdr_package_version を定義し、config.yml から
pgd_proxy_package_version および pgdcli_package_version を省略すると、3 つのコンポーネ
ントすべてで同じ値が使用されます。

目的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。

tpaexec upgrade <cluster_dir> \

-e pgd_proxy_package_version="<desired version>" \

--components=pgd-proxy

詳細については、 package version selection and upgradeのセクションを参照してください。

アップグレードのために pgd-プロキシを選択するには、 tpaexec upgrade コマンドに渡され
る--componentsフラグに pgd-proxyまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、

pglogical

pglogicalパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは pglogicalの利用可能な最新バージョンをインストールします。
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config.ymlファイルの cluster_varsセクションの下に pglogical_package_version: xxxを含める
ことにより、インストールされる pglogicalパッケージのバージョンを指定できます。

cluster_vars:

…
pglogical_package_version: 2.2.0*

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

pg論理構成

TPAは、pglogical v2および pglogical v3を使用して pglogicalレプリケーションセットパブリケーションと
サブスクリプションを構成できます。

instances:

- node: 1

Name: kazoo

…
vars:

publications:

- type: pglogical

database: example

name: some_publication_name

replication_sets:

- name: custom_replication_set

…

- node: 2

Name: keeper

vars:

subscriptions:

- type: pglogical

database: example

name: some_subscription_name

publication:

name: some_publication_name

replication_sets:

- default

- default_insert_only

- custom_replication_set

…
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type: pglogicalでパブリケーションまたはサブスクリプションを定義すると、pglogical拡張機能がデ
フォルトで作成されますが、どのバージョンをインストールするかは自分自身ですたとえば、pglogical3の
products/pglogical3/releaseリポジトリをサブスクライブします。

はじめに

TPAは、pglogicalを使用してインスタンス間で変更をレプリケートするために必要なすべてを構成でき、
config.ymlの変更に基づいてレプリケーションセットアップを変更することもできます。

変更を公開するには、 publicationsに type: pglogicalを使用してエントリーを定義します。これら
の変更をサブスクライブするには、上記のように、subscriptionsに type: pglogicalを使用してエン
トリーを定義します。

Pglogicalには、名前付けパブリケーションエンティティがありませんビルトイン論理レプリケーションが
CREATE PUBLICATIONがある意味で。config.ymlのパブリケーションは、レプリケーションセットのコレ
クションに名前を割り当てるだけであり、サブスクリプションはこの名前を使用して、目的のプロバイダー
を参照できます。

pg論理レプリケーションを使用するには、パブリッシャーとサブスクライバーの両方が名前付けローカル
pg論理ノードが必要です。TPAはこのノードが存在しない場合、pglogical.create_node()で作成しま
す。パブリケーションの場合、パブリケーション名が pg論理ノード名として使用されます。特定のデータ
ベースには 1つの pg論理ノードのみが存在できるため、データベースごとに publicationsのエントリは
1つのみです。

ただし、pglogicalサブスクリプション doには、独自の名前があります。TPAは、指定された nameでサブ
スクリプションを作成し、インスタンスの名前とサブスクリプションが作成されるデータベースの名前に
基づいて、pg論理ノード名のデフォルト値を使用します。必要に応じて別の node_nameを指定できます。
たとえば、同じデータベース内のパブリケーションを構成している場合、そのデータベース内のすべての
サブスクリプションが同じ pg論理ノードを共有する必要があります。

TPAは、構成の基本的な検証を行います。replication_setsを replciation_setsと書くか、定義され
ていないパブリケーションをサブスクライブしようとすると、エラーを指摘しますが、意味のあるパブリ
ケーションとサブスクリプションのセットを指定するのはあなたの責任です。

TPAは、ユーザー、拡張機能、データベースを作成した後、PGD構成の前に pglogicalを構成します。Creating
Postgres usersおよび Creating Postgres databasesを設定してレプリケーション用のデータベースを作成し、
postgres-config-finalを使用できます。

pglogicalが構成する前にデータベースにデータを設定するフック。

出版物

publicationsのエントリーは、 nameおよび databaseを指定する必要があり、オプションの属性を備え
た名前付け replication_setsのリスト、およびテーブルまたはシーケンス名のリストを指定できます。

publications:

- type: pglogical

database: example

name: some_publication_name

(次のページに続く)
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replication_sets:

- name: default

replicate_insert: true

replicate_update: true

replicate_delete: true

replicate_truncate: true

autoadd_tables: false

autoadd_sequences: false

autoadd_existing: true

- name: custom_replication_set

tables:

- name: sometable

- name: "some-schema".othertable

columns: [a, b, c]

row_filter: a > 42

synchronize_data: true

sequences:

- name: someseq

synchronize_data: true

- name: "some-schema".otherseq

各レプリケーションセットは、replicate_insert、autoadd_existingなどのオプションの属性を指定で
きます。指定した場合、それらは pglogical.create_replication_set()呼び出しに名前付けパラメー
ターとして含まれます。それ以外の場合、それらは省略され、代わりに pglogicalのデフォルトでレプリ
ケーションセットが作成されます。

pglogical3の autoadd_*パラメーターを使用してレプリケーションセットに属するリレーションのリスト
を操作することとは別に、テーブルまたはシーケンスのリストを明示的に指定することもできます。各リ
レーションの名前はスキーマ修飾されており、非修飾名は publicにあるものと想定されており、エント
リには、上に示しているように、row_filterテーブルのみ、synchronize_dataなどのオプションの属性
が含まれる場合があります。

サブスクリプション

subscriptionsのエントリーは、 nameおよび databaseを指定し、サブスクライブするパブリケーショ
ンを定義する必要があり、サブスクリプションの他のオプショナル属性を指定する場合があります。

subscriptions:

- type: pglogical

database: example

name: some_subscription_name

node_name: optional_pglogical_node_name

publication:

name: some_publication_name

# Optional attributes:

(次のページに続く)
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synchronize_structure: true

synchronize_data: true

forward_origins: [all]

strip_origins: false

apply_delay: 1 second

writer: heap

writer_options:

- magic

- key=value

- just-a-string

# Optional attributes that can be changed for an existing

# subscription:

replication_sets:

- default

- default_insert_only

- custom_replication_set

enabled: true

サブスクリプションは publication.nameを設定して、サブスクライブするパブリケーションを定義でき
ます。その名前のクラスター全体に複数のパブリケーションがある場合、明確にするインスタンスの名前
を指定できます。パブリケーションを名前で参照したい場合は、同じインスタンスに同じ名前で複数のパ
ブリケーションを作成しないでください。

- type: pglogical

…
publication:

name: some_publication_name

instance: kazoo

# OR

provider_dsn: "host=… dbname=…"

パブリケーションを名前で参照する代わりに、代わりに provider_dsnを明示的に指定できます。この場
合、指定された DSNは pglogical.create_subscription()に直接渡され、publicationは無視されま
す。このメカニズムを使用して、TPAクラスターの外部のインスタンスをサブスクライブできます。

上記の例の他の属性はオプショナル。定義されている場合、それらは pglogical.create_subscription()

呼び出しに名前付けパラメーターとして含まれます。それ以外の場合、それらは除外されます。表示され
る一部の属性は pglogical3に固有です。

構成の変更

パブリケーションの場合、レプリケーションセットの追加または削除、レプリケーションセットの属性の
変更、またはそのメンバーシップそれに含まれるテーブルとシーケンスを変更できます。

replicate_ * ま た は autoadd_* を 変 更 す る と 、TPA は そ れ に 応 じ て pglogical.
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alter_replication_set()を呼び出しますが、既存のレプリケーションセットの autoadd_existingは
変更できず、autoadd_*パラメーターはすべて pglogical3固有であることに注意してください。

レプリケーションセットの tables または sequences のリストを変更すると、TPA は必要に応じて
pglogical.alter_replication_set_{add,remove}_{table,sequence}() を呼び出すことによりこれ
らの変更を調整します。

ただし、レプリケーションセットのメンバーであるリレーションテーブルまたはシーケンスの
synchronize_data または他の属性を変更した場合、TPA は変更を伝播しませんたとえば、テーブルを
ドロップし、別の構成で再追加します。

サブスクリプションの場合、replication_setsのリストを変更し、サブスクリプション enabled: false

を有効または無効にすることのみができます。

どちらの場合も、存在するが構成に記載されていないレプリケーションセットは、サブスクライバーで
pglogical.alter_subscription_remove_replication_set()、またはパブリッシャーで pglogical.

drop_replication_set()を使用して削除されます。ただし、 default、default_insert_only、およ
び ddl_sqlという名前のデフォルトのレプリケーションセットはドロップされません。

config.ymlを編集する場合は、tpaexec deployを実行する前に tpaexec provisionを実行してください

PGDとの相互作用

注意すれば、同じデータベースで PGDと pglogicalを一緒に使用することが可能です。

PGD v3は内部で pglogical3を使用し、pglogicalノードが存在しない場合は作成します。データベースごと
に pg論理ノードは 1つだけであるため、bdr_databaseで pg論理パブリケーションを構成する場合、イン
スタンスの bdr_node_nameはパブリケーションの nameと同じである必要があります。それ以外の場合、
最初にパブリケーション用にノードが作成され、後で bdr.create_node()はノード名の競合に関するエ
ラーで失敗します。 bdr_databaseの subscriptionsは、同じ node_nameも使用する必要があります。

制限事項

• 現在 pglogical.replication_set_{add,remove}_ddl()のサポートはありません

• 現在 pglogical.replication_set_add_all_{tables,sequences}()のサポートはありません

• 現在、pglogical.alter_subscription_{interface,writer_options}() または pglogical.

alter_subscription_{add,remove}_log()のサポートはありません

• pglogical v1のサポートは現在テストされていません。

repmgr

TPAは、 failover_managerインスタンス変数が repmgrに設定されているすべての postgresインスタン
スに repmgrをインストールします。これはデフォルト設定です。

repmgr 構成ファイルのディレクトリは、デフォルトで/etc/repmgr/<version> になります。ここで、
<version>は、このインスタンスにインストールされる postgresのメジャーバージョンですが、インスタン
スの repmgr_conf_dir変数を設定することにより変更できます。構成ファイル自分自身は常に repmgr.

confと呼ばれます。
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デフォルトの repmgr構成は、ロール primaryとロール replicaで構成されたインスタンス間の自動フェ
イルオーバーをセットアップします。

repmgrパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは repmgrの最新バージョンをインストールします。

インストールされる repmgrパッケージのバージョンは、config.ymlファイルの cluster_varsセクショ
ンの下の repmgr_package_version: xxxを含めることにより指定できます。

cluster_vars:

…
repmgr_package_version: 4.0.5-1.pgdg90+1

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

repmgr構成

次のインスタンス変数を設定できます。

repmgr_priority : sets priority in the config file repmgr_location : sets location in the
config file repmgr_reconnect_attempts : sets reconnect_attempts in the config file, default 6

repmgr_reconnect_interval : sets reconnect_interval in the config file, default 10 repmgr_use_slots
: sets use_replication_slots in the config file, default 1 repmgr_failover構成ファイルで failoverを
設定します、デフォルト automatic

repmgr_conf_settingsの追加設定も repmgr構成ファイルに渡されます。

PGDインスタンスの## repmgr

PGDインスタンスでは、repmgr_failoverはデフォルトで manualに設定されます。

tpaexec upgradeを使用した repmgrのマイナー更新

目的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。

tpaexec upgrade <cluster_dir> \

-e repmgr_package_version="<desired version>"\

--components=repmgr

詳細については、 package version selection and upgradeのセクションを参照してください。

アップグレードのために repmgrを選択するには、 tpaexec upgradeコマンドに渡される--components

フラグに repmgrまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、
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7.5.4 Configuration

Configuring EDB Repos 2.0 repositories

TPAは、EDB Repos 2.0から EDBソフトウェアをソースします。 EDB Repos 2.0を使用するには、tpaexec
を実行する前に export EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxxを行う必要があります。サブスクリプショントー
クンは the web interfaceから取得できます。

ò 注釈

tpaexec configureコマンドを使用して `config.yml`ファイルを作成する場合、edb_repositoriesキーには、
選択した構成に必要なリポジトリが自動的に入力されるため、編集する必要はありません。

cluster_vars:

edb_repositories:

- enterprise

- postgres_distributed

この例では、’enterprise’サブスクリプションリポジトリと、EPASおよび PGD製品へのアクセスを付与
する’postgres_distributed’をインストールします。Debianまたは Ubuntuシステムでは、APTリポジトリ
を使用し、RedHatまたは SLESシステムでは、それぞれ yumまたは zypperフロントエンドを介して rpm
リポジトリを使用します。

Configuring APT repositories

このページでは、Debianおよび Ubuntuシステムで APTパッケージリポジトリを構成する方法について説
明します。

apt_repositoriesで名前付けリポジトリを定義し、apt_repository_listで名前をリストすることによ
りどのリポジトリを使用するかを決定できます。

cluster_vars:

apt_repositories:

Example:

key_id: XXXXXXXX

key_url: https://repo.example.com/path/to/XXXXXXXX.asc

repo: >-

deb https://repo.example.com/repos/Example/ xxx-Example main

apt_repository_list:

- PGDG

- Example

この構成では、GPGキー key_urlから取得した ID key_idを使用して、PGDGリポジトリデフォルトで既
に定義されているものと新しい例リポジトリの指定された repo行複数可を使用して/etc/apt/sources.

list.dの下に新しいエントリーをインストールします。
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追加のリポジトリを構成するとき、PGDGパッケージをインストールする場合は、apt_repository_list

に PGDGを含めることを忘れないでください。

リポジトリをインストールしないように apt_repository_list: []を設定できます。

Configuring YUM repositories

このページでは、RedHatシステムで YUMパッケージリポジトリを構成する方法について説明します。

yum_repositoriesで名前付けリポジトリを定義し、yum_repository_listで名前をリストすることによ
りどのリポジトリを使用するかを決定できます。

cluster_vars:

yum_repositories:

Example:

rpm_url: >-

https://repo.example.com/repos/Example/example-repo.rpm

Other:

description: "Optional repository description"

baseurl: https://other.example.com/repos/Other/$basearch

gpgkey:

https://other.example.com/repos/Other/gpg.XXXXXXXXXXXXXXXX.key

yum_repository_list:

- EPEL

- PGDG

- Example

- Other

この例では、YUMリポジトリを定義する 2つの方法を示しています。

リポジトリに「repo RPM」つまり、必要な/etc/yum.repos.d/*.repoファイルと、リポジトリから署名
されたパッケージを検証するために必要な GPGキーを慣例的にインストールするパッケージがある場合、
それをポイントするだけで済みます。

それ以外の場合は、説明、baseurl 、および gpgkey URLを指定できます。TPAは、この情報に基づい
て/etc/yum.repos.d/Other.repoファイルを作成します。

EPELおよび PGDGリポジトリはデフォルトで定義されています。正常な操作には EPELリポジトリが必
要であるため、常に EPELを yum_repository_listに含める必要があります。PGDGパッケージをイン
ストールする場合は、PGDGも含める必要があります。

リポジトリをインストールしないように yum_repository_list: []を設定できますが、EPELパッケー
ジの代替ソースがないと壊れます。

リポジトリーアクセスを構成する特別な手順を実行する必要がある場合は、TPA hooksを使用して.repoファ
イルを自分自身で作成できます。
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- name: Define Example repository

copy:

dest: /etc/yum.repos.d/example.repo

owner: root

group: root

mode: "0644"

content: |

[example]

name=Example repo

baseurl=https://repo.example.com/repos/Example/

enabled=1

gpgkey=https://repo.example.com/repokey.asc

gpgcheck=1

この場合、yum_repository_listにリポジトリをリストする必要はありません。

Creating and using a local repository

クラスターディレクトリ内にローカルリポジトリを作成すると、TPAはリポジトリ内のパッケージをクラ
スターインスタンスで利用できるようにします。これは、追加のパッケージをクラスターにシップする簡
単な方法です。

オプションで、このリポジトリのみを使用するようにインスタンスを構成するように TPAに指示すること
もできます。つまり、他のすべてを無効にします。この場合、rsync、Pythonなどの基本的な依存関係から
始めて、展開中に必要なすべての*パッケージを提供する必要があります。

ローカルリポジトリを手動で作成するか、TPAにローカルリポジトリを作成してもらうことができます。
両方の手順を以下に示します。

ò 注釈

特定の指示は Managing clusters in a disconnected or air-gapped environment 環境で使用できます。

TPAを使用したローカルリポジトリの作成

TPA には、このようなローカルリポジトリの作成に役立つツールが含まれています。具体的には、
--enable-local-repoスイッチを tpaexec configureとともに使用して、ローカルリポジトリとして使
用する空のディレクトリ構造を作成できます。tpaexec download-packagesは、その構造に必要なパッ
ケージを設定します。

ディレクトリ構造の作成

ローカルリポジトリでクラスターを構成するには、次のコマンドを実行します。

tpaexec configure --enable-local-repo …

これにより、クラスター構成が生成され、local-repoディレクトリと OS固有のサブディレクトリが作成
されます。ローカルリポジトリのレイアウトについては、以下を参照してください。
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リポジトリにデータを設定し、メタデータを生成する

tpaexec download-packagesを実行して、クラスターに必要なすべてのパッケージをローカルリポジトリに
ダウンロードします。結果のリポジトリには、すべてのパッケージの完全な依存関係ツリーが含まれるた
め、このリポジトリからクラスター全体をインストールできます。リポジトリのメタデータも自動的に作
成され、すぐに使用できます。

ローカルリポジトリの手動作成

ローカルリポジトリのレイアウト

ローカルリポジトリを手動で作成するには、最初に適切なディレクトリ構造を作成する必要があります。
--enable-local-repoを使用する場合、TPAは、クラスター用に選択した OSに基づいて、local-repo

ディレクトリとその内に OS固有のサブディレクトリたとえば local-repo/Debian/12を作成します。こ
の構造は、手動で作成したリポジトリにも使用することをお勧めします。

たとえば、RedHat 8を実行しているクラスターは次のレイアウトになる場合があります。

local-repo/

`-- RedHat

|-- 8.5 -> 8

`-- 8

`-- repodata

インスタンスごとに、TPAは local-repoの次のサブディレクトリを順番に検索し、最初に見つけたもの
を使用します。

• <distribution>/<version>、例 RedHat/8.5

• <distribution>/<major version>、例 RedHat/8

• <distribution>/<release name>、例 Ubuntu/focal

• <distribution>、例 Debian

• local-repoディレクトリ自分自身。

これらのディレクトリが存在しない場合、もちろん、TPAはターゲットインスタンスにローカルリポジト
リをセットアップしようとしません。

リポジトリの設定とメタデータの生成

tpaexec deployを実行する前に、以下で詳しく説明する手順を完了する必要があります。

リポジトリにデータを設定するには、含めるパッケージを適切なディレクトリにコピーします。次に、以
下で詳しく説明するように、システムに適切なツールを使用してメタデータを生成します。

ò 注釈

制御ノードつまり tpaexecを実行するマシンでメタデータを生成する必要があります。 TPAは、メタ
データとパッケージをターゲットインスタンスにコピーします。
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ò 注釈

インスタンスが使用するサブディレクトリにメタデータを生成する必要があります。つまり、パッケー
ジを `local-repo/Debian/12`にコピーする場合、local-repo/Debianではなくそのディレクトリにメタデー
タを作成する必要があります。

Debian / Ubuntuリポジトリのメタデータ

Debianベースのディストリビューションの場合、dpkg-devパッケージをインストールします。

sudo apt-get update && sudo apt-get install -y dpkg-dev

これで、 dpkg-scanpackagesを使用してメタデータを生成できます。

cd local-repo/Debian/bookworm

# download/copy .deb package files

dpkg-scanpackages . | gzip > Packages.gz

RedHat / SLESリポジトリのメタデータ

最初に、createrepoパッケージをインストールします。

sudo yum install -y createrepo

これで、 createrepoを使用してメタデータを生成できます。

cd local-repo/RedHat/8

# download/copy .rpm package files

createrepo .

RHEL 8+リポジトリでは、次の追加手順を実行する必要があります。

repo2module --module-name tpa --module-stream local --module-version 1 --module-

↪→context f32 . modules.yaml

modifyrepo_c --mdtype=modules modules.yaml repodata/

dnf clean all

TPAがローカルリポジトリを使用する方法

リポジトリのコピー

TPAは rsyncを使用して、生成されたメタデータを含むリポジトリーディレクトリの内容をターゲットイ
ンスタンス上のディレクトリにコピーします。
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rsyncがインスタンスでまだ利用できない場合、TPAはそれをインストールできますつまり apt-get install

rsyncまたは yum install rsync。ただし、use_local_repo_onlyを設定している場合、rsyncパッケー
ジはローカルリポジトリに含まれる必要があります。必要に応じて、TPAは scpを使用して rsyncパッケー
ジのみをコピーし、残りをコピーする前にインストールします。

リポジトリー構成

ローカルリポジトリのコンテンツをターゲットインスタンスにコピーした後、TPAは宛先ディレクトリを
ローカルつまり、URLベースではなくパスベースのリポジトリとして構成します。

たとえば、リポジトリーディレクトリに example.debを提供する場合、他のリポジトリーのパッケージと
同様に、apt-get install exampleを実行するだけでインストールできます。

パッケージのインストール

TPAは、提供されたコンテンツでリポジトリを構成しますが、同じパッケージが別のリポジトリから利用
可能な場合、どれをインストールするかはパッケージマネージャーの判断にあります特定のバージョンを
指定しない限り、通常は最新です。

ただし、 use_local_repo_only: yesを設定すると、TPAは他のすべてのパッケージリポジトリを無効
にするため、インスタンスは local-repoで提供したパッケージのみを使用できます。

Installing from source

config.ymlで install_from_sourceを設定することにより、Gitリポジトリからビルドおよびインストー
ルする拡張機能のリストを定義できます。

cluster_vars:

install_from_source:

- name: ext

git_repository_url: https://repo.example.com/ext.git

git_repository_ref: dev/example

- name: otherext

git_repository_url: ssh://repo.example.com/otherext.git

git_repository_ref: master

source_directory: /opt/postgres/src/otherext

build_directory: /opt/postgres/build/otherext

build_commands:

- "make -f /opt/postgres/src/otherext/Makefile install"

build_environment:

VAR: value

TPAはリストされた順序で拡張機能を 1つずつビルドしてインストールするため、正しい順序でメンショ
ンすることにより、別の拡張機能 pglogicalや BDRなどに依存する拡張機能をビルドできます。

ビルドするには、各エントリーで name、git_repository_url、および git_repository_refデフォル
ト masterを指定する必要があります。 Git credentialsを使用できます

226 第 7章 Miscellaneous



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

Git リポジトリに対して認証するため。また、上記のように source_directory 、build_directory 、
build_environment、および build_commandsを設定します。

tpaexec deploy … --skip-tags build-cleanを実行して、展開を繰り返すときにビルドディレクトリ
を再利用します。それ以外の場合、古いビルドディレクトリはビルドを開始する前に空にされます。ロー
カルソースディレクトリを構成することもできます。

開発ビルドを高速化します。

ソースビルドを実行するたびに、Postgresが再起動されます。

ビルドの依存関係

ソースからビルドする場合、TPAは、基本的な Postgresビルドの依存関係がインストールされることを保
証します。追加パッケージが必要な場合は、Installing packagesに記載してください。例

cluster_vars:

packages:

common:

- golang-1.16

Git credentials

このページでは、認証が必要な Gitリポジトリのクローンを作成する方法について説明します。

これは、 postgres_git_urlを Postgres source installationまたはソースからのビルドとインストールに
変更して拡張機能をコンパイルおよびインストールする場合に必要になる場合があります。

資格情報をターゲットインスタンスのディスクに書き込まずに認証するには、2つのオプションがあります。

• ssh:// リポジトリの場合、SSHキーをローカル ssh-agentに追加できます。--install-from-source

config.ymlの forward_ssh_agent: yesを使用する場合、エージェント転送はデフォルトで有効に
なります。

• https:// リ ポ ジ ト リ の 場 合 、tpaexec deploy を 実 行 す る 前 に 環 境 で export

TPA_GIT_CREDENTIALS=username:tokenを実行できます。

ò 注釈

この環境ではホストから sshで Dockerコンテナにアクセスできないため、macOSで Dockerに展開す
る場合、https:// リポジトリ URLのみを使用する必要があります。

SSHキー認証

SSHリポジトリのクローンを作成しており、SSHキーペア id_exampleおよび id_example.pubがある場
合、SSHエージェント転送を使用してターゲットインスタンスで認証します。

• ``ssh-agent``をローカルで実行する必要があります。デスクトップ環境がこれをまだ設定していない
場合は、ほとんどの場合-pgrep ssh-agentが実行されているかを確認します ssh-agent bashを実
行してエージェントを有効にした新しいシェルを一時的に起動し、そのシェルから tpaexec deploy

を実行します。
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• ssh-add /path/to/id_exampleプライベートキーファイルを使用して、必要なキーをエージェント
に追加します**

• tpaexec provisionの前に config.ymlのトップレベルで forward_ssh_agent: yesを設定するこ
とにより、SSHエージェント転送を有効にします**。--install-from-sourceを使用する場合、こ
れはデフォルトで行われます。

展開中に、エージェントに追加したキーは、転送されたエージェント接続を介してリモートサーバーへの
認証に利用できるようになります。

SSHエージェント転送は注意して使用し、できればこの目的のために専用に生成された使い捨てキーペア
を使用します。ターゲットサーバー上のエージェントの Unixドメインソケットにアクセスする権限を持つ
ユーザーは、他のサーバーへの認証中にエージェントを組み込んでなりすましができます。

HTTPSのユーザー名/パスワード認証

ユーザー名と認証トークンまたはパスワードを使用して HTTPSリポジトリのクローンを作成する場合は、
tpaexec deployの前に環境で export TPA_GIT_CREDENTIALS=username:tokenだけを作成します。デ
プロイメント中に、これらの資格情報は git cloneまたは git pullタスクのみで利用できるようになり
ます。これらはターゲットインスタンスのディスクに書き込まれません。

Environment

target_environmentを設定して、展開中に TPAがターゲットインスタンスに設定する必要がある環境変
数を指定できますたとえば、以下に示すように HTTPSプロキシを指定します。

cluster_vars:

target_environment:

https_proxy: https://proxy.example:8080

TPAは、これらの設定が、展開中、およびその後のクラスター管理コマンドの実行中に、必要な他の設定
とともに環境に存在することを確認します。

これらの環境設定は永続的なものではありませんが、代わりに The postgres Unix user を使用して postgres
ユーザーの環境変数を設定できます。

Python environment

TPAは、ターゲットインスタンスの Distribution supportに基づいて、どの Pythonインタープリターを使用
するかを決定します。可能な場合は常に Python 3を使用し、やむを得ない場合にのみ Python 2にフォール
バックします。

tpaexec configureコマンドは、ディストリビューションに応じて preferred_python_versionを設定
します。

Distribution Python 2 Python 3

Debian 12/bookworm Yes Yes (3.11)
Debian 11/bullseye Yes Yes (3.9)

次のページに続く
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表 9 –前のページからの続き
Distribution Python 2 Python 3

Debian 10/buster Yes Yes (3.7)
Ubuntu 24.04/jammy No Yes (3.12)
Ubuntu 22.04/jammy No Yes (3.10)
Ubuntu 20.04/focal No Yes (3.8)
RHEL 10.x No Yes (3.12)
RHEL 9.x No Yes (3.9)
RHEL 8.x No Yes (3.6)
RHEL 7.x Yes No (3.6)

Ubuntu 20.04、22.04、24.04および RHEL 8.x、9.x、10.xは、Python 3でのみ使用できます。

RHEL 7.xには Python 3.6が同梱されていますが、システム Python 3の librpmバインディングは利用でき
ません。

他のディストリビューションの場合、python2または python3のどちらを優先するかを決定できますが、
新しいクラスターのデフォルトは python3です。

下位互換性

既存のクラスターとの互換性のため、preferred_python_version のデフォルト値は python2 ですが、
python2で既に展開されたシステムでも python3を明示的に選択できます。

cluster_vars:

preferred_python_version: python3

TPAは、Python 3を使用できないディストリビューションではこの設定を無視します。

Configuring /etc/hosts

デフォルトでは、TPAはクラスター内のすべてのインスタンスの IPアドレスとホスト名を使用してター
ゲットインスタンスの/etc/hostsに行を追加して、クラスター内の通信にお互いの名前を使用できるように
しますたとえば primary_conninfo Postgresの場合)。

extra_etc_hosts_linesのリストを指定することもできます。

instances:

- Name: one

…
vars:

extra_etc_hosts_lines:

- 192.0.2.1 acid.example.com

- 192.0.2.2 water.example.com

デフォルトエントリがまったく必要ない場合は、代わりにインスタンスの etc_hosts_linesの完全なリ
ストを指定できます。これらの行のみが/etc/hostsに追加されます。
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instances:

- Name: one

…
vars:

etc_hosts_lines:

- 192.0.2.1 acid.example.com

- 192.0.2.2 water.example.com

- 192.0.2.3 base.example.com

/etc/hostsにクラスター内のインスタンスのデフォルトエントリが含まれていない場合、他の方法で名前を
解決できることを確認する必要があります。

Filesystem configuration

TPAでは、各インスタンスにアタッチされる volumesのリストを定義できます。

このリストは、プロビジョニング中に使用されるプラットフォーム固有の設定と、展開中に使用されるファ
イルシステムレベルの設定の両方で構成されています。

最初に、tpaexec provisionは、情報を使用してボリュームを作成し、インスタンスに接続します該当す
る場合。詳細については、以下のプラットフォーム固有のセクションを参照してください。次に、ボリュー
ムの単純化されたリストプラットフォーム固有ではない設定のみを含むをインスタンスのホスト変数とし
て書き込みます。最後に、tpaexec deployは、単純化されたリストに基づいて動作し、必要に応じてファ
イルシステムをセットアップおよびマウントします。

次に、AWSクラスターからの適度に複雑な例を示します。

instances:

- Name: one

…
volumes:

- device_name: root

volume_type: gp2

volume_size: 32

- device_name: /dev/xvdf

volume_type: io2

volume_size: 64

iops: 5000

vars:

volume_for: postgres_data

encryption: luks

- device_name: /dev/xvdb

ephemeral: ephemeral0

vars:

mountpoint: /mnt/scratch
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この例では、EC2インスタンスは、32GB EBSルートボリューム、/opt/postgres/dataとしてマウントされ
た 64GB io2ボリューム provisioned-iops EBSボリューム、およびインスタンスストアによって提供され
る/tmp/scratchファイルシステムになります。「エフェメラル」ボリューム。その数とサイズは、インスタ
ンスタイプによって決まります。

詳細は以下の AWSに関するセクションに記載されていますが、 volume_typeや volume_sizeのような
設定はプロビジョニング中に使用され、volume_forや mountpointなどの varsの下の設定は、展開中に
使用するためにインベントリに書き込まれます。

default_volumes

ボリュームはインスタンスのプロパティです。プラットフォーム固有の設定が含まれるため、cluster_vars
では設定できません。

instance_defaults

このメカニズムでは、ボリューム定義に特別な考慮事項を作成します。大規模なクラスター内のボリュー
ム定義は非常に反復的な場合があるため、特にクラスター内のインスタンスを可能な限り互いに近づけて
構成することをお勧めしますので、ここに示すように default_volumesを指定できます。

instance_defaults:

default_volumes:

- device_name: root

volume_type: gp2

volume_size: 32

- device_name: /dev/xvdf

volume_size: 100

instances:

- Name: one

…

- Name: two

volumes:

- device_name: /dev/xvdf

volume_size: 64

- device_name: /dev/xvdg

volume_size: 64

…

- Name: three

volumes:

- device_name: /dev/xvdf

volume_type: none

- Name: four

volumes: []

7.5. Reference 231



Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

ここで、すべてのインスタンスには、デフォルトで 32GBのルートボリュームと 100GBの追加ボリュームが
あります他に何も指定しないインスタンス oneの場合と同様に。インスタンス twoは同じルートボリュー
ムがありますが、代わりに 64GBになるように/dev/xvdfをオーバーライドし、さらに別の 64GBボリュー
ムがあります。インスタンス threeには同じルートボリュームがありますが、デフォルトの/dev/xvdfに
volume_type: noneを設定するため、追加ボリュームはありません。インスタンス fourにはボリュー
ムがまったくありません。

インスタンスは default_volumesで指定されたもので始まり、その volumesエントリは、同じ device_name

でデフォルトエントリをオーバーライドしたり、volume_typeを noneに設定してボリュームを削除した
り、別の名前で新しいボリュームを追加したり、デフォルトを完全に拒否したりできます。

2つのリストをマージするこの動作は、default_volumesに固有です。instance_defaultsと instances

の両方で他のリストを設定すると、後者は前者を完全にオーバーライドします。

プラットフォーム AWS

AWS EC2インスタンスでは、EBSボリュームをアタッチできます。

instances:

- Name: one

…
volumes:

- device_name: root

volume_type: gp2

volume_size: 32

encrypted: yes

…
- device_name: /dev/xvdf

volume_type: io1

volume_size: 32

iops: 10000

delete_on_termination: false

…
- device_name: /dev/xvdg

ephemeral: ephemeral0

…

TPAは、インスタンスタイプに基づいて、rootの device_nameを/dev/sdaまたは/dev/xvdaに変換す
るため、どれを使用するかを覚えたり変更したりする必要はありません。

volume_typeは、EBSボリュームタイプ、たとえば gp2「汎用」EBSボリュームの場合、プロビジョニン
グされた IOPSボリュームの io1 iops: 5000も設定する必要があります。などを指定します。

volume_sizeは、ボリュームのサイズをギガバイト単位で指定します。

encrypted: yesを設定して、保存時の EBS暗号化を有効にします。(これは AWS機能であり、新しく
生成された TPA構成でデフォルトで有効になり、以下で説明する LUKS暗号化とは異なります。

delete_on_terminationを falseに設定して、アタッチされたインスタンスが終了したときにボリュー
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ムが破壊されないようにします。これがデフォルトの動作です。

物理的に接続された instance store volume、以前はエフェメラルボリュームと呼ばれていたを使用するよう
に ephemeral: ephemeralNを設定します。使用可能なインスタンスストアボリュームの数、タイプ、お
よびサイズは、インスタンスタイプによって異なります。すべてのインスタンスにインスタンスストアボ
リュームがあるわけではありません。インスタンスストアボリュームはテストまたは一時データにのみ使
用し、EBSボリュームは重要なデータに使用します。

EBS ボリュームの場合、既存のスナップショットからボリュームを接続するように snapshot:

snap-xxxxxxxx を設定することもできます。十分なデータが S3 から読み込まれローカルにキャッシュ
されるまで、スナップショットから復元されたボリュームは非常に遅くなる場合があります。(特に、ス
ナップショットから PGDATAを使用して新しいインスタンスをスピンアップできますが、完全なロードを
処理する準備が整うまでに数時間かかることが予想されます。

ボリュームに attach_existing: yesを設定し、名前/タイプ/サイズ/iopsと一致する既存の未接続の EBS
ボリュームが存在する場合、インスタンスの起動時に新しいボリュームは作成されませんが、代わりに既
存のボリュームがインスタンスにアタッチされます初めて始まります。再接続された EBSボリュームは、
スナップショットから作成されたボリュームのパフォーマンス制限の影響を受けません。

プラットフォームベア

TPAは、事前にプロビジョニングされた bareインスタンスにどのボリュームを接続できるかを制御できま
せんが、適切な device_nameで volumesを定義すると、必要に応じてデバイスの mkfsおよび mountを
処理します。

Platform Docker

Dockerコンテナにはボリュームを接続できますが、それらはバインドマウントされたディレクトリであり、
通常のブロックデバイスではありません。個別に初期化またはマウントする必要はありません。そのため、
構成はかなり異なって見えます。

instances:

- Name: one

platform: docker

…
volumes:

- /host/path/to/dir:/tmp/container/path:ro

- named_volume:/mnt/somevol:rw

これらのボリューム仕様は、docker run -vへの引数として認識される場合があります。

ボリュームはコンテナの作成時に接続され、展開中にそれ以上のアクションはありません。

RAIDアレイ

AWS EC2インスタンスでは、RAID 0のみがAmazonによって推奨されています。同様のコマンドで RAID
ボリュームを作成できます。
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sudo mdadm --create --verbose /dev/md0 --level=0 --name=MY_RAID --raid-devices=number_

↪→of_volumes device_name1 device_name2

この例では、 /dev/md0 という名前のブロックデバイスを接続します。導入中の volume_for または
mountpoint の処理は、他のボリュームの場合と同じように発生します。 TPA は、mkfs および mount

を処理します。

- Name: one

…
volumes:

- device_name: /dev/md0

vars:

volume_for: postgres_data

LUKS暗号化

TPAは、LUKSで暗号化されたデバイスをセットアップできます。

instances:

- Name: one

…
volumes:

- device_name: /dev/xyz

vars:

encryption: luks

luks_volume: mappedname

volume_for: …

encryption: luksセットがまだ初期化されていない場合、TPAは他のデバイスと同様にファイルシステ
ムの作成を処理する前に、cryptsetupを使用して最初に luksFormat、次に luksOpenを使用して/dev/

mapper/mappednameの下にマップします。

データ損失の可能性を回避するため、TPAは、有効なファイルシステムが既に含まれているデバイスでの
LUKS暗号化のセットアップを拒否します。

LUKSで暗号化された volume_for: postgres_dataを作成する場合、TPAはブート時に Postgresが自
動的に起動しないように構成します。tpaexec start-postgres clusternameを使用してボリュームを
マウントし、Postgresを起動できます。および stop-postgresを使用して Postgresを停止し、ボリューム
のマップを解除します。

LUKSパスフレーズはローカルで生成され、ボールトに保存されます。
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ファイルシステムの作成とマウント

deviceに有効なファイルシステムが含まれていない場合、 mkfsで初期化されます。

instances:

- Name: one

…
volumes:

- device_name: /dev/xyz

vars:

volume_for: …
fstype: ext4

fsopts:

- -cc

- -m 2

mountopts: defaults,relatime,nosuid

readahead: 65536

owner: root

group: root

mode: "0755"

fstypeデフォルト ext4、mkfsデフォルト noneに渡される fsopts、および mountに渡されて fstabに書
き込まれる mountoptsを指定できます。以下を参照してください。

TPAは、デバイスの先読みをデフォルトで 16MBに設定し、リブート後も値を持続させますが、上記のよ
うにボリュームに別の値を指定できます。

ボリュームがマウントされている場所を決定するには 2つの方法があります。mountpointを明示的に指定
するか、 volume_forを postgres_data、postgres_wal、postgres_tablespaceまたは barman_data

に設定できます。TPAは設定をシステムの適切なマウントポイントに変換します。

mountpointが決定されると、 deviceは指定された mountoptsデフォルト defaults,noatimeとともに
そこにマウントされます。/etc/fstabのファイルシステムのエントリーも作成されます。

オプションでボリュームに owner、group、または modeを指定できます。これらの属性は mountpoint

に設定されます。デプロイメントのこの非常に初期段階では、postgresユーザーの存在を当てにできない
ことに注意してください。いずれの場合も、TPAは Postgresが必要とするディレクトリに適切な所有権と
権限があることを別途に保証するため、自分で行う必要はありません。

Uploading artifacts

artifactsを定義して、ファイルをターゲットインスタンスに作成またはコピーできます。

cluster_vars:

artifacts:

- type: path

path: /some/target/path

state: directory

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

owner: root

group: root

mode: "0755"

- type: file

src: /host/path/to/file

dest: /target/path/to/file

owner: root

group: root

mode: "0644"

- type: archive

src: example.tar.gz

dest: /some/target/path

- type: directory

src: /host/path/a/

dest: /target/path/b/

次のタイプがサポートされています。

• pathを使用して、ファイルとディレクトリの所有権またはモードを作成または削除、および変更し
ます内部で使用する Ansibleの fileモジュールと同じパラメーターを取得します

• fileを使用してコントローラからファイルをコピーし、所有権とモードを設定します copyを使用

• archiveを使用して、アーカイブから指定した場所にファイルを抽出します unarchiveを使用

• directoryを使用して、コントローラからターゲットインスタンスにディレクトリを r同期します
synchronizeを使用

この例では、上記のアーティファクトタイプごとに 1つのエントリーを示していますが、これらのパラメー
ター、または対応する Ansibleモジュールが受け入れるその他のパラメーターを使用できます。

ファイルとディレクトリのターゲットインスタンスへのコピーは、十分な一般的なニーズであるため、こ
の機能は TPA hooksを書き込む代わりに使用できる便利なショートカットを提供します。

ssh_key_file

デフォルトでは、tpaexec provisionは ssh-keygenを使用して、クラスターの新しい SSHキーペアを
生成しますクラスターディレクトリ内の id_cluster_nameおよび id_cluster_name.pubという名前の
ファイルに。

代わりに既存のキーを使用する場合は、config.ymlのトップレベルで ssh_key_fileを SSHプライベート
キーファイルの場所に設定できます。対応する公開キーは、同じ場所にある.pubの拡張子で利用できる必
要があります。

ssh_key_file: ~/.ssh/id_rsa

このファイルがまだ存在しない場合、プロビジョニング中に ssh-keygenによって作成されます。
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Managing SSH host keys

TPA は、クラスターのプロビジョニング中に SSH ホストキーのセットを生成します。これらのキーは、
hostkeysサブディレクトリの下の clusterディレクトリに保存されます。これらのホストキーは、AWS EC2
インスタンスと Dockerコンテナの/etc/sshに自動的にインストールされます。

デフォルトでは、これらのホストキーは bare(-metal servers) にインストールされませんが、
manage_ssh_hostkeysを設定して有効にすることができます。

instances:

- Name: one

…
platform: bare

vars:

manage_ssh_hostkeys: yes

bare(-metal servers)のドキュメントの説明に従って、正しいエントリを使用してクラスターディレクトリに
known_hostsを最初にセットアップする必要があります。TPAは、展開中にホストキーを置き換えます。

manage_ssh_hostkeys設定は、ベアインスタンスの場合にのみ意味があります。生成されたホストキー
は、他のすべてのインスタンスにインストールされます。

known_hosts

TPAは、すべてのホストとそのパブリックホストキーのエントリをクラスター内のすべてのインスタンス
のグローバル ssh_known_hostsファイルに追加するため、manage_ssh_hostkeys設定があるかどうかに
関係なく、ホストキー検証プロンプトなしで相互に sshできます。

Postgres source installation

postgres_installation_methodを srcに設定している場合、TPAはソースから Postgresをコンパイル
およびインストールします。この機能は、開発とテストで使用することを目的とており、同一構成のクラ
スター内でパッケージビルドとソースビルドを切り替えることができます。

ここでも、デフォルトを変更する必要はありません。これにより、デバッグが有効になった作業用クラス
ターが得られます。

Gitリポジトリ

デフォルト設定では、postgres_versionに対応する REL_xx_STABLEブランチを使用して、コミュニティ
Gitリポジトリから Postgresをビルドおよびインストールします。次のように、別のリポジトリまたはブラ
ンチ有効な gitリファレンスを指定できます。

cluster_vars:

postgres_git_url: git://git.postgresql.org/git/postgresql.git

postgres_git_ref: REL_12_STABLE

デフォルトの git.postgresql.orgリポジトリは認証を必要としませんが、必要に応じて、Git credentialsを使
用できます
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他のリポジトリに対して認証します。

リポジトリは postgres_src_dir デフォルト/opt/postgres/src/postgres にクローン作成されるか、
ディレクトリが既に存在する場合たとえば、再展開する場合は git pullで更新されます。

ビルドのカスタマイズ

デフォルトでは、TPAはデバッグを有効にし、postgres_build_dirデフォルト/opt/postgres/build/

postgresの賢明なデフォルトで Postgresを構成およびビルドします。さまざまな設定を変更して、ビルド
をカスタマイズできます。

cluster_vars:

postgres_extra_configure_env:

CFLAGS: "-O3"

postgres_extra_configure_opts:

- --with-llvm

- --disable-tap-tests

こ れ は 、 postgres_extra_configure_opts の オ プ シ ョ ン と 環 境 で 定 義 さ れ た
postgres_extra_configure_env の設定を使用して./configure を実行します。一部のオプション
はデフォルトで指定されます--with-debug ですが、対応する--disable-xxx または--without-xxx オ
プションで無効にできます。 --without-opensslのビルドはサポートされていません。

必要に応じて、次のデフォルトのビルドコマンドを変更することもできます。

cluster_vars:

postgres_make_command: "make -s"

postgres_build_targets:

- "all"

- "-C contrib all"

postgres_install_targets:

- "install"

- "-C contrib install"

tpaexec deploy … --skip-tags build-cleanを実行して、展開を繰り返すときにビルドディレクトリ
を再利用します。それ以外の場合、古いビルドディレクトリはビルドを開始する前に空にされます。ロー
カルソースディレクトリを構成することもできます。

開発ビルドを高速化します。

ソースビルドを実行するたびに、Postgresが再起動されます。

追加コンポーネント

パッケージから Postgresをインストールする場合でも、ソースから拡張機能をコンパイルおよびインストー
ルできます。ソースからのビルドとインストールの構成方法に関する別のページがあります。

ただし、拡張機能パッケージは通常、インストールされる Postgresパッケージに依存するため、ソースか
ら Postgresをインストールする場合、ソースから拡張機能もインストールする必要があります。
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パッケージのインストール

Installing Postgres-related packagesに関する別のページがあります

postgres_installation_method: pkgデフォルト

Installing packages

TPAは、展開の早い段階で非 Postgres関連パッケージのバッチをインストールし、次にすべての Postgres関
連パッケージを一緒にインストールし、次にオプションコンポーネントのパッケージを個別にインストー
ルします。このページは、Postgresパッケージに依存していない sysstatや straceのようなパッケージのイ
ンストールに関するものです。

config.ymlの cluster_vars または特定のインスタンスの vars の下の packages にエントリを追加でき
ます。

cluster_vars:

packages:

common:

- pkg1

- pkg2

Debian:

- debpkg1

RedHat:

- rhpkg1

- rhpkg2

Ubuntu:

- ubpkg1

SLES:

- slespkg1

上記の例では、TPAは独自の default_packagesのリストとすべてのインスタンスの packages.common

の下にリストされているパッケージをインストールし、インスタンスが実行されているディストリビュー
ションに基づいて、残りのディストリビューション固有パッケージをインストールします。これらのパッ
ケージのいずれかが使用できない場合、展開は失敗します。

Postgresに依存するパッケージはリストしないでください。Installing Postgres-related packagesを使用

代わりに。

オプショナルパッケージ

インストールする optional_packagesのリストを指定できます。これらは利用可能な場合はインストー
ルされ、それ以外の場合は無視されます。他の設定と同様に、commonエントリはすべてのインスタンスに
適用されますが、他のリストは、関連するディストリビューションを実行しているインスタンスにのみ適
用されます。

optional_packages:

common:

(次のページに続く)
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- pkg1

- pkg2

Debian:

- debpkg4

パッケージの削除

インストールされている場合に削除する unwanted_packagesのリストを指定できます。

unwanted_packages:

common:

- badpkg1

Ubuntu:

- badpkg2

Running initdb

TPAは、最初に postgres_data_dirが存在しない場合は作成し、正しい所有権、権限、および SELinux
コンテキストがあることを確認します。次に、ディレクトリに VERSIONファイルがまだ含まれていない限
り、 initdbを実行して postgres_data_dirを初期化します。

pre-initdb hook を使用できます

postgres_data_dir が作成され、initdb が実行される前にタスクを実行します。フックが
postgres_data_dir を初期化すると、TPA は VERSION ファイルを見つけ、 initdb 自分自身を実
行する必要がないことを認識します。

オプションで postgres_initdb_optsを initdbに渡すオプションのリストに設定できます。

cluster_vars:

postgres_locale: de_DE.UTF-8

postgres_initdb_opts:

- --data-checksums

常に--data-checksumsオプションデフォルトで含まれるを含めることをお勧めします。

TPAは、 initdbの実行時に、環境に TZ=UTCを設定し、LC_ALLを指定した postgres_localeに設定し
ます。

別の構成ディレクトリ

デフォルトでは、postgres_conf_dir は postgres_data_dir と等しく、Postgres 構成ファイル post-
gresql.conf、pg_ident.conf、pg_hba.conf、および conf.dのインクルードファイルはデータディレクトリ内に
作成されます。postgres_conf_dirを変更すると、TPAは initdbを実行した後、生成された構成ファイ
ルを新しい場所に移動します。
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Installing Postgres-related packages

TPAは、展開の早い段階で非 Postgres関連パッケージのバッチをインストールし、次にすべての Postgres関
連パッケージを一緒にインストールし、次にオプションコンポーネントのパッケージを個別にインストー
ルします。このページは、Postgres自分自身に依存する pglogicalのようなパッケージのインストールに関
するものです。

PostgresPostgis に依存する追加パッケージをインストールするには、config.yml の cluster_vars の
extra_postgres_packagesまたは特定のインスタンスの varsの下にリストします。

cluster_vars:

extra_postgres_packages:

common:

- postgres-pkg1

- postgres-pkg2

Debian:

- postgres-deb-pkg1

RedHat:

- postgres11-rhpkg1

- postgres11-rhpkg2

Ubuntu:

- ubpkg1

SLES:

- slespkg1

packages.commonの下にリストされているパッケージは、Postgresパッケージのデフォルトリスト、およ
び指定したディストリビューション固有パッケージとともに、すべてのインスタンスにインストールされ
ます。

Postgres source installationに関する別のページがあります。

PG Backup API

config.ymlで enable_pg_backup_api: trueを設定するか、configure中に--enable-pg-backup-api

コマンドラインオプションを使用すると、barmanロールを持つインスタンスは pg-backup-apiをインストー
ルし、クライアント証明書認証用に Apacheプロキシを設定します。この Apacheプロキシは、クラスター
用に生成された SSL CAを使用して、サーバーとクライアントの証明書を生成します。

cluster_vars:

enable_pg_backup_api: true

PG Backup APIパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは pg-backup-apiの利用可能な最新バージョンをインストールします。

config.ymlファイルの cluster_varsセクションの下の pg_backup_api_package_version: xxxを含
めることにより、インストールされる pg-backup-apiパッケージのバージョンを指定できます。
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cluster_vars:

…
pg_backup_api_package_version: 2.0.0-1.el8

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

インストールオプション

pg-backup-apiは、デフォルトでパッケージを介してインストールされますが、gitブランチまたはローカル
ディレクトリからインストールすることもできます。詳細については、Building from sourceおよびソース
からのビルドとインストールを参照してください。

セットアップの検証

pg-backup-apiを実行している barmanノードで pg-backup-api statusを実行します。「OK」が返された
場合、pg-backup-apiサービスが実行されています。

プロキシが動作していることをテストするには、次のコマンドを実行します。

curl --cert /etc/tpa/pg-backup-api/pg-backup-user.crt \

--key /etc/tpa/pg-backup-api/pg-backup-user.key \

-X GET https://{hostname}/diagnose

機能している場合は、大規模な json出力を取得します。これを barman diagnoseの出力と比較できます。
それらは正確に一致するはずです。

SSL証明書

ルート証明書は、デフォルトで/etc/tpa/pg-backup-api/にコピーされます。

クライアント証明書とキー pg-backup-user.crtおよび pg-backup-user.keyは、テストのために生成
されます tpaexec testを介してまたは barmanホストからのコマンドライン。tpaexec test を参照してく
ださい。

Apacheプロキシサーバーの証明書とキー pg-backup-api.crtおよび pg-backup-api.keyも生成されます

APIを照会する必要がある各サービスは、独自のクライアント証明書を個別に生成する必要があります。た
とえば、PEMエージェントロールは、--enable-pemおよび--enable-pg-backup-apiまたは config.yml
同等の両方が使用される場合、セットアップ中にクライアント証明書を生成します。

tpaexec upgradeを使用した pgバックアップ APIのマイナー更新

特定のパッケージバージョンにアップグレードしようとする場合は、config.yml の
pg_backup_api_package_version が更新されて、目的のバージョンを反映していることを確認し
ます。

目的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。
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tpaexec upgrade <cluster_dir> -e pg_backup_api_package_version="<desired version>"

--components=pg-backup-api

詳細については、 package version selection and upgradeのセクションを参照してください。

アップグレードのために PG Backup API を選択するには、 tpaexec upgrade コマンドに渡され
る--componentsフラグに pg-backup-apiまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、

Setting sysctl values

デフォルトでは、TPAはターゲットインスタンスにさまざまな sysctl値を設定し、それらを/etc/sysctl.conf

に含めて、リブート後も持続するようにします。

オプションで sysctl_valuesに独自の値を指定できます。

cluster_vars:

sysctl_values:

kernel.core_pattern: core.%e.%p.%t

vm.dirty_bytes: 4294967296

vm.zone_reclaim_mode: 0

指定した値は、その変数の TPAのデフォルト値がある場合より優先されます。設定は最初に sysctl.conf

行ごとに追加され、最後に sysctl -pでロードされます。

Dockerおよび lxdインスタンスは sysctlの設定をサポートしていないため、TPAはこれらのプラットフォー
ムでこの手順を完全にスキップします。

7.5.5 Postgres configuration

Creating Postgres databases

デプロイ中に Postgresデータベースを作成するには、config.ymlの cluster_varsまたは特定のインスタ
ンスの varsの下の postgres_databasesのリストにエントリを追加します。

cluster_vars:

postgres_databases:

- name: exampledb

- name: complexdb

owner: example

encoding: UTF8

lc_collate: de_DE.UTF-8

lc_ctype: de_DE.UTF-8

template: template0

extensions:

(次のページに続く)
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- name: hstore

- name: dblink

languages:

- name: plperl

- name: plpython

tablespace: exampletablespace

上記の例では、2つのデータベースを作成します bdr_databaseなど、TPA自分自身が作成することを決
定したデータベースとは別に。

各エントリは、作成するデータベースの nameを指定する必要があります。他のすべての属性はオプショ
ナル。

ownerはデフォルトで postgresですが、任意の有効なユーザー名に設定できます Creating Postgres users
のユーザー

この時点で作成されています）。

encoding 、lc_collate 、および lc_ctype 値は、デフォルトで initdb の実行時に設定された
postgres_locale になりますデフォルトは、ターゲットシステムの LC_ALL または LANG 設定を使用
します。デフォルト以外のロケール設定でデータベースを作成する場合、template: template0も指定
する必要があります。

オプションで、データベースのデフォルトの tablespaceを指定できます。表領域は既に存在する必要が
あります Creating Postgres tablespacesを参照してください。

extensionsおよび languagesのオプションのリストを指定して、各データベース内で作成することがで
きますテンプレートデータベースから継承した拡張機能または言語に加えて。必要なパッケージは、たとえ
ば Installing Postgres-related packagesに含めることにより、既にインストールされている必要があります。

TPAは、 postgres_databasesで言及されていない既存のデータベースをドロップせず、必要に応じて追
加のデータベースを作成する場合があります BDRなど。

Creating Postgres tablespaces

デプロイメント中に Postgresテーブルスペースを作成するには、config.ymlの cluster_varsまたは特定
のインスタンスの varsの下の postgres_tablespacesに名前と場所を定義します。

volume_for: postgres_tablespaceセットと tablespace_nameを定義して Filesystem configurationを
実行すると、それらはデフォルトエントリとして postgres_tablespacesに追加されます。

cluster_vars:

postgres_tablespaces:

explicit:

location: /some/path

instances:

- Name: example

(次のページに続く)
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…
volumes:

- device_name: /dev/xvdh

…
vars:

volume_for: postgres_tablespace

tablespace_name: implicit

上記の例では、2つのテーブルスペースを作成します。明示的 /some/pathと暗黙的ボリュームの別のマウ
ントポイントを指定しない限り、デフォルトで/opt/postgres/tablespaces/implicit/tablespace_dataに。

すべての postgres_tablespaceボリュームには tablespace_nameを定義する必要があります。テーブ
ルスペースの場所は、ボリュームのマウントポイントから取得されます。

postgres_tablespacesのすべてのエントリは、表領域名をキーとしてとその locationを指定する必要が
あります。テーブルスペースの場所を明示的に指定する場合は、PGDATA内にテーブルスペースを置かず、
ボリュームマウントポイントをテーブルスペースの場所として直接使用しないでください。lost+found

は、一部のツールを混乱させて、ディレクトリが空でないと判断します。

デフォルトでは、テーブルスペース ownerは postgresですが、任意の有効なユーザー名に設定できます
Creating Postgres usersのユーザー

この時点で作成されています）。

ストリーミングレプリカには、上流のインスタンスと同じ postgres_tablespace ボリュームと
postgres_tablespaces設定が必要です

Creating Postgres databasesでデータベースのデフォルトの表領域を設定できます。

Configuring .pgpass

TPAは、クラスターインスタンス間で使用するために、デフォルトで~postgres/.pgpassを作成し、その
中の postgres_user postgres_flavour に応じてデフォルトで postgres または entreprisedb のパス
ワードを使用します。

pgpass_usersを設定して、ユーザーの別のリストのエントリを作成できます。pgpass_usersリストはデ
フォルト値をオーバーライドするため、postgres_user postgres /enterprisedbは、 pgpass_usersリ
ストに明示的に含めない限り含まれないことに注意してください。

フックスクリプトから postgres/pgpassロールを含めて、独自の.pgpassファイルを作成することもで
きます。

- include_role: name=postgres/pgpass

vars:

pgpassfile: ~otheruser/.pgpass

pgpass_owner: otheruser

pgpass_group: somegroup

pgpass_users:

(次のページに続く)
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- xyzuser

- pqruser

The postgres Unix user

このページには、postgresユーザーとそのホームディレクトリがどのように構成されているかについて文
書化されています。

Creating Postgres usersの作成方法に関する別のページがあります。

シェル構成

TPAは.bashrcファイルをインストールし、それが.profileまたは.bash_profileファイルにも含まれ
ることを確認します。

ユーザー名、ホスト名、作業ディレクトリを含むプロンプトを設定し、postgres_bin_dirが PATHにある
ことを確認し、PGDATAを postgres_data_dirの場所に設定します。

オプションで extra_bashrc_linesを指定して、.bashrcに任意の行を追加できます。 YAML複数行文
字列構文 >-を使用して、シェルメタキャラクタの引用符とエスケープについて心配する必要を回避します。

cluster_vars:

extra_bashrc_lines:

- alias la=ls\ -la

- >-

export PATH="$PATH":/some/other/dir

sudoers を編集して sudo systemctl start/stop/reload/restart/status postgres を許可し、また
ulimitsを変更して無制限のコアダンプを許可し、ファイル記述子の制限を引き上げます。

SSHキー

TPAは ssh-keygenを使用して postgresユーザーの SSHキーペアを生成およびインストールし、クラス
ター内のインスタンスが postgresとして互いに sshできるように.ssh/authorized_keysを編集します。

TLS証明書

デフォルトでは、TPAはプライベートキーと自己署名TLS証明書を生成します。これらはPostgresがそれぞれ
ssl_key_fileおよび ssl_cert_fileとして使用します。ファイルは、TPAクラスター名 cluster_name.

keyおよび cluster_name.crtを使用して名前付けられ、/etc/tpaにあります。独自のキーと証明書を
提供する方法を含む詳細については、SSL configurationのドキュメントを参照してください。

自己署名 TLSキーのサイズは、変数 postgres_rsa_key_sizeを cluster_varsセクションに追加して変
更できます。

(...)

cluster_vars:

postgres_rsa_key_size: 4096
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デフォルトでは、自己署名 TLS 証明書の期間は 3650 日です。期間は、cluster_vars セクションで
openssl_certificate_validity 日単位を定義することにより調整できます。証明書を置き換える必要
がある場合は、tpaexec deploy tpaexec deploy (...) -e tpa_tls_renew_tls_certificates=true

で tpa_tls_renew_tls_certificates変数を使用します。

ユーザー名

postgres_userおよび postgres_group設定デフォルトでは両方とも postgresは、どこでも一貫して使
用されます。何らかの理由で Postgresを別のユーザーとして実行する必要がある場合、それらを変更でき
ます。

Creating Postgres users

デプロイ中に Postgresユーザーを作成するには、config.ymlの cluster_varsまたは特定のインスタンス
の varsの下の postgres_usersのリストにエントリを追加します。

cluster_vars:

postgres_users:

- username: example

- username: otheruser

generate_password: true

role_attrs:

- superuser

- replication

granted_roles:

- r1

- r2

上記の例では、2つのユーザー repmgrや barmanなど、TPA自分自身が作成することにしたユーザーを除
きます。

各エントリーは、作成する usernameを指定する必要があります。

granted_rolesリストのロールは、新しく作成したユーザーに付与されます。

role_attrsリストには、特定の CREATE ROLE optionsが含まれる場合があります

[NO]SUPERUSER、[NO]CREATEDB、[NO]LOGINユーザーまたはロールを作成するためなど。

パスワードの生成

デフォルトでは、TPA はユーザーのランダムなパスワードを生成し、クラスターのインベントリ
の<username>_password という名前のボールトで暗号化された変数に保存します。後で値を取得でき
ます。

tpaexec show-password ~/clusters/speedy example
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config.ymlでパスワードを明示的に指定することはできませんが、代わりに別の<username>_passwordを
インベントリに保存できます。

tpaexec store-password ~/clusters/speedy example --random

tpaexec show-password ~/clusters/speedy example

)>tkc}}k1y4&epaJ?;NJ:luT{C7D*&lt;p

tpaexec store-password ~/clusters/speedy example

プロンプトにパスワードを入力します

Password:

tpaexec show-password ~/clusters/speedy example

terrible insecure password

ユーザーにパスワードをまったく与えたくない場合は、generate_password: falseを設定できます。

7.5.6 Commands

tpaexec archive-logs

ログディレクトリを作成し、インスタンスからログをアーカイブするには、次のコマンドを実行します。

tpaexec archive-logs <cluster-dir>

これにより、クラスターディレクトリに logs/YYYYMMDDHHMMss/ディレクトリが作成され、クラスター
内の各インスタンスの/var/logの下のすべてのファイルの tar.gzアーカイブが別のディレクトリにダウン
ロードされます。

前提条件

既存のクラスターがある場合は、tpaexec archive-logs をすぐに実行できます。ただし、新しいクラ
スターを構成する場合は、少なくともクラスターを tpaexec provisionする必要があります。クラスターを
tpaexec deployする場合、より多くのログを取得します。

クイックスタート

tpaexec archive-logs ~/clusters/speedy
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PLAY [Prepare local host archive] **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** ***

TASK [Collect facts] **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** ****

ok: [localhost]

TASK [Set time stamp] **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** ***

ok: [localhost]

TASK [Create local log archive directory] **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** ***

changed: [localhost]

PLAY [Archive log files from target instances] **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **

...

TASK [Remove remote archives] **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** ***

changed: [kinship]

changed: [khaki]

changed: [uncivil]

changed: [urchin]

PLAY RECAP **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** **** **** **** **

khaki : ok=3 changed=3 unreachable=0 failed=0

kinship : ok=3 changed=3 unreachable=0 failed=0

localhost : ok=3 changed=1 unreachable=0 failed=0

uncivil : ok=3 changed=3 unreachable=0 failed=0

urchin : ok=3 changed=3 unreachable=0 failed=0

より詳細な出力が必要な場合は、コマンドに-v、-vvなどを追加できます。

生成されたファイル

クラスターディレクトリの下で、各インスタンスのログを見つけることができます。

~/clusters/speedy/logs/

`-- 220220306T185049

|-- khaki-logs-20220306T185049.tar.gz

|-- kinship-logs-20220306T185049.tar.gz

|-- uncivil-logs-20220306T185049.tar.gz

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

`-- urchin-logs-20220306T185049.tar.gz

アーカイブコンテンツの例

khaki-logs

|-- anaconda

| |-- anaconda.log

| |-- dbus.log

| |-- dnf.librepo.log

| |-- hawkey.log

| |-- journal.log

| |-- ks-script-ipdkisn0.log

| |-- ks-script-jr03uzns.log

| |-- ks-script-mh2iidvh.log

| |-- lvm.log

| |-- packaging.log

| |-- program.log

| |-- storage.log

| |-- syslog

| `-- X.log

|-- btmp

|-- dnf.librepo.log

|-- dnf.log

|-- dnf.rpm.log

|-- hawkey.log

|-- lastlog

|-- private

|-- tpaexec.log

`-- wtmp

tpaexec download-packages

ダウンローダーの目的は、既存の構成から TPAクラスターの完全なインストールを実行するために必要な
パッケージを提供することです。これは、インターネットアクセスのない安全なクラスターにパッケージ
を出荷する場合、またはテストクラスター用にパッケージを繰り返しダウンロードすることを避けたい場
合に役立ちます。

ダウンローダーは、必要なパッケージの完全な依存関係ツリーをダウンロードし、結果のパッケージリポ
ジトリには、ターゲットディストリビューションパッケージマネージャーのメタデータファイルが含まれ
るため、クラスターを構築するためにのみ使用できます。現時点では、パッケージマネージャー Aptおよ
び YUMがサポートされています。

ò 注釈

ダウンロードパッケージ機能を使用するには、TPAホストに Dockerをインストールする必要がありま
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す。これは、ダウンローダーがターゲットオペレーティングシステムのコンテナを作成することにより
動作し、そのシステムのパッケージマネージャーを使用して依存関係を解決し、必要なパッケージをす
べてダウンロードするためです。ダウンロードパッケージに必要な Dockerセットアップは、Dockerの
インストールの場合と同じです。

使用法

既存のクラスター構成が存在する必要があります。これは、tpaexec configureコマンドを使用して実現
できます。ダウンローダーを使用するために特定のオプションは必要ありません。クラスター構成を参照

。

download-packagesサブコマンドを実行して、ダウンロードプロセスを開始します。ダウンローダーが使用
する OSと OSバージョンを提供します。

tpaexec download-packages cluster-dir --os RedHat --os-version 8

これは、特定の dockerイメージとして表現することもできます。次の例のように、接頭辞がついた tpaイ
メージのいずれかを使用することを強くお勧めします。

tpaexec download-packages cluster-dir --docker-image tpa/redhat:8

ダウンローダーは、ダウンロードしたファイルをデフォルトで local-repoディレクトリに配置します。
オプション --download-dir pathを使用して、別のディレクトリにダウンロードすることができます。

結果の使用

local-repoディレクトリの内容には、dockerイメージに含まれる OSに従って、ansibleによって決定さ
れた構造が設定されます。たとえば、dockerイメージ tpa/redhat:8には次のものが含まれます。

cluster-dir/

`-- local-repo

`-- RedHat

`-- 8

|-- *.rpm

`-- repodata

`-- *repodata-files*

これをクラスターでそのまま使用するか、ターゲット制御ノードにコピーできます。Managing clusters in a
disconnected or air-gapped environment を参照してください。Creating and using a local repositoryは、TPA
によって自動的に検出および使用されます。

ローカルリポジトリのメタデータを再生成

アップグレードの前に、 download-packagesコマンドを--refresh-repositoryオプションとともに使
用して、ローカルリポジトリのメタデータを再生成し、新しいパッケージまたは既存のパッケージの新し
いバージョンを確認できます。新しいコンテンツを local-repoディレクトリに配置し、各 config.yml

ファイルのパッケージの新しいバージョンを更新した後、次のようにコマンドを実行する必要があります。
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tpaexec download-packages cluster-dir --os <OS> --os-version <version> --refresh-

↪→repository

--refresh-repositoryオプションは、新しいDockerコンテナを作成し、リポジトリのメタデータを再生
成し、自分自身を削除します。

ò 注釈

上記のコマンドを実行すると、各ノードのローカルリポジトリのキャッシュは自動的に更新されませ
ん。これはアップグレードステージで自動的に実行されるか、 tpaexec cmd を使用して手動で行う必要
があります。

ダウンロードプロセス中にエラーが発生した場合、コマンドはデバッグを支援するために実行中のダウン
ローダーコンテナを残します。たとえば、障害が発生したダウンローダーコンテナにログインして、ログ
またはネットワークを検査することができます。ダウンローダーコンテナの名前は、コンテナ名の許可制
限 64文字を超えない限り、通常$cluster_name-downloaderになります。docker psを実行して実行中のコ
ンテナをリストし、クラスター名と一致するコンテナ名を探すことにより、正確な名前を確認できます。
ほとんどの場合、docker exec -it $cluster_name-downloader /bin/bashを実行することにより、実
行中のコンテナにログインできます。検査後、--tags cleanupで download-packagesコマンドを実行
することにより、残ったコンテナをクリーンアップできます。例

tpaexec download-packages cluster-dir --docker-image tpa/redhat:8 --tags cleanup

TPA custom commands

TPAクラスター内のインスタンスで環境に固有のタスクを実行するカスタムコマンドを定義できます。

このメカニズムを使用して、クラスターに適用されるプロセスを自動化できます。これらのコマンドは、
ビルトインのクラスター管理コマンドと同様に、クラスターディレクトリに対して呼び出すことができま
す。このようなプロセスを定義および実行する統一の方法があると、誤解やオペレーターエラー、または
過去に正しかったが、それ以降現実から乖離したプロセスドキュメントによって引き起こされるエラーの
可能性が減少します。

Ansibleプレイブックを書くということは、任意に複雑なタスクを実装できることを意味します。カスタム
コマンド規約に従うということは、config.ymlと、TPAが実行するクラスター検出タスクに基づいて設定
されるさまざまなファクトを利用でき、接続、認証、その他の基本機能などの詳細を考える必要がないこ
とを意味します。

これにより、アドホックシェルスクリプトは可能ですが、通常はそうではない方法で、復元力の高いべき
等コマンドを書くのがはるかに簡単になります。

クイックスタート

• クラスターディレクトリ内に commands/mycmd.ymlを作成します

• tpaexec mycmd /path/to/clusterを実行します
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例

次に、クラスター内のすべてのインスタンスで単一のコマンドを実行するコマンドの例を示します。ユー
スケースに応じて、さまざまなホストをターゲットとするコマンドたとえば、Postgresインスタンスでの
み実行する hosts: role_postgresを書くか、追加のタスクを実行して条件を評価して、何を行うかを
正確に決定できます。

- --

# Always start with this

- import_playbook: "{{ tpa_dir }}/architectures/lib/init.yml"

tags: always

- name: Perform custom command tasks

hosts: all

tasks:

- name: Display last five lines of syslog

command: tail -5 /var/log/syslog

become_user: root

become: yes

TPA custom tests

環境とアプリケーションに固有の詳細なテストを簡単に定義して、TPAの tpaexec test を強化できます。

どんなに単純なタスクでも、クラスターで実行するテストを作成して、すべてが期待どおりに動作している
ことを確認することを強くお勧めします。このようなテストを実行する統一的で反復可能な方法があると、
危機に対処する場合でも、日常的なクラスター管理を行う場合でも、重要な点を見逃すことがありません。

構成されたロールまたはその他のプロパティによってクラスターインスタンスをターゲットとするテスト
を記述する場合、該当するすべてのテストが適切なインスタンスで実行されることを保証できます。レプ
リケーションステータスを確認するレプリカの数、pgbouncerを実行しているサーバー、または手動で確認
するときに間違いを招きやすいその他の詳細を調べたり覚えたりする必要はありません。

テストはクラスターに重要な変更を加えてはなりません。実稼働サーバーで実行することを考えない場合、
おそらくテストすべきではありません。

クイックスタート

• クラスターディレクトリ内に tests/mytest.ymlを作成します

• tpaexec test /path/to/cluster mytestを実行します

tpaexec testへの--include-tests-from /other/pathオプションを使用して、他の場所にテストを作
成し、クラスター全体で使用することもできます。

使用方法については、 tpaexec help testを実行してください。
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例

次に、すべての Postgresインスタンスで実行されるテストを記述する方法を示します。hosts: allの代
わりに hosts: role_postgresに注意してください。

任意の Ansibleタスクを使用して、クラスターから情報を収集し、テストを実行できます。いくつかの期
待が満たされない場合に失敗するタスクを書くだけです assert、fail … whenなど。

- --

- name: Perform my custom tests

hosts: role_postgres

tasks:

# Always start with this

- include_role:

name: test

tasks_from: prereqs.yml

# Make sure that the PGDATA/PG_VERSION file exists. (This is just a

# simplified example, not something that actually needs testing.)

- name: Perform simple test

command: "test -f {{ postgres_data_dir }}/PG_VERSION"

become_user: "{{ postgres_user }}"

become: yes

- name: Run pg_controldata

command: >

{{ postgres_bin_dir }}/pg_controldata {{ postgres_data_dir }}

register: controldata

become_user: "{{ postgres_user }}"

become: yes

# Write output to clusterdir/$timestamp/$hostname/pg_controldata.txt

- name: Record pg_controldata output

include_role:

name: test

tasks_from: output.yml

vars:

output_file: pg_controldata.txt

content: |

{{ controldata.stdout }}

上記のようにビルトイン output.ymlを使用して、クラスターディレクトリのタイムスタンプ付きテスト
ディレクトリに任意のテスト出力を記録できます。

各テストは、完全な Ansibleプレイブックつまり、タスクのリストではなくプレイのリストである必要が
あります。これは、基本的な TPAセットアップタスクの後にインポートおよび実行されます。
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破壊的テスト

デフォルトでは、テストはクラスターに重要な変更を加えないでください。レプリケーションをテストす
るテーブルを作成するようなことをする場合でも、自分自身の後のクリーンアップに注意する必要があり
ます。

実稼働クラスターでは受け入れられないクラスターに変更を加えるテストは、destructiveとしてマーク
されなければなりません。これらは、開発時、または初期クラスターの「バーンイン」プロセス中にのみ
実行するテストである場合があります。

テストに prereqs.ymlを含める場合、destructive: yesを設定することにより、「破壊的」テストを定
義できます。

- hosts: …
tasks:

- include_role:

name: test

tasks_from: prereqs.yml

vars:

destructive: yes

誰かが tpaexec test /path/to/cluster mytestを実行すると、--destroy-this-clusterオプション
を使用して実行を確認するように求めるエラーが発生します。

--destroy-this-clusterの使用は、コマンドを実行するリスクを認識することを示します。テストが実
際にクラスターを破壊することを保証するものではありません。

Configuring the PGAI agent

ò 注釈

TPAは現在、PGAIエージェントを使用してクラスターを EDB Postgres AI Cloud Serviceと統合するこ
とのみをサポートしています。 EDB Postgres AI Hybrid Managerと統合するためのエージェントの使
用、または使用状況レポートは、TPAの将来のリリースでサポートされる予定です。

PGAIエージェントパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは beacon-agentの利用可能な最新バージョンをインストールします。

config.ymlファイルの cluster_varsセクションの下に beacon_agent_package_version: xxxを含
めることにより、インストールされる beacon-agentパッケージのバージョンを指定できます。

cluster_vars:

…
beacon_agent_package_version: 1.56.2-1

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。
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バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

PGAIエージェント構成

PGAIエージェント構成には、クラスターごとに設定する必要がある 2つのパラメーター、アクセスキー
とプロジェクト IDが含まれています。

アクセスキーはクラスターディレクトリで暗号化されたままで、tpa の store-password および
show-passwordコマンドを使用して設定または読み取ることができます。

tpaexec store-password . beacon_agent_access_key

Password:

tpaexec show-password . beacon_agent_access_key

tpaexec provisionの実行時に環境変数 BEACON_AGENT_ACCESS_KEYが設定されている場合、アク
セスキーはその値から設定されます。

プロジェクト IDは、cluster_varsの beacon_agent_project_idキーの下の config.ymlに保存されま
す。--beacon_agent_project_id引数が tpaexec configureに渡される場合、その値は config.ymlに
適切に書き込まれます。

PGAIエージェントのインストール

TPAは EDBのリポジトリから PGAIエージェントをインストールし、beaconというオペレーティングシ
ステムユーザーと beacon というデータベースユーザーを作成します。エージェントの構成ファイルは、
ビーコンユーザーのホームディレクトリの.beacon/beacon_agent.yamlに書き込まれます。

PGAIエージェントの実行

TPAは、systemdサービスユニットファイルをインストールして、ブート時にエージェントを起動し、ビー
コンユーザーとして実行します。

Compliance

TPAは、クラスターが STIGまたは CIS標準に準拠することを簡単にするように設計された構成を生成で
きます。--compliance stigまたは--compliance cisを tpaexec configureに渡すと、TPAは次のこ
とを行います。

• 他のオプションが適切な規格と互換性があることを確認します。

• これが特定の標準に準拠するクラスターであることのマーキングや、標準の要求に応じて Postgres構
成の設定を含む、生成された config.ymlにさまざまなエントリを追加します。

• コンプライアンスを適用するように一部の展開タスクを調整します。

• 展開の最後にチェックを実行します。
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オプション--excluded_tasks=compliance～tpaexec deployを指定することにより、展開時チェック
をスキップできます。この機能は、完全なコンプライアンスが不可能なテストシステムを使用する場合、
SSL証明書が使用できない場合など、テストのみを対象としています。

TPAが選択した標準に意図的に準拠しない場合があります。これらは以下の例外に文書化されています。

STIG

STIG準拠は、 tpaexec configureへの--compliance stigオプションによって示されます。

オプションの互換性

STIGコンプライアンスには、bareプラットフォームと epasフレーバーが必要です。バージョン 8また
は 9の RedHat OSが必要です。

config.ymlの設定

EDB Postgres Advanced Serverの SQL /Protect機能を使用するために、次のエントリが cluster_varsに追
加されます。

extra_postgres_extensions: [ sql_protect ]

次のエントリが cluster_varsに追加されて、クライアントに SSL認証を使用するように強制します。

hba_force_hostssl: True

hba_force_certificate_auth: True

hba_cert_authentication_map: sslmap

次のエントリが cluster_varsに追加されて、postgresql.confで GUCが設定されます。

tcp_keepalives_idle: 10

tcp_keepalives_interval: 10

tcp_keepalives_count: 10

log_destination: "stderr"

postgres_log_file_mode: "0600"

次のエントリが cluster_varsの postgres_conf_settingsに追加されて、postgresql.confで GUCを設
定します。

edb_audit: "xml"

edb_audit_statement: "all"

edb_audit_connect: "all"

edb_audit_disconnect: "all"

statement_timeout: 1000

client_min_messages: "ERROR"
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デプロイメントの違い

TPAは、展開中に、通常の操作に必要な接続数に対応して、作成するデータベースユーザーの接続制限を
設定します。各ユーザーが設定されると、SSLクライアント証明書が提供されたことも確認します。

クライアント SSL証明書の提供

STIGは、クライアント接続に国防総省承認の ssl証明書を必要とします。これらの証明書は TPAでは生成で
きないため、提供する必要があります。クラスター内のノードからユーザーの認証を設定すると、TPAはノー
ドで証明書/キーペアを検索します。証明書とキーは、ssl_client_cert_dir設定で指定されたディレクト
リの<username>.crtおよび<username>.keyというファイルにある必要があります。この設定のデフォル
トは/であるため、ファイルは、たとえば、barmanユーザーがセットアップされている場合の/barman.crt

および/barman.keyになります。

最終チェック

展開の最後に、TPAはサーバーで FIPSが有効になっていることを確認します。

例外

フェールオーバーマネージャーとして EFMを選択すると、TPAは EFMユーザーのパスワード認証を構成
します。これは、すべての TCP接続が証明書認証を使用するという STIG要件に反しています。この例外
の理由は、EFMが証明書認証をサポートしていないためです。

CIS

CIS準拠は、 tpaexec configureへの--compliance cisオプションによって示されます。

config.ymlの設定

次のエントリが cluster_varsに追加されて、postgresql.confで GUCが設定されます。

log_connections: "on"

log_disconnections: "on"

次のエントリーが cluster_varsに追加されて、必要な拡張機能を有効にします。

extra_postgres_extensions: ["passwordcheck", "pgaudit"]

次のエントリーが cluster_varsに追加されて、postgres OSユーザーの umaskを設定します。

extra_bash_rc_lines: "umask 0077"

次のエントリが cluster_varsの postgres_conf_settingsに追加されて、postgresql.confで GUCを設
定します。

log_error_verbosity: "verbose"

log_line_prefix: "%m [%p]: [%l-1] db=%d,user=%u,app=%a,client=%h "

log_replication_commands: "on"

temp_file_limit: "1GB"
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最終チェック

展開の最後に、TPAはサーバーで FIPSが有効になっていることを確認します。

例外

CIS仕様で記載されているように、TPAは pgBackRestをサポートしていません。代わりに、TPAは Barman
をインストールします。

TPAは、CIS仕様で必要とされる set_userのインストールと構成を行いません。これは、Postgresユー
ザーによるログオンを防止すると、TPAがデータベースに接続および構成できなくなるためです。

etcd

etcdは、分散調整に一般的に使用される分散された信頼性の高いキー-値ストアです。TPAは、PostgreSQL
クラスターのフェールオーバーマネージャーとして Patroniを使用する場合、主に分散構成ストア DCSと
して etcdを構成します。

M1アーキテクチャで Patroniを有効にすると、TPAはデフォルトで 3ノード etcdクラスターを自動的に
展開および構成します。

インストール

TPAは、構成されたシステムリポジトリから入手可能な etcdパッケージをインストールします。SLESお
よび RHELベースのシステムでは、TPAは PGDG extrasリポジトリを自動的に有効にして etcdパッケー
ジを提供します。

etcdパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは etcdの利用可能な最新バージョンをインストールします。

インストールされる etcdパッケージのバージョンは、 config.ymlファイルの cluster_varsセクション
の下の etcd_package_version: xxxを含めることにより指定できます。

cluster_vars:

…
etcd_package_version: 3.6.2*

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを先頭に追加してみてください。これは、パッケージ
バージョンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

構成

TPAは、config.yml 設定とクラスタートポロジに基づいて/etc/etcd/etcd.conf ファイルを生成しま
す。ピアおよびクライアントの通信 URL、データディレクトリ、および SSL証明書を構成します。
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セキュリティ

TPAは、etcdクラスターとの通信および etcdクラスター内の通信を保護するための堅牢なオプションを
提供します。これは、主に etcd_ssl_enabledおよび etcd_authentication_mode変数によって制御さ
れます。

TLS暗号化

etcd_ssl_enabled: trueを設定すると、すべての etcdトラフィックの TLS暗号化が有効になります。
TPAは自動的に次のことを行います。

• 各 etcdノードのクラスター CAとサーバー証明書適切な IPおよび DNSサブジェクト代替名を含む
を生成します。

• ピアツーピア通信とクライアントサーバー通信の両方にHTTPSを使用するように etcdを構成します。

• HTTPSを介して接続し、CAを使用してサーバー証明書を検証するようにクライアント etcdctl、
Patroniを構成します。

クライアント認証

TLS暗号化が有効になる etcd_ssl_enabled: trueすると、etcd_authentication_mode変数を使用し
て認証モードを選択できます。

• ``none``デフォルトクライアント認証は実行されません。etcd_ssl_enabledが trueの場合、通信
は TLS暗号化にのみ依存します。

• ``basic`` : クライアントにユーザー名とパスワードを使用して認証する必要があります。自動的に
TPA

– 生成されたパスワードで管理用 rootユーザーを作成します。

– Patroniを使用する場合、特定のキープレフィックス/tpa/cluster_nameなどにのみ readwrite

アクセスを持つ Patroniの専用の最小特権ユーザー patroni_etcd_user経由で構成可能。

– これらの専用の資格情報を使用するように Patroniを構成します。

• ``mtls`` : クライアントピアノードを含むに、信頼できるクラスター CAによって署名された有効な
TLS証明書を提示する必要があります。TPAは自動的に

– ピア接続の両方のクライアント証明書を要求および検証するように etcdを構成します。

– 認証のためにクライアント証明書を提示するようにクライアント etcdctl 、Patroniを構成し
ます。

ò 注釈

TPAには、展開または再構成中に異なる認証モード間の移行を処理する堅牢なロジックが含まれており、
クラスターの安定性を保証します。構成検証チェックは、無効な組み合わせを防ぐために早期に実行され
ますたとえば、mtlsには `etcd_ssl_enabled: true`が必要です。ただし、現在 `etcd_ssl_enabled`の値の移行
つまり `false`から `true`またはその逆を処理することはできません。この制限により、etcd_ssl_enabled
の別の値を必要とする `etcd_authentication_mode`値を切り替えることもできなくなります。例、basic
から `mtls`、または `mtls`から `basic`。 23.41.0より前のバージョンの TPAを使用して展開されたク
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ラスターはデフォルトで `etcd_ssl_enabled: false`に設定されているため、 etcd_ssl_enabled を変更する
ことはできません。

etcdには、次の変数を設定できます。

Variable Default value Description

etcd_peer_port 2380 `etcd`がピアツーピアサーバー間通信に使用
する TCPポート。

etcd_client_port 2379 `etcd`がクライアント通信に使用する TCP
ポート。

etcd_ssl_enabled false* すべての `etcd`通信の SSL/TLS暗号化を有
効にします。セキュリティを参照してくだ
さい。 * tpaexec configure`を介した新しい
クラスターの場合は `true。

etcd_authentication_mode none* クライアント認証モード none、basic、mtls
を定義します。 none`以外のモードの場合
は `etcd_ssl_enabled: true`が必要です。セ
キュリティを参照してください。 * `tpaexec
configure`を介した新しいクラスターの場合
は `mtls。

etcd_compaction_mode revision 自動圧縮モード revision`または `periodic。
etcd_compaction_retention 10 自動圧縮のリテンション値。 revision`モー

ドの場合、これは保持するリビジョンの数
です。 `periodic`モードの場合、これは時間
間隔たとえば `1h。

tpaexec upgradeを使用した etcdのマイナー更新

etcd v3.6は--enable-v2フラグを完全に削除し、v2 APIをまったく使用できません。

TPAアップグレードは、v3 APIを使用した etcdバージョンのアップグレードのみをサポートしています。

TPAを使用してクラスター内の etcdをアップグレードする前に、migrated from the v2 API to the v3 APIが
あることを確認してください

目的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。

tpaexec upgrade -e etcd_package_version="<desired version>" --components=etcd

詳細については、 package version selection and upgradeのセクションを参照してください。

アップグレードのために etcdを選択するには、 tpaexec upgradeコマンドに渡される--componentsフ
ラグに etcdまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、
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Locale

一部のプラットフォームイメージと環境では、地域と言語設定を設定することが望ましい場合があります。

デフォルトでは、TPAexecは en_US.UTF-8ロケールシステムファイルをインストールします。 config.yml

で目的のロケールを設定できます。

user_locale: en_GB.UTF-8

サポートされているロケールを見つけるには、次のコマンドの出力を参照します。

localectl list-locales

または、Debianまたは Ubuntuのファイル/etc/locales.defsの内容。

Patroni cluster management commands

Patroniは、次のコマンドオプションを使用して、M1アーキテクチャでシングルマスターフェールオーバー
マネージャーとして使用できます。

tpaexec configure cluster_name -a M1 --enable-patroni --postgresql 14

または config.ymlオプションを設定することにより

cluster_vars:

failover_manager: patroni

TPA は、 patroni パッケージ PGDG リポジトリからまたは edb-patroni パッケージ EDB リポジ
トリからを使用して Patroni クラスターを展開できます。これは、config.yml の cluster_vars の下の
patroni_package_flavourオプションを介して構成できます。これは、 --patroni-package-flavour

コマンドライン引数を介して設定することもできます。patroni_package_flavourが明示的に設定され
ていない場合、TPAは、構成されたリポジトリに基づいてフレーバーを推論しようとします。EDBリポジ
トリが構成されている場合、暗黙的に edbフレーバーを選択し、それ以外の場合は暗黙的に communityフ
レーバーを選択します。

TPA configure は 3 つの etcd ノードを追加し、オプション--enable-haproxy を指定する場合 2 つの
haproxyノードを追加する場合があります。etcdは、分散構成ストア DCSに使用されます。Patroniは他の
DCSバックエンドをサポートしていますが、現在 EDBまたは TPAではサポートされていません。

HAProxyの代替として、--enable-pgbouncerオプションを使用して、Postgresノードで PgBouncerを構成
できます。PgBouncerは、プライマリの接続をプールするように構成されます。Patroniは、クラスター内の
フェールオーバーまたはスイッチオーバー時に PgBouncerを再構成するように構成されるため、PgBouncer
は新しいプライマリ Postgresインスタンスに従います。

TPAは、既存の PostgreSQLクラスターを変換する Patroniの機能を使用します。これにより、TPAは構成を
初期化および管理できます。PostgreSQLクラスターが作成されると、Patroniが管理を引き継ぎます。TPA
は、セットアップ中に使用された postgres構成ファイルを削除します。

セットアップが完了すると、クラスターの TPAと config.ymlの設定を使用して、Postgresを引き続き管
理できます。コマンドライン patronictlや REST APIなどの Patroniインターフェイスを使用することも
できますが、可能な限り TPAメソッドを使用することをお勧めします。
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Patroniパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは Patroniの最新バージョンをインストールします。

インストールされる Patroniパッケージのバージョンは、config.ymlファイルの cluster_varsセクショ
ンの下の patroni_package_version: xxxを含めることにより指定できます。

cluster_vars:

…
patroni_package_version: 4.0.0-1PGDG.rhel8`

…

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョ
ンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

TPA は、Patroni REST API を保護するための堅牢なオプションを提供します。これは、主に
patroni_ssl_enabledおよび patroni_authentication_mode変数によって制御されます。

TLS暗号化

patroni_ssl_enabled: trueを設定すると、REST APIの TLS暗号化が有効になります。 TPAは自動
的に次のことを行います。

• 各 Patroniノードの TPAクラスター CAとサーバー証明書を生成します。

• HTTPSでトラフィックを処理するように Patroni REST APIを構成します。

• HTTPSを介して接続し、CAを使用してサーバー証明書を検証するようにクライアント patronictl

や HAProxyなどを構成します。

クライアント認証

TLS暗号化が有効になる patroni_ssl_enabled: trueすると、patroni_authentication_mode変数
を使用して認証モードを選択できます。

• ``basic``デフォルトクライアントは、設定済みの Patroni REST APIのユーザー名とパスワードを提
供する必要があります。TPAは、これらの資格情報を自動的に生成します。

• ``mtls`` : クライアントは、信頼できるクラスター CAによって署名された有効な TLS証明書を提示
する必要があります。TPAは自動的に

– クライアント証明書 verify_client: required を要求および検証するように Patroni REST
APIを構成します。

– 必要なクライアント証明書とキーを使用してクライアント patronictl 、HAProxy を構成し
ます。
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APIアクセス制御許可リスト

セキュリティを強化するために、Patroniの REST APIは allowlistで自動的に構成されます。このリスト
は、TPAインベントリで定義されたホスト名に基づいて、有害な可能性のある APIエンドポイント POST、
PUT、PATCH、DELETEを使用するエンドポイントへのアクセスをクラスター内の他の Patroniノードにの
み制限します。読み取り専用エンドポイントヘルスチェックなどは、他のソース HAProxyなどからアクセ
スしたままです。

これらの構成変数は、TPAでの Patroniの展開での特定の動作を制御するために使用できます。

Variable Default value Description

patroni_super_user postgres スーパーユーザーロールの postgresで作成
するユーザー。

patroni_replication_user replicator レプリケーションロールの postgresで作成
するユーザー名。

patroni_restapi_user patroni patroni REST API用に構成するユーザー名。
patroni_rewind_user rewind pg_rewindファンクションの postgresで作

成するユーザー名。
patroni_installation_method pkg パッケージまたはソースたとえば gitリポ

ジトリまたは dockerの場合はローカルソー
スディレクトリなどから patroni をインス
トールします。

patroni_package_flavour community if no EDB repos-
itory is configured, else edb

`edb-patroni`パッケージ `edb`フレーバー、
EDBリポジトリが必要または `patroni`パッ
ケージ `community`フレーバー、PGDGお
よびEPEL RedHatベースのみのリポジトリ
が必要をインストールするかどうか。

patroni_ssl_enabled no REST APIおよび ctl接続の SSLを有効に
するかどうか。可能な場合は、クラスター
SSL証明書と CAを使用します。

pa-
troni_authentication_mode

basic REST API のクライアント認証モード
`basic`または `mtls`を定義します。 `pa-
troni_ssl_enabled: true`が必要です。

patroni_rewind_enabled yes postgres rewindを有効にするかどうか、pa-
troni_rewind_userで定義されたユーザーを
作成し、configセクションを追加します。

patroni_watchdog_enabled no 追加のスプリットブレイン防止のために
カーネルウォッチドッグを構成するかどう
か。

patroni_dcs etcd DCSに使用するバックエンド。現時点では
etcdのみがオプションです。

patroni_dcs_namespace /tpa Patroni がクラスター状態を保存する DCS
内の名前空間。

patroni_listen_port 8008 REST API TCPポート番号
次のページに続く
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表 11 –前のページからの続き
Variable Default value Description

patroni_etcd_user etcd_patroni `etcd_authentication_mode`が `basic`の場合
に Patroniが使用する専用 etcdユーザーの
ユーザー名。

patroni_conf_settings {} パトローニ構成のオーバーライドを含む構
造化データオブジェクト。部分的なデータ
を提供でき、生成された構成とマージされ
ます。実行時に既知のインスタンス情報に
基づいて生成された値をオーバーライドし
ないように注意してください。

pa-
troni_dynamic_conf_settings

{} DCS 設定専用のオプションの構造化デー
タ。これは `patroni_conf_settings`にマージ
されます。

patroni_repl_max_lag None これは、haproxy_read_only_load_balancer_enabled`が
true の場合にのみ haproxy バックエ
ンドヘルスチェックで使用されます。
`/replica?lag`の可能な値については、
:ref:`Configuring lvm-direct for production
<Patroni cluster management commands>
を参照してください

ò 注釈

Ansible Towerを介して展開する場合、patroni_etcd_user をデフォルト値から変更すると、展開が失敗
します。これは、TPAがインベントリ内の動的なシークレット名を処理できないために発生します。こ
の問題を回避するには、プロビジョニング後および展開前に、パスワードをローカルで手動生成し、構
成リポジトリにプッシュする必要があります。

tpaexec store-password <your_custom_username> .

patroniの構成は 3つのレイヤーから構築され、Patroniデーモンによって設定されたデフォルトから始まり、
DCSからロードされた構成、最後にローカル構成から構築されます。最後は、構成ファイルから制御でき、
環境を介してオーバーライドできます。TPAは構成ファイルを制御し、値はこの順序で構築されます。

APIに送信され、構成ファイルのブートストラップセクションに保存される DCS構成。

• postgresの TPA変数は DCS設定にロードされます。postgresql.conf を参照してください。一部の
機能はサポートされていません。以下の注意事項を参照してください。

• DCS設定の Patroniのデフォルト

• patroni_dynamic_conf_settingsのユーザー指定のデフォルト。DCS設定をオーバーライドする
場合は、ここで行うことができます。

YAML構成ファイルに保存されるローカル構成
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• 上記の前の手順からロードされた bootstrap.dcs。

• patroni_ssl_enabledなどの機能フラグによって有効になる構成。上記の表を参照してください。

• 次に、最後にユーザー指定設定からオーバーロードされます patroni_conf_settingsオプション。
機能フラグによって制御されない構成を変更または追加する場合、これはそれに最適な場所です。

構成は、IPアドレス、ポート番号、クラスターロールなどのクラスター情報から TPAによって生成された
構成にマージされることに注意してください。これは、クラスターの安定したオペレーションに影響を与
える可能性があるため、オーバーライドするものに注意してください。

Patroniはすべての postgres構成を DCSに保存し、これが postgresに配布される方法と時期を制御するた
め、TPAの一部の機能は patroniと互換性がありません。

• postgres_conf_template 設定で postgresql.conf の生成に使用されたテンプレートを変更する
ことはできません。

• 設定 postgres_conf_dirでは、Postgres構成ファイルの場所を変更することはできません。

TPAの Patroni構成 config.yml

単一の値をオーバーライドできます。

cluster_vars:

patroni_conf_settings:

bootstrap:

dcs:

ttl: 120

またはフルブロック Patroniドキュメントからの例を使用して

cluster_vars:

patroni_conf_settings:

restapi:

http_extra_headers:

X-Frame-Options: SAMEORIGIN

X-XSS-Protection: 1; mode=block

X-Content-Type-Options: nosniff

https_extra_headers:

Strict-Transport-Security: max-age=31536000; includeSubDomains

デフォルトの TPA構成変数に存在する値またはセクションを無効にする場合は、値を nullに設定できま
す。これにより、パトロニは、構成ファイルをロードするときにこのセクションを無視します。

たとえば、logのデフォルトの TPA構成は次のとおりです。

log:

dir: /var/log/patroni

ロギングをオフにするには、これを config.ymlに追加します。
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cluster_vars:

patroni_conf_settings:

log: null

Eetcd統合

etcdが DCSとして使用される場合、TPAは etcdセキュリティ構成に基づいて、それに接続するように
Patroniを自動的に構成します。

• プロトコル etcd_ssl_enabledに基づいて httpまたは httpsを使用します。

• CA証明書 TLSが有効になっている場合に、クラスター CA証明書パスを提供します。

• 認証

– etcd_authentication_modeが basicの場合、Patroniはユーザー名 patroni_etcd_userとそ
の生成されたパスワードで構成されます。

– etcd_authentication_modeが mtlsの場合、Patroniはクライアント証明書とキーへのパスで
構成されます。

TPAは、Patroniクラスターを管理するためのこれらの最小限のツールセットを提供します。

ステータス

Patroni実行に従って TPAクラスターの現在のステータスを確認するには

tpaexec status cluster_name

スイッチオーバー

レプリカノードへのスイッチオーバーを実行するにはメンテナンスを実行するには、次のコマンドを実行
します。

tpaexec switchover cluster_name new_primary

new_primary引数は、現在正常なレプリカとして実行されている既存のクラスターノードの名前である必要
があります。スイッチオーバーが実行される前に、これが trueを確認するためにチェックが実行されます。

スイッチオーバーが実行されたら、 deployおよび testを実行して、正常なクラスターを確認することを
お勧めします。

tpaexec deploy cluster_name

tpaexec test cluster_name

TPAは、config.ymlの内容に関係なく、展開中にノードの現在のロールを検出しますたとえば、別のノー
ドがリーダーである場合。
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tpaexec upgradeを使用したパトローニのマイナー更新

特定のパッケージバージョンにアップグレードしようとする場合は、config.yml の
patroni_package_versionが更新されて、目的のバージョンを反映していることを確認します。

目的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。

tpaexec upgrade <cluster_dir> -e patroni_package_version="<desired version>" --

↪→components=patroni

詳細については、 package version selection and upgradeのセクションを参照してください。

アップグレードのために Patroniを選択するには、 tpaexec upgradeコマンドに渡される--components

フラグに patroniまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、

pg_hba.conf

Postgresドキュメントでは、pg_hba.confで使用可能なさまざまなオプションについて説明しています。

デフォルトでは、TPAはクラスター用に適切な pg_hba.confを生成し、インスタンス間のレプリケーショ
ン、および認証されたクライアントからの接続を許可します。

postgres_hba_settingsのリストを提供することにより、デフォルト構成にエントリを追加できます。

cluster_vars:

postgres_hba_settings:

- "# let authenticated users connect from anywhere"

- hostssl all all 0.0.0.0/0 scram-sha-256

postgres_hba_local_auth_method: md5 を設定することにより、pg_hba.conf のデフォルトの local

all all peer行をオーバーライドできます。

デフォルトのエントリが不要な場合は、postgres_hba_templateを変更できます。

cluster_vars:

postgres_hba_template: pg_hba.lines.j2

postgres_hba_settings:

- "# my lines of text"

- "# and nothing but my lines"

- "# …not even any clients!"

- hostssl all all 0.0.0.0/0 reject

クラスターディレクトリに templates/my_hba.conf.j2を作成し、次のように設定することもできます。

cluster_vars:

postgres_hba_template: my_hba.conf.j2

268 第 7章 Miscellaneous

https://www.postgresql.org/docs/current/auth-pg-hba-conf.html


Trusted Postgres Architect,リリース 23.42.0

クラスターディレクトリの templatesサブディレクトリの外部にテンプレートファイルを配置する場合、
ファイルへの絶対パスを指定してください。

# in the root of the cluster directory

cluster_vars:

postgres_hba_template: "{{ cluster_dir }}/my_hba.conf.j2"

# in a subdirectory of the cluster directory that is NOT templates

cluster_vars:

postgres_hba_template: "{{ cluster_dir }}/subdirectory/my_hba.conf.j2"

# in a directory outside of the cluster directory

cluster_vars:

postgres_hba_template: /path/to/file/outside/cluster_dir/my_hba.conf.j2

既存の pg_hba.confだけを残したい場合は、それもできます。

cluster_vars:

postgres_hba_template:

さまざまなインスタンスで異なるように pg_hba.confを構成することは可能ですが、スイッチオーバーや
フェイルオーバーなどのトポロジを変更するイベント後のアクセスとレプリケーションの問題を回避する
ために、一般的に均一な構成を推奨します。

pg_ident.conf

通常は pg_ident.confを変更する必要はありません。デフォルトでは、TPAはそれを変更しません。

pg_ident.confを好きなコンテンツに置き換えるように postgres_ident_templateを設定できます。

cluster_vars:

pg_ident_template: ident.j2

クラスターディレクトリに templates/ident.j2も作成する必要があります。

{% for u in [unixuser1, unixuser2] %}

mymap {{ u }} dbusername

{% endfor %}

pgd-cli

pgd-cliパッケージバージョン

デフォルトでは、TPAは pgd-cliの利用可能な最新バージョンをインストールします。
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cluster_vars:

pgdcli_package_version: 5.0.0-1

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、*ワイルドカードを先頭に追加してみてください。これは、パッケージ
バージョンに 2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

tpaexec upgradeを使用した pgd-cliの更新

ò 注釈

ドキュメントではこのコンポーネントを `pgd-cli`と参照していますが、 --componentsリストに渡す名
前は `pgdcli`です。

目的のバージョンを追加の引数として tpaexec upgradeコマンドに渡すこともできます。

tpaexec upgrade <cluster_dir> -e pgdcli_package_version="<desired version>" \

--components=pgdcli

詳細については、 package version selection and upgradeのセクションを参照してください。

アップグレードのために pgd-cliを選択するには、 tpaexec upgradeコマンドに渡される--components

フラグに pgdcliまたは allが含まれていることを確認します

component selection for upgradeのセクションを参照してください

詳細については、

Adding Postgres extensions

デフォルトの Postgres拡張機能

デフォルトでは、TPAは次の拡張機能をすべての Postgresデータベースに追加しますおよび必要に応じて、
対応するエントリを共有プリロードライブラリに自動的に追加します

• pg_stat_statements

• pg_freespacemap

• pg_visibility

• pageinspect

• pgstatus
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ユーザー定義の拡張機能

拡張機能名、必要な共有プリロードエントリ、および拡張機能を含むパッケージを指定することにより、
config.yml内で追加の拡張機能を構成できます。

拡張機能を追加するときは、パッケージ名を extra_postgres_packages に含め、拡張機能名の両方を
extra_postgres_extensionsまたは postgres_databasesの下で定義されたデータベースの extensions

リストに含めてください。

拡張機能が必要な場合は、拡張機能の共有プリロードエントリ名を preload_extensionsリストに追加し
ます。この名前は拡張機能名自分自身とは異なる場合があることに注意してください、拡張機能自分自身
のドキュメントを必ず確認してください。

次に、拡張機能とライブラリ名の別のエントリを使用して共有プリロード拡張機能リストに追加する必要
がある拡張機能の簡単な例を示します。

cluster_vars:

[...]

extra_postgres_packages:

- postgresql-17-my-extension

extra_postgres_extensions:

- my-extension

preload_extensions:

- my_extension

以下のセクションでは、詳細な情報を提供します。

• Reconciling changes made outside of TPA

• Creating Postgres databases

• shared_preload_libraries

• Installing Postgres-related packages

TPA認識される拡張機能

次の拡張機能のリストでは、 config.yml extra_postgres_extensionsまたは postgres_databasesで
指定されたデータベースの extensionsリストのいずれかに拡張機能名を追加するだけでよく、TPAは自
動的に正しいパッケージと必要なエントリを shared_preload_librariesに含めます。

• edb_pg_tuner

• query_advisor

• edb_wait_states

• sql_profiler

• pg_failover_slots

• sql_protect

• edb_stat_monitor
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• オートクラスター

• refdata

• ブルーフィン

• postgis

• pgaudit

• パスワードチェック

postgresql.conf

TPAは、その下にさまざまな.confファイルを含む conf.dディレクトリを作成し、メイン postgresql.conf

の include_dirを使用してこれらの追加構成ファイルを使用します。

Postgres構成ファイル postgresql.conf、pg_ident.conf、および pg_hba.confおよび conf.dの下のインクルー
ドファイルは、常に postgres_conf_dirに保存されます。これはデフォルトで postgres_data_dirと同
じですが、構成をデータディレクトリとは別にしておきたい場合は、別の場所に設定できます。

主な構成メカニズムは、変数を直接設定することです。

cluster_vars:

temp_buffers: 16MB

log_connections: on

autovacuum_vacuum_cost_limit: -1

effective_cache_size: 4GB

max_connections: 300

max_wal_senders: 32

TPA は、構成を複数のファイルに分割します。2 つのメインファイルは、0000-tpa.conf および
0001-tpa_restart.conf です。これらには、それぞれサーバーのリロードまたは再起動を必要とする
設定が含まれています。展開中に、TPAは正しいファイルに変更を書き込み、必要に応じて Postgresをリ
ロードまたは再起動します。

TPAは、特定の状況オプションの拡張機能を構成する場合などに他のファイルを使用する場合があります
が、通常、特定のパラメーターが正確にどこに設定されているかを気にする必要はありません。

次回 tpaexec deployを実行したときに変更が上書きされる可能性があるため、 conf.dの下のファイル
は決して編集しないでください。

postgres_port

Postgresポートは、デフォルト値から別の有効なポート番号に上書きできます。

cluster_vars:

postgres_port: 5433

postgres_portは、値が正しく共有され、この値に依存するすべてのコンポーネントで使用されることを
保証ため、postgres_conf_settingsを介してポートを設定するよりも優先されます。
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postgres_conf_settings

TPAは、多くの使用可能な postgresql.conf設定すべてではありませんが、直接設定できる temp_buffers

や maintenance_work_memのような変数を提供します。

postgres_conf_settingsを使用して、TPAで認識されるかどうかにかかわらず、パラメーターを設定で
きます。postgresql.confに表示されるのとまったく同じように値を引用符で囲む必要があります。

cluster_vars:

effective_cache_size: 2GB

postgres_conf_settings:

effective_cache_size: 4GB

authentication_timeout: 1min

synchronous_standby_names: >-

any 2 ("first", "second", "third")

bdr.global_lock_statement_timeout: 60s

これは、TPAがネイティブに認識しない設定で最も役立ちますが、任意のパラメーターに使用できますたと
えば、effective_cache_sizeは変数として設定できますが、authentication_timeoutはできません。

これらの設定は conf.d/9900-role-settings.confに書き込まれるため、他の方法で設定された変数よ
り優先されます。

postgres_conf_settingsの下の値を変更した場合、TPAは、リロードが変更を有効にするのに十分であ
るかどうか、または再起動が必要かどうかを知る方法がありません。したがって、常にサーバーを再起動し
て変更をアクティブにします。これが、可能な場合は常に変数を直接使用することをお勧めする理由です。

shared_buffers

デフォルトでは、TPAは shared_buffersを使用可能なメモリの 25%に設定しますこれは単なる経験則で
あり、推奨ではありません。別の比率を使用するように shared_buffers_ratio: 0.35を設定するか、
shared_buffers_mb: 796を特定のMB数に設定するか、shared_buffers: "2GB"などの正確な値を
直接指定することにより、このデフォルトをオーバーライドできます。

effect_cache_size

デフォルトでは、TPAは effective_cache_sizeを使用可能なメモリの 50%に設定します。別の比率を使
用するように effective_cache_size_ratio: 0.35を設定するか、effective_cache_size_mb: 796

を特定のMB数に設定するか、effective_cache_size: "8GB"などの正確な値を直接指定することに
より、このデフォルトをオーバーライドできます。

shared_preload_libraries

TPAは、動作するために shared_preload_librariesのエントリを必要とする拡張機能の内部リストを
維持しており、このような拡張機能を postgres_extensionsに含めると、shared_preload_libraries

が自動的に更新されます。

プリロードが必要な認識されない拡張機能を使用している場合は、preload_extensionsに追加できます。
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cluster_vars:

preload_extensions:

- myext

- otherext

myextを postgres_extensionsに追加すると、shared_preload_librariesには myextが含まれます。

デフォルトでは、conf.d/8888-shared_preload_libraries.confに shared_preload_librariesが設
定されます。

shared_preload_librariesを変数として直接設定することはサポートされていません。通常は設定する
必要はありませんが、やむを得ない場合は、postgres_conf_settingsの下に完全に引用符で囲まれた値を設定
できます。この場合、値は conf.d/9900-tpa_postgres_conf_settings.confに設定されます。

Postgresロギング

デフォルトでは、TPAは Postgres log_destination GUCを syslogとして構成し、Postgresログを/var/

log/postgres/postgres.logに書き込むように rsyslogを構成します。

次のクラスター変数を使用して、これらのデフォルトを変更できます。

• postgres_log_fileは、ログファイルへのパスです。デフォルト/var/log/postgres/postgres.

log

• postgres_log_file_modeは、ログファイルのモードです。デフォルト 0640

• postgres_log_directory_modeは、ログディレクトリのモードです。デフォルト 0700

• log_destinationは、同じ名前の Postgres GUCを設定します。デフォルト syslog

• logging_collectorは、同じ名前の Postgres GUCを設定します。log_destinationが syslogの
場合はデフォルト off、それ以外の場合は on。

syslog 以外の log_destination を選択すると、TPAはログを書き込むように Postgresロギングコレク
ターを設定します。すべての場合、TPAはディレクトリの作成とログローテーションの構成を行います。

次の例は、 rsyslogを使用して選択した場所にログを記録するように TPAに指示します。

cluster_vars:

[...]

postgres_log_file: /srv/fantastic_logs/pg_server.log

この例では、ログは同じ場所にありますが、Postgresロギングコレクターを使用して JSONログを書き込
み、グループメンバーのログディレクトリでの読み取りと実行を許可しています。

cluster_vars:

[...]

postgres_log_file: /srv/fantastic_logs/pg_server.log

postgres_log_directory_mode: 0750

log_destination: jsonlog

TPAからではなく。
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最終的な拡張子を含むログファイルの正確なパスにアクセスする必要がある場合たとえばフックの一部と
して、これは Ansibleファクト postgres_log_file_with_extensionに保存されます。直接設定するこ
とはできません。

デフォルトでは、TPA はプライベートキーと自己署名 TLS 証明書を生成します。これらは Postgres
がそれぞれ ssl_key_file および ssl_cert_file として使用します。ファイルは TPA クラスター名
cluster_name.key および cluster_name.crt を使用して名前付けられ、/etc/tpa にあります。その
結果、0001-tpa_restart.confでは次のデフォルト構成になります。

ssl_key_file=/etc/tpa/cluster_name.key

ssl_cert_file=/etc/tpa/cluster_name.crt

これは、クライアントとサーバー間のトラフィックが転送中に暗号化されることを保証には十分です。

独自の証明書を提供するには、証明書をターゲットノードに Uploading artifactsとしてアップロードし、次
のクラスター変数を指定してパスを設定します。

cluster_vars:

...

artifacts:

- type: file

dest: /path/to/your_key.key

src: /local/path/to/your_key.key

owner: root

group: root

mode: "0644"

- type: file

dest: /path/to/your_cert.crt

src: /local/path/to/your_cert.crt

owner: root

group: root

mode: "0600"

ssl_key_file: /path/to/your_key.key

ssl_cert_file: /path/to/your_cert.crt

または、キーと証明書をデフォルトの場所にアップロードすると、TPAは独自の生成の代わりにそれらを使
用し、ssl_key_fileまたは ssl_cert_fileを指定する必要はありません。ただし、 /etc/tpaは、アー
ティファクトのアップロード時に存在しないため、明示的に作成する必要があることに注意してください。
これらのファイルの権限と所有権は、展開中に postgresユーザーが作成されるときに TPAによって調整
されます。

cluster_vars:

...

artifacts:

- type: path

path: /etc/tpa

state: directory

owner: root
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

group: root

mode: "0755"

- type: file

dest: /etc/tpa/cluster_name.key

src: /local/path/to/your_key.key

owner: root

group: root

mode: "0644"

- type: file

dest: /etc/tpa/cluster_name.crt

src: /local/path/to/your_cert.crt

owner: root

group: root

mode: "0600"

TPAで生成された構成をオーバーライドするには 2つの方法があります。

最初のおよび推奨されるオプションは、ALTER SYSTEMを使用することです。これは、常に構成ファイル
のすべてより優先されます。

ALTER SYSTEM SET bdr.global_lock_statement_timeout TO 60s;

conf.d/9999-override.confを編集することもできます。

echo "bdr.global_lock_statement_timeout=60s" >> conf.d/9999-override.conf

conf.dの下の他のすべてのファイルは、展開中に構成が変更された場合に上書きされる可能性があります
が、TPAは、最初に空のファイルを作成した後、9999-override.confを変更することはありません。

変更する設定によっては、SELECT pg_reload_conf()を実行するか、サーバーを再起動して変更を有効
にする必要がある場合があります。

postgresql.confをスクラッチから生成する

デフォルトでは、TPAは include_dirを追加する以外に、デフォルトの initdb生成された postgresql.conf
ファイルをそのまま残します。通常、この動作をオーバーライドする必要はありませんが、そうするよう
に postgres_conf_templateを設定できます。

cluster_vars:

postgres_conf_template: pgconf.j2

これで、クラスターディレクトリの templates/pgconf.j2を使用して postgresql.confが生成されます。
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tpaexec deprovision

プロビジョニングを解除すると、クラスターと関連するリソースが破壊されます。

awsプラットフォームを使用するクラスターの場合、クラスターに設定されたインスタンスとすべてのキー
ペア、ポリシー、ボリューム、セキュリティグループ、ルートテーブル、VPCサブネット、インターネッ
トゲートウェイ、および VPCが削除されます。

dockerプラットフォームを使用するクラスターの場合、コンテナ、コンテナでソースビルド用に設定され
た ccacheディレクトリ、およびクラスター用に設定された Dockerネットワークを削除します。

すべてのプラットフォームで、sshキー、保存されたパスワード、Ansibleインベントリ、ログを含む、tpaexec
provisionによってローカルに作成されたすべてのファイルが削除されます。

tpaexec info

infoコマンドを使用して、TPAインストールに関する情報を出力できます。この情報の提供は、トラブル
シューティングに役立ちます。

使用法

• tpaexec infoを実行します

サブコマンド

• tpaexec info version

現在の TPAバージョンを表示します

• tpaexec info platforms

使用可能な展開プラットフォームを表示します

• tpaexec info architectures

使用可能な展開アーキテクチャを表示します

• tpaexec info platforms/<name>

特定のプラットフォームに関する情報を表示します

• tpaexec info architectures/<name>

特定のアーキテクチャに関する情報を表示します

出力例

tpaexec infoコマンドは次を出力します。

# TPAexec 23.29

tpaexec=/opt/EDB/TPA/bin/tpaexec

TPA_DIR=/opt/EDB/TPA

PYTHON=/opt/EDB/TPA/tpa-venv/bin/python3 (v3.12.18, venv)

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

TPA_VENV=/opt/EDB/TPA/tpa-venv

ANSIBLE=/opt/EDB/TPA/tpa-venv/bin/ansible (v2.16.3)

Validated: ea844d1b90295597d080bbf824dbbc6954886cb54ffdb265c7c71b99bedee67b [OK]

tpaexec reconfigure

tpaexec reconfigureコマンドは、config.ymlを読み取り、引数に応じてさまざまな方法でクラスターを
変更する変更バージョンを生成します。

引数

他の tpaexecコマンドと同様に、クラスターディレクトリは常に指定する必要があります。

クラスターのアーキテクチャの変更

次の引数により、クラスターのアーキテクチャを変更できます。

• --architecture <architecture> (必須)クラスターの新しいアーキテクチャ。 PGD-Always-ONお
よび PGD-Xを有効な引数として受け入れます

• --pgd-proxy-routing <global|local> PGD-Always-ONに必要 PGD-Proxyが接続をルーティング
する方法。この引数の意味の詳細については、PGD-Always-ON を参照してください。

• --edb-repositories <repositories>オプショナル EDBパッケージリポジトリのスペース区切り
リスト。通常、これを指定する必要はありません。tpaexec configureは、クラスターで使用され
ている postgresフレーバーに基づいて、適切なリポジトリを選択します。

アーキテクチャを変更した後、Upgrading your cluster を実行して、クラスターに必要な変更を加えます。

クラスターを PGD-プロキシから PGD-Always-ONの接続マネージャーに変更する

• --enable-connection-manager(required) PGD 5.9+クラスター上の PGD-プロキシから新しいビ
ルトイン接続マネージャーへの移行を許可するオプション。

クラスターを 2qから EDBリポジトリへの変更

--replace-2q-repositories引数は、クラスターが使用する 2ndQuadrantリポジトリを削除し、必要に
応じて EDBリポジトリを追加して、それらを置き換えます。

この引数で再構成した後、 [tpaexec promote)(tpaexec-deploy.md)を実行して、クラスターに必要な変更を加
えます。

出力フォーマット

次のオプションは、出力の形式を制御します。

• --describe何も変更せずに、変更される内容の説明を表示します。

• --check加えられる変更を検証し、エラーがあれば何も変更せずに、検証の結果発生したエラーまた
は警告を表示します。
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• --output <filename> config.yml以外のファイルに出力を書き込みます。

サンプル呼び出し

tpaexec reconfigure ~/clusters/speedy\

--architecture PGD-Always-ON\

--pgd-proxy-routing local

7.6 Selective task execution

7.6.1 タスクセレクターを使用する
tpaexec deployへの--excluded_tasksおよび--included_tasksオプションを使用して、完全な展開
を構成するタスクのサブセットのみを実行するように TPAに指示できます。これらの引数はそれぞれ、セレ
クターのコンマ区切りリストとして扱われる文字列です。同様に、クラスター全体または個別のインスタン
スに対して、config.ymlの excluded_tasksおよび included_tasks変数を設定できます。 config.yml

では、コンマ区切り文字列または yamlリストを使用できます。

excluded_tasksによって一致するタスクは常に除外されます。included_tasksを指定すると、一致し
ないタスクは暗黙的に除外されます。

以下に詳細を示すように、一部のセレクターはどちらのリストでも使用でき、一部は excluded_tasksリ
ストでのみ使用できます。 tpaexec testには、別のセレクターセットが使用できます。

7.6.2 例
バーマン関連のタスクを実行せずに展開するには

tpaexec deploy <clustername> --excluded_tasks=barman

repmgr関連のタスクのみを実行しているを展開するには

tpaexec deploy <clustername> --included_tasks=repmgr

インスタンスにホスト名を設定せずに展開するには

tpaexec deploy <clustername> --excluded_tasks=hostname

ブートストラップおよび sshタスクが実行されないようにするには、次を config.ymlに追加します。

cluster_vars:

excluded_tasks:

- bootstrap

- ssh
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7.6.3 tpaexec deployでサポートされているセレクター
次のセレクターは、包含または除外のいずれかがサポートされています。

• バーテンダー

Barmanに関連するタスク。

• bdr

BDRのセットアップに関連するタスク PGDクラスター内で使用される場合を含むこのセレクターが除外
された場合、TPAは config.ymlで指定されたとおりに拡張機能をインストールおよび構成しますが、ノー
ドグループを作成せず、ノードに参加しようとしません。

• create_pgd_proxy_system_user

pgd_proxyのシステムユーザーを作成するタスク

• create_postgres_system_user

postgresのシステムユーザーを作成するタスク

• efm

EFMに関連するタスク。

• etcd

etcdに関連するタスク

• first-backup

最小限のバーマンバックアップが存在することを保証するタスク。

• ハプロキシ

haproxyに関連するタスク。

• ハープ

harpに関連するタスク。

• パトローニ

パトローニに関連するタスク。

• pem-agent

PEMエージェントに関連するタスク。

• pem-server

PEMサーバーに関連するタスク。

• pem-webserver

PEMサーバーでのWebサーバーの構成に関連するタスク。

• pg-backup-api

Barmanの Postgresバックアップ APIに関連するタスク。
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• pgbouncer

PgBouncerに関連するタスク。

• pgd-proxy

PGDプロキシに関連するタスク。

• pglogical

pglogicalに関連するタスク。

• pkg

システムパッケージマネージャーを使用してパッケージをインストールするタスク。

• 展開後

展開後フックが定義されている場合。

• postgres

postgresに関連するタスク。

• レプリカ

実行されるタスクと postgresレプリカとして機能するインスタンス。

• repmgr

repmgrに関連するタスク

• リスタート

サービスを再起動するタスク

• sys

postgresまたは関連ソフトウェアに固有のタスクの前のシステムセットアップに関連するタスク。

• zabbix-agent

zabbixエージェントに関連するタスク。

次のセレクターは、除外の場合にのみサポートされています。

• アーティファクト

Uploading artifactsに関連するタスク

• バーマン-クリーン

Barmanがソースからビルドされている場合、Barmanビルドディレクトリをクリーンアップするタスク。

• barman-pre-config

barman-pre-configフックが定義されている場合。

• bdr-pre-node-creation

bdr-pre-node-creationフックが定義されている場合。
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• bdr-post-group-creation

bdr-post-group-creationフックが定義されている場合。

• bdr-pre-group-join

bdr-pre-group-joinフックが定義されている場合。

• ブートストラップ

残りの展開が実行される前に、Pythonおよびその他の最小限の依存関係が存在することを確認するタスク。
関連する要件を手動でインストールしたことが確かな場合にのみ、これを除外します。

• ビルドクリーン

ソースからビルドされているソフトウェアのビルドディレクトリをクリーンアップするタスク。

• build-configure

ソースからビルドされているソフトウェアを構成するタスク。

• Cloudinit

Cloud-initによって管理されるホストでのみ実行されるタスク。

• コミットスコープ

BDRコミットスコープの構成に関連するタスク。

• config

構成ファイルを作成するタスク。

• efm-pre-config

efm-pre-configフックが定義されている場合。

• efm-post-config

efm-post-configフックが定義されている場合。

• fs

インスタンスでの追加の Filesystem configurationのセットアップに関連するタスク。

• ホストキー

Managing SSH host keysを設定するタスク

• ホスト名

ホスト名を設定するタスク。

• ホスト

Configuring /etc/hostsのタスク

• initdb

initdbを実行するタスク

• ローカルリポジトリ
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Creating and using a local repositoryを設定するタスク

• ロケール

Localeをインストールするタスク

• openvpn

OpenVPNを設定するタスク。

• pg-backup-api-clean

Postgresバックアップ APIがソースからビルドされている場合、ビルドディレクトリをクリーンアップす
るタスク。

• pgbouncer-config

pgbouncerの構成ファイルを作成するタスク。

• pgpass

Configuring .pgpassファイルを作成するタスク。

• リポ後

リポ後フックが定義されている場合。

• postgres-clean

postgresがソースからビルドされている場合、buildディレクトリをクリーンアップするタスク。

• postgres-config

postgres-configフックが定義されている場合。

• postgres-config-final

postgres-config-finalフックが定義されている場合。

• 事前展開

展開前フックが定義されている場合。

• pre-initdb

pre-initdbフックが定義されている場合。

• レプリケーションセット

BDR3クラスター上の監視専用レプリケーションセットに関連するタスク。

• repmgr-clean

repmgrがソースからビルドされている場合、ビルドディレクトリをクリーンアップするタスク。

• repmgr-configure

repmgrがソースからビルドされている場合に構成するタスク。

• リポジトリ

パッケージリポジトリを設定するタスク。
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• rsyslog

rsyslogに関連するタスク。

• サービス

構成や再起動を含むシステムサービスに関連するタスク。

• src

ソースからパッケージをビルドおよびインストールするタスク。

• ssh

インスタンス間の sshの設定に関連するタスク。

• sysctl

sysctl設定を設定およびリロードするタスク。

• sysstat

sysstatサービスに関連するタスク。

• tpa

インスタンスにインストールされる TPA独自のファイルに関連するタスク。

• ユーザー

システムユーザーの設定に関連するタスク。

• ウォッチドッグ

パトロニクラスター上のカーネルウォッチドッグに関連するタスク。

7.6.4 tpaexec testでサポートされているセレクター
次のセレクターは、tpaexec testの実行にのみ適用されます。

• 迷彩柄

BDRまたは PGDクラスターでの CAMOのテストに関連するタスク。

• ddl

BDRまたは PGDクラスターでの DDLのテストに関連するタスク。

• 失敗

問題が検出されたかどうかを中止するタスク。障害に関係なくテストを実行するには、このセレクターを
除外します。

• pgbench

pgbenchを実行するタスク

• sys

システムレベルのテストを実行するタスク。
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• barman、bdr、haproxy、pg-backup-api、pgbouncer、pgd-proxy、postgres、repmgr、

さまざまなソフトウェアコンポーネントをテストするタスク。
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